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序

川本町は鎌倉時代の武士畠山重忠の本拠地としてつとに有名なところであります。ま

たこの地域は、かつて盛んであった荒川の河川交通、鎌倉街道など、古くから交通の要

衝として発展してきたところで、舟山遺跡、鹿島古墳群など著名な遺跡も数多く分布し

ており、歴史及び自然環境の豊富な土地であります。

このたび、この地域の工業化と詞和のとれた開発をめざして、川本工業団地の造成が

実施されることになりました。事業地約50万m平所在する埋蔵文化財に関する取り扱い

については、埼王県企業局と埼玉県教育委員会との間で慎重に協議が重ねられた結果、

7ヶ所の遺跡について当事業団が埼玉県企業局の委託を受けて発掘調査を実施し、記録

保存の措置を講ずることになりました。

平成元年度に調査が行なわれた白草遺跡からは、旧石器時代・縄文時代はもとより弥

生時代から平安時代にわたる多数の竪穴住居跡、土塙群、溝などが発見され、さらに土

器•石器類を中心とした多くの遺物が出土しました。本書はそのうち弥生時代以後に関

する調査報告書であります。

本書が埋蔵文化財の保護、文化財保護思想の普及。啓蒙、学術研究の基礎資料として、

さらに教育機関等の参考資料として広くご活用いただければ幸いであります。

報告書刊行にあたり、終始ご指導を賜わりました埼玉県教育局指導部文化財保護課を

はじめ、発掘調査からこの記録の完成にいたるまで、種々のご協力をいただきました埼

玉県企業局土地開発第二課。同北部上地開発事務所、さらに川本町教育委員会・江南町

教育委員会。嵐山町教育委員会・花園町教育委員会ならびに地元関係各位に対し、厚く

お礼申し上げます。

平成 4年3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長 荒井修二



例目

1 本書は、埼玉県大里郡川本町大字本田字白草2904番地他に所在する白草遺跡の発掘調査報告書

である。

文化庁指示通知は、平成元年10月3日付委保5-1063号である。

遺跡名の略号は、 SRKSである。

乙 本書は、白草遺跡のうち平成3年度整理事業である弥生時代、古墳時代、平安時代以後につい

ての報告書で、旧石器時代、縄文時代に関しては来年度刊行予定である。

3 発掘調査は、川本工業団地建設事業に伴うものであり、埼玉県教育局文化財保護課が調整し、

埼玉県企業局土地開発第二課の委託により、財団法人埼玉県埋蔵文化財鯛査事業団が実施した。

4 発掘調査は、議崎 一、黒坂禎二が担当し、平成元年7月1日から同2年3月31日まで実施した。

整理作業は蟻崎が担当し、平成3年4月1日から同4年3月31日まで実施した。

なお、発掘調査。整理作業の組織は2ページに示した。

5 本書の執筆は I-1を埼玉県教育局指導部文化財保護課、 III-3 -g第14号土塙出上遺物につ

いては今井宏、その他を蟻崎が行なった。

6 図版作成、写真撮影は下記のものが行なった。

図版作成 蟻崎

発掘調査撮影 黒坂蟻崎

遺物撮影 今井

7 本書の編集は、資料部資料整理第 1課の蟻崎が行なった。

8 本書にかかる資料は、平成4年度以降埼玉県立埋蔵文化財センターが管理・保管する。

， 本書の作成にあたり、下記の方々から御教示、御協力を賜わった。記して謝意を表したい。
松村 篤新井 端植木 弘森下昌市郎高木義和柿沼幹夫高橋一夫

市川 修笹森健一鈴木徳雄高橋良子小久保花子小林せつ子小林サク子

下田千代子藤野富子藤野治子本田よし子寺山正子荒木克一森田茂次

山口藤雄井上喜代子原口政義冨田元子相原いね植木智子小島明美

佐藤きみ江関口澄子高橋喜代乃田口あい子贄田薫 翠弘子 石崎まさ子



凡例

1 本書の図版の縮尺は、遺構が住居跡1/60、その他の遺構1/80を原則とし、遺物実測図は拓影

図1/3、実測図1/4を原則としたが、これに該当しないものもある。

2 本書で用いた遺構の記号は以下のとおりである。

SJ 住居跡 SB 掘立柱建物跡 SK 土壇 SD 溝 P ピット

3 本書の遺構の記述は、原則として確認、埋没、生活、構造段階の順で記した。

土層註については原則としてその性状、含有物、その粒度の順で記し、含有物については略号

を使用している。

R : Roam B : Blok C :炭ないし炭化物焼：焼土粒：粒子微：微量少：少量

多：多鼠等である。

4 本書の上塙の記述は主に観察表によるが、平面及び断面形態については以下の基準による。

平面形 A：円形 B：楕円形 C：長方形 D：方形 E：不整形

断面形 I :Overhang II：直に立ち上がる III：すり鉢状

5 整理段階で遺構の種類、或いは遺構番号の変更があったが、注記の変更は原則として行なわな

かった。詳細は本文中にその旨記載した。

6 本書の上器の記載は観察表による。法量については口径、底径、器高の順に記す。胎土、色調

については以下の基準（市川 1980)による。

胎土は含有物の粒度と特徴によって分類し、各々の組み合わせによって示す。

ア）粒度は、細 1.0mm以下 粗1.0~2.0mm 礫 2.0mm以上 の3段階である。

イ）含有物の特徴は以下の通りである。

a 白色不透明（粒状） b 白色透明（板状） C 白色～灰色不透明（粒状）

d 茶色～赤色（粒状） e 金色～銀色（板状） f 黒色（板状、光沢）

g 黒色（粒状） h 白色不透明（針状）

a~h以外のものについてはその都度記す。

色調は、外面（器肉）内面の順に記す。内外面相半ばする場合は外面／内面と記す。

残存率は主に口縁部の残存比で表わすが、該当しないものもある。
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図版19 第85~87,88~90,94,96,98号土墳全景

図版20 第102~108,112号土壊全景

図版21 第120,128号土壇、第1~3号掘立柱建

物跡全景弥生時代第2群遠景

図版22 第6,15,59号住居跡、第141号土壇出土

遺物

図版23 第78,82,83,63,77，号住居跡、第17号

竪穴状遺構出土遺物

図版24 第15,57,59号住居跡、第17号竪穴状遺

構、第141号土塙出土遺物

図版25 第59,63,64,2号住居跡出土遺物

図版26 第73,75,77,82,83号住居跡出土遺物

図版27 第84,88,3号住居跡、第111号土壕出土

遺物

図版28 第3,6,14号住居跡出土遺物

図版29 第14,15,9号住居跡出土遺物

図版30 第12号住居跡出土遺物

図版31 第12,16号住居跡出土遺物

図版32 第16号住居跡出土遺物

図版33 第16,93号住居跡出土遺物

図版34 第93,1,74号住居跡出土遺物

図版35 第89,98,18,20,22,23号住居跡出土遺

物

図版36 第23,25,28,50,51,54,67号住居跡出土

遺物

図版37 第69,71,90,39号住居跡出土遺物

図版38 第40,42,44,48,95号住居跡出土遺物

図版39 第30,31,32,35号住居跡出土遺物

図版40 第35,47号住居跡、第 1号溝、表採、

GRID出土遺物



I 発掘調査の概要

I 調査に至るまでの経過

埼玉県では生活環境の整備と県土に合った土地利用計画を進めるため、各穂の施策を実施し

ている。その一環として県企業局では工場誘致と適切な工場配置を行うため、大里郡川本町に

川本工業団地の造成を計画した。県教育局文化財保護課ではこのような開発事業に対応するた

め、開発関係部局と事前協議を行い、文化財の保護について遺漏の無いよう調整を進めてきた。

同工業団地の造成計画にあたり、昭和61年12月15日付け企局造第1257号で県企業局宅地造成

課長から教育局文化財保護課長あて「川本工業団地内における埋蔵文化財の所在及びその取り

扱いについて」照会があった。しかし、この時点では環境アセスメントが終了していなかった

ので所在確認調査は実施できなかったが、川本町教育委員会の協力を得て現地調査を実施した

結果、 3カ所の遺物散布地が確認された。

この結果をふまえ、県企業局と文化財保護課の間でその保存について協議を重ねたが、事業

計画を変更することは不可能との結論に達した。しかし、周知されている埋蔵文化財包蔵地の

範囲確認及び所在確認調査は不可避であり、環境アセスメント終了後実施することを相互確認

した。また、上記の照会に対する回答は確認調査を実施して後行うこととした。

この結果をふまえ、昭和62年3月30日付け教文第1257号をもって文化財保護課長から埼王県

企業局公営企業管理者あて次のように通知した。

1 川本工業団地造成予定地内に所在する円阿弥遺跡ほか 2遺跡の埋蔵文化財包蔵地の調査は、

昭和62年度の後半に（財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施する。

2 発掘調査の実施にあたっては、事前に文化財保護法第57条の3第1項の規定により、文化庁

官あて埋蔵文化財発掘調査に関する届け出をすること。

昭和62年7月に10日間にわたる所在及び確認調査を実施した。その結果、縄文時代から奈

良•平安時代にわたる埋蔵文化財包蔵地 5 ヶ所を確言忍した。

文化財保護課では、現地踏査、所在及び確認調査の結果を検討し、県企業局宅地造成課長

あて、次のように回答した。

l 工業団地造成予定地内には、円阿弥遺跡、竹之花遺跡、白草遺跡、下大塚、四反歩

（北・東・南地区）遺跡が所在する。

2 上記の埋蔵文化財包蔵地にかかる造成計画の変更が不可能な場合には、記録保存のため

の発掘調査を実施すること。

3 発掘調査の実施にあたっては文化財保護課と協議すること。

その後発掘調査の実植について協議した結果、昭和62年9月16日付けで県企業局と埼玉

県埋蔵文化財鯛査事業団との間に発掘調査に関する委託契約書が締結された。発堀調査は

昭和62年9月、竹之花遺跡の鯛査から開始され、昭和63年度、平成元年度へと引き継がれ

た。また、平成元年1() 月 3 日付け委保第5~1063号をもって文化庁から埋蔵文化財発掘調査

の届に対する通知があった。
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2 発掘調査・整理報告書刊行事業の組織

1 発掘調査（平成元年度） 2 整理報告書刊行（平成 3年度）

理事長 荒井修二 理事長 荒井修二

副理事長 百瀬陽二 副理事長 早川智明

常務理事兼 常務理事兼

管理部長 古市芳之 管理部長 倉持悦夫

理事兼 庶務経理

調査研究部長吉川國男 庶務課長 高田弘義

管理部 主査 松本晋

管理課長 関野栄一 主事 長滝美智子

主事 江田和芙 経理課長 関野栄一

主事 岡野美智子 主任 江田和美

主事 本庄朗人 主事 福田昭美

主事 斉藤勝秀 主事 腰塚雄二

調査研究部 主事 菊池久

副部長 塩野博 整理

第一課長 坂野和信 資料部長 中島利治

主任調査員 議崎一 資料部副部長兼

資料整理第一課長増田逸朗

調査員 黒坂禎二 主任調査員 蟻崎一
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3 発掘調査の方法と調査の経過

川本工業団地事業地内に所在する 8遺跡、すなわち白草、竹之花、円阿弥、四反歩北、四反

歩東四反歩南、北篠場北遺跡についての発掘調査の方法は、第一次調査の開始にあたって設定

されたグリッドにもとづき、それぞれ実施されている。したがって先年度報告において詳細に

記述された発掘調査の方法は、白草遺跡についてもそのまま妥当するものである。以下では簡

単に概略を示しておく。

グリッドは国家座標第1X系に合わせた方眼によっており、 8遺跡の遺跡原点はAOO-I 00で

座標値はX=+l3,810.0m、Y= -47,320.0mである。

グリッド呼称の詳細は先年度報告に詳しく再録すると、遺跡原点から「150mごとに、南北

方向は北から A 、 B 、 C 、……、 H、東西方向は東から I 、J、 K、·…••、 0 というアルファベ

ット大文字で示し、 30mグリッドの表示のためにこの後に二桁の数字を付して、般小の3m小

グリッドの呼称を十進法で数えていく形式とした。」というものである。

白草遺跡の範囲は南北方向A44~C42、東西方向J33~L07にほぼ収まる。

白草遺跡の本調査は、遺跡の範囲を重機により表上除去し、その後大小のグリッド設定杭を

打ち、それにしたがって遺構確言忍、遺構発掘精査後の遺物出土位置の計測・遺構の平面実測を

行なった。 遺物出土位置の計測・遺構の平面実測については遺構確認面に1m方眼の水糸を張

る簡易やり方によった。

白草遺跡の第一次調査については先年度報告に詳細に記述してある。したがって本報告にお

いては省略に従う。

白草遺跡第二次調査の経過

平成元年7月からの第二次鯛査開始に先行して、 6月から重機による表土除去を開始した。

従って調査開始時点で既に調査区の1/4程の表上除去が終了していた。以下では毎月毎に調査

経過の概略を述べる。

7月 重機による表土除去と併行して遺構確認。重機による表上掘削は調査の都合により調査

区の約1/2で一時的に中止した。

7月24日 遺構確認作業は本日でほぼ終了した。

7月25日 本日より遺構精査を開始する。調査の進行上、一時的な調査区最北端に1立置

する住居跡から調査を開始した。

8月 調査区西側、台地裾部分のほぼ平坦面に位置する住居跡を中心に遺構精査続行。住居跡

の時期は縄紋時代から平安時代に及んでいる。概して遺構深度は浅く調査が捗り、第1~

16号住居跡まで鯛査が及んだ。鯛査順に写真撮影、遺物出土位置の計測、遺構の平面実測

を開始する。

9月 調査区西側から順次南西部に向かって遺構精査を続行する。第17~29、35~39号住居跡

まで調査が進行し、調査順に写真撮影、遺物出土位置の計測、遺構の平面実測をおこなっ
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た。台地頂部付近に存在する縄文時代早期の土填群の調査も実施された。適宜遺構確認を

実施している。

10月 一時中断していた重機による表土掘削を開始する。

調査区は現道によって南北に分断されているが、現道南側の調査区を開始する。平安時

代第 5群と呼称した、第30~34号住居跡の精査である。さらに調査は捗り月末までに、第

40~47号住居跡まで精査を実施した。全体的に調査は北側へ向かって進行している。引き

続き調査順に写真撮影、遺物出土位置の計測、遺構の平面実測をおこなった。

縄文時代早期の土塙群の調査も併行して行なわれた。

11月 台地頂部付近に位置する縄紋時代の第53号住居跡、炉穴群、弥生時代第2群及び平安時

代第 3群と呼称した、第49~71号住居跡の精査を実施した。第66、67号住居跡は重複著し

く調査はやや長引く。胴査順に写真撮影、遺物出土位置の計測、遺構の平面実測をおこな

った。

12月 台地頂部から北西斜面の弥生時代の遺構が密集する地点に調査が及ぶ。弥生時代第 3

（第73、75~78号住居跡）、 4群（第80、82~84、88号住居跡）、平安時代第 1群 (74、79、

81、85~87、89、90号住居跡）とした住居跡群である。後半には台地頂部の古墳時代の住

居跡群（第92~94、96号住居跡）及び鯛査区東側に点在する平安時代の住居跡に調査が及

んだ。

縄文時代早期の土墳および近現代の土塙についても詞査が及んだ。調査順に写真撮影、

遺物出土位置の計測、遺構の平面実測をおこなった。

12月19日 本日をもって重機による表土掘削から掘削土の土山整形まで一連の作業が全

て終了する。 12月26日 本日をもって平成元年の発掘調査を終了する。

1月25日の航空写真測量に備えて調査区全体の遺構清掃を行なう。

併行して取り残した写真、遺物出土位置の計測、遺構の平面実測をおこなった。

2月引き続き取り残した写真、遺物出土位置の計測、遺構の平面実測をおこなったが、

悪天候続きで作業は思うに任せなかった。

3月9日より調査区西側を界する農道部分の調査が実施された。現道として利用されて

いたため遺構の残存状態は良くない。

第26、98号住居跡、第97号竪穴状遺構、第139、140号土壊が検出された。また農道部分

から斜面にかけて旧石器時代の遺物を検出した。調査順に写真撮影、遺物出土位置の計測、

遺構の平面実測をおこなった。

3月30日 本日をもって白草遺跡の発掘調査を全て終了する。
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II 遺跡の立地と環境

白草遺跡の立地と環境については、先年度報告の「竹の花。下大塚・円阿弥遺跡」に詳細に論じ

られている竹之花以下3遺跡のそれとあい覆うものであり、以下概略的に述べることにする。

白草遺跡をのせる台地（以下白草台と呼称する）は北に荒川を望むいわゆる江南台地の北縁部に

あたり、荒川の支流である吉野川に面し現水田面とは2m前後の比高差を持つ。川本工業団地事業

地の北西部に位置し、遺跡の範囲は東西約210m、南北約300m、面積約3,400m宅測り北東から南

西に細長く延びる。標高は61.10~66.47mを測る。竹之花遺跡とは40m程で隣接しており、円阿弥

遺跡とは約2oom程離れている。

以下では今回報告に関連する弥生時代以後の周辺遺跡の概観を述べ、弥生時代以前については既

毅告及び来年度報告に譲ることにする。

弥生時代の遺跡は後期吉ケ谷式期になると認められるようになる。

白草台に所在する白草、円阿弥、四反歩東、四反歩南遺跡の 4遺跡以外では焼谷遺跡の他、上ノ

山・荷鞍ケ谷戸。上本田前・万願寺遺跡で吉ケ谷式土器が出土している。隣接する江南町では姥ケ

沢遺跡、塩前遺跡等がある。

吉野）1|を望む白草台裾部に北から白草、円阿弥が存在し、さらに南西部に焼谷遺跡がある。吉野

川を挟んだ左岸台地上には、北側の支流に面する上本田遺跡以外現在のところ南側には該期の遺跡

は未検出である。

白草台東側の解析谷に面して四反歩東、四反歩南遺跡が存在する。谷を挟んだほぼ対岸には万願

寺遺跡があり、その北方にやや離れて荷鞍ケ谷戸遺跡が存在する。荷鞍ケ谷戸遺跡の東方には櫛描

文土器を出土した姥ケ沢遺跡がある。

これらの遺跡はいずれも弥生時代後期吉ケ谷式の遺構。遺物を検出乃至採集している。

吉ケ谷式は概して変化に乏しくいわゆる安定型式で、上器群の変化はIII期以外は漸進的である。

白草遺跡出土遺物はおおむね柿沼編年IIb期に対応すると考えられるが、若干の段階差があり出土

遺物の検討によると 2~3段階の細分が考えられる。

円阿弥遺跡例は少量であるが、いずれも白草 3段階に対応すると考えられる。

焼谷遺跡例は白草1段階乃至それよりもよりもやや古く位置付けられる。

四反歩東遺跡、四反歩南遺跡については来年度報告であり不明であるが、住居跡の形態からみる

と焼谷遺跡例に類似している。

万願寺遺跡出土遺物は白草遺跡とほぽ同時期である。

これらの小支谷沿いに点在する諸遺跡は、細かい段階差を捨象すればほぼ吉ケ谷II式期における

遺跡群の展開として把握できるものと考えられる。

白草遺跡において検出された吉ケ谷式期の遣構は後述するように住居跡、竪穴状遺構、土塙であ

るが、同一台地上に存在する円阿弥遺跡、四反歩東遺跡、四反歩南遺跡でも該期の住居跡が検出さ

れている。

白草遺跡の弥生時代遺構の最も特徴的な点は住居跡が土塙ないし竪穴状遺構を伴う点である。

この点は円阿弥遺跡、四反歩南遺跡にも認められ焼谷遺跡でも認められている。この辺りの特徴で
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第2図 白草遺跡周辺の遺跡分布図

あろうか。遺跡によって伴う土墳等の数は異なっており、供伴しないものもあり、住居跡の規模も

様々である。

住居跡そのものの構造は白草遺跡、円阿弥遺跡では柱穴が不明瞭であるが四反歩遺跡、焼谷遺跡

では概して 4本主柱穴で平面形は比較的よく整っている。

白草遺跡の住居跡数は 21軒で3~4群に分割される。したがって 5~6軒で一群が構成されて

いることになる。

円阿弥遺跡は 2群、焼谷遺跡は 2~3群、四反歩東遺跡は単独で1軒、四反歩南遺跡は 1群が認
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第3図 川本工業団地事業地と各遺跡位置図
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められ、四反歩東遺跡を除いて 3軒前後の住居跡によって構成されている。したがって白草遺跡が

最も大きい集落ということになり、群を構成する住居跡数も他遺跡の倍近い。

局所場的遺跡間の交通諸関係については後考にまつところが大きいが、同じ谷筋に存在する白草

遺跡と円阿弥遺跡との関係及び焼谷遺跡との関係がより強いことが予想される。それぞれの遺跡は

自然的境界乃至一定の距離をおいて存在しており、その意味では完結的閉鎖系を形成しており、日

常的個別的経営の単位として機能していたことが窺われる。これが中村哲のいう個別的な小経営生

産様式であるかどうか即断できないが、直接的には各単位が占有する日常的生産の場に規定された

存在形態を示すものであろう。

各遺跡内部の或いは各遺跡を結ぶ社会的関係を示すような遺物の出上はないが、主要な生産用具

からはずれた石器の存在がこれらの遺跡に特徴的である。このような関係は新たに形成されたもの

ではなく既に与えられた前提として存在していたはずである。一次的関係性を前提とした網目状の

結節点として各遺跡は理解されなければならない。その場合異系統土器の存在が示すように地方間

の交通諸関係が及ぼす作用をみておくべきで、両者の相互作用として存在するものである。

古墳時代の遺跡は前期では少ない。五領式期では白草遺跡で住居跡2軒が検出されている他、円

阿弥遺跡で住居跡7軒、土塙3基が調査されている。同辺でも芳沼、畠山字上中谷の他、塩前遺跡、

塩西遺跡、台耕地遺跡等がある。和泉式期になると白草遺跡で住居跡7軒が調査されている。

白草、円阿弥両遺跡の五領式期出土遺物は五領式でも新段階に属するもので、白草遺跡がやや古

＜円阿弥遺跡第 1号住居跡例にほぼ併行する。

白草遺跡では少なくとも 2群の住居跡群が『忍識されるが、これに併行する円阿弥遺跡の住居跡は

単独で 1軒存在するにすぎない。その他6軒の住居跡はほぼ同一段階で2~3群にわかれ、土堰を

伴うものもある。白草遺跡の和泉式期住居跡群に近い時期である。いずれも一群を構成する住居跡

数は少ない。

白草台の奈良。平安時代の遺跡は竹之花遺跡で住居跡8軒、四反歩北遺跡で住居跡4軒、四反歩

東遺跡で住居跡5軒があり、白草遺跡の平安時代の遺構とほぼ併行するものは、円阿弥遺跡で住居

跡 3軒、土塙2基、権現堂北遺跡で土墳 l基が調査されている。周辺地域ではこの時期の集落遺跡

の調査例は少なく台耕地遺跡、上辻・下辻遺跡等がある。

白草遺跡では少なくとも 5群の住居跡群が認識され、さらに小群に細別される。小群を構成する

住居跡数は 3~4軒である。出土遺物には少量であるが墨書土器、鉄滓等があり、小鍛冶跡も検出

されている。このような遺構と遺物の在り方は、白草台の他の遺跡の在り方と大分異なるもので、

併行する権現堂北遺跡では土墳 1基、円阿弥遺跡では白草遺跡の小群に相当する住居跡数の住居跡

3車千、土塙2基が検出されているのみである。時期的な問題等実態は不明確であるが、隣接する諦

光寺廃寺、荷鞍ケ谷戸瓦窯跡の存在を考慮すると、単純な自然集落を想定することを躊躇させるも

のがある。

該期の集落遺跡の範疇分けについては今後の課題である。

- 8 -



III 遺構と出土遺物

I 弥生時代の遺構と出土遺物

a 概要

弥生時代の遺構は調査区の北西部に集中し、丘陵上～斜面裾に及んでいる。迅速図、米極東空

ト1

第4図 弥生時代遺構分布図

- 9 -

軍の空中写真によると旧地形は現水田

面に及び、遺構が分布していたことが

窺われる。

調査区内において墓域を検出できなか

ったが、他地点でも同様である。現水

田下に存在した可能性を考慮しておく

べきであろう。

該期の遺構は全て弥生時代後期の吉

ヶ谷式期に属し柿沼編年のII期に対応

する。若干の段階差を内包するもので

あるが、遺構毎の重複関係がみられな

い点と同一の歴史的環境乃至社会的関

係を持つ一塊のものという点を考慮し、

以下ではこれらの住居跡群を一括して

取り扱う。

住居跡、竪穴状遺構及び土壊の相互

の位置関係、集中度と調査時における

所見により、 4群に分割する。

第1群は第6、7、14、15号住居跡、第

10、17、97号竪穴状遺構、第5、10、

139、141号土壊

第2群は第57、59、61、63、64、65号

住居跡、第55、58、62号竪穴状遺構、

第84~86、91、94、96号土壇

第 3群は第2、73、75、76、77号住居

跡、第72号竪穴状遺構、第102~108、

llO号土墳

第4群は第80、82、83、84、88号住居

跡、第lll、ll2号土壇によって構成さ

れる。
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第5図 弥生時代住居跡群位置図

それぞれの詳細は下表の通りである。

第 1表 弥生時代住居跡及び竪穴状遺構一覧表

No 平面形 規 模 主軸方向 炉 柱 r ノ＼ 貯蔵穴

2 方形 3 66 X 2 92 XO 3 N-41° -W 北西壁寄り中央 南東壁下入ロピット 南隅円

6 隅円長方形 4 91X3 48X0 36 N-34.5° -W 北西壁 1、入ロピット 南東壁楕円

7 台形 2 74X2 53X0 39 N-26'-W 中央北西壁寄り 南東壁円

10 不整方形 2 4 X 1 92 XO 39 N-15 2コ -W

14 方形 3 11 X 2 96 XO 24 N-504° -W 中央北西壁寄り l南東壁中央 南東壁楕円

15 隅円長方形 3 95 X 3 33 XO 21 N-5 2° -W 北壁より中央 入ロピット 南東隅円

17 隅円方形 3 02X2 77X0.19 N-S 

55 隅円長方形 2 3ox2 01xo 26 N-389" -W 

57 隅円長方形 4 31X2.08X0 12 N-71 9'-E 東、西壁寄り 入ロピット 南壁楕Pl

58 円形 1 87 X 1 82 XO 19 N-89 8° -E 

59 隅円長方形 3 88X2 40X0 14 N-75 6° -E 北壁寄り中央 入ロピット 南壁北寄り

61 長方形 3.63X3 lOXO 22 N-26.8'-W 北西壁寄り中央

62 長方形 2 09 X 1 69 XO 09 N-41 8° -E 

63 方形 3 7 X 3 48 XO 42 N-38'-W 北西壁寄り中央 2、入ロピット

64 長方形 4 42 X 3 53 XO 29 N-83 2'-E 西壁下中央 1 

65 長方形 3 82 X 3 07 XO 17 N-S 北壁寄り中央 1 

72 不整長方形 2 39Xl 96X0 14 N-42 3° -E 

73 隅円長方形 4 59 X 3 43 XO 24 N -44.6'→V 3北西壁寄り中央 1 南東壁寄り 南西壁下楕円
75 偶円長方形 3 67 X 3 04 XO 16 N-513° -W 北西壁寄り中央 2ヶ所小ピット

- 10 -

備 考

台形状の平面形か

貯蔵穴は周堤帯をもつ

2段構造

第59号住居跡に伴う。

第56号住居跡1こ切られる。

第57号住居跡1こ伴う。

第61号住居跡に伴う。

柱穴は北西、南東壁下中央

柱穴新しい可能性

柱穴新しい可能性

第73号住居跡に伴う。

炉北側 3回堀直し



No 平面形 規 模 主軸方向 炉 柱 Jr ¥ 貯蔵穴 備 考

76 不整方形 3 04 X 2 95 XO 26 N-58 2" -W 北西壁寄り 入ロピット

77 長方形 4 15x3 2xo 02 N-571' -W 北西壁寄り中央 入ロピット

78 隅円長方形 4 13X3 68XQ 34 N-431'-W 北西壁寄り中央 入ロピットか 平面形はやや不整形

80 隅円長方形 4 31X3 35X0 21 N-523° -W 北西壁寄り中央 入ロピット

82 不整方形 2 78 X 2 45 XO 11 N -47'-E 2 中央寄り 炉は西、東の順

83 隅円方形 3 9 X 3 68 XO 35 N-31.4'-E 中央北東壁寄り 入ロピットか

84 不整方形 3. 53 X 3 39 XO 09 N-70'-W 東壁寄り中央 入ロピット

88 不整長方形 4 14X3 2X0 42 N-57 8° -W 北西壁寄り 南隅小ピット

97 隅円長方形 3 07 X 2 3 XO 04 N-56 5° -E 

第2表 弥生時代土塙一覧表

遺構番号 平面形 断面形 規 模 主軸方向 備 考

2 C II 2 06 X 1 42 XO 37 N~26 8c -W  第141号土塙と重複？

5 C II 1 54 X 1 24 X O 23 N-46 2'-W 第14号住居跡に伴う。

1 0 C II 1 48Xl lXO 19 N・22 2・ -W  第15号住居跡に伴う。

8 4 C II ) 35 XO 93 X Q 16 N-40 l'-E 第57号住居跡に伴う

8 5 B II 1 15 XO 88 XO 1 N-59 3'-E 第57号住居跡に伴う

8 6 D II 1 20X] 16XQ 51 N-56 5° -E 第61号住居跡に伴う

8 7 B II 1 66 X 1 13 XO 25 N-S 第61号住居跡に伴う。

9 1 B II 1 59 X 1 54 XO 14 N-4 5し -W

9 4 C JI 2 38 X ] 55 XO ] 9 N,73 8° -E 第64号住居跡に伴う。

9 6 C II 1 62 X 1 21 XO 2 N~ll J'-E 第65号住居跡に伴う

1 0 2 B II 1 27Xl 09X0 24 N-42 4° -E 第73号住居跡に伴う

1 0 3 C II 1 64Xl OlXO 13 N-36 8°~-E 第73号住居跡に伴う

1 0 4 B II I 62 XI 5 XO 2 N-69 2" -W  第2号住居跡に伴う

I O 5 C II 1 25 XO 98 XO 17 N-48 5'-E 第75号住居跡に伴う

1 0 6 B II 1 1 XO 84 XO 05 N-48 6'~ E 第76号住居跡に伴う

1 0 7 B II 1 39 XO 92 XO 1 N-9 3勺ーE 第76号住居跡に伴う

1 0 8 C II l 79 X l 58 XO 22 N-42 l" -W  第78号住居跡に伴う

1 1 0 A II ] 62 X] 42 XO 21 N-56 5" -W  第77号住居跡に伴う

I 1 I D II I 85Xl 75XO 21 N,47 5'-E 第82号住居跡に伴う

I I 2 D II ] 7 4 X l 64 XO 24 N~3o 5'-E 第83号住居跡に伴う

I 3 9 A II 1 36 X 1 29 XO 15 N-24 8" -w  第7号住居跡に伴う。

I 4 I E lII 1 53X0 81X0 12 N-63 2° -E 第2号土塙と重複？

丘陵上の第 2群と裾部分南北の第 1、3群を分けることについては、その間にやや幅広の空間が

存在しているので概ね妥当であろう。

叢北部の第4群については、第 3群との間が狭くやや恣意的である。或いは削平された現水田面

に広がりを持っていたかも知れない。

b 弥生時代第 1群

本群は弥生時代住居跡群の西南瑞、丘陵裾のほぼ平坦面に位置し、南北約3Qmx東西約23mの範

囲に収まる。第6、7、14、15号住居跡、第10、17、97号竪穴状遺構、第5、10、139号土墳によって

構成され、第 2群とは約28m、第 3群とは約l3mの距離を置きやや広い空間を持つ。

第6号住居跡は相対的に大形であるが付属施設を持たなず単独で存在する。他に中形の第15号住

居跡、小形の第7、14号住居跡、都合 4軒によって構成される。主軸方向は第15号住居跡を除いて

- 11 -



ほぼ一致して

いる。各住居

跡とその付属

すると考えら

れる遺構の領

域範囲は互い

に重複してい

ない。各々の

住居跡は径18

m程のほぼ環

状に配置され

西乃至南側に

開口している。

第10号竪穴状

遺構は埋土の

類似性から該

期に組み込ん

だがこれに伴

う住居跡が存

在しない。或

いは和泉期の

第9号住居跡

によって破壊

されている可

能性も考慮し
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ておくべきであろう。 第 6図

Q| 
旦 2.185 第6号住居跡土層註

第）層黒色土層軟貫で砂賢 R粒●0.J●微焼粒微
第2層黒褐色土層軟貫 R粒 (90.(~0.2●J多

第3層黒褐色土層軟貫曙度2>3 R微 R粒C,0.1~0.2●)多

第4層暗褐色土層やや明るい砂貫 R多 R粒 (¢0,2~0.5●)多

焼粒●0̀l●微

第5層暗黄褐色土層軟震 R多 R粒 (¢0.2~0.5●)多 RB多

炭化檜微

第6層暗褐色土層軟買 R微 R粒 "'・'~0.2●) 焼粒 (¢0.(~

0.5●)多辰化物多炭化粒 (•a.)~0.5●)多

炉

第1層黒褐色土層軟貫帖性槙焼粒 (¢0.)~0.5●)多炭化油●0.2

●少

第2層黒褐色土層咽度l>J R・RB C,J~2●）多焼土炭化物少

貯蔵穴

第l層暗褐色土層軟貫帖性有り R • R粒（ ...,~).0●)●炭化
稽多量

第2層暗褐色土層睛度2>) 軟貫帖性有り R・RBC'2~3●) R 

D'61.985 粒（●"・'~).o.)多
—一 柱穴

A 諸褐色土層 （柱痕） R粒（●2～三）含 RBC,J~5●)含

炭化粒 (92~...)多

B 褐色土層 （埋土） R粒（●2~5“9多 RB（●）～5●）多

炭化粒 (¢2～油9)少

C 躇褐色土層 （平面土ピットJ R粒 (¢2~̀ ')含

D 褐色土層 （平面土ピット) R粒（●2~5・9多 RB（●2～5

●J多

E 褐色土層 (9BピットJ RB（●2～5●J a i（文貧掲ら

第6号住居跡平面図

各住居跡の想定される入口部分は炉の反対側と考えられ、必ずしも広場空間に規制された配置を示

すものではない。むしろ住居跡の配置によって空間が形成された如き観を呈する。

方は他群が明確な広場空間を持たないことと関連があると見られる。

第6号住居跡（第 6図）

このような在り

軟質黒色土の落ち込みとして確認された。壁外施設は認められなかった。中央部上面に和泉式土

器が露出していたが、住居跡として確実に認められたわけではない。

埋土は主に暗褐色土と黒色土の自然推積で、中央部平面楕円形の黒色土中に五領～和泉式土器片

を含む。当初この黒色土を該期住居跡の切り込み （吉ケ谷期住居跡との重複） と把握したが、 それ

ほど明確であった訳ではなく整理時点で埋没過程に於ける混入乃至投棄によるものと判断した。下

層暗褐色土中から少量の吉ヶ谷式が出土する。南東隅部では炭化物、炭化材が床直上迄分布していた。

12 
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第6号住居跡出土遺物

平面形は南壁がやや歪むが略長方形、掘り込みは深く壁ほぼ直立する。床はほぼ平坦で炉～中
央

1A 

•. ~ ~ ・ / ~ ・:：ー・

2A 

4
 

門
口
口
叫

10cm 

第 7図

0.  5cm 
1 | | 

部は硬質周辺部は柔らかい。炉は北壁より中央で楕円形状。炉石を配し、 よく焼けている。南壁下

p 3は内側に傾斜し入り口施設か？ p 1は比較的浅く、西壁下の対応する位置の床面は若干高ま

り硬い。不明瞭な周堤帯をもつ貯蔵穴がある。生活段階に伴う遺物は少量で、南西隅の据え置か
れ

たような状態で正立する甕が2ヶである。

ローム直上が床面で、柱穴は堀方のややずれた 1本が検出されたのみで、周辺土壊の存在も認め

られなかった。

第6号住居跡出土遺物観察表（I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 1 15 8 胴部は張りをもち，最大径を中位～ 下胴部斜めハケ (11本／1cm）、口唇部 80％甕 1暗褐色／

上位にもつ。頸部は内傾して立ち上が 下木口状工具（巾08cm)によるナデ（← 淡褐色Nu1頸部外

22 り上位で緩く外反する。外面輪積み痕 ←）以下RL縄紋横位施文（→→ ↓、 0段3 面炭化物付着。

不明瞭。口唇部下外面直立気味で先端 条）で4段1こ亘たる以下縦箆ミガキ。内面

部は平坦面をなす。 口唇下ヨコナデ後全面横箆ミガキ、胴部磨

滅により不明確。

甕 2 14.8 胴部は大きく張りをもち，最大径を 下胴部斜・横ハケ（← ↑ 6本／0.5cm)、 90%甕 2赤褐色

中位～上位にもつ。頸部は直立気味に 口唇下木口状工具（巾？）によるナデ（← Na 1外面頸部炭化

20.5 立ち上がり上位で緩く外反する。外面 ←）以下LR縄紋横位施文（←← ↓、 0段3 物付着

輪積み痕不明瞭。口唇下外面直立気味 条）で6段に亘たる以下横箆ミガキ。内面

先端部尖り気味で縄紋施文される。ロ 胴部横箆ミガキ後以上全面斜・横箆ミガキ

唇下内面緩い稜をなす。 （←← ↑ ？）。

13 
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第 7号住居跨上屑註

第 1層黒褐色土ln R粒 (¢2~4nn ）合焼• C粒 (¢1~3疇）少暗褐色上B含
第 2 層黒椙色＋．屑 11粒 (.,~4顧）含燒• C粒（ ¢1~5m)多
第3層暗褐色 I：屑 H粒 (¢2~5加）多 RB(¢↑~2口）多

焼 c粒 (¢I~.1m1'少
第 4 屑暗渇色土屑炉t1本覆•t R粒 (¢2~5n9罰）少焼•C粒 (¢2～如m) 名
第 5I~ 黒褐色 l:l!l 貯穴 1119 1 ¢2~5m)多 RB (¢1~2¢• ）多
第l.19号J島I IJ曾it
第 1屑環掲色1:1肖

第21月暗褐色1:1竹

゜
2m 

第 8図第7号住居跡平面図

第6号住居跡出土遺物観察表(2)

番号 胎土 色調 備 考

昂少＇ 粒白
1

2

 

甕

甕
3

4

5

 

暗褐色／淡褐色 甕、口唇部は尖り気味、 RL縄紋横位施文（←←↓(I段多条？）。
黒褐色（灰褐色）赤褐色 甕、 LR縄紋横位施文(0段多条）、内面ミガキ。

磨石 160g 
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第2、141号い閑 ．J I日註

第 1 層黒褐色 •91:I付やや砂閃粘性有"月 1如＞ 2>1 11粒焼粒（釧．I～1rg 1少

第 2 屑黒褐色J附やや砂質枯性有 RI')¢0.lc•多焼J・炭化杓粒名

第：l陥黒褐色七／眉やや砂質粘11'有 HR粒（,0.1~0.1c,)名炭化拉少

第 4/~ II音黄渇色t層 軟罠 R名 RB ¢3tn多

A 果褐色土／得砂巽栞らかい H RI芍多焼I巫 11.2c• 名

B II音苛掲色 I屑 粘件有 R名

第9図第2、139、141号土塙断面図
註 1 本住居跡出土甕形土器の胎土は以下のとおりである。

甕1: a~f少量、 e極微量

甕2: a~d, f少量、 e多量目立つ

註2 図示したもの以外に甕形土器破片 l点 (RLO段多条？、甕 1)。

第7号住居跡（第 8図）

黒色土の小形の住居跡として確誇された。調査

区際の上層により壁外施設の存在を精査したが、

耕作が及んでおり認めることはできなかった（平

面も同様である）。

埋土は暗褐色土＋黒色土の典型的堆積である。

出土遺物はごく少量。

平面形はやや歪んだ台形状で、南壁が直線である他は整っていない。掘り込みはやや深い。床面

は全体に皿状を呈し概して柔らかく、硬質部分は炉の周辺南側のみである。炉は中央やや北壁寄り

＼三＿ 2 4
 

斤
ロ
ロ
｀
桐
□ぃ
言＇

｀
 

10cm O 5cm 
ゴ ト―-1 | 

第10図 第6号住居跡出土遺物

に位置し、大きめの炉辺石が手前側に設けられる。炉辺石北側はよく焼けている。床面精査にもか

かわらず、柱穴等は検出されなかった。 2ヶ所のピットは上層から堀り込まれ新しい。南壁下東よ

りに小ピットが存在し貯蔵穴とみられる。出土遺物はない。生活段階に伴う遺物はない。

掘り方は存在せずローム直上が床面となる。西側1~3m程離れて第97号竪穴状遺構、第139号土

塙が、南西側 4、2m程に第141号住居跡が位置する。これら関連するとみられる遺構は6.9X9.5m

の範囲内に収まる。

第7号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

1 高坪 15 5 坪部は比較的深く内湾気味に開く。 外面縦箆ミガキか？杯］面横。斜箆ミガキ 1/ 4、甕 2 □粒
口唇部直立し先端部尖る。 少試、赤褐色、内

5 0 外面とも摩絨顕著。

2 甕底 底面僅かにf'.け底て、 I旱しら 底固一定方向の箆ケスリ、外伽横ナテ l'5、甕 l、暗褐

部 6 2 い）後縦箆ミガキ。内面指頭ナテ。 色／赤褐色

2 (i 

第7号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色調 備 考

1

2

 

忙
i
J
柄
~
』

名
上
，

9コ

賠褐色，戌褐色甕

赤閏色

甕11縁部 C II唇部を欠失する。 RL横佗施文、 1人」面横箆ミカ＼ー（

胴部。師節L横位施文
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10cm 

第11図 第141号上塙出土遺物

註 1 図示したもの以外に甕片］，占 R L 0段多条？甕 1、壺片 l汽か出土している。

壺形士器0)胎士ぱ a、e多醤に含み他は不明確なものて、壺 lとする。

その他土gi[i器、須恵器の混入か巨立つ。

第97号竪穴状遺構（第 8図）

2A 

0 10cm 
1 ---+----―-口

現状は農道であったため非常に遺存状態が悪い。辛うじて平面形を把握できたが殆ど床面乃至そ

れ以下と考えられる。したがって出土遺物はなく、埋土の類似性からから吉ヶ谷期と判断した。

第2,141号、土壊（第 8図）

第141号上塙は調査時に第 8号住居跡としたもので整理段階で土塙に改めた。尚注記はSJ8の

ままである。

遺構確認段階では両者を含めて正確な平面形は把めなかった。周辺部に風倒木が存在し、その一

部であるとも考えられた。南側は溝（近、現代）によって切られる。

両土塙とも埋土は黒色土を主体とするが、断面図に示される第141号→第 2号土塙の新旧関係は

それほど明瞭ではなく、あるいは同時存在の可能性もある。出土遺物は第141号土塙ほぽ中央部に

浮いた状態で甕が、第 2号土塙に落ち込んだ状態で甕が出土している。

平面形は両土塙の関係如何によっては 2通り考えられる。①第141号土塙の単独で、略方形の小

形のもの。（第141号土塙→第 2号土塙の順） ②第 2号土塙を含めたカギ状のもの。この場合第 2号

土塙の底面はもう少し浅く黒色土の範囲と思われる。生活段階に伴う遺物は正確に言うとないが埋

土中のものは伴うものとした。

16 



器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 l 底部は大形てほぼ平底、胴部は外煩 下胴部斜ハケ？後LR縄紋末端結束横位 80％甕 2淡褐色

7 2 して立ち上かり中佗で最大径をもつ算 施文（←← ↓、 0段3条）て 3段に亘たる。 No. l。

20 盤珠状をなす。 以下横→斜・縦箆ミガキ。底面末調整部分

の残るナデ。内面上位斜。横箆ミガキ？以

下磨滅剥離により末詳。

甕 2 15 底部はほぼ平底、外周箆痕残る。胴 底面未調整で圧痕残る。下胴部斜ハケ(5 90％甕 3赤褐色

6 7 部は長胴気味て最大径をほぼ中位にも 本／05cm)、口唇部下ヨコナテ以下RL縄紋 No. 3。外面一部ス

25 9 ち、頸部は直立して吃ち上かり上位で緩 末端末処理横位施文（←← ↓、0段3条やや ス付着、黒班あり。

く外反する。外面輪積み痕はない。口唇 雑）で 4段に亘たる以下斜→縦箆ミカキ。内

下外面直豆し先瑞部は平坦で縄紋（外 面口唇下ヨコナテ（以下若干のハケ加わる

面と同一？）施文。 か？）後下胴部は不明確であるが以上～頸部

斜・横箆ミカキ、口唇下縦箆ミガキ。

第139号土塙（第 8図）

第97号土塙の南側約 1mで黒褐色土の落ち込みとして明瞭に検出された。

堀り込みは浅く出上遺物もない。第97号竪穴状遺構と同様埋土の類似性からから吉ヶ谷期と判断し

た。

第10号竪穴状遺構（第12図）

ー

B

一

＜
 

ッ
翌＋鯰2x 孔
冠｀3．564

B よ’と

ツ吋
状遺構に改めた。

風倒木と重なっていたが、他の吉ヶ谷期の

住居跡と同じ黒色土の小形の範囲として言忍め

られた。 埋土は黒色土と暗褐色上で、掘り

込みは他のものに比して深く、よく残ってい

B 8 □三［口i;]]口：つる硬
u 質面はない。炉、柱穴等は検出されなかった。

周辺部に住居跡は存在しない。

B' 

調査時には住居跡としたが整理段階で竪穴

二二三三
第l0号住居淋 L即t
第 lM 黒渇色濯 R粒 1¢l~4B•I 含燎，：粒 I¢2~3四）少

第 2層暗褐色｛層 R粒 (¢l~ ign）含焼•C粒 I¢9~]四）少
第3層褐色J眉暉 I¢l~4gn)多 RD1¢2～如,)含

] ---+-―ー和 第14号住居跡（第13図）

第12図 第10号堅穴状遺構平面図 ．出土土器は和泉式であったが、住居構造及

び土塙の存在から吉ヶ谷式期とした。

確認時には風倒木の重複によるためか北東、南東壁が飛び出す不整形であった。壁外施設は不明。

北隅の土器群はすでに露出した状態であった。

埋土は暗褐色＋黒褐色で該期の典型的推積で、平面的には北隅～中央にかけて黒褐色上が分布す

る。出土遺物は上層から（黒褐色土中）和泉式が出土し、下層からは該期の遺物は全く出土してい

ない。北隅では下層から焼土が出土している。

平面形は略方形て、北東壁が直線状である他は湾曲気味てある。掘り込みは比較的深く、壁は大
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体直立するが南西側がやや傾斜する。床面はほぼ平坦で、炉の周辺～中央に硬質面をもつ他は全体

に柔らかい。炉は中央やや北東壁寄りに位置しほぼ円形。炉辺石は存在しなかったが、北側やや離

れてそれらしき石が出土した。明確な柱穴は検出されなかったが小ピットが主軸上、南東壁下南寄

りに検出された。貯蔵穴と考えられるピットは南東壁下南寄りに略楕円形状の浅いものがある。北

隅の浅い貯蔵穴状の土壊は、伴うかどうか疑わしく和泉期の可能性もある（住居上層からの堀込み

は確認できなかった）。生活段階に伴う遺物はない。

掘り方は存在せずローム直上が床面となる。確認段階の壁の凹凸は、上層の和泉式土器の存在を

考えると該期住居跡或は土器の一括投棄に伴うものかもしれない。住居跡西側約 1.6m程離れて第

5号土壊が存在し本住居跡に伴うと考えられる。

第5号土城（第13図）

吉ケ谷式期に典型的な黒褐色土の落ち込みとして確認された。第14号住居跡との間に明確な遺構

の存在を認めなかったが、確認段階の住居跡平面形が凹凸のある不整形であった点は何らかの痕跡

を見落とした可能性もある。

やや不整な長方形状で掘り込みはやや深い。主軸は第14号住居跡と一致している。出土遺物は他

の土塙に比べ比較的多い。

第5号土塙出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕底部 1 底部は平底でやや凸出気味。胴部は 底面末調整、外周箆圧痕（巾0.4cm)残 80%、甕 l、暗

6 外傾して立ち上がる。 る。胴部外面縦箆ミガキ。内面斜箆ミガキ 褐色／淡褐色、

5. 7 で底面まで及ぶ。 Na3 

甕底部 2 底部は平底で凸出する。胴部は内湾 底面指頭ナデ、胴部外面縦箆ミガキ後底 70%、甕 l、暗褐

6 気味に立ち上がる。 部外周指頭ナデ。内面底部指頭ナデ後胴部 色、赤褐色、Nu1 

8.4 斜ハケ（←← ↓ 11本／1cm)。 +6。

第5号土壕出土遺物(2)

番号 胎土 色調 備 考

甕 1 黒褐色／暗褐色 胴部。 RL縄紋横位施文 (0段多条？）後縦ハケ？内面横箆ミガキ0、Nu4

註 l 図示したもの以外に甕片2点。

胴部 (Nu5)甕l。胴部 (No2)無節L 甕2の2点である。

10cm 
m 

第13図第5号土壇出土遺物

18 
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第14号（主居跨 土庖註

第 11せ皇色土陀軟哲フカフカ R粒 I¢0 ］ー 0 ． 2r• ）多

第 21' 時褐色土陪硬目茶色味99 R多 R粒 l¢0 ~0  2c• ）多

第31泊 99褐色土屈疎閂明度2>J R多ビ（粒校

第4附 99掲色土層ヨ煉9が多恨B多

第5屑暗黄掲色土原 こ~J歌凶第j噌より R 多

第6屠虫掲色土屑杖性在 しまり悪い R少焼上少

第5号土唸 ti醤註

第1屑黒褐色土層 R粒 192-4nn｝含煉9iし9粒 I'2~1麟）含

0 2m 
卜----・- | | 

第14図第14号住居跡、第5号土塙平面図

第15号住居跡（第15図）

吉ヶ谷式に典型的な黒色土の落ち込みとして確認したが、中央部表面に和泉式高坪形土器が露出

していた。壁外施設は確認していない。

埋上は典型的暗褐色＋黒褐色の推積で北東隅を中心に炭化物、炭化材が分布する。出土遺物は上

層から和泉（炉のあたりに集中）、下層から吉ヶ谷式が出土した。

平面形は北東隅が直角気味で、他は大きく湾曲する隅丸長方形。南壁は中央部が凹状となり入口
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第 1 層累褐色土層 R粒（，，， 2~~u) 含煉粒（ 41～泣鵠）含

第2随閉図色土層 Rn (¢2~4四）多 RB ((,I~2CII)含

第l"号rt居蹄土層lt
-,;:1 層黒褐色土層 R 粒（ ~2~4m) 含煉 cti (¢2~4四）少

第2層 閑褐色土層 R粒（ ¢2~,ic11)多jftC粒 (¢2~4口）少

第3蹟賄渇色土随 R粒(¢2~4ia) 9多焼 C位（い～や“)多
第4冠柑褐色土層 Rfa(¢2~4皿）含燒 C位 (¢2-4日）大燒B多
第5Iii 睛褐色土層 貯穴土第2層に蹟 R粒（が2～｛四）含
第6摺翡褐色土層柱li'I RU (12~41!a)'少

第 7層褐色土層柱埋沿9れの充1責土 R~( ，，， 2~4四）多 RB （が～5口）多

゜
2m 

第15図 第15号住居跡、第17号堅穴状遺構、第 6、10号土壇平面図

に伴うものか？床面はほぼ平坦で、炉～中心部に硬質面が広がり他は柔らかい。炉は中央やや北

壁寄りに位置し、略楕円形で中央に炉石が配置される（やや浮いた状態）。柱穴は検出できなかっ
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第17号竪穴状遺構土層註

第 1 層黒褐色土層 R粒(¢2~4●●)含焼粒•C粒（四～h■）微

第 2層暗褐色土層 R粒(¢2~4●●)含焼粒•C粒(¢2～:la)含褐色土B含

第3層褐色土層 R粒(¢2~4●●)多 SRB含

第4層暗褐色土層炉直上土か R粒 I¢2~4..) 含焼粒•C粒(¢2~5..) 多

第 5 層暗褐色土層 R粒(¢2~4●●)多焼粒•C粒(¢2~面■)少

第8層褐色土層 R粒 1¢2~4●●)多 SRB(¢2～沈置）含

第16図第17号堅穴状遺構断面図

たが、南壁下に直立する小ピットが存在する。貯蔵穴は南東隅に位置し不整形の周堤帯（内側はや

や平坦面を造出している）を伴う浅いものである。出土遺物は、南西隅から完形に近い甕が2ヶ、

ミニチュア高坪が出土している。他は浮いた状態であった。

掘り方は存在せず床はローム直上につくられる。東側約 1.9m離れて第10号土壇が存在し、南側

約 1.9mおいて第17号竪穴状遺構が配置される。何れも本住居跡に伴うものと考えられる。

第15号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

高坪ミ 1 7.6 脚部は小形でほぼ直線的に開き端部 脚部内外面指頭ナデ、接合部押圧加わる。 完存甕 1角閃白粒

ニチュ 5 8 は平坦。坪部は下端で緩い稜をなし 後坪部外面縦・斜ハケ？後口唇下ヨコナデ やや多淡褐色No1。

ア 3.4 （内面緩い段をなし深い）直線的に立 ←、後縦・斜ミガキ↑ ←。内面下部指頭ナ 黒斑あり

ち上がり、上位で緩く内湾し口唇部直 デ、以上横・斜ハケ←←↑で口唇下横ナデ

立気味で先端尖る。 後縦・斜ミガキ。

10cm 

第17図 第15号住居跡出土遺物
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＼ 
10cm 

L丘ゴ←ーー、 5

心こ多 6

第18図 第17号堅穴状遺構出土遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 2 I 13.3 

11.8 

甕 3 I 14.5 

16.2 

甕 8

7

 

.

2

.

 

3

.

3

 

1

7

2

 

4
 

胴部以下を欠失する。胴部は張りを

もち緩く頸部に移行し、ほぽ直立して

立上り上位で緩く外反して開く。口唇

部直立気味で尖り気味。頸部外面微か

に輪積み痕残る（内面明瞭）。

胴部は球形状で最大径を中位にもち

以下欠失する。頸部は直立し上位で緩

く外反して開く。口唇部尖り気味、内

外面とも輪積み痕残さない。

底部は平底で凸出気味、胴部は最大

径をほぽ中位にもち珠算玉状を呈す。

頸部ほぼ直立し（輪積み痕なし）上部

で僅かに外反して開く。口唇部直立気

味で縄紋施文。内面緩い段をなす。一

ヶ所片口状に打ち欠かれている。

外面横・斜ハケ？後単節縄紋RL(0段3条、 80％甕 1黒褐色、

2~3指）横位施文（→→↓やや雑）。内 赤褐色No.4。内外

面やや粗い横方向のミガキ（→→）。 面黒斑、外面頸部

一部スス付着。 S

KlO-No. 2、一括

出土片と接合。

外面斜ハケ (9本／1.2cm←←↑）口唇部 90％甕 1黄褐色／

ョコナデ（外面木口状工具か？）後以下単 暗褐色No3。外面

節縄紋RL(0段3条、 2指、末端未処 頸部以上一部スス

理？） 4段に亘る。以下縦方向のミガキ。 付着。内面剥離顕

内面口唇下ヨコナデ以下頸部横・斜ハケ 著。

（外面同一？）後斜め方向のミガキ乃至丁

寧なナデ。胴部横・斜方向のミガキ（→←

↑）一部輪積み痕残る。

底面丁寧なナデ。外面胴部横・斜ハケ 90％甕1赤褐色、

（頸部？）口唇下ヨコナデ、口唇部（左回 暗褐色No2。外面

り）から単節縄紋RL(O段3条、 2指？） 最大径付近帯状に

横位施文（→→↓） 5段に亘り以下縦→横 炭化物、スス付着。

方向のミガキ。内面胴部横・斜ハケ、口唇 剥離摩滅顕著。

下ヨコナデ後全面横・斜ミガキ（頸部は丁

寧なナデか？）。

第10号土塙（第15図）

吉ケ谷式期の典型的な落ち込みとして確認された。第15号住居跡との間は精査にもかかわらず明

確な遺構は検出されなかった。

掘り込みは比較的深く、長方形状を呈する。主軸は住居跡とほぼ一致する。出土遺物は全て埋土中

から。

第10号土塙出土遺物(I)

1器種 1番号 1法量 1 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕底部 I 1 I― 底部は平底で圧痕残り未調整、外周 外面縦・斜めハケ（巾1.2cm)後ミガキ、 90%、甕2白やや

7.2 ハケ、ヘラ痕残る。器肉厚い。 外周は若干のナデ加わる。内面ミガキ（箆 少量赤やや目立つ、

2 痕残る）。磨滅、亀裂顕著。 赤褐色

第10号土壊出土遺物(2)

- 22 -



番号 胎土 色 調 備 考

2 甕 1細レキ微白粒極 暗褐色 甕口縁部。外面口唇下巾狭ヨコナデ以下口唇部（左回り）から単節縄紋

微量 LR (0段3条）横位施文（→→↓雑）。内面口唇部下幅広ヨコナデ以下

ミガキ。

3 甕2細粗 暗褐色 甕胴部。外面単節縄紋LR(0段3条）横位施文（やや雑）。内面やや粗

い横方向のミガキ（→→）。

4 甕2細粗レキ白粒や 暗褐色 甕胴部。外面単節縄紋RL(0段3条）横位施文。内面ミガキ。

や少量

5 甕 l細粗微量白粒極 赤褐色 甕胴部。外面無節縄紋R (0段4条？）横位施文以下縦方向のミガキ。内

微量 面横ハケ？後丁寧な箆ナデ？。

註 l 図示したもの以外に同一個体と思われる甕胴部片7点（そのうち縄紋のあるもの10点でL3、RL2、LR5点）出土している。

甕1 13点、甕1'3点、甕l"l点である。

第17号竪穴状遺構（第15図）

こ ↑

0 5cm 
1 | | 
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第19図 第15号住居跡、第17号竪穴状遺構及び第10号土壊出土遺物

調査時点では 2軒

の重複する住居跡と

していたが、整理段

階で炉が存在しない

ため竪穴状遺構に改

め、土層断面に示さ

れる重複関係の不明

瞭さから段を持つ 1

軒のものとした。

東壁部分は巨大な木根があり、完全に破壊されている。壁外施設はない。

埋土は吉ヶ谷式に典型的な自然推積。上段床面段階で北側に暗褐色土の略方形の落ち込みを認め

た。中央部落ち際から集中的に遺物が出土している。

平面形は略隅丸方形で、北東隅は第16号住居跡によって切られる。床面は上面、下面ともはっき

りせず全体に柔らかい。炉、柱穴等は検出されなかった。生活段階に伴う遺物はない。

堀り方は存在せずローム直上が床面。

第17号竪穴状遺構

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

匙形土 1 17.5 舟部は楕円形状で把手に向かって次 内外面とも軸に沿って箆ミガキされ平滑。 90%甕 2細粗白

製品 5. 8 第にすぼまり断面略三角形状で口唇部 粒微量褐色／淡褐

3 2 尖り気味。把手部長5cm程で舟部軸か 色Nu3

らややずれる。

高坪 2 19. 9 口縁部は接合しないが同一個体とみ 口縁部ヨコナデ（凸帯部上面工具ナ 1/3甕3細粗れき

られ、接合部以下を欠失する。坪部は デ？）以下横→斜・横方向のミガキ。内面 片雲微石英多赤褐

5 2 直線的に立ち上がり、上部で内湾し直 口縁部横方向のミガキ以下磨滅により不明 色／灰黒色

立気味に立ち上がる。口縁部外面輪積 確。赤彩痕残る。

み痕利用の半円形で低い凸帯2条もつ。

口唇部ほぽ平坦で内ソギ状呈す。
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器種 l番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

高坪

高坪

3'― 

4.5 

4'-

5.8 

高坪？ 1 5 |8 

1.3 

甕底部 I 6 ,— 

甕

1. 3 

7 I 14.8 

17.1 

接合部は円盤状につくられる。脚部 外面縦・斜め方向のミガキ↑、内面横・ 1/2甕 2細粗レキ
は完全に剥離する。坪部は直線的に開 斜め方向のミガキ↑で平滑。 各微量白粒少量赤

く。 褐色Nu5

坪部接合部で坪部は深く外傾して立 外面比較的丁寧なヘラミガキ、内面磨滅 1/4甕 2細粗レキ
ち上がる。 顕著で詳細不明。 赤褐色

脚部？ほぼ平坦で器肉厚い。

平底で外周は粘土貼付けか？

外面縦方向のミガキで赤彩。内面横ナデ 1/20甕l粗れき暗

後指頭ナデ。 1褐色／赤褐色No5

底面末調整、内面箆ナデ？ 1/5甕 1細粗微量

黒色／黒褐色

胴部は張りをもち球状で最大径を中 外面横ハケ（口唇～頸部ヨコナデ？）後 90％甕l細粗レキ

位にもつ。頸部ほぼ直立し上位で僅か 単節縄紋RL(0段3条、 2指、端部圧痕水 微白粒極微量赤褐

に外反して開く。口唇部平坦で縄紋施 平明瞭に残る）横位施文（→→↓） 4段に 色Nn4

文。 亘り以下縦方向のミガキ↑。内面ハケ後胴

部くびれ部以下やや粗い横・斜、頸部～口

唇部密に横方向のミガキで極平滑。

註1 図示したもの以外に甕胴部片7点 壺片2点が出土。甕1 3点、甕l'l点、甕1"2点 (1点はLR、0段多条）

壺1 1点（口縁部）、壺2 1点（胴部、第55号竪穴状）

c 弥生時代第2群

本群はほぼ丘陵頂部に位置し、東西約34mx南北約24mの範囲に収まる。第 1群とは28m、第3

群とは15mとかなり離れており他とは明確に区別される住居跡群である。第57、59、61、63、64、65

号住居跡、第55、58、62号竪穴状遺構及び第84、85、86、87、91、94、96号土壇によって構成される。

これはさらに南側に配置された東西方向に主軸をもつ第57、59、64号住居跡と北側に配置されほ

ぼ南北方向に主軸を持つ第61、63、65号住居跡の 2小群に細分される。いずれもほぼ直線状の配置

で、前者は約25m、後者は約20mの距離を持つ。住居跡の規模は特に大形なものはなくほぽ平準化

されている。各々は竪穴状遺構、土壇を伴うがこれらの付属施設は概して住居跡群の南側に配置さ

れている。第86号土壊については距離的に離れて単独で存在しその帰属は不明である。

住居跡に付随する竪穴状遺構及び土壇の見かけ上の存在形態は、単独で1軒の住居跡に属する場

合と、複数の住居跡に付随する場合との 2種類ある。

それぞれの住居跡の占有領域の限界が仮に土壊乃至竪穴状遺構によって囲まれる範囲内とすれば、

本群ではそれらが重なりあうものが多い。第57、59号住居跡は第58号竪穴状遺構、第63~65号住居

跡は第91、94

号竪穴状遺構

を共有してい

る？ため、住

居跡占有領域

が重なりあう。

_[_.  4 4 牟上 虚．70

冒瓢量言「一ーデシ5

_A- 四．70

゜
2m 

第20図第57号住居跡断面図
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第84、85号土壊土屠註

第1層黒褐色土層

第2層暗褐色土層

第3層暗褐色土層炭化物少

＼

△

 

SJ58 
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言
SJ58 
A 羞 60

第57号住居跡土層註

第1層黒色土層粘性有り R粒¢0紅 9少焼B¢2口微

第2J11 95褐色士層 RR粒¢0“9少 ct，i¢0.1匹少

第3層暗黒褐色土層 R・R粒 (¢0.1~09 年）少焼粒¢0,1疇微 C粒 (¢0~2~0·J日）少
第4層黒褐色土層炭化牝 R少 C粒 ¢06•n多
第5層暗黄褐色土層 R・R粒¢0.19●多 RB¢2m少

第6層暗赤褐色土層 R・R粒¢0.199少焼焼粒 (¢0・2~0.J晒）少焼・B(¢1~2四）多

粒 ¢0 血•少
SPF-F'、G-G

第1層黒褐色土層砂員第2層よリ黒昧強 R粒¢0.Im微

第2層黒褐色土層粘性有り RR粒¢0.199多 RB(¢2~Jば）少

第58号竪穴状遺槽 土層註

第1層黒褐色土眉 R粒 ("~49覆）含焼粒 C粒 ("~5四）多

第2層暗褐色土層 R粒 (.,~4nn）含焼粒≫C粒 (92~5ml含

第3層褐色土眉 R粒 ("~4日9)多焼粒C粒(¢2~5M)少

〇芦言ニロ 0 2m 
1 | | 

第21図 第57号住居跡、第58号竪穴状遺構、第84、85号土漿平面図
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第22図 第57号住居跡出上遺物

第57号住居跡（第21図）

第56号住居跡によって切られている。耕作による撹乱が及ぶ。壁外施設はない。

埋土は暗褐色＋黒褐色の吉ヶ谷式の典型的堆積である。出土遺物の大半は埋上中から出土する。

平面形は、略長方形ないし平行四辺形状で、東、西壁がやや歪む。床はほぼ平坦で、中心部に硬

質面が有り、周辺部は柔らかい。第56号住居跡とほぼ同ーレベルの床面である。炉は中央東、西

よりに 2ヶ所検出され、東側は第 56号住居跡に貼り床される。やや小形でよく焼けている。西側

は略楕円形で、東よりも焼けていない。いずれも炉石は伴わない。柱穴は検出されなかったが、南

壁下貯蔵穴に接して小ピットが検出された。入口に伴うものと考えられる。貯蔵穴は南壁下ほぼ中

央に位置し、ロームを掘り残したごく低い周堤帯を伴う。

掘り方は存在しない。

第 58号竪穴状遺構、第84号～第85号土壊が吉ヶ谷式期であり伴うと見られる。第58号竪

穴状遺構は東側約 2.2m、第 84号土塙は南側約 4.3m、第 85号上塙は同じく約2.Sm程離れて

いる。土塙長軸は東西方向であり、住居跡とほぼ対応する。

第57号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 1 14 3 ロ唇部及び頸部以下を欠失する。頸 外面ハケ不明瞭、無節縄紋L（太細の撚 70％甕 1細租礫微
部ほぽ直立し上部て外反して開く。内 り？、 2指？）横位施文（→→↓やや雑） 角多白少黒褐色

9 0 面不明瞭な輪積み痕残る。 4段に亘る。内面斜ハケ(10本／10cm← No. 2 

← ↑)後やや粗い横・斜方向のミガキ。

第57号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

2 甕 甕1角閃石多白粒少量 黒褐色（褐色）黒褐色

胴部。外面縦ハケ後無節縄紋L（太細、末端結束）横位施文後縦方向

のミガキ。内面横・斜ハケ後粗い横方向のミガキ。

3 甕2細粗多レキ 赤褐色／黄褐色 口縁部。外面輪積み痕残る (3~4段）外面口唇部から単節縄紋RL

(0段3条）横位施文。内面横方向のミガキ。Nol。風化により摩滅顕著。

註 l 図示したもの以外に甕 3個体分（甕 1e極微量 1点、甕 1細粗レキ 3点、甕 13点）出土している。

第58号竪穴状遺構

略円形の吉ケ谷式期に典型的な黒褐色土の落ち込みとして確闘された。僅かに第57号住居跡に近

い。第57、59号住居跡との間に特に遺構の存在は認められなかった。

掘り込みはやや深く出上遺物はいずれも埋土中の出土である。

第58号竪穴状遺構出土遺物
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器種 番号 法量 形態の特徴

甕 l 接合しないが同一個体と見られる。

5 5 底部は平底でやや凸出気味で厚い。胴

3 6 部1ま張りをもち最大径は中位か？頸部

ほぽ直立し僅かに外反して開き口唇部

尖り気味、縄紋施文（同一原体、右回

転）。外面輪積み痕は不明瞭。

＼ 
0 5cm 
l I I 

第23図 第58号堅穴状遺構出土遺物

第84号土塙（第21図）

手 法 の 特 徴 備 考

底面ナデ。外面下胴部斜ハケ後横→縦方 1/3甕 2黄褐色／／

向のミガキ底部外周若干のナデ加わる。ロ 赤褐色、赤褐色

唇下ヨコナデ以下単節縄紋RL(0段3条、 No. I+ 2 

3指、末端結束）横位施文（→→↓）て現

3段に亘たる。内面口唇下ヨコナテ以下斜

ハケ後頸部横方向、以下横・斜方向のミガ

キ。

註1 図示したもの以外に甕胴部片 7点、壷片 2点が出

土。

甕1 3点、甕 l'l点、甕1"2点(1点はLR,

0段多条）

壷1 1点（口縁部）、壷2 1点（胴部、第55

号竪穴状遺構出土片と接合）

註2 胎土は以下のとおりである。

甕1甕 1に近似し C多量、甕 1"甕1に近似し

C大量

壷1 甕 1'に近似し細粗（少量）、壷2 甕3

に近似しf多量細粗礫（多量）

不整長方形乃至楕円形の落ち込みとして確認された。埋土中から条痕文土器を出土したが、埋土

の状態から吉ケ谷式期と判断した。第57号住居跡とは約4.3mと距離がある。主軸方向は第85号土

墳とほぼ等しい。

第85号土堀（第21図）

楕円形の吉ケ谷式期に特徴的な黒褐色土の落ち込みとして確認された。掘り込みは浅く出土遺物

は全て埋土中である。第85号土塙とは約2.9mの距離をおく。

第59号住居跡（第24図）

試掘トレンチによって西壁が切られていたため西壁部分は不明瞭であった。南壁西よりのビット

状の凸出は伴うものである。他に壁外施設は阿められなかった。

埋土はそれ程残っていないが典型的な吉ヶ谷式期の推積である。東半部から炭化材、焼土が多量

に出土する（埋土中が大半で床直は少ない）。出上遺物は東半部からやや多量に出土（特に北東

隅）する。

平面形は東壁が歪む長方形あるいは台形。壁は東壁がはっきりしないが、他はほぼ直立する。床

面はほほ平坦で全体に堅緻。（特に炉～中央部）東壁下はやや傾斜する。炉は西壁よりほぼ中央で

略楕円形。（中心部円形で、手前に凸出するという構造？）凸出部にあるいは炉石を配置したか？

（あまり焼けていない。）中央よりにやや浮いていて河原石が出土している。炉の北側に黒色土が

分布するが？掘り方はないようである。貯蔵穴は南壁西寄りのピットこ考えられる。周堤帯はなく

掘り込みは浅い。柱穴、壁溝等は検出されなかったが、南壁、貯蔵穴よりに小ピットが存在する。

掘り方はなく浅い。入口施設と思われ、主軸に直交する。生活段階に伴う遺物は北壁下東隅の床面
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第59号住居跡土屑計

第 1屑暗褐色1屑硬門フカ｀J力 R Il粒 1¢0,l~0,2c●）名（浮知60.I直祗
第2層暗褐色土廣硬敗粘ヒ含（：粒微

第3屑暗褐色．j月{ R, 99 粒 ¢0,1C• 多

第 4 層赤褐色t/JI焼粒 ¢0,5c•多焼灯tB 1 ¢3~5r•I 多

第5屑 黒褐色上屑 R 粒 90,2c•少 （：粒 ¢0.5c• 多炭化H i足化杓

第6層 暗褐色七屑 ',2 暗灰褐色料，i：含

炉

a 黒褐色 1：層 l{少焼 I・少焼粒"II. 2, •少，：粒 (¢0 2~0ふ c•I少

＇） 暗赤111色 I·屑 W,竹ti焼打t粒（が O, J ~0.5col 名 C粒砂ふ•名

第55号竪’穴札逍惰 日員計

第 1屑暗褐色上屑 R. 11粒 I¢11. I~0.2コ1少 RB ¢ lc•少

第2層賠褐色[:Iii ／梗閃 RR粒が1.2c• 多 ）｛B 1 ¢3~5c•l 多

第3屑黒褐色上層硬質 R [l 粒砂． 1c• 多 RB 1¢1~2が多 C粒印． la'少‘

0 2m 
| l __ 4 

第24図 第59号住居跡、第55、58号堅穴状遺物平面図

にほぼ接して出土した 5個体の甕？はやや浮いているが伴うか？

掘り方はないと考える。ロームブロックまじりの黒色土の分布もない。

第 55号、 58号竪穴状遺構が南側のやや離れた位置に存在するが、住居跡に伴う施設かどうか判

- 28 -



断し難い。壁外土塙の距離は約 m程であり、住居範囲内とすると、第55号、 56号竪穴状遺構

はかなり離れている。

第59号住居跡出土遺物(I)

器種 I番号 I i去量 形態の特徴 手法の待徴 備 考

小形鉢 I 1 

小形鉢 I 2 

高坪 I 3 I 1s. o 

高坪脚 I 4 

部？

壺

小形甕

甕

甕

甕

9. 8 

1. 7 

3

7

 

．

．

 

4

2

 

5. 2 I 帯3条有す。口唇部平坦て僅かに内ソ I テで下面密着しない。内面ハケ乃至箆ナテ i褐色
ギ状。器肉口唇部に向かって次第に薄 後横・斜方向のミガキ。凸帯部分以外は赤

8

5

 

．

．

 

9

2

 

11. 2 

6 I 10. 9 

11. 4 

ロ縁部のみ残存。やや内頸気味で［コ

唇部はほほ平坦。

底部は僅かに上げ底で周縁部凸状。

体部は外傾して立ち上がり、内面輪積

み痕残る。

体部は内湾して立ち上かり上部てほ

ぼ直立する。外面輪積み痕利用の低凸

くなる。 彩される。

ほほ直線的に開き端部は平坦面をな 外面縦方向のミカキ、内面箆ナテ 1/20甕 2白粒少鼠

す。 （→) ？ 赤褐色

胴部は張りをもち内面緩い稜をなし 外面胴部斜ハケ？後粗い横方向のミカキ、 90％高坪 1細多量

そのまま頸部に移行、緩く外反して開 頸部粗い縦・斜方向の指頭ナデで一部強 黄褐色／淡褐色、

く。頸部外面一部輪積み痕残る。 い。一部櫛描文の痕跡？内面箆ナデ？後粗 暗褐色Na10。外面

あり。

胴部以下を欠失する。張りのない胴 外面斜ハケ (4本／0.5cm←←）口唇下巾 90％甕 1細粗礫微

部から頸部は直立し上位で僅かに外傾 狭ヨコナテ後口唇部（右回り）から無節縄 白粒微赤褐色／黄

して開き、口唇部やや外ソギ状で縄紋 紋L (2指？）横位施文（→→ ↓） 4～5 褐色No.6 + 9 

施文、内面段をなす。輪積み痕ほとん 段に亘り以下縦方向のミカキ。内面木口状

ど残らない。

7 I 14. s I 胴部以下を欠失する。胴部はそれほ
と張らず最大径を中位にもち緩やかに

11.1 I 頸部に移行しほほ直立する。上位て緩

く外反し口唇部ほぽ平坦で円面下やや

内ソギ状、縄紋施文。

8 | l1 5 胴部以下を欠失する。最大径を中位

ー にもち球形状呈す。頸部は直立し上位

14. 3 で緩く僅かに外反して開く。口唇部平

坦て縄紋施文。

9 I 12. s I 胴部は張りをもち最大径は中位～上
位？。頸部は直立し上位て緩く外反し

14. s I て開く。外面輪積み痕不明瞭、 1村面下
胴部一部残る。口唇下外面直立気味で

先瑞部は平坦で縄紋施文（同一原体、

左回転？）。

甕

口縁部内外面横ナテ。 1/5甕 2白粒少量

里褐色／黄褐色

底面ナテ？外周末調整体部外面縦ハケ 1/2甕 2白粒少量

(4本／0.5cm)後粗いミガキ乃至ナデ。内 赤褐色No1 

面横ハケ後指頭ナデ。

外面凸帯上下横方向のミガキ、以下縦斜 110％高坪 l極精緻

方向のミガキ。凸体上部工具ナデ後ヨコナ 赤褐色（褐色）赤

い横方向のミガキ、頸部はやや丁寧。 炭化物付着、黒班

工具で段を造出し以下やや粗い横・斜ハケ

（←←同一工具）後粗いミカキ（頸部以下

横、以上縦・横方向）。

外面胴部ハケ後口唇部（右回り）から単 80％甕 l細粗礫各

節縄紋RL(0段3条、 2~3指末端結束） 微白粒少量赤褐色

横位施文（→→↓端部圧痕明瞭に残り開始 NolO+ll。外

点からずれて終点となる） 4段？に亘り以 面炭化物、スス付

下箆ミガキ。内面斜ハケ（→←）後丁寧な 着。

横方向0)ミガキで平滑。

外面斜めハケ後口唇部（右回り）から単 90％甕 1粗礫やや

節縄紋RL(0段3条、大細の撚り？付加条 多白粒少赤褐色／

気味、 2指、末端結束）横位施文（→→ ↓ 黄褐色No.5 + 7。

瑞部圧痕残る） 3段に亘り以下箆ミガキ。 外面頸部以上スス

内面ハケ後横方向のミガキ（→←）て平滑。 付着。加熱により

脆弱、磨滅顕著。

下胴部斜ハケ？、口唇下ヨコナデ←以下 80％甕 2白粒微量

頸部は単節縄紋RL(0段3条、 2指、末端未 赤褐色／黄褐色、

処理）横位施文（→→ ↓）て 5段に亘たる 赤褐色No8。外面

以下ミガキ。内面l]唇下ヨコナテ以下斜ハ 頸部炭化物付着。

ケ後全面横・斜方向ミガキ。 加熱される。

10 I 13. o 底部は平底て圧痕残る。胴部は長胴 底面若干0)ナテ？外面下胴部斜ハケ、「］ 80％甕 2赤褐色

7. 2 形呈し、最大径をほぽ中位にもつ。頸 唇下ヨコナテ以下単節縄紋LR(0 2~ No. l 2。外面頸部

24. 7 部は直立し上位で緩く外反して開く。 ll. 25'II. 3~0.35、3指、未端結束）横位施 炭化物付着。摩滅

外面輪積み浪不明瞭。 1]唇下外面直立 文（←← ↓）て 3段1こ亘たる以下最大径付 顕著

気味て先端部は平坦縄紋施文（同—一泊 近構以卜縦方向ミカキ。内面口唇下ヨコナ

体右回転）内面下緩しヽ稜をなす。 テ胴部斜ハケ後斜・横方向、頸部横力向

（→←）の粗し；ミガキて平滑。
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第26図 第55号竪穴状遺構出土遺物
第59号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

11 甕 1 褐色／暗褐色 甕口縁部。外面単節縄紋LR(O段多条？太細の撚り？）横位施文、ロ

唇部同一原体。内面ミガキ。No.5 

12 甕 1白粒少量赤粒多 暗褐色 甕口縁部。外面単節縄紋RL(0段多条）横位施文、内面横斜めハケ後

ミガキ。

13 甕 1赤粒多置 暗赤褐色／茶褐色 甕胴部。外面単節縄紋LR(0段多条）横位施文、内面斜ハケ後粗いミ

ガキ

14 甕 l" 赤褐色 甕胴部。単節縄紋RL(0段3条、末端結束）横位施文（→)以下ミガキ。

内而ハケ後ミガキ

15 甕2 赤褐色／黄褐色 甕胴部。外面単節縄紋RL(0段3条、 3指、末端結束）横位施文（←←

;)以下横方向のミガキ。内面ハケ後横方向のミガキ。No.2 

註 1 図示した以外に甕胴部片32点そのうち縄紋あるもの10点(RL6、LR4)、壷片 1点か出土している。

甕 1 13 (RL2)、甕 1'5、甕 1" 9、甕 2 5 (RL 1)、甕 3 (RL3LR4) 

壷 1 1 （細粗、 C多量）

註2 胎土は以下のとおりである。

甕 3 a~e少量、f多量で目立つ、細高坪1 甕 1とほぼ同じ、細

第55号竪穴状遺構（第24図）

隅円長方形の吉ケ谷式に典型的な黒褐色土の落ち込みとして確認された。第54号住居跡によって

切られている。掘り込みは深く埋土の保存状態は良好であるが出土遺物は少量。いづれも下層から

出土している。床面付近まで第54号住居跡による撹乱が及ぶ。

第59号住居跡とは主軸方向がほぼ直角に交わり、約3.7mとやや離れている。第58号竪穴状遺構

とは約4.3m離れている。

第55号竪穴状遺構出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

小形甑 1 底部は小形で器肉厚い。焼成前下面 底面未調整。外面ミカキ後外周指頭ナテ。 1/2甕］白粒少讚
4 から穿孔する（径］ 0cm)。 内面指頭ナテ後粗いミガキ。 黒色／淡褐色、淡
1 4 

褐色外面黒班あり
甕底部 2 平底で器肉厚い。 底面ナテか？内外面磨滅顕著て詳細不明。 1/3褪 2粗多量暗

7 2 褐色、暗黄褐色
I 2 

鉢 3 ll 7 底面ほぼ平坦で器肉厚くやや凸出気 底面指頭ナテ。lJ唇部下ヨコナデ後体部 1/3甕 2白粒赤粒
6 0 味。体部は内湾して立ち上かる。 LJ唇 外面縦方向0)ナテで縦→横方向の粗いミガ 少量赤褐色／淡褐
6 I 部丸く収まる。 キ加わる。内面粗いミガキ。 色、赤褐色NoI 

第55号竪穴状遺構出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

4 甕 l 屯色（褐色）暗褐色 甕胴部。外面横ハケ後縄紋LR(0段多条太細の撚り‘i)横位施文。 1村

面ミガキ。

5 洒］ 里褐色（暗褐色）昭褐色 甕胴部。外面無節？褪紋L構位施文。内用Jハケ後ミガキ。
6 甕 l 暗赤褐色（淡褐色）暗 甕胴部。外面横ハケ後単節縄紋LR(0段名条）横位施文。内向斜ハケ

褐色 後ミガキ。

7 甕]" 弔色（里色）黄褐色 甕胴部。外面単節縄紋LR(IJ段3条？）横位施文雑。丙面ミカキ。
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第61号住居跡 t層註

第1層暗褐色+.Ill R9.)(¢1~4m）含焼粒 C9t(92~5暉）多
第2層褪色ナ贋 R粒 192~5•nl 多 HRll (¢1~3口）含

焼粒 C9立1¢1~5n日）含 炭化材片¢2口以下含

第3層赤褐色S:lli R粒 I¢2~599）含焼粒 C粒 (¢1~5四）大
第4層黒褐色j：屑 R粒 I¢2~4罰n)含 HRB(¢1~3c置）少

焼粒C粒(¢2~5皿）大 炭化材片大

第 5 /il赤褐色上層焼粒 c粒 (¢1~5皿）大焼•B¢1 口含

第62号竪穴状遺墳 土層9£

第1層黒掲色十屑 R粒（ 91~5nn)含現粒 C点9(¢1~4呵）少

第 2 暦褐色•J．層 I；粒 1 41~5m)多 SRll'少焼粒•C粒 ("~1呵）微
第8T号th賢

第1屑負褐色 l．屑柔らかい SIlfTRO叩翻：府i

2m 第2贋黒褐色這硬買焼9立(¢3~1nm.c約 1;1~5ml稀に含 Iiti1 ¢0 5~1呵1
第：け眉渇色 I屑咬崩巧屑 sufTROAH点出屑稀に炭化物

第27図 第61号住居跡、第62号竪穴状遺構、第87号上渡平面図
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註 1 図示した以外に甕胴部片10点（そのうち縄紋あるもの 6 (RL2、LR4)、壷胴部片 1点が出土している。

甕1 7 (RL2、LR2)、甕l"(LR2)、甕2 1、甕3 1 

壷 1'1 （第58号竪穴状遺構出土片と接合）

註2 壷l'は甕1'にほぽ同じ、細粗、各多量含む。

第61号住居跡（第27図）

確認段階ですでに多量の焼土を検出したが住居跡外に焼土あるいは炭化材、炭化物は検出されな

かった。

埋土中の炭化材が4層中に集中し比較的残りが良い。材は北東方向に向かって崩れたかの印象を

受ける。 3層は 4層材の熱によって赤化した土と思われるが、周縁部に多いことと埋め戻し土 (2

層）とは、明確な線が引けることより、或いは屋根上にのっていた土かも知れない。 5層の焼上は

生活段階に伴う燃焼部炭と思われる。出土遺物は比較的少なく、大部分が埋土中出土。

□ I 
゜

10cm 

信勺，~‘ヽw 3 
疇忍麿I：：:，.ぎ:]  4 

゜

□□□ 
第28図 第61号住居跡出土遺物
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8cm 

平面形は長方形で長短

の差は少なくよく整って

いる。壁はわずかに傾斜

をもつが、東壁北半部は

やや傾きが大きい。床面

はほぼ平坦で全体に堅緻

である。西半部、南、北

壁下に若干のロームブロ

ックまじりの黒色土が分

布する。炉は北壁よりほ

ぼ中央で、楕円形を呈す

る。よく焼けており、炉

石はない。（北側に石を

検出したがこれが炉石で

あった可能性がある。）

柱穴、壁溝、貯蔵穴等は

検出されなかった。生活

段階に伴う遺物はない。

（中央に磨石？がやや浮

いた状態で出土している

。）

炭化材が東西壁下から多

量に検出され、中央部を

中心に焼土が検出された。

床はそれ程焼けていない。

炭化材の配置からすると、



上屋は寄せ棟 2段構造か？ 掘り方は存在せずローム直上が床面である。柱穴とするだけの根拠は

見出せないが、生活段階で 3ヶ所浅いピットが検出された。第62号竪穴状遺構が北側にやや離れて

存在するが、伴うかどうか不明。

第61号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

壺口縁 1 15 外面輪積み痕利用した 4段の凸帯、 外面凸帯上面工具ナデ？内面ミガキ。内 1/10。壺2。赤褐

部 断面三角形状。口唇部僅かに内ソギ状 外面とも赤彩される。 色（黄褐色）赤褐

4 8 色。内面剥離顕著。

小形甕 2 底部は平底やや凸出気味で胴部は僅 底面ケズリ後若干のナテで切り離し痕残 90％甕 3赤褐色、

4 4 かに内湾して立ち上かり、最大径は中 る。外周未調整部分の残るナデ。胴部縦． 暗黄褐色／黒色

7 4 位？ 斜方向のハケ後上部単節縄紋RL(0段多条 No.5外面底部周縁

太細の撚りで付加条気味）横位施文、以下 炭化物付着加熱に

縦方向のミカキ。内面比較的丁寧な横・斜 より一部剥離内面

方向のミガキ。 黒斑

第61号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

3 甕 1白粒少量 黒色／淡褐色 甕胴部。外面櫛描文は廉状文（→→）の後波状文 (5本／巾10cm)。内

面横方向のミガキ。

4 甕 1 里褐色（褐色）茶褐色 甕胴部。外面単節縄紋LR(0段3条）横位施文（←← ↓）。内面粗いミ

カキ。

5 甕2 灰黒色（黄褐色）黄褐色 甕胴部。外面斜ハケ後単節縄紋LR(0段多条、末端結束？）横位施文

（→→ ↓）以下ミカキ。内面木口状工具によるナデ（←← ↑）No. 2 

6 甕 1 黒褐色、里色／暗褐色 甕胴部は強く張り、最大径を中位～上位にもつと見られる。頸部はや

や内傾して立ち上がり上部で緩く外反して開く。口唇部は丸く収まり縄

紋施文（同一原体左回転）。外面口唇下輪積み痕残る。外面胴部斜ハケ、

口唇下ヨコナデ後頸部単節縄紋RL(0段3条、 2指）横位施文（←←しや

や雑）以下やや粗いミガキ。内面口唇下ヨコナデ後横方向0)ミガキ。No.l。

7 石lll1、54Kg 

註 l 図示したもの以外に甕胴部片 2点、壷胴部6点が出上。

甕 1 2 

壷2 4 (2個体分）、壷3 2 (1個体分）

註 2 壷3は甕3に近似するが粒度は小さい。

第62号竪穴状遺構（第27図）

略長方形で吉ケ谷式期に典型的な黒褐色土の落ち込みとして確認された。第61号住居跡の北側約

2.8mに位置するが、その間に何らかの遺構の痕跡は認められなかった。掘り込みは浅く、出土遺

物はない。主軸方向は住居跡のそれと直交気味である。

第87号土塙（第27図）

楕円形で第61号住居跡とは約4.lmと距離がある。掘り込みは深く、埋土は縄紋の土塙のそれに

類似する。

第63号住居跡（第28、29図）

第92号、 93号上塙によって切られるが確認段階では把握できなかった。壁外のわずかな範囲に炭

化物の分布が認められた。

埋土はよく残っており第61号住居跡と近似する。

出上遺物は比較的多いが、大部分が埋上中からの出土である。

焼土層は炉の南側に集中するが、周辺部でも薄く推積している。炭化材は東半部に多いが、西壁下
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第29図第63号住居跡平面図

0 1m 
| 1 | 

では比較的しっかり

したものが残る。南

東隅は特に厚く、集

中している。

平面形は東壁が斜

行する略方形状であ

るが、詳細にみると

（第30圏下）主軸

を中心として南北壁

がわずかに斜行する、

いわゆる線対象の平

面形である。東西壁

は僅かに湾曲する。

壁はほぼ直立し、掘

り込みは深い。

床はほぼ平坦で全体

に堅緻である。床周

縁部にロームブロッ

ク混じりの黒色土が

分布する。

炉は北壁寄りほぼ中

央 (P1 P 3を結ぶ

中軸線から東側にや

やずれる）に位置し、

手前に炉石が主軸に

直交するように据え

置かれており内側は

よく焼けている。長径0.55m、短径0.37mの楕円形。

壁溝、貯蔵穴は検出できなかった。

3ヶ所に浅いピットが認められた。 P3は中央部に細い柱痕？が認められたが、伴うかどうか確証

がない。 P1 P 3 =3.lOm、P3 P 2 =0.66mを測り、それぞれの直径はP1 =O.lm、P2 = 

0.15m、P3 =O.Zlmである。

生活段階に伴う遺物はほとんどない。

掘り方は存在せず、床はローム直上である。

床直上の黒色土は断ち割ると凹凸面となり単なる生活時の痕跡とみられる。

3ヶ所の小ピットは一様にごく浅いもので、 P3については入り口施設に伴うものか、あるいは
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第63号住居跡土層註

第 1 層暗褐色土層 R粒 (¢2~499) 含焼粒•C粒（が2~4..) 微

第2層褐色土層 R粒 (¢2~4●n)多 HRB(,;i~2a)少

第3 層黒褐色土眉 R粒 (¢2~499 ）少焼粒•C粒（が2~4血）多

第4層褐色土層 R粒 (¢2~4●9)多 HRB(;1~2口）微

焼粒•C粒 (¢2~4●●)微

第5層褐色土層 R粒 (¢2~4●9)多 HRB(,;I~5口）多

焼粒•C粒 (¢2~4●●)微

第 6 層黒褐色土層 Ii粒 (¢2~4●●）少焼粒•C粒 (¢1～函n) 大

第7層灰黒色土層硬買 R・R粒（が0.1)微 C粒（が0.1)少

第8層灰黒色土層粘性強硬買 R・R粒 (¢0.l)少 RB(,;I~2a,)多

第1.2層は第93号土壕埋土

第91号土攘土層註

第111 暗褐色土層 R粒 (¢2~5呻）含焼•C粒 (,;2~S,,)若千

第2層暗褐色土層 R粒 (¢2~5●●)多

言 鬱。
第30図第63号住居跡、第91号土塙平面図

2m 

p 1との対応関係を考慮すると棟柱痕とも考えられる。

後者についてはピットに接する壁がこの部分で「く」字状に折れることをみると更に妥当性をもつ

ものである。むしろ中軸線からややずれた位置に存在する P2が入り口施設に関係する可能性が高

し＼。

第30図下の平面図上にはピットと共に主な石の出土位置を示した。これをみると S1は北西壁下

の比較的床面近くで出土しており、さらにP2とほぽ対応する位置にある。その他の石については

ピットとの位置関係は不明瞭で、相互の位置関係についても同様に不明瞭である。

同図の実線部分は炭化材の方向を示したもので、同一方向のものを直線で結んだものである。p1 

P3を結ぶ住居跡のほぼ中軸線に直行するように、主に壁際に炭化材が存在している。住居跡中心

部の分布は比較的薄く、炉の周辺には焼土が分布している。

中軸線に直交するものばかりでなく平行するものもあり、北西壁下と南東壁東隅に顕著である。

上屋構造について俄かに判断し難いが、炭化材の残存状況からすると切り妻か？
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第31図第63号住居跡出土遺物（1)
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ー、39込函心心匹rこ•9 ^ A 9 

゜
10cm •.. 7A 

第32図第63号住居跡出土遺物(2)

6A 

炭化材の分布は住居跡の外側では全く認められず、上述のように僅かな炭化物、炭化粒子が外側の

極く狭い範囲で認められたにすぎない。

壁材の存在については精査にもかかわらず、土層断面等で確認できなかった。

第91号土壇が本住居跡対角線上、南隅から南側へ約1.7m、第64号住居跡とのほぼ中間に存在す

る。

第63号、 64号住居跡のどちらに伴うか判断が難しい。すなわち第64号住居跡の対角線上にも位置し

ており同住居跡北東隅から約1.7mとほぼ同距離である。

このような土壊と住居跡との位置関係は、第4群の第112号土壊と第80、82、83号住居跡との関係

に類似している。

第63号住居跡出土遺物(I)

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

鉢 1 I 12.o 

高坪

高坪

高坪

4.8 

2 I 13.8 

9.9 

3 I 19. s 

9. 2 

4 I 25.4 

体部は内湾して立ち上がり口唇部は 内外面とも横・斜ハケ後丁寧なミガキで、 1/4甕 2赤褐色

丸く収まる。内面口唇下僅かに凹む。 外面縦方向、内面横・斜方向平滑。 Nu3 

体部は最大径を上部にもち口径とほ

ぼ等しい。最大径下で緩い稜をなす。

屈曲して口縁部に移行しほぼ直立する

が、上半部で僅かに開く。口唇部は丸

く収まる。脚部を欠失する。

体部は内湾して立ち上がり上部で緩

い稜をなす。口縁部強く内湾し外面輪

積み痕利用の低い 2状の凸帯をもつ。

ロ唇部小さく直立し僅かに内ソギ状で

内面稜をなす。

体部は内湾気味に大きく開き湾曲し

て口縁部に移行する。外面3条の低い

体部下半斜上半横ハケ後丁寧なミガキ、

口縁部上部ヨコナデ以下縦ハケ？後 2段

（↑)の櫛描波状文 (7本／1cm、波長短く

振幅大きい、左回り）内面横方向のハケ？

後比較的丁寧なミガキ（磨滅顕著）。内外

面の一部赤彩痕跡あり。

体部斜ハケ後稜以下斜・縦以上横方向の

丁寧なミガキ、凸帯ヨコナデ後粗いミガキ。

内面極丁寧な横方向のミガキ。凸帯付近除

き赤彩の痕跡あり。

外面体部は斜・横ハケ後、上部横下部縦

方向の丁寧なミガキ、口縁部木口状工具ナ

90％甕2暗褐色／

橙褐色、赤褐色

No6+7+9+1 

1内外面一部炭化

物付着加熱受ける

1/5甕 3暗褐色

（黄褐色）暗褐色

No 1内外面とも摩

滅顕著

1/3甕 2近似細

多量赤褐色（淡褐
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器種 I番号法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

15. 9 I凸帯をもち最下段は粘土貼付けで他は デ？後横方向のミガキ。内面口縁部ヨコナ 色）黒褐色No.5+ 
輪積み痕利用。最下段凸帯下に縦長の デ（ハケ不明）後丁寧な横方向のミガキ。 6十床下出土、 S

コブ貼付け（ 2ヶ所）。［］唇部外面僅 脚部外面丁寧なミガキ、内面ナテ？坪部内 J 6 1出土片接合

かに凸出し内ソギ状で内面稜をなす。 外面脚部外面赤彩痕残る。 しないが同一涸体

細い脚部は接合しないが同一個体とみ

られる。

甕 5 I 12. 2 

甕

6. 4 I たず中位に最大径をもつか？頸部上部 ↓）で4段？に亘たり以下横方向のミカキ。 Iあり
で内湾気味に開く。口唇部直立し端部 内面口唇下ヨコナデ以下斜ハケ後粗い横・

箆刻み（右回り）施す。内面口唇部下 斜ミカキ。

緩い段をなす。輪積み痕残る。

6 I 14 

甕

10. 4 I唇部直立気味で内面凹み緩い段をなし| 3段に亘たる。
端部は平坦で平行工具による刻みを施

す。

7 I 11. s 

10 

甕 8'-

6. 6 

甕 9'― 
6. 9 

口縁部と胴部は接合しないが同一個 外面口唇部下ヨコナデ（←)以下無節縄 1/3甕 1'黒褐色／

体とみられる。胴部はあまり張りをも 紋L （太細の撚り、 2指）横位施文（→→ 暗褐色内外面黒斑

胴部は大きく張るとみられ、頸部は 口唇下ヨコナデ以下無節縄紋L （太細の 80％甕 1黒褐色

内傾し中位て大きく外反して開く。口 撚り、 3指）横位施文（→→↓粗い）で現 （褐色）黒褐色

No 1 0、SJ 6 4 

出土No.l、2と接

合

口縁部は接合しない。胴部は張りを 外面胴部斜ハケ、口唇下ヨコナデ後以下 1/2甕 l臼粒角閃

もち最大径を中位～上位にもつ。頸部 単節縄紋RL(0段多条、 2~3指）横位施 少淡褐色No.1 0 + 
は内1頃して立ち上がり上部で緩く外反 文（→→ ↓粗雑）て 2~3段に亘たり以下 1 2 + 1 4外面黒
し口唇部丸く収まる。内面輪積み痕部 粗い縦方向のミガキ。内面口唇下ヨコナテ 斑あり

分的に残る。 以下縦・斜ハケ後粗いミガキ。

底面を欠失する。剥離面によると粘 外面下胴部縦・斜ハケ (4本／0.5cm)後

土紐輪積み。頸部は接合しないが同一 粗いミガキ。頸部単節縄紋RL(0段多条）

個体とみられる。 横位施文（→→）。内面底部周縁箆乃至指

頭ナデ以上やや粗い横方向のミガキ。

1/4甕 2暗黄褐色

／赤褐色No.4。内

外面とも摩滅顕著

底部は平底でやや大形、胴部は張り 底面未調整部分の残るナデ。外面胴部縦 1/3甕 2暗黄褐色、

をもち頸部は接合しないが同一個体と →斜ハケ (9本/lcm)後底部外周粗いミガ 赤褐色No.8 

みられる。 キ以上比較的丁寧なミガキ。頸部単節縄紋

LR（太細0)撚り合わせ？付加条気味、 2

指、末端結束）横位施文（←←↓）後横方

向のミガキ。内面底部付近ハケ後若干の指

頭ナデ、以上横方向のミガキ頸部は指頭ナ

デ加わる。

第63号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

10 甕 1 暗黄褐色 甕口縁部。単節縄紋RL(0段多条、太細の撚り）内面ミガキ。

11 甕 1細粗微 暗褐色 甕口縁部。単節縄紋RL(0段多条）、口唇部同一原体？内面横箆ミガキ。

12 甕 1 黒褐色、暗褐色 甕口縁部。外面口唇下ヨコナデ、口唇部（右回り）から単節縄紋RL

(0段多条、 2指）横位施文（→→ ↓）。内面やや粗い横方向のミガキ

（→→）。外面炭化物付着。

13 甕2 暗黄褐色、赤褐色 甕頸部上部は内湾気味に開く。外面口唇下ヨコナデ（←)、口唇部（同

ー原体左回り）から単節縄紋LR(0段多条、 1~2指）横位施文（→→

↓やや粗） 4段に亘る。内面口唇下ヨコナデ以下横・斜ハケ後粗い横・

斜方向のミカキ。No.l 0。
14 甕 1白粒少量 暗褐色、赤褐色 甕胴部。外面横方向のハケ後単節縄紋LR(0段多条、末端結束）横位

施文（→→）以下ミカキ？。内面横方向のミカキ。

15 甕2 暗褐色 甕頸部。単節縄紋LR(0段多条、付加条気味で5に近似）横位施文以下

ミガキ。内面ミガキ。

16 甕 1 淡褐色 甕胴部。外面縦方向のハケ後単節縄紋RL?(0段多条）横位施文（→→
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番号 胎土 色 調 備 考

↓)。内面ミガキ。

17 甕1 暗赤褐色／黒褐色 甕胴部。無節縄紋L（太細の撚り？）以下ミガキ。内面ハケ後ミガキ。

18 甕1白粒少量 黒褐色、暗黄褐色 甕頸部。外面縦ハケ (9本／1cm→↑)後無節縄紋L（太細の撚り、 2

指、末端未処理）粗く横位施文（→→ ↓）で現5段に亘たり以下ミガ

キ？。内面上部ヨコナデ以下斜ハケ後粗い横方向のミガキ。床下出土片

接合。

19 甕1白粒少量 赤褐色 小形壺。頸部は強く内傾して立ち上がり、最大径は中位か？。 3段の

帯縄紋帯をもち最上段は幅広い。外面斜ハケ？後単節縄紋RL(0段3条、

2指、末端結束）横位施文（←←↓粗雑）。無文帯横方向のミガキ。内面

比較的丁寧なナデ。 l/5Nu1 1十床下出土。

註1 図示したもの以外に甕胴部片17点（そのうち縄紋あるもの10点でL3、RL2、LR5点）出土している。

甕1 13点、甕1'3点、甕1"1点である。

第91号土壊（第33図）

第2号掘立柱建物跡に切られる不整楕円形の土壇。第63号住居跡南隅に面する壁は直線状をなし、

約1.8m離れている。第64号住居跡とは約1.7mの距離をおく。掘り込みはやや深い。出土遺物はな

いが埋土の様相から吉ケ谷式期と判断した。

直線状の部分をみると第63号住居跡を避けて構築されたようにも見える。

第64号住居跡（第33図）

東壁上層は土壊状の撹乱を受ける。全体に上層は耕作等の撹乱顕著。壁外施設は認められなかっ

た。

掘り込みは深く埋土がよく残り黒褐色＋暗褐色の典型的吉ケ谷式期の推積である。第3号掘立柱

建物跡が上層で重複する。出土遺物の大部分が埋土中出土。

平面形は長方形で、北東、南西隅が湾曲する。壁は南、西壁が若干の傾斜をもつが、他はほぼ直

立する。床面は斜面上に構築されたためか、西側へ向かって若干傾斜する。中央にロームブロック

を含む黒色土が分布し、やや凹凸が目立つ。炉は西壁寄り中央に位置し楕円形呈す。よく焼けてお

り炉石はない。掘り方はないようである。柱穴、壁溝等検出されなかった。生活段階に伴う遺物は

ない。

掘り方は存在しない。第91号、第94号土壇が至近距離に存在し、やや離れて第86号土墳が

ある。第94号土壇は第65号住居跡とのほぼ中間に位置し長軸もほぼ同一であり伴うかもしれな

い。第91号土墳も第63号住居跡とのほぽ中間に位置するが、軸は第63号、第64号住居跡の

どちらとも一致しており判断は難しい。
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第64号住居跡 七屑註

第 1層 黒色上附 軟買フカフカ、 R粒91mm多燒上粒微

第1屑焦色士層軟只フカフカ R粒 90,1c•多焼粒90,2c•微

筍 2 層暗褐色土屑硬質粘1生強 l(It粒 90.1c•微 C粒仰． 5,微 RI立 ¢II.[c•名焼粒¢

0. 2c• 微

第2屑 0音掲色上層 第1隈より暗（硬賀

第3陪黒渇色上層やや砂買第1屑！の漸移II!焼粒（が0.5~1c●l多燒焼B(¢1~3c●I 

少 C粒(¢0.5~1c●I多炭化物風R多

第4贋 暗赤褐色土唇 黙昧強く粘性強 黒色上中に焼ヒ、焼土粒 (¢1~5ml多

第94号土壊土層註

第11i1 9音褐色土層 同期住居の埋戻しと共通 R粒 (¢2~5皿）多
焼粒 •C 粒 (¢2~4ml 含

第2層褐色七層 R粒 (¢2~5.,)多 HRB(>I~2ul含

゜| 
| -‘→  =『

第33図 第64号住居跡、第91、94号土塙平面図

第64号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕底部 1 底面指頭ナデにより僅かに上げ底状 外面外周指頭ナデ。内面棒状工具ナデ後 90％甕 l白粒少星

5 をなす。周縁部粘土貼付けか？圧痕残 一定方向の指頭ナデ。 角閃石多黒色／黄

2 る。 褐色、黄褐色No.5、

黒班あり
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第34図 第64号住居跡出上遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕底部 2 底面僅かに上げ底で外周粘土貼付け。 底面若干のナデか。胴部外面ハケ？ミガ 1/2甕 l白粒少量

6 0 キ後外周指頭ナテ。内面ミガキ。 淡褐色、黄褐色

3 0 No. 3 

甕 3 12 頸部以下を欠失する。頸部はほぽ直 口唇下内外面ヨコナデ以下外面単節縄紋 70％甕 1暗赤褐色、

立し上位で緩く外反する。口唇部先端 RL (0段3条、 2指、末端結束）横位施文 茶褐色No.4。外面， ほぽ丸く収まり縄紋施文（同一原体右 （←← ↓やや雑）で4段に亘り、圧痕比較 一部炭化物付着

回転）輪積み痕なし。焼成後口唇部一 的明瞭。内面横・斜ハケ後横方向のやや粗

ヶ所打ち欠き片口状にする。 いミガキ。

第64号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

4 甕 1角閃石やや多量 暗褐色（褐色）黒褐色 甕胴部。外面櫛描文 (5本／08cm、←←）は波長やや長く振幅は短い。

内面横方向のミガキ。

5 甕1 淡褐色 甕口縁部。外面口唇部から同一原体で単節縄紋LR？横位施文。内面横

方向のミガキ

6 甕 l” 赤褐色 壺。巾狭の貼付け口縁？口唇部から外面単節縄紋LR(0段3条）横位施

文、口縁部下無文部残す内面横方向のハケ後ミガキ。

7 甕 1 赤褐色 甕頸部。単節縄紋LR(0段3条？末端結束）、内面横箆ミガキ。

8 甕 1,, 暗褐色／黄褐色 甕胴部。外面ハケ？後縄紋RL(0段多条、末端結束）横位施文（←）

以下横方向のミガキ。内面ハケ後ミガキ。， 甕 1白粒少量 赤褐色 甕胴部。外面斜ハケ後縄紋LR（末端結束）横位施文（←←↓）以下横

方向のミガキ。内面横方向のミガキ。

註 l 図示したもの以外に甕胴部片 4点が出上している。

甕1 3点、甕3 1点である（縄紋を有するものはない）

第94号土塙（第33図）

第64号住居跡の北側約2mで検出された長方形の土塙。

掘り込みはやや深い。出土遺物は全て埋上中出土。主軸

方向は住居跡とほぼ一致する。

第86号土塙（第34図）

第2住居跡群で最も南側に位置し、単独で存在する方

1々6 吋予I

□□D 
~ / •I' 

形の土塙。掘り込みは深く埋土は良く残っている。出土
土

遺物は全て埋土中の出土である。

第86号土埼土屑社

，，］階旦褐色 li粒｛で1~5nm）含

旦5.40 正 1C2~4nn （含
第2屑暗渇色 R粒((1~5nn（多

RB I"~2rn （含

0 1m 
I I I 

第35図第86号土塙平面図
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第36図 第86、94号土塙出土遺物

第86,94号土塙出土遺物

番号 胎土 色 調 備 考

1 甕 l" 赤褐色／褐色 第86号土堺出土甕頸部。横方向のハケ？後粗いミガキ。櫛描文（←←6

本／1cm) は波長、振幅か短い。内面横方向のミカキ。

2 甕 1 淡赤褐色、黄褐色／里 第96号土塙出土甕胴部。外面斜めハケ後単節縄紋RL(0段多条、末端

色 結束）横位施文以下ミガキ。内面斜方向のミガキ。

3 甕2白粒粒度小 暗褐色／赤褐色 第96号土壊出土甕胴部。外面単節縄紋LR(0段3条）横位施文（←←

V)。内面やや祖い横方向のミガキ。

第86号土壊は図示したもの以外に甕胴部片5点出土。
胎上は全て甕 1"（細粗レキ dやや少量）である。

註 2 第94号土塙は図示したもの以外に甕胴部片 1点が出土している。胎土は甕 1細粗微c微である。

第65号住居跡（第37図）

土塙状の撹乱（現代？）及び耕作が住居跡中央部に存在する。壁外施設は認められなかった。

註1

埋土は撹乱顕著で床面下迄及んでいる。（特に南半部は著しい）出土遺物は少量で全て埋土中出

土である。
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第65号住居跡土贋註

第1層黒褐色土層 R粒 (¢2~4加）含焼粒 C粒 (¢2~5麟）少

第2層掲色土層 R粒 (¢2~49日）含 HRB(¢)～如.,少

焼粒 •C粒 (¢2~5血）微

第3層掲色土閑 R粒 (¢2~4n9)多 HRB(¢I~5c,)少

゜
2m 

第37図

第96号土壌

第1周暗褐色土層 R粒 (¢2~5,a)含

第2層暗褐色上層 R粒 (¢1~5n9）多

第65号住居跡、第96局t壊平雁図
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平面形はほぼ長方形ないし若干歪んだ台形状。壁はほ

ぼ直立する。床はほぼ平坦であるが斜面に立地するため

か西壁下はやや煩く。全体に硬質で中央部が著しい。炉

の北側及び南側の小ピットは上層から掘り込まれている

撹乱。炉は北壁寄りほぼ中央に位置し楕円形呈す。比較

的よく焼けている。柱穴、壁溝等は検出されなかった。

生活段階に伴う遺物はない。掘り方は存在しない。

第96号上塙が西側約1.3mの位置にあり、長軸がほぼ一

致しており伴うものと考えられる。

第65号住居跡出土遺物(I)

ロー／＿~1
〇
l l 

10cm 

一

0 5cm 
I I --4 

第38図 第65号住居跡出土遺物

3
 

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

鉢 | 1 I 11. 9 | イ本部は肉湾して立ち上かり、口唇部 外面箆ケスリ後ミガキ、内面横ハケ後ミ 1/10鉢 1e多量細

直立気味て端部ほほ平坦。 ガキ。磨滅顕著。 粗棒暗黄褐色

3.0 

第65号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

2 甕 l" 暗黄褐色／赤褐色 甕胴部。外面単節縄紋LR(0段3条）横位施文（→)。内面粗い横方向

のミガキ。

3 甕 1白粒少量 暗褐色／黄褐色 甕頸部は内傾して立上り口唇部は尖り気味で縄紋施文（同一原体）。外

面単節縄紋RL(0段3条太細付加条巻か？ 2指）横位施文（←← ↓）。内

面口唇下ヨコナテ以下斜ハケ後横方向のミガキ。丁寧平滑。Nol。

第96号土壊（第37図）

略長方形を呈する。第65号住居跡との間に遺構の痕跡は検出されなかった。掘り込みは深い。

出土遺物は検出されなかったが、埋土の様相から吉ケ谷式期のものと判断した。

d 弥生時代第 3群

本群は台地裾の緩斜面上、第 1群と第4群に挟まれた位置に存在する。第 4群とは極接近してお

り最短距離で約4m程である。東西約22mx南北約33mの範囲に収まり、中央部に約6mX23mの

細長い空間を造出している。これは広場或いは作業空間とするには傾斜がきつくやや狭い。この空

間によって、上段の 2軒（第73、78号住居跡）と下段の 4軒（第2、75~77号住居跡）に分けられ

る。各々の主軸方向は北西方向でほぼ一致し、直線状に配置される。特に下段は顕著である。

各住居跡に敷設される小ピットを入口関連施設とすると、南東壁、南壁に設置されており同方向か

らの出入りが想定される。この場合第77、78号住居跡間は約3mの幅しかなく、第77号住居跡の入

□ピットが南壁中央に付く点をみると、この部分で群が終了することが推定される。
本群はいずれの住居跡も土塙乃至竪穴状遺構を伴う。付属施設の住居跡に対する位置関係は、概

ね住居跡短径以内に収まることが多く、約1~2mの範囲である。最大で約 3mを測る。住居跡から

付属施設までの占有領域をみると第2、75号住居跡を除いて重複しない。むしろやや間隔をおいて
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第2号住居跡 L屑註

第1層懇色上屑砂賀暗褐色t斑状に含 1田粒 炉

第2層暗褐色土層軟費 R粒多 第 1層暗赤褐色上暦粘性にとむ焼上粒焼B多

第3屑 暗黄褐色上/II R粒 RIぅ多

第4層暗褐色土暦砂買やや粘fl有明度2>1
第5層 暗褐色ヤ屑 粘竹h R多 (Iより多I R粒¢0.lrn多炭（ば立が0＆渾微

貯蔵穴

第1層暗茶褐色十層砂質粘性有 I1粒微炭化粒徴

゜
2m 

第39図 第 1、2号住居跡、第104、105号土塙平面図

いる。住居跡の規模と数量は相関関係を見いだせない。平面形は不整形のものが多く全体に整って

いない。規模の大小は顕著でなく、第76号住居跡を除いて大差はない。

第2号住居跡（第39図）

第 1号住居跡とともに確認。周辺部にピット等の遺構の存在は認められなかった。第104、105号

土塙については確認段階では気づかなかった。

埋土は 3層に分割されるが 1、2層はさらに上、下に分けられる可能性がある。 2層は床面近く

で炭化物を含む黒色土が推積する。出上遺物は 2層から比較的出土し、西壁及び東壁付近に集中す
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第40図 第 2号住居跡、第104号上塙出土遺物

る。

平面形は隅丸長方形で北西隅がやや歪むが、比較的整っている。掘り込みは深く壁は直立する。

床は炉周辺部～中心部はよく固められているが、周辺部は柔らかい。炉は西壁寄り中央部に存在し

楕円形。甕小片、炉石が若干浮いた状態で出土する。柱穴は精査にもかかわらず 1ヶ所しか検出で

きなかった。柱痕跡が認められ壁に向って斜めに穿たれ、埋上は 2層に分割される。あるいは入口

施設か？貯蔵穴は南東隅部に小形で浅い略円形のものが存在する。埋上は暗茶褐色、砂質で粘性有

し土器片出土。生活段階に伴う遺物はほとんどなくやや浮いた状態で、西壁近くのものが比較的床

面に近い。

断割りはあえて行なわなかったが掘り方は存在せずローム直上が床面である。

第2号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

高坪脚 l 底面ほほ平坦で内面凸状をなし、内湾 外面横斜ハケ後接合部付近横、中位横・ 90%甕 3レキ微筐

部 13 3 して立ち上かる。接合部径は小さい。 斜、下部横方向の極丁寧なミガキ。内面ハ 赤褐色（黄褐色）褐

12 3 外面輪積みによる凹凸若干残る。 ケ後丁寧な指頭ナテ。底面未調整。外面全 色No.l~ 4。

面赤彩。

甕底部 3 やや凸出気味。 底面末調整。外面縦箆ミカキ、内面横箆ミ 10％甕 l暗赤褐色

7 0 カキ。

J 7 

第2号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

4 甕 1 里色、暗赤褐色 甕口縁部。外If111]唇部（右臼り）から単節縄紋LR(II段多条）描・斜位

施文（→→.)口唇Fヨコナう。内面横方向0)ミカキ。

「̀) 甕 l白拉少用 里褐色／昭灰褐色 甕11縁部。単節縄紋RL(II段3条）横位加文→ ↓、内1/1]ハケ後箆ミガキ。

No 5 + 6十炉周辺出土。
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番号 胎土、 色 調 備 考

6 甕 2白粒粒度小、大 里褐色、黒色 甕口縁部。

量 外面ハケ後単節縄紋RL(0段3条、 2指）横位施文（→→ ↓） 下半部

横ハケ (5本／05cm)。内面斜ハケ後やや粗い横方向のミガキ。No8。

7 甕 1白粒少量れきや 黄褐色 甕胴部。

や多 外面斜ハケ後単節縄紋RL(0段3条、 2指）横位施文（→→ ↓）以下

斜ミガキ。内面横方向のミガキ。No.9。外面スス付着。

第104号土塙（第39、43図）

略方形で北側がやや凸出する。掘り込みはやや深く、遺物は全て埋土中出土。第 2号住居跡の北

側約2.6mに位置し、第105号土墳とは0.4mで隣接する。

第104号土塙出土遺物(I)

器種 I 番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 胴部。 外面斜ハケ？後単節縄紋LR横位施文、 1/10甕 1里褐色、暗

以下横→縦方向のミガキ。内面やや粗い斜 黄褐色

方向のハケ(l]本/!cm←↑)。

第104号土塙出土遺物(2)

番号 胎土 色調 備 考

8 I甕 1 黒褐色、黒色 甕頸部。外面単節縄紋LR(0段多条）横位施文。内面ミガキ。

註 1 図示したもの以外に甕胴部片 2点（甕 1と1")が出土している。

第73号住居跡（第41図）

西隅は鋭角的に確認されている。壁外施設は誇められなかった。住居跡の西～北側に土壕及び竪

穴状遺構が配置される。

埋土は黒褐色十暗褐色土で吉ヶ谷式期の典型的推積。焼上が南西壁下にわずかに存在する。出土

遺物は少量で大部分が埋上中出土である。

平面形は北西壁が斜行するが、略長方形と把えられ、確認時の平面形とやや異なって西隅は湾曲

する。壁はほぼ直立し掘り込みは浅い。床は斜面に立地するためかやや傾斜する。既して東半部が

硬く、西半部はやや柔らかい。炉の南側を中心として黒褐色土が分布する。炉は北西壁より中央に

位置し、重複している（左→右の順と認識したが断面は不明瞭であった）新炉は、小形の炉石を中

央に配置し炉石部分はやや凸状呈する。旧炉はやや浅くそれ程焼けていない。柱穴、壁溝は検出さ

れなかったが、南東壁下に小ピットが言忍められた。貯蔵穴が南西壁下東よりに認められたが、楕円

形で浅い。生活段階に伴う遺物は南西壁下の磨り石と貯蔵穴出土土器である。

掘り方は存在せず、ローム直上が床面である。

第72号竪穴状遺構、第102号土塙が南側約 1mの位置に、第103号土塙がやや離れて約2.2mの位置

にある。 3ヶ所とも位置的に本住居跡に付随すると考えられる。
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• 9二
第13tJI9居玲 日百計

第1屑凩褐色上層 Ii粒 r"~5nn）含i999り，t,'（四油n)1r 

仇と層暗掲色上陪 Il99 1 ¢2~5呻｝多焼粒 9粒（かE5nn)'レ

第3層賠渇色上1付 l{999 ¢E5暉｝少焼粒 9;9'19 ¢2~,.,,名

第4暦昭褐色j脳 I19立r¢2崎叩）多悦9,i(‘粒 r¢E59999り）多

B 6370 第 51●煤褐色」：屑炉消 l• 119り9¢2~5mn i'少焼9り［＇粒 9が2~5涌"人
第1021U3号 1：域 I（f蔵穴、社穴

第1層時掲色 1.I質 Ii粒 r¢2~59日1含 ，， II爵黒褐色 II員 こく 9更ぼl I火褐色9/11合 11 119灼""'●’少
第2屑暗褐色土層燒粒 ci,'"~5nn）少 •，と 1●黒渇色 LI6 こくI，9質 Ii lit9 9 ¢99 i～れ•}も

1/¥:ll日 1l肘偵応色 II● ホロホロ 1く 1l粒 9ゆl95~ 1c●l約 19 99 [ 9 9、↓,.,少

第12月竪穴状遺墳 i町'

第l/"町99 色 I•1竹り~り［ ¢か•i叩］含焼i立 ,1:,,,;1 -1呵）含

0 2m 第2/● 119褐色 II● li9,'[ ¢; 4nn i fi 1克t;!9 9-・,,紅 1,畑 l少

消31● 禎褐色 II曾 lii,) { ¢2 ~』In日1多

第102、103号土塙平面図

A963zo 
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第42図 第73号住居跡出土遺物

第73号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

ミニチ 1 3 底部は平底で下部粘土付け足しによ 底面及び内面指頭ナデ、 1本部外面縦方向 1/2。甕］。淡褐色

ュア鉢 2 1 り厚く凸出気味。体部は僅かに内湾し のミガキ。

2 1 て開く。口唇部尖り気味で刻みを施す。

鉢 2 11 0 底部は平底で凸出し体部は内湾して 体上部はヨコナテ、ミガキ不明。底部周 90％甕 1白粒少量赤

5 2 立ち上かる。口唇部丸く収まる。底部 縁指頭押圧、ナデ。底面ナテ。内面ミカキ 褐色／黄褐色、黄褐

4 8 は巾1cmほどの粘土紐を同心円状に巻 か？内外面磨滅、剥離顕著で詳細不明。 色No.6。

き、体部は輪積み成形。

第73号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

3 甕 l白粒少量 淡褐色 口縁部。外面口唇部（左図り）から単節縄紋RL(0段多条、 2指）横位

施文（→→ ↓） 2段1こ亘る。内面横方向のミカキ。No.l。

4 甕 l白粒少菫赤粒粒 赤褐色 「_1唇部丸く収まる。単節縄紋RL(0段3条、 2指）横位施文（→→ V釆且

度大少 雑）内面口唇下ヨコナデ以下やや粗いミガキ。Nol。

5 甕 l 黄褐色／淡褐色 頸部中位で緩く外反して開く。口唇部ほほ平坦で縄紋施文（同一原体左

回り）。外面口唇下ヨコナテ？以下単節縄紋RL(0段（細太） 3条、 2

指）横位施文（→→ ↓）て施文巾は狭く 4段に亘る。内面やや粗い横方

向のミガキ、下部は比較的丁寧。 1/4 

註 1 図示したもの以外に甕朋部片 4点（甕 1) 壺胴部片 1点（壺 1') が出上している。壺 1,

第72号竪穴状遺構（第41図）

西隅が直線状をなす長方形。掘り込みは浅く、出土遺物はない。埋土の様相から吉ケ谷式期と判

断した。第73号住居跡とは0.9mの至近距離にあり、長軸方向はほぼ直交する。

第102号土堰（第41図）

楕円形で掘り込みはやや深い。出土遺物はないが埋土の様相から吉ケ谷式期と判断した。第73号
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第,,.黒色t層杖目 1iR9i多焼粒¢O.1ca多

第2層 09掲色LIH R R9立¢Il.2ca少 C9立¢0.1四徴
SPC-C' 

第1層凩色i：暦砧賀茶色昧帯ひる H R粒 I¢0 2~0 :IコI多
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弟(04、]05号上培

第 l／● 暗掲色土庖 R99 (¢2~5nn）含

第2暦暗褐色 1．暦 1l199Cii (¢E5皿）少

0 2m 
|」ー＿ •-一4

第43図第75号住居跡、第104、105号土塙平面図

住居跡とは約1.2m離れ、第72号竪穴状遺横とは約0.7mで隣接する。長軸方向は第73号住居跡と直

交気味である。

第103号土城（第41図）

長方形で掘り込みは浅く、出土遺物はない。第102号土塙と同様埋土の様相から吉ケ谷式期と判

断した。第73号住居跡とは北西方向に約2.2m離れ、長軸方向は住居跡と直交気味である。

第75号住居跡（第43図）

東壁下に風倒木痕が存在する。壁外施設は詞められなかったが西側に第104、105号土壇が確認さ

れた。

風倒木の影響は微弱で埋土はほぼ吉ヶ谷式期の例に対応する。出土遺物は少量である。

平面形は東壁両隅が湾曲する略長方形。掘り込みは深かったようだが、西壁はやや浅い。壁はほ

ぼ直立する。床面ほほ平坦で中央部を中心によく踏み締まっている。周辺部はやや柔らかい。炉は

西壁寄りほぼ中央に位置し、略円形で手前に炉石が配置され中央部を中心によく焼けている。柱穴

は検出されなかったが、南隅貯蔵穴の両側に小ピットが2ヶ検出された。東壁下の河原石とともに

- 50 -



10cm 
ロ 0 8cm 

卜 l I 

第44図

り
ー
9

,
9ー，． 
.

.

.

 

/
/
 

、＇

，

i

_

ー

＇

¥

f

9
9
,
I
‘
‘
'

、

,

.

.

.

'

9
,
'
,
'
 .. 

＼

□．I111.
1
1
1
|ロー＇ー・

9

〉
¥

l

 

＼
 

＼

～

＼

 

＼
 

¥‘ 

¥

[

 

＼

＼

 

2 ~"•=-·-·ヽ←マ m-

0 5cm 

—- 1 1 第75号住居跡出上遺物

入り口に関連するとみられる。炉の南にある大形のピットは断面で確認していないが上層から掘り

込まれたものか伴わないものと考える。貯蔵穴は南隅に位置し、壷形上器が正位で据え置かれたよ

うな状態で出土している。壁溝は検出されなかった。生活段階に伴う遺物は、貯蔵穴出土の壷と中

央部出土の高坪形上器だけである。

掘り方は存在しないと考えられる。

周辺部には暗褐色土が分布する。第104、105号土墳が南側に位置し

105号土塙は確実に付随する。

第75号住居跡出土遺物

（第2号住居跡との中間）、第

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甑 l 底部は小形でほぽ平底器肉厚く、穿 底面未調整部分の残る指頭ナデで底部周 70％壺］白粒少鼠暗

3 1 孔は下→上の順で径11cm程。体部は 縁に及ぷ、体部外面斜めハケ後縦方向のや 褐色、赤褐色No1。

6 5 しりすほみで縦長。 や粗いミガキ。内面縦・斜箆ケズリ底部周 外面黒斑あり。

辺指頭ナデ後あらいミガキ。

壺 2 17 胴部は最大径を中位にもち張りをも 外面D縁部横以下縦・斜めハケ後口縁部、 90％甕 2白粒やや少

たず太い頸部に移行する。上部で緩く 頸部、胴部にそれぞれ縄紋帯施し無文部は 量赤褐色／黄褐色

21 外反して開き口唇部は直立し端部丸く 縦方向の（若干の横を含む）ミガキ、口唇 No. 2。内外面一部黒

収まる。内面緩い稜をなす。 部横ナテ（←←）。単節縄紋LR0 (0段多条、 斑あり。内面胴部剣

2指）横位施文（→→ ↓比較的小刻み）で 離顕著。

口縁部 l段他は 2段に亘たり下胴部横方向

のミガキ。内面横・斜ハケ (11本／10cm 

←← ↑)後頸部以上は粗い横方向のミガキ、

口縁部やや丁寧。

石皿 J ， S 1、25Kg 

第105号土塙（第39、42図）

長方形で掘り込みはやや深い。出土遺物はないが埋土の様相から吉ケ谷式期と判断した。第75号

住居跡とは0.8mの距離しかない。長軸方向は住居跡とほぼ直交する。
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第96号（t居跡 j；屑註

第 1層黒色・t層 R R 粒 (¢0.1~0.2c• I大 RB¢la＇少焼粒 ¢0.Jc●紋 C粒 (¢0.2~

050)少

第2層黒掲色上層硬餞 R・R粒90.2口多 RB¢h•少焼粒¢0.).微 C粒¢0 .5直微

第3層黒褐色土屈与2 R火 R粒、 RB¢ 1,• 少

第4層 暗褐色土層 C粒90.J口祗

第5暦暗褐色土層軟貝 R R粒 (¢0.2~0．甚a)多埓粒90.Jコ’少

第106、101号土震

第1層暗褐色土層

第2層暗褐色土層 c粒 (¢2~5皿）少

゜
2m 

第45図第76号住居跡、第106、107号土壇平面図

第76号住居跡（第45図）

北壁～南壁にかけて風倒木及び溝による撹乱が認められた。壁外施設は判らないが北～東側に第。

106、107号土壇が認められた。

埋土は撹乱が著しいがほぼ吉ヶ谷式期の典型例に対応するものである。出土遺物は少量でほとん

ど埋土中出土。

平面形はやや歪むがほぼ方形。掘り込みは深かったと見られるが、西壁は流失のためか浅い。壁

は部分的に傾斜するが、ほぼ直立する。床面は斜面に沿って西へわずかに傾き比較的全面に亘って

硬質。東隅は風倒木による撹乱が及ぶ。炉は西壁寄りで、中央からやや北にずれている。楕円形で

よく焼けている。炉石はないが、やや離れた位置に扁平な河原石が出土しておりこれが炉辺石かも

しれない。柱穴、壁溝等は検出されなかった。東壁下の大形のピットは溝（現代？）に伴うもので

ある可能性が高い。生活段階に伴う遺物は南壁下東隅の正立して据え置かれたような状態の甕のみ
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第46図 第76号住居跡、第107号土壇出土遺物

である。

掘り方はないと考えられる。甕の周囲に掘り方、貯蔵穴は存在しなかった。東壁下のピットは貯

蔵穴にしては深く入口に伴うものかもしれない。

第106号土壊が北側約1.2m、第107号土塙西側約 3m離れて存在する。第106号土墳については確

実に伴うと考えられる。

第76号住居跡出土遺物（I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

壺底部 1 底部はほほ平底。 底面一定方向の指頭ナテ、胴部外面縦→ 1/4甕 1赤粒粒度大

5 5 横方向のミガキ内面全面ミカキ。底面以外 多赤褐色（褐色）赤

14 は赤彩される。 褐色

甕底部 2 底部は平底てやや凸出気味、器肉や 底面未調整部分の残る若干のナデ。外面 1/4甕 1赤粒粒度大

5 8 や厚い。 縦→横方向のミガキ、内面全面粗いミガキ。 暗赤褐色、暗褐色

2 9 

甕 3 底部はやや大形て平底、器肉やや薄 底面未調整部分の残るナテ、外面縦方向 1/2甕 1淡褐色

7 5 い。外周粘土貼付けか？ のミガキ後外周若干のナテ。内面比較的丁

2 6 寧なナデ。

第76号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色調 備 考

甕 l白粒少量 黒褐色 胴部。外面単節縄紋RL横位施文以下横方向のミガキ。内面横方向のミガ

キ。

註 1 図示したもの以外に甕胴部片 5点（甕 I I,甕 I'2,甕]" ],甕 2 I点）が出土している。

第106号土壊（第45図）

不整形あるいは楕円形で掘り込みは浅い。出土遺物はないが埋土の様相から吉ケ谷式期と判断し

た。

第107号土壊（第44図）

長辺が張りを持つ楕円形乃至長方形。掘り込みは浅く、出土遺物は埋土中出土。・
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第11号（生居跡 ．七層註

6'6240 
柱穴

---• 第 1 層暗褐色土層砂貿サラサラ RR粒 ¢0.l•多 RB (¢1~2心微

第2層 暗黄掲色土層 RR粒 (¢0.2~3口）大 RB¢l直＇少

第ll0号土壕

第1屠暗褐色土層 0 2m 
第2層暗褐色土暦 c粒(¢2~5叩）少 トー—- | ~ 

第47図第77号住居跡、第llO号土墳平面図

第107号土塙出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕底部 4 底部厚く外面やや凸状をなす。胴部 底面ケズリ後若干のナデ、外面周縁未調 70％甕 1'黒褐色／

5 9 は外煩して立ち上がる。 整で胴部外面縦・斜方向のミガキ後若干の 暗赤褐色、黒褐色内

5 8 ナデ加わる。内面ミカキ、磨滅顕著で詳細 外面一部炭化物付着。

不明。

第107号土壊出土遺物(2)

番号 胎土 色調 備 考

甕1赤粒少Feか？ I黒色、黒褐色

甕1 I黒色、淡褐色

口縁部。外面口唇下ヨコナデ、口唇部（右回り）から単節縄紋RL(0段3

条）横位施文。内面横方向のミガキ。

胴部。外面単節縄紋RL(0段多条）。内面横方向のミガキ。

註 1 図示したもの以外に甕胴部片 2個体分 4点（甕 1)が出土している。

第77号住居跡（第48図）

確認段階で既に壁がほとんどとばされており、西壁は全く判らなかった。
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第48図 第77号住居跡、第llO号土壊出土遺物

西半部はほぼ床ないし

それ以下とみられる。

壁外施設、掘り方は認

められなかった。

埋上は東半部でわず

かに残るが吉ヶ谷式期

のものに対応する。埋

土中の出土遺物はほと

んどない。

平面形は長方形を呈

すると考えられる（西

半部は復元）。壁残存

部はほぼ直立する。床

面は不明瞭であるがほ

ぼ平坦？で全体に柔ら

かい。炉は上部が全く

とんでおり下面の焼け

た範囲が残存したとみ

なされ西壁寄りほぼ中

央に位置し略円形。明

1A 
確な柱穴は検出できな

かったが南壁下に小ピ

ットが検出され、柱痕

跡が残りやや浅いもの

である。出土遺物は南

隅に集中し上層から出

上している。

掘り方は存在しない。
3A 

第77号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 1 12 4 底部と胴部は接合しないが同一1固体。 底面ナテ乃至ケズリ、胴部外面ハケ後ミ 70%。甕 2。橙褐色

5 7 底部は平底で胴部はそれほど張らずに ガキ。頸部外面単節縄紋RL(0段多条、 3 ／灰黒色、灰黒色。

19 頸部に移行する。頸部直立し緩く外反 指）横位施文（→→ ↓） 2段に亘り終点は No. 2 + 3。内外面と
して開く、外面僅かに輪積み痕残る。 一致しない。内面横・斜ハケ後横方向のミ も摩滅顕著。
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第78号住居跡土層註

第 1 層黒色土層サラサラ軟賛 R·R粒(¢0.1~O.Jco)多焼粒¢0.lc•多
第2層黒色土層サラサラ軟買 R・R粒(¢0.1~0.5c,)大焼粒¢0.)口微
第2'層黒色土層サラサラ軟賛 R・R粒(¢0.1~0.5口）多

焼・焼粒(¢0.3~0.5co)多
第3層暗褐色土層硬買 R・R粒¢0.2口少 C粒¢0.lco微
第4層 暗黄褐色土層 R・R粒¢O.3口少 RB ¢!co少
第5層黒褐色土層硬頁灰褐色粘土含む R・R粒¢O.2c●微
第6層黒褐色土層硬買やや茶色味強い C粒

第108号土壊

第1/11 暗褐色土暦

第2屑暗褐色土層炭化物少

第49図

0 2m 
I 

第78号住居跡、第108、109号土塙平面図
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

口唇部丸く収まり縄紋施文（同一原 ガキ。

体？）。

甕底部 2 底面平底で凸出気味。 底面粗いミガキ、外面ナデ後粗い縦箆ミガ 1/2甕 l黄褐色

7 5 キ。内面丁寧な指頭ナデ。

3 

壺 3 21 6 底部、胴部、口縁部は接合しないが 底面ナデ外面胴部ハケ後横方向のミガ 1/ 4甕 2石英長石多

8 7 同一｛固体。底部は比較的大形で器肉厚 キ？頸部横ハケ後ミガキ？下端櫛描簾状文 量赤褐色／暗褐色、

31 5 い。胴部は張りをもち最大径は中位 (2連止め、右回り、 11本／17cm)以下 暗黄褐色南西隅部一

か？頸部は直立気味で緩く外反して開 比較的乾いた段階で縄紋施文か？折り返し 括出土。

く。口縁部は折り返し口縁で端部丸く 部櫛描波状文（波長、振幅短い）。内面ハ

収まる。 ケ後比較的丁寧な横方向のナデ、口縁部は

極丁寧。

第77号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色調 備 考

5 I甕 1 黄褐色 頸部。ハケ後単節縄紋RL(0段3条、複節状の繊維圧痕あり、末端未処

理）横位施文→↓以下丁寧な横箆ミガキ。内面ハケ (7本／0.5)後下半粗

い、上半丁寧な横箆ミガキ。 2と同一個体とみられる。

註1 図示したもの以外に甕胴部片 5点、内 4点が縄紋施文されいずれもRL（甕 1)である。

第110号土堀（第47図）

楕円形で掘り込みはやや深く、出土遺物は埋土中出土。第77号住居跡の北側約2.6mに位置し長

軸方向は住居跡とほぼ一致する。

第110号土壊出土遺物

番号 胎土 色調 備 考

甕 1白粒少量 暗赤褐色、赤褐色 胴部。外面単節縄紋LR(0段多条）横位施文（→→）。内面やや粗い斜方

向のミガキ

第78号住居跡（第49図）

南壁北半部は大形の風倒木に切られる。北、西壁は耕作による撹乱。壁外施設は認められなかっ

た。

埋土は撹乱にもかかわらずよく残っており吉ヶ谷式期の典型的推積である。出土遺物は少量で大

部分が埋土中出土。

ここ／
10cm 

平面形はやや歪みがあるが略隅

丸長方形。壁はやや傾斜をもち掘

り込みは深い。北壁は流出したか

ほとんど残っていない。床はほぼ

平坦であったとみられるが、東半

部については風倒木の影響で湾曲

している。全体に柔らかい。炉は

北壁寄り中央に位置し、楕円形で

炉石が北側にある（旧状を保って

いない）。 中心部はよく焼けてい

第50図第78号住居跡出土遺物(1)
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第51図 第78号住居跡、第108、109号上塙出土遺物

る。柱穴、壁溝等は検出されなかった。貯蔵穴は小形のものが南隅に存在する。生活段階に伴う遺

物は南壁下の甕及び底部で、出土地点は倒木痕により多少の上下がある。

掘り方は存在せずローム直上が床面である。

第108号土壊が南東約2.lmの位置にあり、長軸はほぼ一致しており付随すると考えられる。第109

号土壊埋土中から吉ケ谷式土器片が出土している。

第78号住居跡出土遺物(I)

器種 l番号 l法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕底部 I1 I― 
4.8 

3.1 

底部凸出気味で底面僅かに湾曲する。 I 胴部外面縦方向のミガキ、内面ミガキ。 I 2;3甕 2石英長石多
鐙暗褐色／黒色、暗

黄褐色、Na5。

壺 I 2 I― 底部は凸出し底面中央｛菫かに凹む、 底面及び外周未調整部分を残す若干のナ 80％甕 1白粒少量暗

5. 6 外周凸状呈す。胴部は内湾して立ち上 テで外周はエ具痕あり。胴部外面斜めハケ 褐色／黄褐色、暗赤

11.8 がり、最大径は中位か？ （11本／1cm)後やや粗い縦・斜方向のミ 褐色No.l。外面一部

ガキ。内面斜ハケ（同ーエ具←←↑）後底 炭化物付着。

部付近指頭ナテ以上粗い横・斜ミガキ。

甕 I 3 I 12. s 底部は平底で胴部は中位で強く張る。 外面斜・縦ハケ後口唇下ヨコナデ（←） 90％甕3雲母片岩細

6. 4 緩やかに頸部に移行し上部で緩く外反 以下単節縄紋RL(0段4条？、 1～ 2指） 少量赤褐色No.2。夕t

19. 9 する。口唇部尖り気味で先端縄紋施文 横・斜位施文（→→ ↓粗い）で4~5段に 面一部スス付着。

（同一原体左回り）。 亘たる。以下横・斜→疎らな縦方向の丁寧

なミガキ。内面ハケ後比較的丁寧なミガキ

で、胴部横・斜以上は横方向。

第78号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

4 甕 l祖少細レキ微全 赤褐色、黄褐色 外面微かに輪積み痕残る。外面単節縄紋LR(0段多条）横位施文、内面

微 横箆ミガキ。

5 甕 1 暗褐色 口縁部。口唇部は丸く収まる。外面口唇下ヨコナテ後単節縄紋R？横位

施文。内面横方向のミガキ。
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器種 番号法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

6 甕 1 暗褐色、淡褐色 胴部。外面無節縄紋L？内面ミガキ。

7 甕 1赤粒粒度大 暗褐色、黄褐色 胴部。外面胴部横ハケ後単節縄紋RL(0段多条）横位施文（→→）以下

横→縦方向のミガキ。内面粗いミガキ。

8 甕 l 黄褐色 頸部。外面単節縄紋RL(0（細太）段多条、 2指）横位施文（→→ ↓）。

内面やや粗い横方向のミガキ。

， 甕 1白粒少量 暗赤褐色 頸部。外面単節縄紋RL(0段3条、 1 ~ 2指）横位施文（→→ ↓）。肉面
ハケ後斜方向のミガキ。

10 大形壺 甕 l 赤褐色。口縁部を欠失する。素口縁をなすと見られ、頸部無文帯を挟ん

で縄紋帯を施す。外面横 □ 斜ハケ後粗いナデで単節縄紋RL(0段3条、 2

指）横位施文（→→ ↓）。内面横・斜ハケ(1()本！1cm)後粗いナデ。No3

+4。

註 1 図示したもの以外に甕胴部片 9点、内 4点が縄紋施文されいずれもRL（甕 1)である。

第108号土墟（第50図）

やや大形の長方形乃至平行四辺形で掘り込みはやや深い。出土遺物は埋土中出土。第78号住居跡

の南東方向約2.lmに位置し主軸方向は住居跡とほぼ一致する。

第I08, I 09号土塙出土遺物

番号 胎土 色 調 備 考

11 甕 1 暗赤褐色 ロ緑部。口唇部（同一原体右回り？）から外面単節縄紋RL?(0段（細

太） 3条、 2指）横位施文（→→ ↓）。内面横方向のミガキ。外面スス付

着。

12 甕 1 赤褐色 胴部。外面無節縄紋L横位施文。内面横方向0)ミカキ。

13 甕 l 里色、暗赤褐色 胴部。外面胴部横・斜ハケ後単節縄紋RL横位施文以下横→縦方向のミガ

キ。内面比較的丁寧なミカキ。

e 弥生時代第4群

本群は現状では弥生時代住居跡群の最北端に位置し、第 3群同様台地裾の斜面から平坦面への移

行部分に存在する。東西2omx南北23mの比較的狭い範囲に収まり、他群に比して集合状態或いは

塊状を呈している。しかしながら明瞭な広場空間を持つ訳ではない。

外見上土塙乃至竪穴状遺構を伴わないものが多い。すなわち帰属関係が明確なものは第111号土

塙のみでゞ第112号土壇ははっきりしない。前者は一見明確なようであるが調査区外を考慮すると

住居跡との間隔が広すぎる点が問題になる。むしろ第82号住居跡は第112号土塙との関連を考えた

ほうが妥当性がある。段階差の問題もあり単純ではないが、このようにみると第112号土壇を中心

にして 3軒の住居跡が配置されていることがわかる。この場合それぞれの住居跡から土塙までの間

の占有領域は互いに重複する。言い換えれば土塙を共有する住居跡群ということになる。

住居跡規模の差は第82号住居跡を除いて殆どない。平面形は不整形のものが目立つ。

住居跡の主軸方向はまとまりがなく 3種類に分けられる。すなわち第80、88号住居跡と第82、83

号住居跡と第84号住居跡の 3類である。主軸が直交する住居跡群の在り方は台地頂部に位置する第
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2群に類似している。第2群の場

合にも外観上土塙を共有する住居

跡が存在する。

入ロピットの位置をみると全般

的傾向としては台地斜面すなわち

南側に入口が開口していると想定

される。

／／／  

苺5
／ら／
ペグ

y
 

＜
 

S1 

第80号住居跡（第52図）

南壁下に耕作による撹乱が見ら

れたが影響は少ない。壁外施設は

認められなかった。

埋土は吉ヶ谷式期の典型的推積

で焼土、炭化物の含有は少ない。

出土遺物はほとんどなく、大部分

が埋土中出土。

平面形は北壁両隅が湾曲し東壁両

隅がほぼ直角となる長方形。掘り込

みはやや深く壁は傾斜する。

床は全体に柔らかく検出しにくく

斜面に沿って西側へ傾く。炉は北西

壁寄り中央に位置し楕円形で炉石が

手前に据え置かれている。あまり焼
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第80号住居跡土層註

第1層黙色i:lll ）くサパサフが］1J R Il f立 ¢0.lc9多焼粒¢0.2C•紋t: 0粒(1,0.5

~ 1 c● l少
第2層黒色上陪泊朽屑＇， やや硬t1 11 1(1立 1 仰． I ～ 0. J C•l 火 CC粒が 0.5,.,妙

第3層 lli褐色19舒 R l(tTIが1.2c●少‘ t,,lti¢0.5じ●Jal C粒 ¢O.2c•微
花 4 屑黄褐色 l•府硬買 lし •I1 粒 I ¢0.2~0.3口 1多

第5層暗褐色土屑軟質 R• R粒1¢0.1~0.2,o)大焼粒 I¢0.2~3c• ）大

焼B(¢ 2~3 r● l微 C粒¢O.3ca少

第 6 層黒褐色土層硬買粘性強灰褐色粘土含 RR粒¢O.9c•少 RB (¢1~2cnl少

第52図第80局住居跡平面図

けていない。

柱穴は検出されなかったが、南西壁下ほぼ中央に小ピットが1ヶ認められた。入口施設に伴うも

のと考えられる。

壁溝、貯蔵穴等は検出されていない。

生活段階に伴う遺物は炉の北側に出上したもののみで他は浮いている。

掘り方は存在せずローム直上が床となる。中央部に黒色土の分布が見られる。

第112号土塙はわずかに第83号住居跡寄りにあり約1.3mの距離にある。どちらに伴うか難しいが、

調査時には、第83号住居跡に伴うものと判断した。したがって同住居跡と共に記述しているが、第

112号土塙を中心として本住居跡、第82、83号住居跡が配置されているとみたほうがより妥当性を

もつものである。
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第53図 第80号住居跡出土遺物

第80号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

高坪 1 14 5 口縁部はやや内湾し□唇部はほほ平 内外面ヨコナテ後内面横方向のミガキ。 1/ 4高坪 l細混入物

坦で、内面僅かに凸状をなす。外面低 内面～口唇部外面赤彩される。 極微量赤褐色（淡褐

1 5 い2状の凸帯（輪積み痕利用て下方に 色）赤褐色

ナデつけ）をもつ。

高坪 2 15 0 口縁部は内湾して立ち上がり、口唇 口縁部ヨコナテ後内面横、外面体部斜方 1/10高坪 1甕 1近似

部は内ソギ状で平坦。細い粘土を折り 向のミカキ。凸帯上は或はエ具ナデ？ 黒色、里褐色

3 3 曲けて[l唇部貼付け。外面3条の低い

凸帯（輪積み痕利用で下方ナテつけ）

もつ。
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

高坪 | 3 I 14_4 I 体部は外傾して立ち上がり、口縁部 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面縦・斜 1/3甕 I白粒やや多
は内湾直立し口唇部尖り気味。 方向のミガキ、内面ケズリ後粗いミガキ。 暗赤褐色／黄褐色、

3.8 I 内面一部赤彩痕残る。 赤褐色

壺 4'-

壺

9.4 

5,  -

16.1 

頸部は次第に収縮し胴部及び口縁部 1 外面横・斜ハケ後単節縄紋RL(0段多条、 1/4甕 2近似赤粒粒
を欠失する。 3段の縄紋帯を施す。 2指、末端末処理）横位施文（→→）、無 度大多量白粒多暗黄

文部及び下胴部横方向のミガキ。内面横方 褐色、淡褐色No.l + 
向のハケ後ミガキ？ 5。外面一部スス付

着。内面剥離顕著。

胴部最大径付近から下胴部にかけて 外面下胴部斜め、最大径以上は横方向の 1/10甕2赤粒粒度大
残存する。下胴部は直線的に立ち上が ハケ (9本／1.0cm)後最大径以下丁寧なミ 多量赤褐色Nu4。或
り内面剥離顕著。粘土帯巾は3cmほど。 ガキ、以上はやや粗いナデ加わる。内面最 は4と同一個体か？

大径付近は横ハケで若干のナデ加わる。輪

積み痕残る。

甕 I 6 I― 頸部上半及び底部を欠失する。胴部 外面斜ハケ (5本／0.5cm)後単節縄紋 1/3甕 1黄褐色No9。
9.0 の張りは強く最大径はほぼ中位か？頸 RL (0段3条、 3指、末端結束）横位施文 外面スス付着。内外
18.0 部は大きく外反するとみられる。 （→→ ↓）以下横（粗） →縦（丁寧）方向 面黒班あり。

のミガキ。内面縦・斜ハケ後やや粗い横方

向のミガキ。

甕底部| 7 I― 
5. 2 

1.6 

底面平底で器肉やや薄い。 底面ケズリ後若干のナデ。外周ナデ後指 1 1/4甕 lレキ少量淡

頭押圧、末調整部分残る。内面比較的丁寧 褐色

なナデ。

壺底部| 8 I ;2 I 底部は小形でほぼ平底、胴部は外傾 底面ミガキ外周末調整部分残る。胴部内 80％甕 2近似白粒細
3.2 して大きく開く。 1 外面斜方向のミガキ。内外面磨滅顕著で詳 1 赤粒れき少黄褐色、

3. 5 細不明。 淡褐色内外面黒班あ

壺底部| 9 I― 底面やや上げ底で、外周粘土貼付け 底面ケズリ外周ナデ加わり未調整部分残 疇甕 1赤粒粗れき
5.4 か？ I る。外面ケズリ後やや粗いミガキ、内面 1 少暗黄褐色、赤褐色

4.8 横・斜ケズリ後粗いミガキ乃至ナデ。 No3。

第80号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

10 甕l白粒少量 赤褐色 ロ縁部。口唇部丸く収まる。器肉薄い。外面単節縄紋RL(0段多条、 2

指）横位施文（→→ ↓）。内面ミガキ？

I] 甕l 暗褐色、黒褐色 頸部。外面単節縄紋RL(0段多条）横位施文（→→↓）。内面横方向の

ミガキ。

12 甕 l 暗赤褐色、淡褐色 頸部。外面単節縄紋RL横位施文（→→↓）。内面横方向のミガキ。

13 甕 l 黒褐色、褐色 頸部。外面単節縄紋RL(0段多条）横位施文。内面やや粗いミガキ。

14 甕l 暗赤褐色 胴部。横ハケ後単節縄紋RL(0段多条）以下縦箆ミガキ。内面ミガキ。

15 甕l 暗赤褐色／褐色 頸部。単節縄紋RL(0段3条）横位施文。内面箆ミガキ。

註 1 図示したもの以外に聾胴部片 5点（甕 I 4,甕 I, I)が出土し、内］点が縄紋RL（甕 I)施文される。他に壷胴部片 2個体分
3点（甕 l近似）が出土している。
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第54図 第82号住居跡、第111号土壌平面図

第82号住居跡（第53図）

第81号住居跡の精査によ

り検出されたもので当初確認

できなかった。ほとんど床面

が露出したような状態であっ

たが、第81号住居跡の貼り

床などは検出できなかった。

埋土はわずかに存在するの

みであるが出土遺物は比較的

多い。

平面形は東隅が湾曲するが

略長方形で壁はほとんど残っ

ていない。床面ほぽ平坦で、

中央部は部分的に硬質面が残

るが全体に柔らかい。炉は 2

ヶ所に検出され、西壁寄りが

新しく、東壁寄りが古い。東

壁寄りのものは埋め戻しによ

るか焼土を確認できなかった。

炉石はない。柱穴、壁溝、貯

蔵穴等は検出されなかった。

生活段階に伴う遺物は南壁下

出土の土器群で壷形土器が正

位で据え置かれたような状態

で、他は崩れた状態で検出さ

れた。

掘り方は存在せずローム直

上が床面である。

第111号土壌が北側約3.2m

の位置にある。本住居跡と規

模はそれ程違わないがやや小形である。付随するものと把握した。
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第111号土塙

（第53図）

吉ケ谷式期

に典型的な黒

色土の落ち込

みとして確認

された。

大形の隅円方

形で深い。

出土遺物は比

較的多量で、

大部分が床面

乃至床直出土。

第82号住居跡

の北側約3.2

mに位置し主

軸方向はほぼ

一致する。
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第55区 第82号住居跡出土遺物

第82号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

壺 1 15 6 胴部から緩やかに頸部に移行し外反 外面頸部単節縄紋RL(0段多条、 2指） 90％甕 2近似白粒少

して開く。口縁部は折り返し口縁で口 横位施文（→→ ↓）、折り返し口縁部も同 量細粗れきやや多赤

10.5 唇部は平坦、内面稜をなす。 様。頸部縦・斜（下端横）方向のミガキ。 褐色Nal+ 2。内外
内面口唇下ヨコナデ以下斜ハケ？後横・斜 面とも摩滅顕著。

方向のミガキ。

壺 2 15.8 口縁部は複合口縁で粘土紐貼付け。 外面頸部縦・斜ハケ(14本／10cm↑ 1/5甕 1白粒やや多

端部丸く内面稜をなす。 ←)後粗いナデ乃至ミガキ。口縁部外面指 量暗黄褐色、赤褐色

5 6 頭押圧後単節縄紋RL(0段3条、 2指）横 No 2と同一か？

位施文（→→粗い）。内面横ハケ後やや粗

い横方向のミガキ（→→）。

壺 3 胴部中位のみ残存。粘土帯は3~4 上胴部斜、最大径付近横方向のハケ (16 90％甕 1近似白粒少

cm程。上胴部現2帯0)縄紋帯を施す。 本／］0cm、内外面同ーエ具）後単節縄紋 量橙褐色、赤褐色

8 7 RL (0段3条、 2指）横位施文（→→ ↑） Na I。

後無文帯かるいヨコナデ加わる。内面粗い

斜ハケ（←← ↑）後粗い若干のナデ。
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 4 14 0 底部1ま平底でやや大形、胴部はあま 底面ナテ外周若千のナデ、胴部下半斜ハ 80％甕 1赤褐色No.2 

7 2 り張らず長胴形で最大径を中位にもつ。 ケ後粗いナテ？口唇下ヨコナテ以下単節縄 +3。外面頸部一部

22 5 頸部は緩くくびれ外反して開き口唇部 紋RL(0段4条、 2~3指、末端結束）横 スス付着。

は平坦て縄紋施文（同一原体右回り）。 位施文（→→ ↓やや粗く小刻み）で4段1こ

頸部内面輪積み痕あり。 亘たる。以下間隔置いた縦方向（下端一部

横）ミガキ。内面下半粗い斜、上半横ハケ

後下半は丁寧、上半はやや粗い横方向のミ

ガキ（→→）。底面丁寧なナデ。

甕 5 底部は平底で器肉薄い。 底面ミガキ外周末調整。外面縦方向のミ 1/10甕 2近似白粒少

5 5 ガキ、内面比較的丁寧なナデ。 量淡赤褐色、赤褐色

2 5 

第82号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

6 甕 l 黒色、赤褐色 頸部。外面単節縄紋LR(0段多条）横位施文（→ ↓）。内面斜ハケ後ミ

ガキ。No.3。

7 甕 1白粒少量 暗赤褐色 胴部。外面単節縄紋LR横位施文。内面横方向のミガキ。

8 甕 1 黒褐色（褐色）暗褐色 胴部。外面横方向のハケ後単節縄紋RL(0段3条、 2指）横位施文（→

→ ↓)以下横方向のミガキ。内面ミガキ。

註 l 図示したもの以外に甕胴部片 2個体分 3点（甕 1)か出土している。

第111号土塙出土遺物（I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 1 12 4 底部は接合しないか同一個体とみら 底面ナデ、外周ミガキ（未調整部分残 2/3甕 l白粒少量赤

れる。胴部は張りをもち内傾して頸部 る）。外面胴部縦・斜ハケ (9本／10cm) 褐色／黒色、暗赤褐

13 3 に移行し、上部て小さく外反する。ロ 口唇下ヨコナデ無節縄紋L (1段3条太細、 色No4。外面一部ス

唇部尖り気味、縄紋施文（同一原体右 3指、末端結束）横位施文（→→↓） 3段 ス炭化物付着。

回り）。 に亘り、以下粗いミガキ乃至ナテ。内面斜

ハケ（←←）後横・斜方向のミガキ。

蓮瓦 2 11 9 下胴部は直接接合しないか同一個体 外面ハケ不明口唇下ヨコナデ以下無節縄 70％甕］黄褐色／赤

とみられる。胴部は張りをもち最大径 紋R (1段細太、 2~3指）横位施文（→ 褐色、暗褐色Nu1。

13 2 は中位で球形に近い。頸部は緩くくび → ↓) 3段に亘る。内面斜ハケ後粗い横方 内外面一部スス、炭

れ上位で外反して開き口縁状呈す。ロ 向のミガキ（→→）口縁部は比較的丁寧。 化物付着。

唇部尖り気味て縄紋施文（同一原体、

右回り）。

第111号土壊出土遺物（2)

番号 胎土 色 調 備 考

3 甕 1 黒褐色／褐色 胴部。無節L？以下ミガキ

4 甕 l 暗赤褐色、暗褐色 胴部。外面単節縄紋RL横位施文以下横→斜ミガキ。内面横方向のミ

ガキ。

5 盆てゴ＝ 甕3細粗片岩 頸部。縄紋帯の上下は赤彩される。外面単節縄紋RL(2指）横位施

黄褐色／赤褐色、褐色 文（→→）後上下部横方向のミガキ。内面やや粗い横方向のミガキ（→

→)。

6 石illl。 S1、945Kg 

註 1 図示したもの以外に甕胴部片4点（甕 1)か出土し、内 l点が縄紋RL施文される。
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第83号住居跡（第57図）

埋土は吉ヶ谷式期の典型的推積

である。

遺物は少量で大部分が埋土中で主

に東壁下から出土し南隅部では上

層から集中出土している。

平面形は略方形で西壁両端は湾

曲するが比較的整っている。

掘り込みは深く壁はわずかに傾斜

する。

床は全体に柔らかいが、中心部は

やや硬い面が広がり全体に北壁方

向へ緩く傾斜する。

炉は北壁寄り中央に位置し、縦長

の楕円形で底面はよく焼けているc

炉石が存在するが散在的で、旧状

をとどめていないと考えられる。

柱穴は存在しないが、東壁下北寄，

りに小ピットが存在する。あるい

は位置的に貯蔵穴か。

壁溝は検出されなかった。

掘り方は存在せずローム直上が

床面で、炉周辺及び東半部に暗褐

色土が分布している。

第112号土壊が南西約1.3mの位置

にあり、第80号住居跡よりもわ

ずかに近く本住居跡に付随すると

考えられる。
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第56図第111号土墳出土遺物
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第112号土壌（第57図）
吋 :2' 

腐吋 吉ケ谷式期に典型的な黒褐色土

の落ち込みとして容易に確認され

゜
た。

南北壁が張りを持つ隅円長方形で

S7 
掘り込みは深い。

｀ 
出土遺物は石器2点で埋土中の出

__g__ 11 
＼ 

B' 上である。
乙
S1 

胃 主軸方向は第83号住居跡とほぼ一気 Î 致する。
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第83号住居跡土層註

第1層黒色土暦砂I'! R・R粒90.2皿多焼粒90.l四微 c粒¢o.3呵微
第2屑 黒褐色士層硬買 R,R粒(,0.2~0.3国）多 RB('1~2渾）少焼・焼粒(,0.2

~399)少 C粒90.399微

第3層暗褐色土屑硬買 R・R粒(¢0.2~0.5一）多 RB('1～勾）多焼粒¢0．徊微

第4屑暗黄褐色t屑 R・R粒¢O.399 RB ¢2cn大

第5層黒色土層 C粒炭化材多

第6層 暗赤褐色上1li 焼・焼粒(,0.3~0.599) 焼•B9lc●多

第6月§暗赤褐色士屑明：6>6'

柱穴

第1眉 黒褐色土屑粘性強暗灰褐色粘土含 R・R粒¢0.2口少 C粒90.5口少

第2層黒褐色土屑粘性強第llllよりやや明るい R・R粒90.2口少

第112号土壕

第 1 層黒褐色土層硬買 R·R粒(,0 .1~0.2 口）大 RB;,1,•微

第2層 艮褐色土屑 住居第2屑に近似硬買やや黄色味帯びる明度：2>1 R,R粒¢0.2口大

RB ¢2,•大

第57図第83号住居跡、第112号土塙平面図
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第83号土城出土遺物(2)

器種 I 番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甑 | 1 I 10. s 底部は凸出し平底で極厚く中央部上 底面～外周ナデ、口縁部ヨコナテ、体部 1/4甕 2白粒細赤褐

4 から穿孔（径1.5cm)。1本部は器肉薄 外面縦ハケ後縦方向のミガキ内面横ハケ後 色、黄褐色外面口縁

10. 3 I く縦長で内湾気味に立ち上かりそれほ 1 ややT寧なナデ。

ど開かない。内面輪積み痕残る。口縁

下緩い稜をなし内傾し、端部尖り気味。

高坪 I 2 I ~ 8 I 口縁部は内湾して立ち上がり、口唇 1 内外面ヨコナデ？後横方向のT寧なミガ l/5甕 2細白粒少量
一 部ほぼ平坦でやや内ソギ状を呈し外面 キ。凸帯下端は強く施し強調するか？ 赤褐色（褐色）赤褐

3.4 I 僅かに凸状をなす。輪積み痕利用の 3

段の凸帯をもつ

小形甕| 3 I ― 底部はやや大形で平底、胴部は内湾 底面磨滅顕著。下胴部縦方向のミガキ、 80％甕 1暗赤褐色

5. 0 して立ち上がり、頸部以上を欠失する。 最大径やや上から単節縄紋RL横位施文 （黒褐色）赤褐色

8. 9 最大径はほぼ中位か？ （→→）。内面底面ナテ以上横方向のミガ No 2。外面黒班あり。

キで若干のナデ加わる。

呻
写 4 | 1 1 ▲ 8 

部、底部一部スス付

着。

色SJ84No.2と接
ム
仁 o

下胴部を欠失する。頸部中位で緩く 外面口唇下ヨコナデ以下単節縄紋RL(0 I 90％甕 l白粒少量淡

くびれ小さく外反して開く。口唇部丸 段3条、 2指）横位施文（→→ ↓）現4～ 褐色／赤褐色、暗褐

8.8 I く収まる。外面巾2cmほどで7段の輪 5段に亘る。内面ハケ？後横方向のミガキ。 色No.l。外面一部ス

積み痕残る。 ス付着。黒班あり。

甕 5 I 11. s 底部付近を欠失する。胴部は最大径 外面口唇下ヨコナテ以下単節縄紋RL(0 I 80％甕 l白粒少量赤

でやや強く張り頸部中位でくびれ小さ 段3条、 2指）横位施文（→→ ↓） 3段に 褐色No4。外面一部

16. 4 I く外反して開く。口唇部ほぽ平坦、内 亘り、以下横→縦方向の丁寧なミカキ。内 1 スス炭化物付着。内

面直下緩い稜をなす。口唇端部縄紋施 面ハケ？後横方向のミガキ（→→）。 外面黒班あり。

文（同一原体左回り）。

甕 I 6 I 13.1 底部はほほ平底で胴部は最大径で強 I 底面未調整部分の残るナデ、口唇下ヨコ I go％甕 1白粒少量赤
5. 3 くはり、頸部は緩くくびれ上位で小さ ナデ以下単節縄紋LR(0段3条、 2~3指、 褐色No.3。外面黒斑

25. 2 く開く。口唇部は丸く収まり縄紋施文 末端結束）横位施文（→→↓、最上段逆 あり。

（同一原体左回り？）。 位） 3段に亘り以下ミガキ。内面ミガキ。

内外面とも磨滅顕著で詳細不明。

第83号1主居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

7 甕1 暗褐色、褐色 頸部。外面単節縄紋RL(0段（細太）多条）横位施文。内面ミガキ。

8 甕1白粒少量 赤褐色（茶褐色）黒褐色 口縁部は粘土貼付けによる複合口縁で口唇部尖る。器肉厚い。内外面

ヨコナデ、単節縄紋RL(0段多条、 2指）横位施文（→→）。内面比較的

丁寧なナデ。

， 甕 1 赤褐色（淡褐色）赤褐色 胴部。外面ハケ？ （10本／10cm)後単節縄紋LR横位施文、横方向のミ

ガキ。内面ミガキ。

10 甕]"赤粒粗 暗褐色 胴部。外面単節縄紋RL(0段多条）横位施文（→→）。内面横方向のミ

ガキ。

11 甕2 暗赤褐色、黄褐色 胴部。外面単節縄紋RL(0段（細太） 3条、 2指？）横位施文（→→

↓)。内面横方向のミガキ（→→）。

12 甕 l 黄褐色、暗黄褐色 頸部。外面単節縄紋LR(0段5条？複節状の繊維圧痕、 2指）横位施文

（→→ ↓）現3段に亘る。内面横方向のミカキ。
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第84号住居跡（第59図） ー乙／之／｀ 
／つ＇

北東隅に土塙（現代）による撹乱があ

吋 4
 

0
8
.
N
9
 

るが影響は少ない。

壁外施設は認められなかった。

埋土の残りは悪いが吉ヶ谷式期の典型

的推積と判断され、焼土、炭化物をあま

り含まない。

埋土中の出土遺物はほとんどない。

平面形はやや歪むが略方形で東南隅が

鋭角的である。南、東壁は比較的残るが

北壁はほとんど残っていない状態である。

残存部からみると壁はやや傾斜する。

床面は全体に柔らかくほぼ平坦。

炉は東壁寄り中央に位置し炉石が手前に

据え置かれ、ほとんど焼けていない。

柱穴は検出されなかったが南壁下ほぼ中

央にやや不明瞭な小ピットが存在する。

斜めに穿たれておりあるいは入口に伴う

ものか。壁溝、貯蔵穴は検出されなかっ

...JL 

噂

錢1 4`  
約約゜
2 

B 

寸 0 ，バ・研
各び”―
キ 62.80言 上

第94号住居蹄上層19

第1層黒色土層パサパサ R・R粒 "D.l~0.9●)大 RB91●少焼粒90,J●微 c

粒 (¢O.9~0.5●)少

第2層黒渇色土層やや硬11 R・R粒●0,9●多 RB91●少焼拉,0,1●微 C粒¢o.5●微

第3肩黒褐色土層漸移肩？ 与9 R大 R粒 RB¢)・与¢9.

第4肩閉黄褐色土肩iii19肩’? R•RB ('2~3●)大 C粒がl.3●微

第 5層黒褐色土層立軟買 R•R粒 I¢0.9~D.J●)多焼粒¢0.J●少焼B¢I●少

第6層暗黄褐色土層 ＝ローム R粒●0.5●多 R・RB1'2~J●）大

第7層黒色土層砂買 R•R位 (¢99~0.Ja)大 RS,l●少 O
第8層暗黄褐色土層 R・R粒 (¢D.9~0.5●)大 RB<,I~9●）大

≪1 

2m 

第59図第84号住居跡平面図

た。出土遺物は炉の左側に集中する。南壁下のものも含めてやや浮いている。

掘り方は存在しない。第83号住居跡が西側約2.2mに位置し極接近している。

第84号住居跡出土遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

鉢 1 12. 7 底部は平底で器肉厚く、体部は僅か 底面は丁寧なナデ。口唇下ヨコナデ体部 80％甕 2細粗赤粒粗

4.4 に内湾気味に立ち上がり口縁部短く直 外面縦方向のミガキ、内面磨滅顕著で不明 少量黄褐色、黒色

6.8 立する。口唇部丸く収まる。 瞭であるが縦・斜ミガキで底部に及ぶ。内 No.1+2。

面黒色処理か？

鉢 2 14.6 底部は平底で体部は僅かに内湾して 底面磨滅するがミガキか？口縁部内外面 80％甕 1細角閃石黄

4.0 そのまま開く。口唇部やや外ソギ状。 ョコナデ（巾広右回り）後体部外面縦・斜、 褐色Na6。内外面黒

6.8 口縁平面形は楕円乃至船形状を呈する。 内面横・斜方向のミガキで底部に及ぶ。 班あり。

鉢 3 15 5 体部は内湾して立ち上がり口縁部は ロ唇下ヨコナデ後体部外面縦・斜ミガキ、 1/10甕 1赤褐色、黄

直立気味で口唇部は尖る。 内面ヨコナデ。 褐色Na5。

3.0 

高坪脚 4 脚部は直線的に開き器肉やや厚い。 外面縦方向のミガキ、内面ヨコナデ。 1/10甕 1近似石英レ

部？ 9. 7 端部ほぼ平坦。 キ少赤褐色Nu6。

2.4 
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第60図第84号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

高坪 I 5 I 15. s 

14. 0 

甕底部 I6 I― 
5.3 

1. 3 
士

~ I 7, — 

6

0

 

．
．
 

6

7

 

接合部は細く（径6.5cm)微かに刻 内外面とも磨派剥離顕著で詳細不明であ 70％甕 2細白粒少量

みの残る低い凸体か 1状巡る。体部は るが、口縁部ヨコナデ後体部内外面ともミ 橙褐色、黄褐色No.2 

深く直線的に開き強く内湾して口縁部 ガキ？赤彩の痕跡あり。 ～5。外面一部黒班

に移行する。外面輪積み痕利用の 3段 あり。

の凸帯をもち、端部縄紋施文？最下段

凸帯下 2個一対の円形貼付文（径0.9 

cm) が現 3ヶ所認められる。口唇部

内ソギ状で細い粘土紐貼付け？。

平底で器肉やや薄い。内面剥離顕著。 1 底面ナデ。外周未調整部分の残るナデ、 80％甕 2細粗多白粒

外面ミガキのエ具痕残る。 粗淡褐色、灰褐色

No. 6。

底部は平底で凸出し器肉極厚い。胴 1 底面未調整部分の残るナデ外周若干のナ 80％甕 l細白粒少量

部はやや内湾して立ち上がる。 デで箆圧痕（巾0.4cm)残る。胴部外面縦 淡褐色、赤褐色No.2。

ハケ後縦方向のやや粗いミガキ、内面斜ハ 外面里班、内面一部

ケ (5本／0.5cm)後横・斜ミガキ、底面丁 スス・炭化物付着。

寧な指頭ナデ。

第84号住居跡出土遺物(2)

番号

8 I甕 1

胎土 色調

黒褐色、褐色

備 考

頸部。外面複節縄紋LRL?(0段5条の単節か？ 2指）横位施文（→→

↓)現3段に亘る。内面やや粗い横方向のミガキ（→→）。

註 1 図示したもの以外に甕胴部片 2点（甕 1)が出土している。
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第88号住居跡（第61図）

住居群の北端て‘‘検出されたが集落の

区画溝等は周辺に見出せなかった。

壁外施設は検出されなかった。

埋土はよく残っており吉ヶ谷式期の

典型的推積て‘‘あるが斜面上方からの土

砂の流入が認められる。 5層が壁際て‘‘

ほば直立しており何らかの住居施設の B 

／ 
~
く
ふ

X
も

＋、
0
5
.
5
9
<
 

:
`
]
U
l
 

0
ー

一痕跡と考えられる。

出土遺物はほとんどないが、全て埋土

中出土て‘‘ある。

平面形は東隅がやや凸出するが略長土

方形て‘‘南東壁は外側に湾曲する。壁は

斜面上部は深くよく残っておりわずか

に傾斜する。南西壁はわずかに残存す
_Jl_ 

るのみてある。床はほぼ平坦て‘‘、全体

に硬く、特に中央部は踏み締まってい

た。南西壁下ほぼ中央に暗褐色土が分 。

布する。炉は北西壁寄り中央からやや

北側にずれた位置にあり略円形て‘‘中心

部がよく焼けている。炉石は小形のも

の3個が弧状に配置されていた。柱穴

は検出されなかった。南隅に小ピット

が存在したがこ→く浅く木根状て‘‘、構築

物かどうか不明確て｀ある。壁溝、貯蔵

穴は検出されなかった。

掘り方は存在せずローム直上が床面

てある。

周辺部に付随するような土壊も存在し

なし ‘o

第88号住居跡出土遺物(I)

ぶ：や

心

吋
吋

芦 20

D'C  一呈62.20

量 言
゜

2m 

第88号住居跡土層註

第 1 層黒色土層フカフカ砂買 RR粒¢0.lc•少

第2層黒色土層第1~3層の活移層° 軟買 R·R粒 ¢0.2c•多 CIHO.Sc•微
第2・111 黒色土層午2 0月度．2・ >2 R·R粒 (¢0.1~2c•) 大 RB¢2c●赦

C粒¢0.2c●少

第3層黒褐色土層明度．3>4硬黄 R・R粒 (¢0.J~0.5が多

R B (¢ l~2c●）少 C粒 ¢o.5c•微

第4層黒褐色土層与3 R·R粒 ¢0.Sc●多 RB¢へ多 C粒 ¢O.5C•少

第 5 層暗褐色土層粘性有 R·R粒 (¢0.2~O.Jc,)多 RB¢2c•少

第6層暗赤褐色±Ill R·R粒 ¢0.2c•少焼焼粒 (¢0. J ~O.Sco} 大

第7層暗褐色土層 R・R粒¢0.2口少焼粒¢o.5m微

第8層暗黄褐色土層 R・R粒 (¢0.2~0.3ca)多 RB¢口少

第9層暗褐色土層粘性強暗灰褐色粘土含 RR粒 (¢0.3~5cn)多

第61図第88号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

壺 1 11 8 口縁部は外傾して開き、口唇部平坦 外面工具ナデ？後凸帯上下指頭ナデ。箆 1/20甕 3細混入物少

で内面稜をなす。外面粘土貼付けによ による刻みは左回り。内面丁寧なミガキて 量黄褐色、赤褐色

1 9 る細い凸帯 l条巡り先端刻み施す。器 赤彩される。

肉薄い。

壺 2 21 0 頸部から緩く外反して立ち上がり、そ 頸部縄紋帯は広く、単節縄紋RL(O段3 1/2壺 l赤褐色

のまま外反する口縁部に移行する。外 条）横位施文←←↓。上下は縦箆ミガキ。

23 8 面3段の輪積み痕残る。口唇部平坦。 口縁部同じく縄紋施文。内面比較的丁寧な

ミガキ。

- 72 -



口ー 、1
3
 

／
 

0 10cm 
←=―→---=～→ 

6 
・刃廼翌翌翌娑厖’ 叫 7 2A 

＼，口□9
0 10cm 

←̀  ̀ | I 

第62図 第88号住居跡出土遺物

第88号住居跡出土遺物(2)

番号 胎土 色調 備 考

3 I 甕 1細白粒少量 I 暗褐色／赤色 I 胴部。外面波状櫛描文 (8本／1.4cm左回り、下→上）下部横方向のミ

ガキ。内面横方向のミガキ。櫛描文以外は赤彩。

4 I甕 1 I黒褐色（黄褐色）赤褐色 口縁部。外面口唇部（左回り）から単節縄紋LR(0段多条、 2指）横

位施文（→→↓）。内面丁寧な横方向のミカキ。

5 I甕 1 黒褐色（暗褐色）暗褐色 胴部。外面単節縄紋RL(0段多条太細）横位施文。内面ミガキ。

6 I甕 1細白粒少呈 I褐色／赤色、褐色 胴部。外面単節縄紋RL(0段多条）横位施文後横方向のミガキ、赤彩。

内面ミガキ。

7 I甕 1 I黄褐色、赤褐色 | 胴部。外面ハケ後単節縄紋RL(0段多条）横位施文（→→）以下横方

向のミガキ。内面丁寧なナテ。外面黒斑。

8 I甕 l"赤粒レキ多 I褐色（暗褐色）茶褐色 I 胸部。外面ハケ後やや丁寧なナデ後単節縄紋RL横位施文（→→）。内
面横・斜ハケ (6本／05cm)後やや粗いナテ。

9 I 甕3細祖片岩雲母細 I暗褐色／赤褐色、暗褐色 I 胴部。外面単節縄紋RL(0段多条）横位施文後横方向のミガキ、赤彩。

内面やや粗いミガキ。

註 1 図示したもの以外に甕胴部片 6点（甕 I 5,甕 I' I)か出土し、他に壷胴部片 2固体分］2点（壷3 6、壷 I" 6)、高坪片

1点（甕 1近似細）が出土している。

その他の遺構と出土遺物（第62図）

弥生時代以外の遺構で吉ケ谷式土器を出土するものは、第3、4、5、9、12、16、18、26、35、49、

51、52、54、56、60、71、74、98号住居跡、第3号掘立柱建物跡の18軒と 1棟である。

各遺構出土遺物は単独ないし数点と少量で、 Grid出土遺物を含めても合計42点である。
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第62図は吉ケ谷式期の遺構とその他

の遺構及びGrid出土の吉ケ谷式土器の

出土位置を重ね合わせて因示したもの

である。

かる。

これによると以下のことがわ

すなわちその他の遺構及びGrid出土

の吉ケ谷式土器の出土位置の分布は、

弥生時代の遺構分布の外側主に南、南

西方向にややずれていること、住居跡

群の北側の出土は少ない、その他の遺

構出土のものが多く，Grid出土遺物は少

ないこと、台地上の第2群と重なる平

安時代第3群の出土が多いのは勿論で

あるが、古墳時代第1、

らの出土も多い。

住居跡群から最も離れた出土位置は第

35号住居跡であること等である。

総点数が少ないので推定の域を出な

この分布のずれは、仮に遺物出

土範囲が吉ケ谷式期の集落範囲と重な

るとすれば（この場合自然の営力を無

いが、

2住居跡群か

視していることになるが）、該期の集

落範囲乃至活動範囲は遺構分布の外側

南ないし南西方向に広がること及び第

35号住居跡方向への行動の展開が想定

される可能性を含んでいる。
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第63図 弥生時代遺物分布図

その他の遺構、 Grid、表採遺物(I)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

匙形土 1 把手は舟部に対しやや角度をもつ。 指頭押圧、ナデ。 1/3甕 l暗褐色sJ 
製品 7 4 

甕 2 13.5 胴部はそれほど張りをもたず頸部に 外面口唇ヨコナデ、天地逆位で単節縄紋 80％甕 1白粒細少量

移行する。上部で緩くくびれ小さく外 RL (0段3条、 2指、末端結束）横・斜位 黒褐色SJ71Nul。

9.8 反して開く。口唇部やや尖り気味。外 施文（→→↓）部分的に結節文残る。内面 外面一部スス付着。

面微かに輪積みの凹凸残る。 斜ハケ (10本／1.0cm←← ↑)後口唇下横

ハケ後やや粗い横方向のミガキ。
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第64図 その他の遺構、 Grid、表採遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

高坪 3 15 0 口縁部は内湾して立ち上がり外面3段 外面木口状工具ナデ後丁寧なナデ、内面ミ 1/10高坪3黄褐色s
3 3 の凸帯をもつ。口唇部平坦。 ガキ。内外面赤彩。 J 5 

高坪 4 18. 2 口縁部内湾して立ち上がり口唇部内 外面横ナデ乃至木口状工具によるナデ後 1/5高坪 2細粗微白

ソギ状で端部尖る。外面断面三角形状、 若干の指頭押圧。内面横ナデ後横箆ミガキ。 多褐色、赤褐色表採

3.5 粘土貼付けによる凸帯2状あり。 外面下段凸帯以下及び内面赤彩。

甕底部 5 底部は平底。 底面未調整、外面粗いミガキ。内面ナデ？ 1/4甕 2暗褐色／褐

6.4 色SJ5 2 

2.5 

その他の遺構、 Grid、表採遺物(2)

番号 胎土 色 調 備 考

6 甕 l 暗赤褐色 胴部。ハケ後単節縄紋LR(0段多条）以下縦箆ミガキ。内面ハケ後横

箆ミガキ。 SJ3 

7 甕2 黄褐色／暗黄褐色 頸部。単節縄紋RL(0段3条）、内面ミガキ。 SJ9 

8 壺 細少粗礫微赤 赤褐色（淡褐色）赤褐色

頸部。外面単節縄紋 (0段3条）横位施文、以下縦箆ミガキ、赤彩。内

面横箆ミガキ、一部赤彩。 SJI 6内面剥離顕著。

， 甕l 黒褐色 [I縁部。 1]唇部から外面単節縄紋RL(()段多条）、内面ミガキ。 SJ2 

6 
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番号 胎土 色調 備 考

1

1

 

甕

甕
0

1

 

1

1

 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

甕 1 暗褐色

甕 l' 黄褐色

甕2 暗褐色

甕 1 赤褐色

甕 l 淡褐色、褐色

甕 1 暗赤褐色／暗黄褐色

細微全微 赤褐色

細粗微全微 赤褐色

細粗レキ微白多 淡褐色、黄褐色、黄褐色

細粗レキ微白多針微 黒色、赤褐色

甕 l細粗微白多 暗赤褐色

甕 l細微全微 黒褐色（黄褐色）黄褐色

甕 2細粗多白赤多 暗赤褐色（赤褐色）暗赤

褐色

甕 1細粗レキ微白多 I 褐色、赤褐色

暗褐色（里色）黒褐色 I 胴部。外面単節縄紋LR(0段多条）横位施文。内面やや粗い横方向の

ミガキ。 SJ5 4 

赤褐色、茶褐色 頸部。外面縄紋付加条第 1種付加2条LR+2L?(2指、末端未処理）

横位施文（→→ ↓）て末端0.8cmほどあけて押圧？。内面ハケ後横方向

のミガキ。 SJ5 6 

口緑部。口唇部から外面単節縄紋RL(0段多条）、内面ミガキ。 SJ6 

2 

口縁部。単節縄紋RL(0段3条）、内面ハケ後ミガキ。 SJ 7 4 

口縁部。無節L、内面ハケ後ミカキ。 SJ7 4 

口縁部。器肉厚く口唇部尖る。［］唇部ヨコナデ？外面単節縄紋RL(0 

段多条）横位施文（→→）。内面ミガキ。 SJ9 8 

胴部。外面斜ハケ後単節縄紋LR(0段多条）横位施文（→→）以下横

→縦方向のミガキ。内面斜ハケ？ （6本／0.5cm)後粗いミガキ。 SJ 9 8 

胴部。単節縄紋LR(0段多条）、内面ミガキ。 SB3のP6出土。

胴部。外面単節縄紋LR(0段多条）、内面ミガキ。 B25K07

胴部。外面単節縄紋LR(0段多条）斜位施文、内面横箆ミガキ。 B37K

04 

胴部。外面単節縄紋？RL(0段多条 1段細太）、内面ミカキ。 B13K28

胴部。外面単節縄紋LR(0段3条）横位施文、内面ミガキ。 B21K05

胴部。外面単節縄紋LR、内面ミガキ。表採

胴部。外面単節縄紋RL(0段多条）、内面ミガキ。表採

胴部。外面単節縄紋LR(0段多条）、内面ミカキ。表採

胴部。外面単節縄紋RL(0段多条）、ハケ後ミガキ。表採

環状石斧、表採、 90g

註 1 図示したもの以外で縄紋施文されるものは26点で以下のとおりである。

SJ 3 1 (RLO段3条甕 1細）

SJ 4 1 (RLO段3条太細撚甕 1細）

SJ 9 1 (RLO段3条甕 1細）

S J 12 3 （底部甕 1、LRO段3条甕 1、RLO段3条太細撚甕 1')

S J 16 5 （壷壷3、LRO段多条 3 甕 l、高坪高坪3)

S J 18 1 (LRO段3条甕 1)

S J 26 1 （壷 1)

SJ 35 2 (RLO段3条甕 1、LRO段3条甕 1)

s J 49 1 （甕 1)
S J 51 1 (RLO段3条太細撚甕 1)

S J 54 1 (L 甕］細）

SJ 56 3 (LRO段3条甕 1細 2、RLO段多条甕］礫多 1)

S J 60 2 （甕 1、RLO段多条甕 2)

SJ 71 1 (LRO段多条甕 1細）

S J 74 4 (RLO段多条甕 1'3点、 L 甕 1)

S J 98 1 (RLO段多条太細撚甕2)
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2 古墳時代の遺構と出土遺物

a 概要

古墳時代の遺構は住居跡9軒で五領式期2軒、和泉式期7軒である。以下3住居跡群に分け
て記

述する。

五領式期の 2軒は台地裾の僅かな微高地上に位置し、かなり離れて存在する。後述のよ
うに異な

る住居跡群に属すると考えられるが、記述上同一群として扱い第1群と呼称する。

五領式期でも新しい段階のもの

で小形丸底土器、高坪形土器が特

徴的である。．
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第65図 古墳時代遺構配置図

その他に吉ケ谷式期の住居跡3

軒の埋土上層から投棄されたもの

と考えられる土器群が出土してい

る。これらは五領式及び五領式か

ら和泉式期に属するもので便宜上

本章で扱い第1群に含めることに

する。

和泉式期の住居跡は台地頂部の

4軒と台地裾の平坦面に存在する

3軒で、出土土器に若干の段階差

を内包するがそれぞれ住居跡群を

なすものとみなし、後者を第2群

前者を第3群と呼称する。

第 3群の小形の 2軒はすでに削

平されており出土遺物がなく、時

期決定に不明瞭さを残すが、同一

時期と把握しておく。

第2群の 3軒は規模が大きく、

住居跡間隔は狭く集合状態をとっ

ている。

台地上の住居跡群は占有面積が大

きくやや散在的で住居規模にばら

つきがある。

これら 7軒の住居跡は和泉式期

の古段階に属するもので竹の花遺

跡例とほぼ同一段階に属する。
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b 古墳時代第 1群

五領式期の住居跡が2軒

丘陵裾に存在する。約50m

離れており同一群とは考え

難く少なくとも 2箇所にわ

たる該期の住居跡群が考え

られる。

以下では便宜上同一群と

して記述する。

第6、14、15号住居跡は

吉ケ谷式期のものであるが、

上層から出土した土器群に

ついてはいずれも五領式な

いし和泉式に属するもので

あり本章で一括して扱う。

吉ケ谷式期住居跡の埋没過

程での利用を考慮すべきで

あろう。

第3号住居跡（第67、68図）

j 
／／  

SJt:~~'-'~/口92/
こニニ _—-・-三ニー- ---- -~ - - -- -

第66図 古墳時代住居跡群配置図

確認段階で北壁は溝、撹乱等により不明確で、やや内側になると判断された。北西隅部は顕著な

撹乱により完全に破壊されている。周辺に壁外施設は認められなかった。
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第 1層黒褐色土層 R粒 (¢2~4•□ 1 少

第2/!l 塁褪色土層 R粒 (¢2~4•n) 含

第3層褐色土陪 R約 (.,~4雹●）多 RB(が2～3ca）少

第4層賭赤褐色土層 R粒 (¢2~4nが少焼粒 (¢2~4m)多

第 5層掲色上層 R粒（ 91~4皿）含 RB(¢2~3c•I 含

第61付黒褐色士層粘性有’J RB多

第7層黒褐色土層枯性打J RB多

掘り方 黄掲色t_li 里褐色tB多く含毘色土同様PJB大吊

貯蔵穴

第 1屑黒褐色七層砂黄柔らか＼， R粒炭約

第2層茶渇色土層砂黄 RB多

第3層暗茶褐色土層粘性強灰色粘土多 RB微

第4闇 暗茶褐色土層 やや砂閲茶褐色土が烈壮にましる

第5層茶掲色七層粘性有 RB多

SPG-G.、 H-H 、 I-I 

第 1層暗褐色七屑砂買（パサパサ I R粒 I¢0.1~0.2al多

第2層暗褐色土屑 全9月度： 1>2 R粒 I¢0」~0.2c●l多

゜| | 
2m 
| 

第67図 第3号住居跡平面図(1)
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埋土は 5層に分割され

るが深さ0.2m前後と浅く

埋土中からの遺物出土量

は少ない。

南壁及び東西隅部から主

に遺物が出土している。

平面形は南北方向にや

や長い略長方形と考えら

れ、住居跡主軸は短径方

向にある。東西壁はほぼ

直線的であるが北、南壁

はやや湾曲気味で、わず

かに斜行する。
|『

したがって見方によって
バ

は台形状ともいいうる。

掘り込みは前述のように

浅く、壁はやや斜行する。

床は全体に柔らかく、炉

の周辺から中央部がわず

かに硬い程度である。

炉跡は主柱穴の内側、中

央部やや北壁寄りに位置

三

撹乱

十・

Q
 

口
◎
Po 

一

◎ Pa 

＾
〉
げ
／

r
ヽ

之 口

゜
2m 

第68図第3号住居跡平面図(2)

し住居跡中心線上からやや西側にずれる。平面形は楕円形を呈し、長径0.62m、短径0.45m、深さ

0.08mを計る。断面皿状であまり焼けていない。東側及び南側にやや離れた位置でS3、S2が出

土しており、或いは炉石が存在していたかもしれない。

柱穴は撹乱部分に存在した可能性を考えると 4本柱穴になるとみられ、中間にやや浅いP2、P

3が副柱的に配置される。 Pl、p5は中心部に柱痕が検出された。 P3にも存在する。いずれも

掘り方よりも深く柱を突き刺して構築したことが想定される。各々の計測値はp1が径0.3m深さ

0.4m、柱痕が径0.12m深さ0.55mである。

以下同順に記述するとp2が0.35X0.54mで柱痕0.15XQ.6mである。 P5が0.28X0.18mで柱痕

o.10xo.21mである。 P3が0.21X0.55mである。 P4が0.26X O.19mである。全体に深くしっか

りとしたものである。

それぞれの柱間隔はP1 P 2 =l.34m、P2 P 4 =l.67m、P3 P 5 =l.62m、P2 P 3 =2.97 

m、P4 P 5 =3.12mを計る。

PlP4は3.0lmであるから、主柱穴によって囲まれる範囲はほぽ正方形をなしている。

貯蔵穴が南西隅部に存在し、略方形で西～北側に平坦面を持ち蓋等の存在が予想される。規模は
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第69図 第 3号住居跡出土遺物

長径0.75m、短径0.69m、深さ0.39mである。他の 3箇所は浅く不明瞭である。それぞれの計測値

を同順に記すと、北東隅のものが0.42 XO. 09m、南東隅のものが0.54X 0. 44 XO. llm、南壁下のも

のが0.80 XO. 53 XO. 39mである。南壁下のものは掘り方の一部である可能性がある。

壁溝は不明瞭で浅いものが南壁東半部と東壁に認められ、南東隅部は切れる。壁材痕等は検出で

きなかった。

生活段階に伴う遺物は南～東壁下に比較的集中し供献土器が多い。

掘り方は、中央部分を掘り残し四周を掘り窪めるものである。

壁に沿ってやや幅狭く若干掘り窪めるが西、北壁下はやや幅広である。各隅部はやや深く掘られて

おりピット状をなす。
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掘り方と壁溝との構築順序が問題となるが土層断面では確認できなかった。また柱穴との構築順序

についても同様に確認できなかった。

上屋構造については、棟方向がP2、p3の存在から長軸方向であるとすると、住居跡主軸方向と

直交することになる。

入り口は炉の対壁、南壁と想定される。

第3号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

小形丸

底土器

1 I 9. 4 
5.5 

2.2 

底部厚く上げ底、体部は偏平で湾曲

して立ち上がり上端で屈折し、口縁部

に移行内湾気味に大きく開く。口唇部

尖り気味で頸部内面稜をなす。

内外面横ハケ？後外面口縁部縦→頸部横 90％小丸 1細全微赤

→体部縦の順、内面口縁部縦→頸部～体部 褐色（赤褐色）赤褐

横→底面一定方向の緻密な箆ミガキで平滑。 色No.l。焼成良好・

内外面とも赤彩される。 器壁堅緻

小形丸 I 2 I 
底部厚く丸底、体部偏球状で頸部屈 内外面ハケ？後外面口縁部～体部縦→頸 1/2小丸 2細白全赤

底土器 一 曲し内面稜をなす。口縁部は直接接合 部横の順、内面口縁部斜、底面一定方向 褐色（暗褐色）赤褐

4. 7 しないが、内湾気味に大きく開くとみ （体部は指頭押圧、ナデで圧痕残る）の緻 色Nu4。焼成良好・

られる。 密な箆ミガキ。体部内面を除き赤彩される。 器壁堅緻

小形丸 3 12 底部厚く丸底、体部は偏平で頸部は 内外面横ハケ？後外面口縁部縦→体部上 1/2小丸 l細全微暗

底土器 6.2 それほど屈折しない。内面稜をなす。 半縦→下半左回り放射状の順で内面口縁部 褐色Nu8十貯蔵穴出

口縁部器肉厚く短く開き、口唇部直立 斜→頸部横→体部中心→周縁の順で一定方 土片。外面一部黒斑。

気味で先端尖る。 向のやや粗い箆ミガキ。 焼成良好・器壁堅緻

小形丸 4 12 ロ縁部は器肉厚く内湾気味に開く。ロ 外面丁寧な縦箆ミガキ、内面ハケ後？ミガ 1/20全微白細赤色

底土器 一 唇部は内ソギ状で端部尖る。 キ （褐色）赤褐色

2.2 

小形丸 I 5 I 10 
口縁部は内湾して立ち上がり口唇部は 内外面とも丁寧な縦箆ミガキ、外面頸部横 1/10全微白細赤褐色

底土器 一 尖る。 箆ミガキ。 （褐色）赤褐色

4 

高坪？ I 6 I 12 高坪乃至器台とみられる。円孔は内側 外面やや粗い横箆ミガキ、内面同様な縦箆 1/20全微細多粗赤色

から右回りに穿孔される。口唇部は直 ミガキ。 （褐色）赤色貯蔵穴

2.0 立し尖る。 出土

高坪脚 7 脚部は中実で円柱状である。接合部 外面縦↑方向の比較的丁寧な箆ミガキ。 10％細粗白全赤褐色、

部 僅かに凹む。 褐色貯蔵穴出土

3 3 

高坪 8 脚部は僅かに膨らみをもつ円柱状で中 外面接合部横ナデ後やや粗い縦箆ミガキ。 1/3全微赤白細粗多

グ二ロ0 内面横箆ケズリ←。外面赤彩。 赤褐色（褐色）暗褐

5.8 色Na9

高坪脚 ， 脚部は円柱状で下部を除き中実。接 外面縦ハケ後、やや粗い縦箆ミガキ。内 90％砂質細礫全微赤

部 合部は僅かに凹む。 面箆ケズリ。外面赤彩される 褐色、褐色Nu9。

8.3 

高坪裾 10 器肉薄く「ハj字状に開き、先端僅 外面ハケ後横方向のやや粗い箆ミガキで 1/10細粗全微白石赤

部 9. 7 かに屈曲し端部丸く収まる。 赤彩される。内面横ナデ。 褐色、白褐色

2.1 

高坪 11 15.5 坪部下端で緩い稜をなし、外傾して 内外？面ハケ後外面口唇下横以下縦方向 1/3細粗全微量赤褐

立ち上がる。口唇下僅かに屈折し口唇 の緻密な箆ミガキ、内面縦方向のやや粗い 色（暗褐色）赤褐色

4.8 部尖り気味。 箆ミガキ。内外面とも赤彩される。 No.2+11。外面一

部黒斑あり

高坪 I 12 I 15 s 坪部は下部で粘土貼付けによる稜を 内外面ハケ後外面稜以上横→斜、以下縦 1/3砂質細粗白多赤

なし内湾して立ち上がり、口唇部尖り →横、内面横→斜（右回り）後底面一定方 褐色（褐色）赤褐色

6.4 気味。脚部を欠失するが接合部はホゾ 向の比較的丁寧な箆ミガキ。 Na7。焼成良好・器

状に僅かに凸出させる。 壁堅緻

高坪 I 13 I 12. 5 坪部底面ほぼ平坦で外面緩い稜をな 内外面ハケ後外面坪底部→口縁部、脚部 80％細粗礫全微量赤

し直線的に開き口唇部尖り気味。接合 の順で縦方向の緻密な箆ミガキ。内面坪部 褐色、暗褐色Nn5+ 

12. 7 部小さいホゾ接合であるが、脚部上部 縦方向右回りに同様の箆ミガキ。脚部箆ケ 6。焼成良好・器壁

は中実で緩く開く円柱状をなす。 ズリ（←← ↓）。内外面赤彩される。 堅緻
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

小形壺 14 9 9 底部は厚く平底で凸出する。胴部球 外面底部ハケ後箆ケズリ。胴部下半横ハ 90％細粗多礫全石英

4 8 形状をなし器肉薄い。口縁部やや巾広 ケ (8本／巾10cm)後底部周縁横ナテ。ロ 黄褐色、黒色／黄褐

10. 9 で内湾気味に開き端部丸く収まる。 縁部縦ハケ後横ナデ（左回り）。胴部上半 色No.3。外面一部黒

横斜ハケ後頸部斜ハケ。内面口縁部横ハケ 斑。

後軽い横ナデ。胴部T寧な箆ナデで底面に
及び中心部箆ケズリで凹む。外面ハケ調整

は全体に粗く未調整部分も残る。

小形壺 15 11 4 胴部はやや縦長の球形状で口縁部は 外面～口縁部内面ハケ後外面胴部縦斜、 1/3細粗礫全白多赤

「く」字状に短く開き、口唇下僅かに 口縁部内面まで横斜方向のやや粗い箆ミガ 褐色No.10。口縁部内

13 4 肥厚し端部丸く収まる。 キ胴部内面丁寧なナデ、頸部指頭押圧加わ 外面一部黒斑。

る。

砥石 16 140g 

磨石 17 1 005kg 

砥石？ 18 4 175kg 

註 l 図示したもの以外に高坪形土器の口縁部10（このうち 5点は同一個体とみられる）、体部20、脚部 2点、小型丸底土器の口緑部 2、体部

-- 4点、甕形土器の胴部20点が出土している。

註2 各器種の胎土は以下の通りである。

高坪形土器1 砂粒（細＋粗）目立ち、含有物（細十粗）は全て混入するがfやや目立つ。

高坪形土器2 砂質、混入物殆どなく、緻密、 C （細 少量）やや目立つ。

高坪形土器3 砂質、混入物殆どなく緻密、 C （細十粗 多星ないし大菫）目立つ。

小型丸底土器 1 C （細＋粗多量）目立つ。

小型丸底土器 2 d （粗 多量）目立つ。

小型丸底土器3 C （細 極微量）含み精緻

小型器台形土器 小型丸底土器 1~3に準ずる。

甕形土器 1 C （細 多菫）目立つ。

甕形土器 2 砂粒（細＋粗＋礫）目立ち、 a~f （微量ないし少量）含む、 a目立つ

甕形土器 3 2に近似するが砂粒（細＋粗）は 2より少ない

甕形土器4 砂粒（細多量ないし大量） a～f含みf （細大量）目立つ

註3 各器種と胎土との対応関係は以下のとおりである。

高坪 1 （口縁部2、体部 1、脚部 2) 高坪2 （口縁部 1、体部9) 高坪3 （口縁部 7、体部10)

甕 1 （胴部 2) 甕 2 （胴部 8) 甕3 （胴部 9) 甕4 （胴部 1)

第 26号住居跡（第 7I図）

表土層が極薄く既に表土掘削段階で掘り方下面迄達していると考えられる。したがって平面形は

ほとんど把握できなかったため平面図は復元想定である。西壁部分は現道下にかかっていたため撹

乱顕著であった。

中央部やや西寄りに、焼土の分布がわずかに認められた。

埋土は調査区と現道の境界部分でわずかに残るのみであった。

゜I —+- 10cm 
ゴ

平面形は大形の方形ないし横長の長方形とみられる。壁は全く残って

いない。

炉はわずかな焼土の分布から判断するとほぽ中央部分に位置する。

柱穴、壁溝は掘り方下まで堀削が及んでいるにもかかわらず全く検出で

きなかった。

出土遺物は鉢形土器 l点のみである。

第70図第26号住居跡出土遺物 掘り方についても全く把握できなかった。
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第26号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

鉢 1 12 0 体部は内湾して立ち上がり、肩がや 外面体下部箆ケズリ、上部は丁寧なナデ。 1/4細粗多礫微白多

や張る。頸部収縮し内面稜をなす。ロ 口縁部左回り横ナデ後やや粗い箆ミガキ。 赤褐色No1。

6.0 縁部短く開き端部丸く収まる。 内面体部粗い横箆ミガキ、口縁部横ナデ後

横箆ミガキ。内外面赤彩。
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＼ 
10cm 

第 72図 第6号住居跡上層出土遺物

第6号住居跡上層出土遺物

第6号住居跡は吉ケ谷式期の住居跡であるが、埋上上層出土遺物については古墳時代前期の五領

式期のものである。したがって遺物のみ本章で以下記述する。（第 14、15号住居跡についても

同様である。）出土状態については第 6図の遺物分布図 (lA、2A及び炉石以外）に示したように

住居跡中央部に縦長に集中分布している。

第6号住居跡上層出土遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

小形壺 I 1 I 10 

壺 I2 I 13 

高坪 I 3 I 15 

高坪

壺

5.4 1 で最大径を中位にもつ。頸部収縮しロ ケ (7本／巾1.0cm）上胴部→下胴部→頸部 I褐色No.2+5。
12.3 縁部短く外反して開く、口唇部ハケ1こ の順。口縁部縦ハケ後粗い右回り横ナテ。

よる刻み。 内面胴部箆ナテ及び指頭ナデ底面に及ぶ。

7.1 

4'-

8

7

 

・

・

 

0

0

 

1

1

 

5 | 18 

底部凸出し厚く平底。胴部は球形状 I 底面未調整、外周横ナデ。外面胴部斜ハ 1 80％細粗多礫微全暗

口縁部粗い横ハケ。

頸部収縮し内面接合痕残る。口縁部 外面胴部縦ハケ（11本／LOcm)後縦箆 80％細粗少礫微石英
それほど開かずに外反して立ち上がり ミガキ。口縁部縦斜めハケ後上部横ナデ、 多淡褐色N叫0。上層
口唇部ほぽ平坦。 縦箆ミガキ。内面胴部箆ナデ、頸部指頭押 出土。

圧ナデ、口縁部横ハケ後横箆ミガキ。

坪下部で緩い稜をなし体部内湾して 1 外面坪体部ハケ？後丁寧な縦箆ミガキで 11/2細微全赤褐色上
立ち上がり口唇部丸く収まる。接合部 底部に及ぶ。内面体部縦、底面一定方向の 層出土。

短いホゾ接合。

脚柱部円柱状で下部僅かに膨らむ。

接合部短いホゾ接合？内面中空で三角

錐状。裾部短く湾曲し下位で屈曲して

開き端部丸く収まり下垂する。内面稜

T寧な箆ミガキ。内外面赤彩。
外面脚柱部縦箆ミガキ後裾部横箆ミガキ。 80％細粗少礫微全赤

内面脚柱部上端部まで右回り断続的箆ケズ 色、淡褐色、黒色

リ。裾部左回り横ナデ。 No.6+11。内面黒

斑？
をなす。

胴部は肩部で張りをもち、頸部収縮 1 外面胴部縦箆ミガキ。口縁部斜ハケ後横 11/5細微全？微赤色
して内面稜をなす。口縁部それほど開 →縦（やや粗い）の順で箆ミガキ、頸部横 （暗褐色）赤色No.7。

s.1 Iかずに立ち上がる。外面上部接合部利 箆ミガキ。内面胴部丁寧な箆ナデ、頸部指 I上層出土。
用の段をなし、内面凹み、口唇部丸く 頭押圧後箆ケズリ、口縁部横→縦斜（やや

収まる。 粗い）の順で箆ミガキ。ミガキはいずれも

極丁寧。外面及び口縁部内面赤彩。
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 6 16 胴部はほぽ球状を呈するとみられる。 外面胴部粗い斜縦ハケ (5本／巾1.4cm) 70％細多粗礫微全黒

口縁部は短く外反して立ち上がり口唇 後若干のナデ。口縁部左回り横ナデで内面 褐色、暗赤褐色Nn3。

12.3 部丸く収まる。 に及ぶ。内面丁寧な箆ナデ←。 上層出土。

脚部 7 台付甕脚部。底部は脚部に粘土巻き 外面縦ハケ（↑ 3本／05cm)後端部横ナ 90％細粗少礫微全暗

10. 6 付けか？下端部直立気味で先端部平坦。 デ。内面横ハケ後上部箆ナデ←←、下部左 黄褐色、赤褐色加熱

6 回り横ナデ。 の痕跡あり。

壺 8 大形の底部で凸出し、ほぽ平底厚い。 底面中央部箆研き、周縁部未調整。胴部 70％細粗少礫微暗赤

8 胴部は大きく開く。 外面縦箆ミガキ。内面ハケ後丁寧な箆ナデ。 褐色、暗褐色Nnl2。

2 7 上層出土。

第14号住居跡上層出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

ミニチ I 1 I 4.8 

ュア壺 4.6 1頸部外面輪積み痕残る。口縁部外反し 1 丁寧なナデ、口縁部指頭押圧ナデ。内面指

5.9 て開き粘土貼付けによる複合口縁。 頭ナデ。

小形丸 I2 |― 体部は楕円形状を呈し最大径を中位 外面体部中位以上横ハケ後丁寧なナデ以 I80％細粗礫微全暗赤
底土器 ー にもち、底部は丸底。頸部収縮し内面 下底面ハケ（本）後一定方向の箆ナデ。内 褐色

6.4 稜をなす。口縁部は頸部上面に接合。 面体下半部指頭ナデ、頸部指頭押圧後体上

部粗い箆ナデ←←。

高坪 | 3 I 15.4 I 坪下部で段をなし体部外反して開き 1 外面坪体部縦ハケ後上部横ナデ後指頭押 I1/4細粗少礫微白多

5.5 

高坪 I 4 I 19.2 

高坪

高坪

高坪

高坪

高坪

高坪

6
 

5'-

7.9 

6,  -

7.2 

7'-

8 |― 
12. 7 

7 

9,  -

10, -

12. 7 

11.4 

底部は平底で大きく胴部は半球状。 底面未調整部分残す指頭ナデ。外面胴部 Igo％細微黄褐色Na18。

口唇下僅かに屈曲し端部丸く収まる。 I 圧、やや粗いナデ、底部放射状のハケ（14I針？暗赤褐色Na3。
本（巾1.0cm)。内面坪体部横斜ハケ (5

本(1.0cm)後やや粗い横ナデ、底面箆ミ

ガキ？。

坪下部で接合部利用の緩い稜をなし 1 外面坪体部上部横ナデ後指頭押圧、やや 1/3細多粗礫微白多

体部直線的に開き口唇部丸く収まる。 粗いナデ後、横の間隔おいて縦ハケ (161 淡褐色Na4。

本（巾1.2cm)稜前後若干のナデ加わる。

内面丁寧なナデか？磨滅顕著で詳細不明。

脚柱部円柱状で下半部やや膨らむ。 外面粗い縦箆ミガキ、下端部横箆ミガキ。 180％細粗多礫微全赤

内面上部は中実、接合は短いホゾによ 内面右回り箆ケズリ内面右回り箆ケズリ。 色、赤褐色Null+12。

る。 外面赤彩。

脚柱部裾広がりで大きく膨らむ。内 外面丁寧な縦ハケ (9本（巾1.6cm↑)、 90％細粗少微白多暗

面上部シボリ痕以下輪積み痕残り、接 内面右回り箆ケズリ。 赤褐色、赤褐色Nul7。

合はホゾによる。 外面一部炭化物付着。

脚柱部裾広がりで大きく膨らむ。内 1 外面比較的丁寧な縦ハケ (10本／巾0.8| 1/2細粗少礫微白多
面上部シボリ痕残る。接合は短いホゾ cm↑)、内面下半部右回り箆ケズリ。 赤褐色Nu1 0。外面

10.2 I によるか。

脚柱部裾広がりで下部大きく膨らむ。

内面輪積み痕残る。裾部短く外反して

開き内面稜をなし端部丸く収まる。

裾部低く外反して開き端部丸く収ま

14.8 Iる。

脚柱部裾広がりで次第に膨らむ。上

端部僅かにシボリ痕残り以下ケズリに

より直線状、接合は短いホゾによる。

裾部屈曲し外反して開き、内面稜をな

し端部丸く収まる。

脚柱部丁寧な縦ハケ（11本／巾0.7cm)

で裾部上位に及ぶ、裾下部右回り横ナデ。

内面脚柱部右回り箆ケズリ。裾部左回り横

ナデ。

外面右回り、内面左回り横ナデ。

一部黒斑

1/2細多粗礫微白多

暗赤褐色、赤褐色

Nn4。

1/3細少粗礫微白多

淡褐色No4+ 6~7。

外面脚柱部縦ハケ (8本／巾0.7cm)で裾 80％細粗微白多暗褐

部中位に及び後丁寧な斜箆ナデ（巾0.9 色Nol6。外面一部ス

cm)？裾部左回り横ナデ。内面脚柱部上部 ス炭化物付着。

から右回りの断続的箆ケズリ。裾部左回り

横ナデ、端部磨滅する。
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器種 I番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

小形丸 11 I 12. 7 体部は楕円形状を呈し肩がやや張り 外面体部中位以下粗い横斜ハケ（←→ ↓ 90％細多粗礫微白多

底土器 ー 最大径を中位にもち、口径より大きい。 10本／巾1.4cm)底面一定方向のナデ。 1本 黄褐色／暗赤褐色、

15.5 底部は若干の平坦面を残すがほぽ丸底。 上部横ハケ後丁寧なナテ。口縁上部左回り 赤褐色No5。外面一

頸部収網し内面稜をなす。口縁部は長 横ナテ後下半部指頭ナデ後やや粗い縦ハケ 部黒斑

く直線的に立ち上がり上端直立気味で で若千のナデ加わる。内面1本部箆ナデ底部

口唇部丸く収まる。 に及ふ。頸部指頭押圧ナテ。口縁部左回り

の断続的横ハケ（↑ 18本／巾2.6cm)後上

部横ナデ。

底部凸出しほぽ平底、胴部下部で緩 I 底面未調整部分残すナテ。外面下胴部縦、 |1/2細少粗礫微白多小形甕 I12 I 11 

5.3 い稜をなし中位ほぼ直立する。内面輪 上位縦斜、中位横ハケ (9本／巾1.3cm)で 黒褐色（赤褐色）黒

15.1 積み痕残る。頸部収網し内面稜をなす。 上下位ナデ加わる。口縁部縦ハケ後左回り 褐色No3。外面スス

D縁部厚く「く」字状に開き、端部平 横ナデ。内面下胴部横、上胴部斜めハケ後 炭化物付着、里斑あ

坦。 若干の箆ナデ、指頭押庄加わる。口縁部横 I り。

甕 13 I 17. 7 

23.2 

甕 I 14 I 1s. 6 

砥石 15 

砥石？ 16 

ハケ←←後左回り横ナデ。

底部欠失する。胴部は長胴で最大径 外面下胴部粗い縦ハケ↑後上胴部やや丁 1/2細少粗微全微黒

を中位にもち、そのまま頸部に移行し 寧な斜ハケ（↑ ↓ →12本／巾1.5cm精緻な 褐色／黄褐色、黄褐

口縁部「く」字状に開き、口唇部肥厚 工具である）中位若干の横箆ナデ←加わる。 色No6。外面一部里

する。内面平行線状の箆？痕残る。 口縁部縦ハケ後頸部から極丁寧な左回り横 斑、スス炭化物付着。

ナテ。内面胴部極丁寧な木口状工具による

樺ナデ。口縁部横ハケ後左回り横ナテ。

底部周縁粘土貼付けにより中央やや I 底面未調整で外周横箆ミガキ？外面胴部 I 113細少粗礫微全暗
5. 5 凹む。下胴部尻すぽみで最大径はやや ハケ後やや粗い斜箆ナデ。口縁部右回り横 赤褐色No.7。外面一

21. 8 上位肩部張りをもつ。口縁部短く ナテ。内面胴部木口状工具による斜横ナデ 部炭化物付着。

「く」字状に開き口唇部丸く収まる。 ← ↑。口縁部横ナデ。

内面輪積み痕残る。

640g 

No.19。380g
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第74図 第15号住居跡上層出土遺物

第15号住居跡上層出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

小形丸

底土器

高坪

高坪

高坪

甕

1 I 15.3 

5.6 

2 I 17.6 

4.2 

3' — 
12.8 

3.2 

4 I 17. 7 

やや大形。頸部収縮し内面稜をなす。

ロ縁部は長く内湾気味にそれほど開か

ずに立ち上がり、口唇部直立気味で端

部丸く収まる。

坪下部で接合部利用の稜をなし、体

部内湾して立ち上がり口唇部丸く収ま

る。

裾部は直線的に開き下部で外反する。

端部尖り気味。

坪下部で接合部利用の稜をなし体部

外面口縁部横ハケ？横箆ミガキ後やや粗 ll/2細少粗微全赤褐
い縦箆ミガキ。頸部横箆ミガキ。内面磨滅 色No8。

顕著であるが同様か？内外面赤彩。

外面坪体部斜ハケ (8本／1.0cm)後極丁 1/4細少粗微石英多

寧な横斜箆ミガキで底部に及ぶ。内面坪体 淡赤褐色（淡褐色）

部横ハケ後極丁寧な箆ミガキで底面も同様。 淡赤褐色

内外面赤彩。

外面縦箆ミガキ後若干の斜め箆ミガキ。内 80％白粒多細赤色

面ハケ？上部箆ケズリ←←後、下部横ナデ。 （褐色）赤褐色

外面から内面下半赤採。

外面坪体部斜ハケ後上部横ナデ後箆ミガ 1/2細粗微赤色、黄
9.4 内湾気味に開き口唇部丸く収まる。脚 キで底部に及ぶ。脚柱部ハケ？後縦箆ミガ 褐色No.8、 10は直接

19 柱部円柱状で中位僅かに膨らむ。内面 キ、裾部横ナデ後横箆ミガキ。内面坪体部 接合しないが同一｛固

上部粘土削りかす残り、接合は脚柱部 横斜ハケ後箆ミガキ、底面一定方向の箆ミ 体。

上端粘土貼付けによる。裾部湾曲して ガキ。脚柱部右回り箆ケズリ。裾部横ハケ

短く開き端部丸く収まる。 後下半部横ナデ。外面及び坪内面赤彩。

胴部はほぽ球形状を呈し内面輪積み痕 外面斜ハケ後下半部指頭ナデ？内面斜箆ケ |1/5甕1暗褐色Nu21
残る。 ズリ後若干の指頭押圧加わる。

10.1 

c 古墳時代第2群

第2群は台地裾の平坦面に位置し、第9、12、16号住居跡の 3軒で構成されいずれも和泉式期に

属する。出土土器によると第12号住居跡がやや先行する可能性があるがほぼ同段階としておく。

各住居跡の規模は他の群も含めてやや大形で、第9号住居跡がやや小規模である。

住居跡占有面積は約391面で第12、16号住居跡の間がやや広いが比較的集合している。

第9号住居跡（第75、76図）

黒褐色土（吉ケ谷式期よりも軟質で黒味が強い）の比較的明確な範囲として確認された。

埋土の残存は良好で自然推積と考えられる。出土遺物は少量で主に北半部の埋土中から出土する。

北壁の段状部分は断ち割りの結果土層に変化が認められなかったため同一住居と判断した。

平面形は略方形で僅かに東西方向が長い。掘り込みは深く壁はわずかに傾斜する。床は全体に軟

弱で主柱穴内部がやや硬い程度。周辺部ははっきりしなかった。炉は僅かで不明瞭な焼土分布から

すると中央部やや北壁寄りに位置する。柱穴は 4本主柱穴で、いずれも深くしっかりしたもので、
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第9号住居跡J：層註 柱穴
第 1 層黒色土層軟買 R·R粒 ,;0.1~ 第1層暗褐色土層砂買バサバサ RR粒(,t,0.1~0.2口）多炭化物粒少
第2層黒色土層暗褐色土のプロック況状多 第 2層暗褐色士層砂買パサバサ R·R粒（ 90,1~0,2C•) 少 R
第3層暗褐色土層 R粒 R斑状 第 3 層暗褐色J.:層第1,2層より帖性有りやや明るい R•R粒,t, O.la’少
第3'層暗褐色土層やや暗い R粒 第4層暗褐色士層第1.2層より粘性有りやや咽るい RB¢伍少炭化物¢0,2口少

第4層暗褐色上層第3,Illlこ近似粘性有 R斑状 貯蔵穴

第5層黄褐色土層 RB多 第 1 層暗褐色土層軟買粘性有 R•R粒(,t, 0.1~0.2al 多焼粒微
2m 第6層暗赤褐色土層焼粒多 第 2層暗黄褐色土屑ごく軟買粘性強 R多 R粒¢0.1~微
第7層赤褐色土層硬買焼土塊 第3層暗黄褐色七層 RB(¢1~2口）多炭化物微

第75図第9号住居跡平面図（1)
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第76図 第 9号住居跡平面図(2)

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

小形丸

底土器

小形丸

底土器

1 I 12. 7 

3. 4 

2' — 

小形壺 I3 ,— 

底部

底部

底部

底部

4'― 

台付甕 1 8 

脚部

6. 5 

6

8

 

．
．
 

7

1

 5'-

1.9 

8. 0 

1. 8 

2

0

 

ー

・

7

2

 

7

9

 

．
．
 

6

5

 

口縁部は短く「く」字状に開き端部

丸く収まる。頸部内面緩い稜をなす。

体部は偏平。 0縁部は屈折して大き

く開き、内面稜をなす。

口縁部は欠失するが小さい。胴部は

やや潰れた球形状をなし、内面輪積み

痕、頸部シボリ痕残る。

底部は僅かに凸出しほぼ平底。

底部は凸出気味でほぽ平底。

底部は凸出気味で底面ほぼ平坦。

底部は凸出気味で底面ほぼ平坦。

直線状に開き先端部は平坦で円面凸状

をなす（粘土折り返しか？）。

D縁部内外面横ナテ（右回り）。

外面丁寧なナデ、内面箆ナデ頸部指頭押

圧、ナテ。

外面T寧なナデで部分的にミガキ加わる。
内面下半部丁寧なナデで上半部未調整部分

の残る指頭ナデ。

底面箆ケズリ後若干のナテ、外周は指頭ナ

テか？内面丁寧なナテ。

外面ハケ？内面ナテ。磨滅顕著で詳細不明。

底面粗い箆ケスリ （外周→中心）、外周丁・

寧な箆ケズリ。内面指頭ナテ。

底面箆ケズリ後若干の指頭ナテ、外周ハケ

後指頭ナデ。内面全面炭化物付着により詳

細不明。

外面丁寧な箆ナテ後指頭ナデ3 内面指頭ナ

デ↓。底面未調整部分の残る若干のナテ。

10％，細粗全針赤少

赤褐色（暗黄褐色）

赤褐色，

1/5，細粗礫微全白細

多，黒色（暗褐色）

黒色，

2/3，砂質細全微白多

量，淡褐色，

1/3，白大細粗礫，暗

褐色（赤褐色）暗赤

褐色色，

1/2，白大細粗礫，赤

褐色，No.11

1/4，白石多細咀，暗

黄褐色（赤褐色）里

褐色，

90％．白石多細祖，暗

褐色，

90%、全少細引礫微，

黄褐色．No.7 
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

高坪 I g I 19.6 下端部で鋭い稜をなし体部は直線的 外面口唇部下横ナデ後底面から縦箆ミガ 1/5，細粗礫微白細多

ー に開き端部は尖り気味。 キ。内面上半部縦→下半部～底面横箆ミガ ，暗黄褐色、赤褐色，

6.2 キ。 内面黒斑。

高坪脚 10 

部

9.4 

高坪脚 11 

部 15 2 

13 2 

壺 I 12 I 20. 2 

壺 I13 I 15.8 

5.8 

壺 I 14 I 15.8 

6. 7 

壺 I 15 I 20. 5 

3.3 

壺 I16 I 20 

6.1 

甕 I 17 | 18.5 

13 

接合部は細くホゾ接合で湾曲して次 脚部外面縦箆ミガキ後接合部及び裾との 80％，細粗少全白多，

第に開き、内面裾との境は鋭い稜をな 境は軽い横ナデ。内面粗い箆ケズリ←→↓ 暗黄褐色、赤褐色，

す。内面上半シボリ痕、下半輪積み痕 で下部は裾部からの横ナデが及ぶ。 Na8。

残る。

接合部は細くホゾ接合で内面よく密 外面脚部縦ハケ後縦箆ミガキで裾部～下 2/3，細粗礫少全白多

着する、脚部は湾曲して次第に開き、 端部横ナデ（右回り）。内面脚下端部箆ケ ，暗黄褐色／赤褐色、

裾部は大きく開き端部丸く収まる。内 ズリ←裾部横ナデ 赤褐色， Nu3。外面

面上部シボリ痕以下輪積み痕残り、裾 摩滅。

との境は稜をなす。

大形の有段口縁壺で頸部内面稜をな 内外面横ナデ後外面段以下横、以上斜方 I 1/4．細粗全微．赤褐
し外反して開く。外面段部は粘土貼付 向のやや丁寧な箆ミガキ。内面斜方向の丁 色， No.6

け。口唇部尖り断面三角形状で外面段 寧な箆ミガキ、頸部箆ケズリ。

をなす。

ロ縁部はやや長く、「<j字状に開 内外面横ナデ（右回り）後外面やや粗い 1/4，細全白多赤細粗

き端部丸く収まる。頸部内面鋭い稜を 箆ミガキで若干のハケ加わる。内面頸部箆 ．赤褐色． SJ1？出

なす。 ケズリ。 土片と接合

ロ縁部は粘土紐貼付けによる複合口 外面複合部下半～頸部箆ナデ？内面ハケ 80％，細粗礫少全白

縁で整っていない。短く「く」字状に 後横ナデか？内外面磨滅顕著で詳細不明。 石英多，黄褐色，

開く。 Nul6十炉上層出土＋

SJ 16。

粘土貼付けによる複合口縁壺で器肉 外面丁寧な横ナデ、内面横ハケ (5 10％，細粗礫微全，暗

厚い。口唇部ほぽ平坦面をなし緩い稜 本／1.0cm)後丁寧な横ナデ。 黄褐色、暗黄褐色／

をなす。 黒色，

有段口縁壺で器肉厚い。頸部内面緩 内外面横ナデ後外面段以下横斜、以上斜 10％，細粗多石英，黄

い稜をなし外反気味に開き端部丸く収 方向の比較的丁寧な箆ミガキ、内面縦斜め 褐色， Nu26

まる。段部は粘土貼付けによる。 方向の箆ミガキ。

胴部はやや長胴気味と見られる。頸 外面胴部比較的丁寧な箆ナデ斜↑←、ロ 1/3，細粗礫少全白多

部内面鋭い稜をなす。口縁部は肥厚し 縁部横ナデ（左回り）後頸部やや粗い箆ナ ，暗黄褐色（褐色）

短く「く」字状に外反して開き口唇部 デ↑←。内面胴部箆ナデ←←↑で頸部部分 赤褐色， No1。外面

丸く収まる。 的に箆ケズリ加わる。 一部炭化物付着。

砥石 I 18 S3、150g

? I 19 

砥石 I 20 

S 10、255g

275g 

中心から西側にずれて柱痕跡が認められる。その他にピットは認められなかった。壁溝はない。貯

蔵穴は南隅に位置し、略方形、出土遺物はない。生活段階に伴う遺物はない。

掘り方は全体に明瞭でないが、北半部～東壁下に存在しそれ程深くない。東半部については、掘

り方埋土中から吉ケ谷式土器片の出土があり、第10号竪穴状遺構の存在を考慮すると吉ケ谷式期の

住居跡を破壊している可能性もある。また北側への拡張も考えられる。南隅部で貯蔵穴からやや離

れた位置に壁に直交する溝が検出されたがあるいは間仕切りか。板材等の痕跡は認められなかった。

貯蔵穴周辺はやや平坦面を造出しており蓋等の存在が考えられる。貼り床は存在しない。
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□ 
第77図第9号住居跡出土遺物

第9号住居跡とほぼ同じ色調、性状の大形で方形の黒色土範囲として確認され、土器片が露出し

た状態、特に大形の石は上面に飛び出している状態であった。

第11、13号住居跡と重複し、この 2軒によって切られていることが確認された。

中央部は東西方向の溝（現代）に切られており床面付近まで掘削が及ぶ。また周辺部に風倒木痕、

樹木が存在する。
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第12号住居跡土屑註

a 暗褐色土屑 消埋七やや灰色味帯びる 砂阿でざらつく 白色粒 I¢0,l~0,2c•I 少

炭化粒 90,1C• 微

第1屑黒喝色上層黒昧：1>5 粘性強 R粒¢01ca多焼粒 I¢0.1~0.2c,)少

第2/l! 暗褐色土層 R,R粒 (¢0,2~0.5c,)多 炭化粒微

第3層暗褐色土層 R, It粒 ¢0,5C• 多 1i B 1 ¢]~5co)少

第4隕暗褐色土屑 第2階に近IV、 R,>2 0月度2<4

第5層黒掲色土層 R微 R粒 (¢0.1~0,2col多炭化粒微

第6層暗掲色上層 19 R粒 I¢O.1~11.2四 1多焼粒¢0,1ば微

第7層黙褐色土1肖枯性強 Ii「し粒多焼粒（ 911.l~0,2c●I多焼8少茂化粒

第8屑黒褐色」八層粘性強 RR粒 I¢0, I~0,2r• ）多

掘り方暗褐色1屑黒色土陪十RBOJ1R合 l1、RB多

貯歳穴

第 1層暗褐色t層砂f1 パサハサ 11/j度：1>2>:J R粒 (¢0.1~0.2c,)微

第21晉暗褐色 1月§砂買ハサハサ明度：1>2>J ll粒（ ¢0,J~0,2c,)少

第3屑 II音思色t層 砂質パサハサ 土器 It合むやや即1肘郎い 1し粒（，， 0.1~0,2r•I名

第4層暗黄掲色 1厚i H約 ¢II. と r• 名 1111 ¢1(• 多

第5層暗褐色 l:1付 第 21付に近 11)•やや砂筍 11 ll I ¢2~,1,o)多

柱穴

第1層黒褐色土層砂買パサパサ R R粒¢o,2c員炭粒炭化物少

第1屑黒褐色度陪号1;克t多

第 2層黒褐色上層黒味強砂買 R粒焼1．粒 ¢0.1c•少
第3層黒褐色・tro 与2 砂質 R •R粒 (¢0.1~u.1C冨） 炭粒少

第4屑暗褐色上屑砂質（しまり悪い 「{R粒（砂．1～0.2心 焼粒i堤粒多

第5層暗褐色土贋秒閂やや赤昧措ひる R R粒¢0.2" lll.t多

第6屑暗掲色・l：屑砂質（粒1匂大） R R粒微

第7層 暗喝色十屑 砂買（ハサパサてしまり悪い） R微

。
2m 

第79図第12号住居跡平面図（2)
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壁外施設はまったく検出されなかった。

埋土はそれ程厚くないが、撹乱にもかかわらず比較的よく残っており自然推積と考えられる。

炉周辺部～北隅にかけて、焼土及び炭化物の分布がみられた。

出上遺物は多量で、北半部に集中しているが大部分は埋上中の出土である。

平面形は第 3号住居跡に近似し北東壁と南西壁がやや斜行する、やや歪んだ方形ないし台形状で

ある。北西壁は直線状であるが南西壁は緩く湾曲し、東隅は凸出気味である。

掘り込みは浅く、壁はほほ直立する。

床面はほぼ平坦で全体に柔らかいが、炉周辺～中央部はよく踏み締まって硬質である。硬質面の厚

さは 1~2cm程。炉の東及び北側床直上で甕形土器小破片が集中出土した。

炉跡は北西側主柱穴間中央部やや内側に位置し、略楕円形状て比較的よく焼けている。長径0.99m、

短径0.74m、深さo.osmを計る。

柱穴は 4本主柱穴で、全て大形の掘り方（内傾に向かって傾斜する）をもち、いずれも柱痕跡が残

る深いものである。 Pl北側は甕形土器を中心とする小破片が床面直上に集中し、掘り方内部中層

から甕及び小型丸底土器（完形）が出上している。主柱穴で囲まれた範囲の内部には 4ヶ所小ピッ

トが存在する。いずれもごく浅いが、底面は硬くあるいは副柱、置き柱の可能性もある。

その他南壁下には 3ヶ所に同様の小ピットが配置される。 P8、P9については棚り方内の溝ととも

に入口施設を構成するものか、また P9、P10については第13号住居跡と関連をもつものか判断が

困難である。柱穴の規模は次のとおりである。p1径0.55X深さ0.Slm（柱痕0.17XO. 47m)、P2

は0.55X0.49（柱痕0.17X0.33)、P3は0.14XO.O]、P4は0.12X0.16、P5は0.18XO. 08、P6は

0.15X0.14、P7は0.59 XO. 5（柱痕0.25X0.41)、P8は0.16X -、 P9は0.15X 0. 05、Pl0は0.1X 

0.12、Pllは0.56 XO. 55（柱痕0.15X0.4)。

貯蔵穴は東隅に存在し不整形で、隅の方が浅くテラス状をなし、内側が深く大形である。長径1.66 

m、短径1.06m、深さ0.38mを計る。

南壁下中央からやや北側にずれて略長方形状の高まりが検出された。構築は地山ないし粘土貼り付

けと考えられ、掘り方上に設置される。西側の端は掘り方内の溝に対応している。入り口に伴う施

設と考えられる。

出土遺物は炉跡周辺のものが床直の他は全て若干浮いた状態である。

掘り方は全体に不明確であったが、主柱穴内部の中央部から北壁下を掘り残して、他の三辺を掘

り窪めるものとみられ、南半部がやや深い。

南東壁下ほほ中央、北東壁下P7付近に壁からやや離れて直交する溝が存在する。上述のように南

東壁下のものは長方形状の高まりとほほ対応しており、貯蔵穴も含めて東隅部分を区画する施設の

存在が予想される。

貼り床、壁溝は存在しない。

主柱穴及び貯蔵穴と掘り方との構築順序は土層断面で確認できなかった。竺穴の間隔は、 PlP2

=3. 69m、PlP7=3.80m、P2Pll= 4. llm、P3P4=1.54m、P5P6=1.70m、P3P5=2.llm、P4P

6=2.32m、P8P9=0.89mである。
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第12号住居跡出土遺物

器種 1 番号 1 法量 l 形態の特徴 手法の特徴 備 考

手ずく

ね土器

小形丸

底土器

小形丸

底土器

高坪

高坪

高坪

l

o

l

 

．

．

．

 

6

2

3

 

ー

z I 9. 3 

9. 5 

3 I s. 9 

10.5 

高坪 I 4 I ― 脚部は柱状で次第に径をます、裾部 外面裾部横ナテ後やや粗い放射状→脚部 90％，細粗礫微全，赤

12. 6 は大きく屈曲し水平気味に開く。内面 縦↑の順で箆ミガキ。内面比較的丁寧な箆 褐色、暗赤褐色，

9. 5 裾部との境は稜をなす。接合部はホゾ ケズリ後裾部やや粗い横ナデ（左回り）。 No 2。加熱受ける。

接合。

高坪 I s I 17. 4 やや小形の坪部で直線的に開く。口 Cl 縁部上半から内面横ナテ、外面以下箆—J- | l/5，甕 l,暗褐色，
- I唇部丸く収まる。 デか？

5. 2 

6 i -

3. 5 

7'― 

3. 7 

s I 17. 3 

5. 2 

底部は小形て厚くイ本部は内湾して大き 内外面とも指頭ナデで若干のミガキ加わる。 1/2,白多細祖，黄褐

く開き極薄い。口縁部小波状をなし？ 色，

口唇部尖り気味。

底部は楕円形（径1.0cm) に凹み周 外面胴部～底部T寧なナテ、若干の箆ミ 80％，細粗少礫微白

縁に僅かな平坦面を作り出し、器厚厚 ガキ加わる。口縁部横ナデ（左回り）後頸 多石英，暗黄褐色、

い。胴部は楕円形を呈し頸部収縮し内 部～中位祖い縦箆ミガキ↑←。内面底部～ 赤褐色，内外面一部

面稜をなす。口縁部器肉薄く内湾して 胴部下半丁寧な箆ナデ、上半指頭押圧ナテ。 黒斑あり。

立ち上がり口唇部尖る。 頸部～口縁下部若干の箆ミガキ加わる。

底部丸底器肉厚い。胴部僅かに偏平 外面胴部丁寧な横方向の指頭及び箆ナデ 90％，細粗礫少全，暗

な球状を呈し最大径付近で微かな稜を 後底面（一定方向）に及ぶ。口縁部横ナデ 黄褐色／黒色、赤褐

もつ。頸部収縮し内面接合痕あり。口 （左回り）後中位指頭押圧ナデ。内面底部 色， No1。外面一部

縁部短く開き口唇下で直立し外面緩い 指頭ナデ後胴部下半まで箆ナテ、上半指頭 黒斑

稜をなす。端部尖り気味。 押圧ナデで口縁部下部に及ふ。

坪部は下部で輪積み利用による稜を 外面横ナデ？後租い縦箆ミカキ、内面横 1/2，細粗礫微白，暗

なし外反して開く。 斜箆ミガキ。 褐色， SJ 1 1出土

片と接合。内外面一

部黒斑。

坪部は下部で輪積み痕利用の稜をな 外面横ナテ？後やや粗い縦箆ミガキ（稜 1/3，細組礫全白細，

し僅かに外反して立ち上がる。 部分は横）。内面底部一定方向、体部横方 褐色／黒色、褐色，

向の箆ミガキ。 No.54。外面一部黒斑

坪底部周縁接合部利用のやや緩い稜 外面口唇下横ナテ後全面縦箆ナデ↑底部 80％，細粗礫全微，黄

をなし、体部は外反して大きく開き口 粗い横箆ミガキ加わる（体部は部分的）。 褐色，No.28+41+48。

唇部丸く収まる。 内面体部横ナテ（右回り）後下部～底面指

頭押圧ナデて底面から粗い箆ミガキ加わる。

高坪 I 9 I 1s 僅かに膨らむ脚部から、坪部は下端 磨滅顕著で詳細不明であるが外面脚部か 1/3，甕 l，暗赤褐色，

ー に緩い稜をなし外傾して開く。口唇部 ら坪下部箆ミガキ、上部箆ナデ？脚部内面 No.5 

11.8 丸く収まる。 箆ケズリ。

小形壺 I 10 I ― 胴部は球形状で口縁部と下半部を欠 胴部外面下半部横ハケ (4本／0.5cm)後 3/4，細粗礫微白多，

~— 失する。頸部内面緩い稜をなす。 上半部斜ハケ後粗い横斜方向の箆ミガキ。 暗黄褐色（褐色）褐

9.2 内面下半部箆ナデ上半部指頭押圧、ナデ。 色，p1上層出土片

と接合。

小形壺 I 11 | 11 5 

12.8 

壺 I 12 I 13. 2 

14. 5 

胴部は僅かに縦長の球形状で底部を 外面胴部比較的丁寧な箆ナデ（最大径付 1/2，細粗全白細，暗

欠失する。頸部収縮し内面緩い稜をな 近横→上位、下位斜の順）頸部箆痕残る。 黄褐色（暗褐色）暗

す。口縁部器向厚く内湾気味に開き、 口縁部未調整部分の残る軽い指頭ナテで口 褐色，No.27+32+P 

中位僅かに肥厚し口唇部平坦面をなし 唇部は外面→喘部の順でエ具ナデ？内面胴 1、4上層出土片。

外面下稜をなす。 部下位指頭ナテ？→中位箆ナテ→上位斜ハ

ケ？ （7本／1.0cm)後粗い斜箆ナテ、口縁

部工具ナテ（←←巾1.1cm)。

底部やや凸出気味て中心部は押圧に 胴部外面ハケ後下半部～底面比較的丁寧 80%，細粗全少，褐

よるか？僅かに凹む。胴部は偏平な球 なナテ（中位横→下位一定方向の順）、上 色， No.68。外面一部

形状て最大径を中位にもち内面上部輪 部はやや粗い箆ナテで若干のミガキ加わる。 里斑。

積み痕残る。頸部短くほぼ直立し内面 頸部縦ハケ後口縁部から横ナデ（左回り士

接合。［］縁部は二重口縁で外反して大 段丁寧）内面胴部下半極丁寧な箆ナデ上部

きく開き中位外面粘土貼付けによる鋭 指頭押圧、ナデ。口縁部粗い横ナデて中位

い段をもつ。口唇部平坦面をなず。 さらに指頭ナテされ凹みをつくりたす。
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10cm 

第81図第12号住居跡出土遺物(2)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

壺 13 16.4 口縁部長く器肉厚い。頸部上面接合 口縁部外面横ナデ（左回り）後下半部粗 1/2，細全微針微，暗

で内面鋭い稜をなす。口縁部「く」字 い斜指頭ナデ←で頸部工具ナデ？内面横ナ 赤褐色、黒色，No.24

4.6 上に開き中位で僅かに屈折し上部内湾 デ後ハケ？平滑丁寧。頸部指頭押圧、ナデ。 +52+55。内面全面

気味で端部丸く収まる。 及び外面一部黒斑。

壺 14 14.6 頸部収縮し内面緩い稜をなす。口縁 外面胴部横ハケ後ナデ。口縁部縦ハケ後 80％，細粗全白，赤褐

部「く」字状に開き器肉厚く口唇部ほ 横ナデ（左回り一部工具ナデか？）後下半 色，Nu35+P 1上層

6.1 ぽ平坦。内面接合痕残る。 部粗い指頭ナデ←で頸部さらにナデ加わる。 出土片。内外面一部

内面胴部指頭押圧、ナデロ緑部横斜ハケ後 黒斑。

横ナデ。口縁部内外面赤彩か？

壺 15 19.3 複合口縁壺で粘土貼付けによる。頸 口縁部外面→内面の順で横ナデ（左回 1/2，細粗全微，暗黄

部収縮し内面平坦面をなし接合痕残る。 り）。胴部外面箆ナデか？頸部指頭押圧、 褐色，p1下層出土。

6.5 口縁部は長く外傾して開き複合部はっ ナデ。

きりしない。口唇部内外面僅かに凸出

し端部平坦。
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器種 I 番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

高坪 I 16 I 25. 9 脚部は下部がやや開くもので上部器 I 外面坪部縦ハケ後ミガキか？脚部縦箆ミ |70％，細粗全微，赤褐

- t1 壁厚い。接合部1ま短いホゾ接合。坪部 ガキ。内面坪部ミガキ？脚部上部棒状工具 色， No75。

5 は下部で粘土貼付けによる稜をなし大 によるケズリ、以下箆ケズリ。

きく外反して開くもので、口唇部丸く

収まる。

壺 I 17 I 11.2 

11. 4 

甑 I 1s I 16 

壺 I 20, -

11.4 

胴部は肩で張りをもち頸部収縮し内 外面胴部～口緑部下半？縦斜ハケ (11 80％，細祖礫微全少，

面接合て緩い稜をなす。口縁部は粘土 本／1.0cm)後胴部は軽い箆ナデ、口縁部 赤褐色， No.4+19+ 

貼付けによる複合□緑（下端よく密着 斜ハケ←←↑後軽い横ナデ。内面胴部丁寧 29+26+28+41 +48 

しない）で内湾気味1こ立ち上がる。 な箆ナデ、頸部指頭押圧ナテ。口縁部粗い ＋炉出土片。

横ハケ←← ↓、口唇部横ナテ（左回り）。

鉢形を呈するとみられ体部は内湾し 外面口唇下横ナデ後体部から粗い箆ケズ 1/10，細粗少赤粗少，

て立ち上かり口唇下内外面輪積み痕残 リ↑で丁寧な箆ナデ↑加わる。内面横ハケ 赤褐色（褐色）赤褐

7. 7 I る。口唇部ほぼ平坦。 (7本／0.5cm)←←後比較的丁寧な箆ナテ、 I 色，p1上層出土。

下部は指頭ナテ加わる。

甑 I 19 I 19.s 底部は小形で凸出し厚くほぽ中央1こ 底面若干のナデ、外面胴部極粗い縦箆ナ 90％，細粗多全微，黒

5.8 一孔焼成後下側から穿孔。胴部は外傾 デ後粗い縦箆ミガキ、口縁部横ナデ？後縦 褐色， No.恥外面頸

15.8 して立ち上がり下半でほぼ直立し、器 斜箆ナデ↑で粘土残る。内面口縁部横ナデ 部～上胴部スス炭化

肉薄く輪積み痕による凹凸目立つ。頸 （左回り）及び指頭押庄後胴部比較的丁寧 物付着。

部僅かに収縮し内面鋭い稜をなす。口 な横箆ナデ←←↑下部は指頭ナデ加わる。

縁部屈折して開き中位肥厚し□唇部ほ
ぽ平坦。

大形の壺胴部下半で底部を欠失する。 I 外面箆ナテ？後丁寧な縦箆ミガキ。内面 1/3，細多相全少，黒

比較的丁寧な横箆ナデ。 褐色、暗褐色、褐色

,No71~73。外面一

部黒斑、炭化物付着。

甕 I 21 I 16.s I 底部を欠失するが或は台付か？胴部 外面上胴部ハケ？後丁寧な斜箆ナテ↑で 80％，細粗レキ微全，

最大径はやや下位にあり、下膨れ状呈 一部木口状工具ナデ後下胴部も同様。口縁 暗褐色／黒褐色，p1 

20. 5 I する。口縁部「S」字状口縁気味に緩 部右回り横ナデ、頸部箆圧痕（巾2.1cm) 下層出土。外面一部

い段をなし外反して開き口唇部丸く収 残る。内面頸部指頭押圧後以下ハケ後木口 黒斑、スス炭化物付

まる。 状工具による丁寧な横斜ナデ←←↑、若干 着。

の指頭ナデ加わる。口縁部横ハケ←←後左

図り横ナデ。

甕 I 22 I＿ 底部は小さく凸出し平底。胴部は長 底面末調整部分の残るナデ。胴部外面比 70％，細、粗礫微白

6 胴気味で内湾して立ち上がる。 較的丁寧な（下部粗い）斜箆ナデ↑ ↑←。 多，黒褐色、暗褐色，

13. 7 内面底部T寧な箆ナデ、胴部箆ケズリ後ナ N面1。外面上部炭化
デ？ 物付着。

壺 23 一 底部は小さく凸出し周縁部粘土貼付 底面周縁部未調整で中心部一定方向の箆 2/3，細、粗礫微全白

6 けか？僅かに凸状呈す。胴部は長胴気 ナデ外周未調整で箆痕（巾1.1cm)残る。 多，赤褐色， No4。

15. 4 味て内湾して立ち上がる。 胴部外面T寧な縦斜箆ナテ↑ ↑←。内面底 内外面一部黒斑。

部断続的に左回りに箆ケズリ後若干の指頭

ナデ、底部～下胴部放射状↑左回り斜箆ケ

ズ1)、上胴部やや丁寧な斜横箆ナテ←←↑

甕 I 24 I― 底部極薄く円環技法？か中央凹む。 底面未調整部分残るナデ。外面胴部ハケ 70％，細粗少礫微全，

4. 3 胴部は長胴形呈し最大径をほぽ中央に 後丁寧な縦斜箆ナデ↑ ↑←、胴部～頸部木 黒褐色／暗褐色，

25. 9 もち器肉薄い。頸部収縮し内面緩い稜 口状工具ナデ↑→。内面口縁部横ナデ、頸 No.12+ 14+ P 1下層

をなす。口縁部「く」字状に開き器肉 部指頭ナデ以下木口状工具による極丁寧な 出土片。外面一部黒

厚く頸部内面接合。 ナデ←←↑、底面指頭ナテ加わる。 斑、スス炭化物付着。

甕 I 25 I 16. 3 底面僅かに凹み小形で長胴形呈し最 外面下胴部横箆削り←後中位～上胴部斜 70％，細少礫少，里褐

4.5 大径をほぽ中位にもつ、頸部収縮し内 箆ケズリ↑ ↑←。頸部～口縁部縦ハケ後右 色／暗褐色、暗褐色

28.1 面稜をなす。口縁部小さく外反し器肉 回り横ナデ。内面頸部指頭ナテ後胴部極丁 ．No62。外面一部黒
やや厚い。 寧な箆ナデで底面に及ぶ。口縁部左回り横 斑、中位帯状にスス

ナデ。 炭化物付着。
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第16号住居跡（第81.82図）

南～西側は暗褐色土が分布（凹状に住居を取り囲むように）しており、北壁外に地山が露出して

いたのと対照をなす。北壁外に小ピットが 1ヶ所認められたが明確に壁外施設と認識されるものは

他に検出されなかった。

埋土はよく残っており、第9、12号住居跡と同様自然推積と考えられる。出土遺物は少なく埋土

中出土のものは少量。

平面形は略方形で北、東隅が鋭角的。掘り込みは比較的深く、壁はほぼ直立する。床面はほぼ平

坦で、全体に柔らかく検出は困難であった。中央部を中心に黒色上の分布が認められる。炉は南、

北壁下ほぼ中央寄り 2ヶ所で検出された。北壁下のものはほとんど焼けておらず焼土の集中である。

北壁下ピット内から若干の焼土及び粘土が認められ竃の可能性もあるが、明確な遺構としては把え

られなかった。南側のものは焼け締まっており範囲も若干広い。他の該期住居跡に比較してどちら

も小形で炉跡とするには躊躇する。柱穴は 4本主柱穴で、北側のものは浅く南側が深い。いずれも

柱痕跡をもつ。南隅の柱穴はややずれる。南隅は樹木による撹乱が顕著であるが貯蔵穴が、検出さ

れ略方形でやや小形である。落下した状態で用、高坪形土器が出土している。固辺部出土土器もほ

ぼ床直である。北壁下ほぼ中央のピットは略長方形状で高坪形土器が正立状態で出土している。生

活段階に伴う遺物は少菫で北壁下と南隅貯蔵穴周辺に集中している。

掘り方は全体に明瞭でないが四周を掘り窪めるものとみられ全体に浅い。隅部がやや深く掘り込

まれる。北壁下中央は略方形に深く掘り込まれる。主軸については、 2ヶ所に焼土が見られ判断が

難しい（貯蔵穴配置を考えると北→南であるが焼け具合で見ると南→北。）が南→北方向と判断し

た。

各柱穴間隔は芯心でPlP2=4.14m、P2P4=4.17m、P4 P 3 = 3. 7 4m、P3Pl=3.75mである。

Pl、P2に柱痕跡が認められ、径は0.1~0.15mである。

第16号住居跡出土遺物

器種 I番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

ミニチ

ュア鉢

小形丸

底土器

1

5

8

 

．
．
．
 

8

4

3

 

ー

2'-

6. 5 

小形丸 3 

底土器

7 1 

小形丸 4 9 2 

底土器

8 8 

底部厚く凸出し平底。体部は外傾し 外面口縁部横ナテ、底部未調整部分の残 1/2，細全白，暗褐色，

て開き口唇部丸く収まる。 るナテで体部下半に及ぶ。内面口唇下横ナ No.23。内外面一部黒

テ以下指頭ナテ。 斑。

体部は偏平な丸底で底部厚く凸出気 外面体部ハケ (5本／0.5cm)後比較的丁 80％，細粗礫微全少，

味。頸部収縮し上面接合で内面稜をな 寧な横ナデ、底面一定方向で平行する箆痕 褐色，Nu25。外面一

す。 跡あり。内面下半部横ハケ後箆ナデ後底面 部黒斑。

一定方向の箆ケスリ、上部指頭押圧ナテ。

体部偏平な楕円形状で底部厚く丸底、 外面体部ハケ？後比較的丁寧なナデ、底 80％，細粗少白多，褐

内面平坦。頸部収棺し上面接合でよく 面丁寧な箆ナデ（一部箆ケズリ加わる）。 色／赤褐色、褐色，

密着し内面稜をなす。 内面体部下部～底面やや粗い箆ナデ←後上 外面一部黒斑

部指頭ナデ、口縁部ハケ後横ナデ。

体部は偏平な丸底（内面平坦）で最 底面一定方向の箆ナデで横ナデ加わる。 90％，細粗少白細多，

大径付近は直立気味、頸部収縮し内面 外面体部丁寧な横箆（巾0.5cm)ナテ←← 赤褐色，No.4。外面

鋭い稜をなす。口縁部は頸部上面接合 ↓。口縁部横ナデ（左回り）て内面に及び、 一部黒斑

で直線的に短く開き外面輪積み1こよる 下半部指頭ナデ後頸部から間隔置いた丁寧

凹凸目立つ。口唇部尖り内面下微かに な縦箆ミガキ↑←。内面底部左回りの断続

稜をなす。 的箆ナデ（周縁部棒状工具か？）体下部丁

寧な箆ナテ、上部指頭ナテ。
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第1層暗渇色土層軟閏枯性有0 R多 R・B少

第2層暗褐色土層明度2〉1 RR粒¢0.2口、 RB多

第3層黒色土層砂買7カフカ R少、 R粒¢0,1四少

第4履暗褐色土層軟目 R、R粒、 C粒多 。
2m 

第82図第16号住居跡平面図（1)
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註穴 ●16号住●鱚土層註
第1●疇褐色土層軟胃帖性囀り R多 R・B少 ●1● ●褐色土層歎買 R粒少 R・R粒 990,J~0,2●I少
第2層謂褐色土層●●llI R・R粒¢0.9●,RB● ●2層＂褐色 1茶褐色91土層歎● R・R粒90.9● RB少
第3層黒色土● ●●フカフカ R少． R粒...,・少 ●2層黒褐色土層帽さ：l＞2 第1層に近似 R•Rn90.2o 多
第4●晴褐色土●款● R,R紐 C粒多 第3層贖褐色土層鰭さ：わ2 ●2層に近似 2よりRは
貯葦 ●4層 ●褐色土層軟貫 R多 RR粒 ,...,~0.2o9多
・】●晴褐色土● R 粒，． "·'~0 ．伍 9 含伐粒• C粒 990,2̀o.4●’含
第2●褐色土● R粒 990.9~0.9.9多 RB9 90~J●’含
●3層睛褐色土層 R粒 990.9-0.5●’多燻粒990~0.J●9含 0 2m 
●4● ●色土層 R粒 990,2~0.s.9多 RB1'軒 含

第83図第16号住居跡平面図(2)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

小形丸 5 8.4 体部は球形状を呈し最大径をやや上 外面体部粗い横箆ナデ及び指頭ナデで底 完存，細粗礫微白多，

底土器 2. 7 位にもち口径よりやや大きい。底部は 面に及び周縁部ケズリ？口縁部右回り横ナ 赤褐色／黄褐色、褐

9.1 平底で凸出気味。頸部収縮し内面緩い デで内面に及ぶ。体部内面箆ナデ底部に及 色，Nal。外面底部
稜をなす。口縁部は短く内湾してそれ び、頸部指頭押圧ナデ。内外面剥離顕著で 付近黒斑

ほど開かずに立ち上がる。口唇部丸く 詳細不明。外面～口縁部内面赤彩。

収まり一ヶ所片口状に打ち欠かれる。

小形丸 6 9.4 底部丸底でやや凸出気味。体部半球 外面体部ハケ？後体部横→底部一定方向 1/2，細少粗礫微白多
底土器 状で頸部強く収縮する。口縁部内湾し に比較的丁寧なナデ。口縁部横ナデ（左回 ，暗褐色、褐色，床下

9 6 て開き口唇部小さく直立し端部丸く収 り）内面対応する。体部内面上部指頭押圧 出土。外面一部黒斑。

まる。口径、最大径はほぼ等しい。 ナデ、下半部横箆ナデ←←↑。
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

小形丸

底土器

小形丸

底土器

小形丸

底土器

小形丸

底土器

7 I 10.3 

10.1 

s I 9.9 
3.4 

10.6 

9 I 11.9 

3.6 

10 

10 I 10 

4.2 

12.4 

体部はやや偏平な楕円形状で最大径

を上位にもち丸底（内面ほぽ平坦）。

頸部収縮し内面鋭い稜をなす。口縁部

内湾して立ち上がり口唇下緩い稜をな

し（内面対応）ほぽ直立し、端部丸く

収まる。口唇部一ヶ所片口状に焼成後

打ち欠く。

体部は珠算玉状を呈し最大径中位に

もち口径よりやや大きい。底部は周縁

から方形状に削り出されほぼ平坦。頸

部収縮し内面稜をなす。口縁部は頸部

上面に接合するものでやや長く直線的

に開き、口唇部丸く収まる。

体部はやや偏平な球形状を呈し頸部

収縮し内面稜をなす。口唇部内湾して

立ち上がり口唇部微かに直立し、口唇

部丸く収まる。

体部は縦長の球形状を呈し最大径上

位にもち口径より大きい。底部は略円

形状に削り出されほぼ平坦。頸部収縮

し内面稜をなす。口縁部内湾してそれ

ほど開かずに立ち上がり口唇部丸く収

まる。

外面体上部斜ハケ (7本／1.0cm)後若干 90％，細少粗礫微全，

の指頭ナデ、頸部から縦箆ナデ←体下部粗 褐色，No.6。底部内

い横箆ナデ。底面一定方向の箆ナデ及びケ 外面黒斑あり。

ズリ。口縁部左回り横ナデ内面（丁寧）に

及び、下半部粗い指頭ナデ。内面底部箆ナ

デ後指頭ナデ、体部丁寧な横箆ナデ←後頸

部指頭押圧ナデ。

外面体上部横箆ナデ後指頭ナデ、中位比 90％，細粗少白細粗

較的丁寧な斜横箆ナデ（木口状工具？）下 多，赤褐色，No.8。外

部粗い斜横箆ナデ。底部周縁部ケズリ？後 面一部黒斑。

箆ナデ。口縁部縦ハケ後右回り横ナデで下

半部指頭ナデ。口縁部内面木口状工具によ

る断続的ナデ←←↑、体部内面横箆ナデ底

部に及び頸部指頭押圧ナデ。

外面体部横箆ミガキ、口縁部ハケ？後横 1/3，細粗礫少白多，

ナデ（口唇下工具ナデ？）後指頭ナデ。口 赤褐色、黒褐色，

縁部内面口唇下工具ナデ後比較的丁寧な横 Nol7。内外面一部黒

ナデ、体部指頭ナデで接合部粘土はよく密 斑。

着する。

外面体上部斜めハケ（↓←6本／0.6cm) 完存，細粗多礫微白

後粗いナデ、中位粗い横箆及び指頭ナデ、 細粗多，黄褐色／赤

下部粗い斜箆ナデ（木口状工具？）。底部 褐色，No.7。外面一

周縁部ケズリ？後箆ナデ。口縁部縦ハケ↑ 部黒斑。

後左回り横ナデ下半部指頭ナデ。口縁部内

面木口状工具（←←↑巾2.0cm)による断

続的ナデで体部～底部も同様、頸部指頭押

圧ナデ。

小形丸 11 1 ll 体部は偏平で肩が張り僅かに凹底、 外面体上部縦斜箆ナデ後指頭ナデ下部や 90％，細少粗礫微白

底土器 ー 最大径を中位にもち口径にほぼ等しい。 や粗い横箆ナデ←←底面粗い箆ナデ乃至ケ 多，赤褐色、黄褐色，

ll.5 頸部収縮し内面緩い稜をなす。口縁部 ズリ。口縁部左回り横ナデ内面に及び、下 Nn5。

長く内湾して立ち上がり口唇部丸く収 半部指頭ナデ。体部内面箆ナデ底部に及ぶ。

まる。 頸部指頭押圧ナデ。内面剥離顕著で詳細不

明。

小形丸 I 12 I ~o 体部は球形状を呈し肩がやや張り最 外面体部中位以下粗い横箆ナデ（木口状 90％，細粗少白石英

底土器 2. 7 大径を中位にもち、口径よりやや大き 工具？）底面未調整、周縁部ケズリ？体上 多，黄褐色、暗褐色，

12 い。底部は方形状に削り出され中心部 部粗い縦箆ナデ↓→。口縁部左回り横ナデ No. 2。外面底部黒斑

僅かに凹む。頸部収縮し内面稜をなす。 で内面に及び、下半部指頭ナデ。内面剥離 及び炭化物付着。

口縁部は長く内湾してそれほど開かず I顕著で詳細不明箆ナデか？
に立ち上がる。口唇部丸く収まる。

甕 I 13 I― 底部は粘土巻き付けで厚く凸出し、 外面底面中央木葉痕？残り他は未調整で 1/3，細粗少白多，暗

甑

高坪

5.8 底面中央僅かに凹み周縁ほぽ平坦。体 外周箆ケズリ。胴部粗い縦箆ケズリ後縦方 赤褐色（赤褐色）黒

6.8 部は内湾して立ち上がる。 向のナデ、下部は横方向。内面底部丁寧な 褐色，Nul4。

14, — 
5. 7 

15.2 

15 I 21 

8.1 

底部厚く僅かに凸出し周縁部粘土貼

付けによるか中央凹む。ほぽ中央に一

ヶ所円孔（径0.6cm)焼成後内側から

穿たれる。胴部やや偏平な球形状で内

面上位輪積み痕のこす。

坪下部で稜をなし体部直線的に開き

口唇部丸く収まる。底面平坦で短いホ

ゾ接合。坪部は比較的深い。

箆ナデ、周辺部指頭押圧胴部刷毛？後やや

粗い箆ナデ。

外面底部未調整部分残る箆ケズリで外周 80％，細粗礫少白多，

未調整。上胴部斜めハケ↑ ↑←後下部縦ハ 暗黄褐色／黒褐色、

ケ（↑ →11本／巾0.9cm)。内面上胴部横ハ 赤褐色，Nu1。外面

ケ後横箆ケズリ、下部箆ナデ。 胴下部炭化物スス付

着、黒斑あり。

外面坪体部ハケ？後上部左回り横ナデ後 1完存，細粗レキ微白

指頭押圧、ナデで底部に及び稜付近粗い箆 多，赤褐色，Nu3。

ナデ加わる。内面坪体部上部左回り横ナデ

後やや丁寧な横箆ナデ、底面ハケ？後箆ミ

ガキ。
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第84図第16号住居跡出土遺物（1)
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

高坪 I 16 ,― 

13.1 I 膨らみをもつ。内面5段の輪積み痕残 部丁寧な縦箆ナデ内面末調整部分の残る指 I色）黒色，No29。
る。裾部は水平に近く開き内面境界部 頭ナデ。裾部外面左回り横ナデ後脚柱部～

稜をなし端部尖る。 中位放射状に丁寧な箆ナデ、内面横ナテ。

高坪 I 17 | 19.5 坪下部で稜をなし体部外反して開き 外面坪体部ハケ？後上部横ナデ後指頭押 80％，細粗少礫微白

14.8 I D唇部丸く収まる。脚柱部裾広がりで 圧、やや粗いナデで底部に及ふ。脚柱部縦 多，赤褐色／黄褐色，

高坪

高坪

17 

18 I 19.8 

16 

5

5

 

．
．
 

0

3

 

2

1

7

 

。
2
 

坪下部の接合は脚柱部上端に粘土を 外面坪体部稜以下縦以上横箆ナデ。内面 70％，細粗少礫微白

巻く手法。脚柱部は裾広がりで僅かな 体部丁寧な箆ナデ底面箆ミガキ。外面脚柱 多，黒褐色（暗褐

大きく膨らむ。内面 1段の輪積み痕上 ハケ (7本／0.5cm)後若干のナテ、裾部右 |No13。外面一部里斑。

部シボリ痕残り、接合は短いホゾによ 回り横ナデ。内面坪体部横ハケ(10本／巾

る。裾部湾曲して開き内面稜をなし端 0.9cm)後やや粗い横ナデ、底面箆ミガキ。

部丸く収まる。 脚柱部上部未調整、下半部右回り断続的箆

ケズリ。裾部右回り横ナデ。

坪下部で接合部利用の稜をなし体部 外面坪体部ハケ？後上部横ナデ後指頭押 80％，細粗少礫微白

内湾して開き口唇部丸く収まり外面僅 圧、やや粗いナデで底部に及び若干の粗い 多，赤褐色／暗黄褐

かに凸状。脚柱部裾広がりで大きく膨 箆ナデ加わる。脚柱部縦箆ナテ↓ ←、裾部 色、暗褐色，No20。

らむ。内面1段の輪積み痕上部シポリ 丁寧な右回り横ナデ。内面坪体部やや粗い 坪部内外面一部黒斑

痕残り、接合は脚柱部粘土巻き付け 木口状工具による横ナデ、底面箆ミガキ。

か？裾部湾曲して開き内面稜をなす。 脚柱部上部未調整部分の残る箆ナデ、下半

部丁寧な右回り箆ケズリ。裾部右回り横ナ

デ。

高坪 I 19 I 20. 3 坪下部で接合部利用による緩い稜を 外面坪体部ハケ？後上部左回り横ナテ後 90％，細粗少白細粗

14.5 なし体部内湾して開き口唇部丸く収ま 指頭押圧、ナデで底部に及び稜前後粗い箆 多，赤褐色／暗褐色，

17 利害面僅かに凸状。脚柱部裾広がりで ナデ加わる。脚柱部極丁寧な縦箆ナデ↓ ↑ No. 9。外面一部黒斑

膨らむ。内面ホゾ穴あき以下ケズリに ←、裾部丁寧な右回り横ナデ。内面坪体部

より直線状となる、接合はホゾによる 上部横ナデ後横箆ナデ、底面箆ナデ及び指

か？裾部湾曲して関き周縁部ほぽ水平 頭ナデ（中位剥離顕著）。脚柱部T寧な右

内面稜をなし端部丸く収まる。 回り箆ケスリ。裾部丁寧な左回りのナデ、

端部磨滅。

坪下部で接合部利用の緩い稜をなし

体部内湾して開き口唇下直立気味で端

部丸く収まる。脚柱部裾広がりで大き

く膨らむ。内面4段の輪積み痕上部シ

ポリ痕残り、接合は短いホゾによる。

裾部外反して小さく開き内面稜をなし

端部丸く収まる。

外面坪体部ハケ？後上部横ナデ後指頭押 80％，細粗少礫微白

圧、ナデで底部に及び稜付近粗い箆ナデ加 多，赤褐色，No.16。外

わる。脚柱部極丁寧な縦箆ナデ↓ ↑←、裾 面一部黒斑

部左回り横ナデ。内面坪体部上部横ナデ後

比較的丁寧な横箆ナデ、底面箆ミガキ。脚

柱部上面ホゾ穴あき上部末調整でシボリ痕、

下半部粗い右回り断続的箆ケズリ。裾部丁

寧な左回り横ナデ。

甕 I 21 I 20. 5 底部僅かに凸出、周縁部粘土貼付け 底面一定方向に箆ケズリ。外面胴部中位 70％，細粗少礫微全，

5. 7 によるか中央凹む。胴部は長胴形で最 以下粗い箆ケズリで若千の箆ナデ加わる。 黄褐色／黒色、暗褐

29.2 大径をほぽ中央にもつ。内面輪積み痕 頸部～上胴部丁寧なナデ。口縁部横ナデ。 色，No.2 6。外面一

残る。頸部収縮し内面緩い稜をなす。 内面丁寧な斜箆ナデ↑→頸部指頭ナデ後横 部黒斑

口縁部厚く「心字状に開き口唇部尖 I 箆ケズリ→←、口縁部横ナデ。

り気味、接合は頸部上面接合。

甕 I 22 I 16. s 底部は僅かに凸出し、長胴形呈し最 底面中心一定方向→周縁部右回り箆ナデ。 80％，細粗多礫微白

6 大径をほぼ中位にもつ。頸部収縮し緩 外面下胴部横斜ハケ→↑後上胴部斜↑ ↑← 多，黄褐色／黒色、

27.8 い段、内面稜をなす。口縁部「く」字 上端部横ハケ←←。口緑部縦ハケ後左回り 黄褐色，No.11+ 12。

状に開き、口唇上面ほぼ平坦。 横ナデで頸部に及ぶ。内面木口状工具によ 外面一部黒斑。

る丁寧な横ナデ。口縁部横ハケ←←後軽い

横ナデ。内面刻離顕著で詳細不明。
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古墳時代第3群

第3群は台地頂部の標高66m前後に位置する第92、93、94、96号住居跡によって構成される。出

土遺物がないものもあり不明確な部分もあるが、 4軒は和泉式期に属しほぼ同一時期と考えられる。

4軒の住居規模はややばらついている。大形の第92、93号住居跡は 4本主柱穴で貯蔵穴をもち整っ

た住居跡である。第94、96号住居跡は削平されたこともあるが、他に比べて施設は貧弱である。炉

跡は第93号住居跡以外は不明確で、第94号住居跡は極端に片寄っている。 4軒の住居跡の占有面積

は約1271平米とかなり広く、第2群が集合的であるのに対し分散的あり方を示している。
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第2屠黒渇色t屠 R村） （90.2~0.4c,)少焼粒含

第3／百褐色土層 R粒 (¢02~0,1c●I多焼粒稀

吟 1贋暗褐色土層 R粒（ 90.2~0.4L●I含現粒含

第5層暗掲色tf目 R粒 (¢01~0、4c,)含焼粒稀灰白色粘土粒 I¢0.2~0．；コ）名
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第86図 第92号住居跡平面図
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⇒ 虚．30

___Q_ D'66.30 

_£_ u;§.30 

冒

柱穴

第1層黒色土層十RB混粘性有全体として暗黄褐色 R・R粒.0.5a多 RB（が2~3a)

多

第2層暗黄褐色土層 砂質(.0.1~0.2~) R・R粒¢O.2口多

第2層暗黄褐色土層 砂粒径2より大 2に近似 R多

゜
2m 

第87図第92号住居跡断面図

第92号住居跡（第 85、86図）

第9、12、16号住居跡とほぼ同一の色調、性状の分布で明瞭な方形の範囲として確認された。東

壁は撹乱とほぼ重なり住居内北半部にも撹乱が及ぶ。壁外施設は認められない。

埋土は撹乱もあるがよく残っており自然推積とみられる。出土遺物はほとんどない。

平面形は一辺がやや斜行するやや歪んだ方形乃至台形状。掘り込みは深く壁はやや傾斜する。床

はほぼ平坦で、主柱穴内がやや硬いが周辺部は柔らかい。中央部にロームブロック混じりの黒色土

の分布がみられる。炉は上層からの撹乱によるためか焼土等は把えられなかった。炉石とみられる

細長い石が北側柱穴間にありこの部分が炉に該当するとみられる。柱穴は 4本主柱穴でいずれも深

＜柱痕跡は 1本しか認められなかった。柱穴の間隔はP1P3=3.15m、P3P4=2.98m、P4P2=

3.15m、P2P1=3.30mである。柱痕跡によると径は0.24mである。貯蔵穴は南東隅に位置し台形

状、粘土が上層から中層まで流入する。生活段階に伴う遺物は少なくいずれもやや浮いている。

床の断割りを実施したが明瞭ではなかったので掘り方は存在しないと判断したが、四周に帯状に

暗褐色土の分布がみられた。

第92号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

高坪 1 18 坪下部で接合部利用の稜をなし？体 外面坪体部ハケ後上部横ナデ後粗い横斜 90% 

部ほぼ直線的に開き口唇部丸く収まる。 箆ミガキ。内面坪体部横ハケ後粗い横斜箆 細粗礫少赤粗

4 I 坪部はやや浅い。 ミガキ。 赤褐色

No3。外面一部黒斑

高坪 2 脚柱部裾広がりで膨らむ内面 1段の 外面脚柱部縦箆ミガキ後丁寧なナデ、内 70% 

輪積み痕上部シボリ痕残り、接合は短 面未調整。 細粗微全少

7 6 し9ホゾによる。 黄褐色、赤褐色

Nn 1。

高坪 3 脚柱部裾広がりで膨らみ内面5段の 外面脚柱部縦箆ミガキ？裾部横ナテ。内 90% 

11 7 輪積み痕上部シボリ痕残り、接合は短 面脚柱部上部未調整、以下粗い右回りの箆 細粗少礫微全少

10 8 いホゾによる。裾部脚柱部との境で段 ケズリ。裾部左回り横ナテ。外面赤彩か？ 暗赤褐色、黒色／暗

をなし外反して短く開く。内面稜をな 黄褐色

し端部丸く収まる。 Na4。外面黒斑、ス

ス付着。
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第88図 第92号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

高坪 4' — 
6

2

 

9

・

 

5

l

 

l

l

 

甑 5 I 20 

5. 7 

壺 6 I 17 

8.2 

甑 7 I 20 

5. 7 

脚柱部裾広がりで膨らむ内面4段の

輪積み痕上部シボリ痕残り、接合は脚

柱部周縁粘土巻き付けによる。裾部僅

かに内湾して開き内面稜をなし端部丸

く収まる。

体部は僅かに内湾して開き、内外面に

輪積み痕残す。口唇部外面面取り状で

平坦。

胴部は肩が強く張り、頸部強く収縮

し内面稜をなす。口縁部接合は上面接

合で短く直線的に開く。複合部は粘土

貼付けで下端部密着していない。口唇

部平坦で内外面に僅かに凸状呈す。

体部は外傾して立ち上がり、口縁部

肥厚し内外面緩い稜をなし、口唇部丸

く収まる。

脚柱部縦斜ハケ（本）後若干のナデ、裾

部ハケ後左回り横ナデ。脚柱部上部末調整、

下半部右回りのやや粗い箆ケズリ。裾部左

回り横ナデ。

外面口唇下木口状工具ナテ？後縦箆ケズリ

て下部ミガキ加わる。内面横ハケ（←10

本／巾〇.9)後口唇下斜ケズリ、下半部指頭

押圧加わる。

外面胴部ハケ後斜め箆ミガキ。複合部T
寧な右回り、以下粗い横ナデで箆圧痕残る。

胴部内面箆ナデ、頸部指頭押圧ナデ部分的

にケズリ。口緑部左回り横ナデ後縦箆ミガ

キ。

1本部外面口唇部下横ナデ後縦ハケ (10
本/10cm)後指頭ナデ。内面横ハケ後木

口状工具による横ナデ。

70% 

細粗少礫微全少

暗黄褐色／暗褐色

Nol十床下出土片。

内面黒斑

1/10 

赤多細粗

赤褐色

p 1上層

80% 

細粗礫微全

暗黄褐色、褐色

No 2。外面一部黒斑、

スス付着。

1/10 

細粗少礫微赤多

黒褐色

外面一部黒斑

第93号住居跡（第 89図）

黒色土の長方形範囲として確認され、第92号住居跡とほぼ同じ色調、性状である。東壁下北半部

は土壇状の撹乱が及ぶ。壁外遺構は認められない。

埋土はよく残っており第92号住居跡と近似し自然推積とみられる。埋土中出土の遺物は少量で

あるが大形片が多い。

平面形は僅かに歪んだ方形ないし横長の長方形。掘り込みは比較的深く壁はやや傾斜する。床は

ほぱ平坦で全体に柔らかいが、四柱穴内がやや硬質。四柱穴内の炉を中心とした部分は黒色土の分

布がみられる。炉は西側柱穴間中央やや内側に位置し略円形で、それ程焼けていない。炉石は存在

しないがやや離れて大形の河原石が出土した。柱穴は 4本主柱穴で、東北隅の 1本が浅い他は深い。

西側の 2本には柱痕跡が認められた。柱穴の間隔はP1 P 3==3.Slm、P3P4=3.6Im、P4P2= 

3 ・ 70m、P2Pl=3.62mである。貯蔵穴は東北隅に位置し略長方形でそれ程深くない。上層～中層

- l10 -
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8cm 

第90図第93号住居跡出土遺物（1)

に壷形土器が出土している。出土遺物は貯蔵穴周辺、炉の北側及び東壁下中央部に集中し大半は若

干浮いているが生活段階に伴うと考えられる。

掘り方は（四周に帯状の暗褐色土が認められ断ち割りを実施したが）明確でなく存在しないと判

断した。中心部の黒色土は把えどころがなく掘り方とは認め難い。

第93号住居跡出土遺物

器種 1番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

鉢 1 1 12 9 1 底部は小さく平底。体部は内湾して 1 外面体部箆ケズリ後ナデ乃至ミガキ、口 I 80％細粗礫微白多淡
, I 2.6 立ち上がり上部で直立し、頸部内面緩 縁部横ナデ、底面箆ナデ。内面丁寧なナ 褐色Nu22。

7.9 

鉢 2 112.8 

2. 7 

8.3 

小形丸

底土器

3 I 10.3 

10.3 I径を中位にもち口径とほぼひとしい。 部箆及び指頭ナデ。口縁部縦ハケ？後横ナ 1 外面一部黒斑

頸部収縮し内面鋭い稜をなす。口縁部 デ中位指頭押圧ナデ加わる。内面口縁部左

はやや長く直線的に立ち上がり口唇部 回り横ナデ、体部箆ナデ底部に及ぶ。頸部

直立気味で丸く収まる。 指頭押圧ナデ。

小形壺 I 4 I 13_5 頸部は収縮し内面緩い稜をなす。口 外面口縁部右回り横ナデ、中位指頭ナデ。 1/3細粗少礫微全少
ー 縁部は長く外傾して開き中位で内湾し 内面左回り指頭ナデ、頸部指頭押圧、ナデ。 褐色

小形壺 1 5 ,— 

6.1 

小形壺 I6 ,— 

い稜をなす。口縁部は短く内湾気味に

開き口唇部丸く収まる。

底部は中央部僅かに凹み周縁微かに

平坦面をなす。体部は半球状で頸部僅

かに収縮し内面緩い稜をなす。口縁部

短く開き口唇部丸く収まり、一ヶ所片

口状に小さく打ち欠かれる。

底部はほぽ平坦面をなし中心部凹む

(0.8cm)。体部は楕円形を呈し最大

デ？口縁部左回り横ナデ。

底部未調整部分残る指頭ナデ。外面ハケ

後体下部箆ミガキ、体上部丁寧な箆ナデ、

口縁部左回り横ナデ後頸部やや粗い指頭押

圧ナデ。内面体部横箆ナデ、底面指頭ナデ、

ロ縁部木口状工具ナデ←←後若干の横ナデ。

外面体部下位横ハケ (9本／1.0cm)後粗

い横箆ナデで底面一定方向の箆ナデ、体上

90％細粗少礫レキ微

白多暗黄褐色Nu6。

外面底部炭化物付着。

90％細少粗微全暗黄

褐色／暗褐色Nu7。

て立ち上がり口唇部直立し丸く収まる。

胴部は球形状で内面輪積み痕明瞭に 1 外面箆ミガキ？内面箆ナデ及び指頭ナデ。 1/2細粗多全赤褐色

残る。 外面磨滅顕著。加

熱？

頸部収縮し口縁部は内面接合。 外面横ハケ後丁寧な箆及び指頭ナデ。内 13/4細粗少白多黄褐

面木口状工具ナデ後指頭押圧。 色Nu24。

3.9 
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器種 I番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 7 I 16 頸部収縮し内面稜をなし口縁部 外面胴部縦斜ハケ後ヨコナデで頸部工具 70％細粗少白多暗褐

- 「く」字状に開き□唇部丸く収まるか ナデ←←、口緑部縦斜めハケ後右回り横ナ 色No.8 + 9。外面一

5. 9 一部平坦。接合部は頸部上面に接合。 デで中位指頭押庄ナテ加わる。内面口縁部 部黒斑、炭化物付着。

横ハケ←← ↓後横ナデ、頸部横ハケ後木口

状工具による横ナデ。

高坪 I s I 17. 6 坪下部で接合部利用の緩い稜をなし 外面坪体部上端部左回り横ナデ後以下指 80％細粗少全暗黄褐

一 体部僅かに内湾して立ち上がり口唇部 頭ナデ、ハケ乃至木口状工具による斜ナデ 色／暗褐色、暗褐色

5. 7 外面平坦面をなす。接合は極短いホゾ ↓後軽いミガキ加わる。底部横ナデ。内面 No12。外面一部黒斑

接合で脚柱上端部粘土巻き付け。 坪体部斜ハケ↑→後上部横ハケ←→後やや

粗い横ナデ、底面～体下部箆ミガキ。

高坪 9 I 20 坪下部で接合部利用の緩い段をなし 外面坪体部ハケ？後上部横ナデ後指頭押 90％細粗少礫レキ微

16.4 体部直線的に開き口唇部丸く収まる。 圧ナデで底部に及ぶ。脚柱部縦ハケ後箆ミ 白多黄褐色No.19。外

17 脚柱部裾広かりで下部大きく膨らむ。 ガキ乃至丁寧なナデ、裾部ハケ後粗い指頭 I面一部黒斑

内面上部シホリ痕以下1段の輪積み痕 ナデ先端部右回り横ナデ加わる。内面坪体

痕残り、接合はホゾによる。裾部外反 部ハケ後やや粗い左回り横ナデ、底面箆ミ

して開き内面稜をなし端部丸く収まる。 ガキ。脚柱部ホゾ穴以下右回り箆ケズリ。

裾部放射状右回りハケ(14本/1.3cm)左

回り横ナデ。

高坪 I 10 | 17.3 1 坪下部で接合部利用の稜をなし体部 外面坪体部ハケ？上端部右回り横ナデ後 80％細粗少白多褐色

14.2 内湾気味に開き口唇部丸く収まる。脚 指頭ナデで粗い斜横箆ナデ加わる。底部ハ ／黄褐色No.23。外面

17 柱部裾広がりで大きく膨らむ。内面 5 ケ後横ナテ？脚柱部縦ハケ (4本／0.5cm) I 一部黒斑

段の輪積み痕上部シボリ痕残り、接合 後縦箆ミガキ（中位中心）、裾部斜ハケ後

は短いホゾと脚柱上端部粘土巻き付け 端部左回り横ナデ中位祖い指頭ナデ。内面

による。裾部外反して短く開き内面稜 坪体部横ハケ (6本／1.0cm)後下部横ナデ

をなし端部丸く収まる。 底面箆ミガキ。脚柱部上部未調整、以下右

回り断続的箆ケズリ。裾部左回りハケ後端

部横ナデ。

高坪 | 11 I 19.2 坪下部で接合部利用の緩い稜をなし 外面坪体部ハケ後上部横ナデ後指頭押圧、 90％細少粗礫レキ微

17 体部内湾気味に開き口唇部丸く収まる。 やや粗いナデで底部に及ぶ。脚柱部縦ハケ 白多黄褐色No20。外

18.6 脚柱部裾広がりで膨らむ。内面上部シ (5本／0.5cm)後上部中心にミガキ及び若 面一部黒斑

ホリ痕以下2段の輪積み痕痕残り、接 干のナデ、裾部斜ハケ先端左回り横ナテ後

合は短いホゾと脚柱上端部粘土巻き付 中位指頭押圧ナテ。内面坪体部ハケ？後や

けによる。裾部中位で屈曲して開き内 や粗い木口状工具（巾1.7cm) によるナデ、

面稜をなし端部丸く収まる。 底面箆ミガキ。脚柱部ホゾ穴以下比較的T

寧な右回り箆ケズリ。裾部ハケ後左回り横

ナデ。

壺 I 12, - 大形の壺で胴部のみ残存。

44. 8 

胴部外面粗い斜ハケ後箆ミガキ、内面横 1/3細粗礫少白赤多

斜ハケ (7本1.8cm)後ナテ？剥離磨滅顕 赤褐色、黒褐色No.l。

著で詳細不明。

小形甕 I 13 I― 底部は凸出気味で平底。胴部は球形 底面箆ナデ。胴部外面ハケ乃至木口状エ 80％細少粗礫微白多

5. 5 状で最大径を中位にもち、内面輪積み 具による斜ナデ（上部↑ ↑ ←後下部↓ →） 褐色、赤褐色No.5。

17 痕残る。 で部分的に箆ケズリ加わる。頸部横ナテ。 外面一部黒斑

内面上胴部木口状工具（巾1.5cm) による

横斜ナデ、下部箆ナデ底面に及ぶ。

甕 I 14 I ― 底部凸出し周縁部僅かな粘土貼付け 底面一定方向の箆ナデ、外周未調整部分 70％細粗少礫微白多

6. 7 により中央凹む。胴部やや縦長の球形 残る。外面上胴部斜→下胴部縦方向のハケ 黒褐色、暗黄褐色

24. 4 状で内面輪積み痕残る。全体に器肉薄 (5本／0.5cm) 乃至木口状工具によるナテ No20。外面里斑

し；。 後上胴部中心に丁寧なナテ。内面極丁寧な

横箆ナテ。

壺 I 1s I― 底部は周縁部に僅かな粘土貼付けに 底面箆ミカキ。胴部外面斜ハケ 03 I 112細少粗礫多石英

6 1 より凹む。胴部は大きく内湾して立ち 本／1.0cm) 後縦箆ミカキ、内面ハケ後丁 白多暗黄褐色、暗赤

12 4 上かる。 寧なミガキ。 褐色

No 2。外面一部里斑
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器種I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 I 16 | 18.8 底部平底で周縁部僅かな粘土貼付け、 底面未調整。外面下胴部タタキ風に右回 80％細粗少礫微全
4 木葉圧痕残る。胴部ほぽ球形状で下部 り同心円状のハケ（→↑ 6本／1.6cm)後上 黒褐色／赤褐色、暗

24.2 やや尻すぽみで肩部やや張りをもつ。 胴部斜ハケ↑ ↑←、口縁部縦ハケ↑→後指 褐色

頸部収縮し内面稜をなす。口縁部厚く 頭押圧、横ナデ（左回り）。内面上胴部木 Na3~5。外面黒斑、
「く」字状に開き口唇部平坦面をなす。 口状工具（巾2cm前後）による横斜ナデ← スス炭化物付着。

←↑以下やや粗い箆ナデ、底部指頭ナデ加

わる。口縁部左回り断続的横ハケ←↓。

壺 I 11 I 15. 1 胴部はほぽ球形状で最大径を中位に 外面下胴部ハケ？後箆ミガキか。上胴部 80％細粗少礫微褐色、
ー もち、頸部収縮し内面稜をなす。口縁 斜めハケ後粗いミガキ及び丁寧なナデ、中 暗黄褐色No.10十床下
26.4 部それほど開かずに外反して立ち上が 位粗い斜箆ケズリ↓→。口縁部縦ハケ後上 出土。

り、口唇部平坦面をなす。内面輪積み 端部右回り横ナデ、中位指頭押圧ナデ後間

痕残る。 隔おいて縦箆ミガキ↑。胴部内面木口状工

具による横ナデ←で粗い横箆ケズリ加わる。

口縁部左回り横ナデ。

1
8
1
9
 

石

皿

砥

石
S 4、555g

S 5、5.2Kg

第94号住居跡（第92図）

住居跡の大部分をすでに削平されたものとみられるが第26号住居跡に比べて容易に確認された。

東西方向に走る溝（現代）によって中央部を切られている。

埋土はほとんど残っておらず、出土遺物もほとんどない。

平面形は東、西壁が歪んでいるが略長方形で南北方向に長い。壁はほとんど残っていない。

床は斜面に沿って傾斜している。全体に踏み締まっておらず地山と同等な硬さである。

炉は明確ではなく、わずかな焼土の分布によって判断すると、西壁下北寄り中央からややずれて位

置し略円形呈する。

貯蔵穴が西隅に位置し比較的深く 0.29mを計り、長方形である。

柱穴、壁溝等は検出されなかった。生活段階に伴う出土遺物は西壁下の石と土器片のみである。

既に掘り方迄削平されており図は復元である。

第96号住居跡（第93図）

確認段階ですでに掘り方下部まで削平されたものと考えられ、住居範囲がかすかに把握できたの

みである。掘り方平面形は明確に把握できたわけではない。第95号住居跡によって切られている。

掘り方埋土がわずかに残るのみで遺存状態は極悪い。或いは第92~94号住居跡と同様明確な掘り

方は存在しなかった可能性もある。出土遺物はない。

平面形は北西、南西壁が僅かに湾曲するほぼ方形の住居跡である。床面は完全にとばされている。

炉も同様であるが西壁下の第95号住居跡によって破壊された可能性もある。柱穴は不明瞭なものが

3本検出されたので4本主柱穴とみられる。 P2が深い他はごく浅い。壁溝、貯蔵穴は認められな
かった。

掘り方は図示されたほど実際には明確ではないが、四周を掘り窪めるものと考えられ西壁下中央

部が楕円形に深くなる。

-116 -



□ S4へ a
]。i /~~-~ 

3
 吋

’~ 
各ど＼

、Xや
＋
 

ゃ

A

◇
 

x
 ------/ 
/
 Qi 

吋

，
 

0
寸

9
9
m
-

a
 

o
 

O
v
9
9
 

A
 

薗
9
`
3

吋
u 

A66 40 

1 

言言
第 1 層暗褐色土層 R粒（が 0.2~0.5が多焼• C粒 (¢0.2~0.4ml稀 第 1 屈暗褐色土層 R·R粒(,0.2~0.4口）含焼粒• C粒（が0.2~0.4m)含

第2層暗掲色土層 R・R粒(,0.2~0.5口）多 SOFl印碑IJJ0（少 第2層褐色士層 R・R粒 (;0.2~O.fo)多 RB(,0~3m)含

第3層暗赤褐色土層炉埋土焼粒（,0.2~0.5ml多 0 2m  

掘り方 暗黄褐色土層 黒色土陪十RBの混合 R、RB多

第93図第94号住居跡平面図

第 3表古墳時代住居跡一覧表

住居番号 平面形 規 模 主軸方向 炉 柱穴 貯蔵穴 掘り方 備 考

3 隅丸方形 5 9JX5 55X0 16 N-18 6° -W 北壁より中央 4本主柱＋2南隅方形 四周 貯蔵穴は他に 3ヶ所

， 長方形 5 88X5.81X0 21 N-38 0° -W 中央北西より 4本主柱 南隅 二壁下 間仕切り溝あり

12 長方形 7 40X6 80X0 17 N-40 2'-W 中央北西壁より 4本主柱 東隅 3辺 入口、間仕切あり貯蔵穴重複

16 方形 7 02X6 86X0 25 N-42 5'-W 北西、南東壁中央 4本主柱 南偶、北西 四周 北西壁下のピット性格不明

26 隅丸長方形 7 45X6 15X - N-90 O" -W 中央西より無 無 不明

92 方形 6 31X6 19X0 36 N-21 5--E 北側主柱穴間 4本主柱 南東隅 不明 炉は炉石による確定。

93 方形 6 89X6 75X0 21 N-60 0° -W 西側柱穴間 4本主柱 東詞楕円 不明

94 長方形 4 69X4 01X0 09 N-56 O" ・W 東壁下北寄り 無 東隅 北隅除き全周

96 方形 5 53X 5 29X - N-45 0° -W 不明 4本主柱？ 不明 四周
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3 平安時代以降の遺構と出土遺物

a 概要

平安時代の遺構については住居跡が重複ないし拡張も含めて62軒検出され、その他土塙18基、溝

1条が検出されている。

出土遺物の様相は10世紀中葉を中心とする「コJの字状口縁甕形土器後半ないし末期として一括

され、羽釜が組成化する以前の段階と考えられる。以下では「コ」の字状口縁甕形土器の後半ない

し末期という一定の限定的時間内における相互に連関する住居跡の累積としての群形成として大ま

かに把らえておく。

これらの遺構分布範囲は調査区全体に万遍なく分布しているわけではなく、主に北西斜面に分布

しており丘陵上から裾まで比高差約5.0米、東西160mX南北250mの範囲にある。

さらに外見上これらの遺構群は 5群に分割される。（以下では第94図に示すように第 1群から第

5群に分割する）各々の群はさらに小群に分割され3、4軒の住居跡によって構成されている。第

3群はさらに掘立柱建物跡を伴っている。それぞれの住居跡は重複することは少ない。もっとも住

居跡本体が重複していないだけで住居外に何らかの施設を想定すると、例えば第32号住居跡のよう

な場合には完全に重複関係にある。直接的切り合い関係にあるものは拡張がほとんどで、各群にほ

ぽ1軒づつ存在する。

各群は大まかにみると東西方向の若干の空間を挟んで長方形状の領域に配置されたような外観を

呈している。

しかしながら全体に関わる空閑地等が見られるわけではなく、例えば第3群を中心として他群が

配列されるという外観をとるわけでもない。主体をなす住居跡群の周辺部には東側～南側にやや疎

らに住居跡が存在している。これらの帰属の不明確な遺構についても便宜上それぞれの群に含めて

記述する。

各住居跡の詳細は以下の第4表から第8表に記した。

第4表平安時代第 2住居跡群一覧表

住居番号 平面形 規 模 主軸方向 窟 貯蔵穴 床下土壻 掘り方 備 考

1 長方形 3 95 X3 38X ~ N-35'-W 北西壁中央 竃前方 鼈以外全周 堀り方中にピット 2ヶ所

5 長方形 2 88 xz zzx - N-54 5° -E 北東壁右 鼈前方 2辺（北東から北西壁）

74a 長方形 3.24 X3 06X ~ N-48 9° -E 北東壁右 南東壁以外の 3辺 拡張か？

74b 長方形？ 3 12X2 71X- N-60'-E 北東壁右 7 4 aに切られる

79 長方形 3 43X2 53X ~ N-7T -E 北東壁 不明 第109号土壊を伴う。

81 長方形 2 51X2.01X- N-73 3° -E 北東壁右 第82号住居跡を切る

85 長方形 3 57X2 32X0 13 N-23 8'-W 東壁？ 不明 第113号土塙を伴う

86 方形 2 99X 2 79X - N-74'-E 東壁中央

87 台形 2.55X2 06X- N-65 2° -E 北東壁中央 四固

89 方形 2 68X2.45X- N-32 8° -E 北東壁中央 不明

98 方形？ 2 26 X 2 21 X - N -56 5, -E 北東壁 中央 南東壁下
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第 5表 平安時代第 2住居跡群一覧表

住居番号 平面形 規 模 主軸方向 電 貯蔵穴 床下土塙 掘り方 備 考

11 不整方形 3 68 X 3 22 XO 05 N-92 5° -W 東壁右 カマド全面から中

13 長方形 2 8 X2 55 XO 07 N-62 T -E 北東壁中央 央残す。

18 長方形 3 42 X 2 75 XO 14 N -61 2° -E 北東壁中央 中央残し四周

19 台形 2 72X2 62X0.19 N-68 5° -E 東壁中央 南北壁下 カマド軸N-55.4° -E 

20 方形 2.38X2 05X0 22 N-49 4'-E 北東壁中央 中央残し四周

21 平行四辺形 3 21X2 66X0 1 N-64 2° -E 北東壁中央 方形 中央部のこし四周 第 8、9号土壊を伴う。

22 方形 2 47X2 46X0 11 N-61 8° -E 北東壁左 窟右 中央部壁下残し四周

23 長方形 3 94X3 16X0 17 N-60 8'-E 北東壁中央 中央部 中央部残し四厨 カマド内ピット

24 長方形 2 8X2.35X0 06 N-S 北、東壁 鼈左 東壁カマド軸

25 長方形 3 33X2 49X - N-62 6° -E 北東壁中央 鼈右 鼈前方 竃前面

27 長方形 3 18X2 73X0 l N-46 T -E 北東壁中央 窟右 中央部のこし四周

28 長方形 3 38 X 2 72 XO 04 N-77 T -E 北束壁右 鼈左 竃前方 南東から南西壁下

29 長方形 4X2 74X- N-71 T -W 東壁左 南北壁下西半部

第 6表 平安時代第 3住居跡群一覧表

住居番号 平面形 規 模 主軸方向 窟 貯蔵穴 床下土堀 掘り方 備 考

49 長方形 2 71X2 33X0 14 N-69° -E 北東壁中央 竃前方 カマド内ピット有り。

50 不整方形 3 37X2 87X0 14 N-47 5° -E 北東壁中央 中央 南東壁下

51 長方形 3 77 X 3 29 XO 23 N-26" -W 北壁右 鼈右 中央部残し四周

52 長方形 3 74X2 73X0 16 N-87'-E 東壁中央 鼈右楕円形 南壁以外の三辺 窟2軸N勺 5-E,窟内ピy似1王苦村土埓

54 長方形 3 93 X 2 64 XO 22 N-13 5° -W 北壁中央 寵右円形 西壁下

56 長方形 3 X 2 39 XO 2 N-70 5° -E 東壁右 南壁下中央 鼈内ピット、住居内土塙。

60 方形 2 5 X 2 1 XO 08 N-68° -E 北東壁左 窟軸N-47-E 

66 長方形 3 49X3X0 l N-56 5° -E 北東壁右 南西壁下 鼈内ピット

67 長方形 3 4X2 23X- N-34° -W 北西壁左 鼈内ピット

67 長方形 4 4X3 25XQ 11 N-58 5° -E 北東壁左 鼈右 中央部 重複関係。本住居跡か新しい

68 長方形 3 33X2 74X0 14 N-58 5'-E 北東壁中央 窟左円形 鼈前方 第101号土填を伴う

69 長方形 3 31 X2 67X0 11 N-60 5° -E 北東壁中央 阿右招円形 中央、南東壁下残す 竃内ピット

70 長方形 2 37 X l 93 XO 08 N-64° -E 北東壁左 南半部

71 不整方形 2 92X2 37X0 18 N-63° -E 北東壁左右 中央部 中央部残し四周 鼈内ピット

90 長方形 2 78 X 2 39 XO 06 N-65° -W 北壁右 西壁下

第 7表 平安時代第4住居跡群一覧表

住居番号 平面形 規 模 主軸方向 冤 貯蔵穴 床下土塙 掘り方 備 考

39 隅丸長方形 3 36 X 2 86 XO 25 N-71 2° -E 東壁中央 中央部のこし四周 鼈軸N~784° ~E 

40 長方形 3 63 X 2 81 XO 12 N-64 2'-E 北東壁中央 中央部残し四周 鼈内ピット

41 不整方形 3 12x3 nxo 1 N-45 6° -E 北東壁左右 中央部残し四周

42 長方形 3 32X2 49X0 11 N-64 2" -E 北東壁中央 3ヶ祇方、円 南西壁下残し三辺

43 平行四辺形 4 26X2 85X0 19 N-82 5コ -E 東壁左右 中央部 中央南壁下残し四周

44 方形 2 91X2 69X- N-78 4" -E 東壁中央 竃右円形 中央部 鼈軸N-705° -E 

45 方形 3 04X2 79X- N-88 8° -W 東壁右 東壁下 竃内ピット

48 方形 3 25 X 2 5 XO 12 N-69 3° -E 北東壁中央 鼈右円形 中央部

91 不整方形 3 38X2 86X0 16 N-52 2'-E 北東壁右 中央部残し四周

95 台形 3 74X3 24X0 19 No74 1° 0E 東壁右 鼈右楕円形 北から西壁下

第 8表 平安時代第 5住居跡群一覧表

住居番号 平面形 規 模 主軸方向 賓 貯蔵穴 床下土塙 掘り方 備 考

30 長方形 2 85 X 2 45 XO 1 N-64 5° -E 北東壁中央 中央部残し四周

31 方形 2 90X2 85X0 05 N-65 4'-E 北東壁中央 中央部残し四周 壁外溝有り

32 長方形 3 40 X 2 64 XO 24 N-68 8" -E 北東壁右 中央部 南西壁下？

33 長方形 2 54X2 14X0.03 N-51 2'-E 北東壁中央 中央部 南東壁下

34 台形 2 94X2)5X- N-22 3" -W 北壁西隅 竃右 西壁下？

35 長方形 3.21X2 58X0 07 N-E 北東壁右 鼈右 3ヶ所？ 中央部

36 長方形 3 16X 2 91 X ~ N-75 2° -E 北東壁中央 北西隅円形 南東壁下

37a 長方形 3 66X2 46X0 ]6 N-66 8° -E 北東壁右 鼈右楕円形 鼈内ピット有り

37b 長方形 3)5X2 23X0 16 N-23 8° -W 北西壁中央 鼈右方形 鼈前方 重複、拡張で本住居か新

38 方形 2 93X0 8X - N-70 3° E 北東壁中央 北壁下方形 拡張住居跡

38 長方形 2 3XO 8X- N-89 2° -W 北東壁右 南壁下方形 拡張住居で本住が古

46 長方形 2 93 X 1 89 X - N-72 T -E 東壁中央 鼈壁下

47 長方形 3 31X2 7X0 19 N-49 T -E 北東壁中央 鼈右 中央、東隅残し三辺 焼土ピJ卜、鼈内ピソト有
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第94図 平安時代住居跡配置図
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b 平安時代第 1群

第1群は調査区の西

側から北西隅、台地裾

の緩斜面から平坦面に

位置し、南西から北西

方向に細長く延びる住

居跡群である。住居跡

群が調査区外に広がっ

ていた可能性があるが、

すでに現道を挟んで水

田化されており不祥で

ある。

住居跡群の占有する

範囲は長さ95m（第5

号住居跡から第89号住

居跡の間隔）、幅33m

に亘る。

各住居跡の配置は単

独に存在する？第89号

住居跡を最北端として、

最南端に第1、5、74、

98号住居跡が存在し、

その中間に窯方向を同

じにする第79、81号住

居跡、第 (85?)、86、

87号住居跡が2~3棟

一対の外観を呈して存

在する。それぞれの距

離は約20m前後でほぼ

等間隔である。

10棟の住居跡の詳細

は以下の記述及び住居

跡一覧表によるが、概

要を示すと全体に直径

2~3 m前後の小形の

住居跡で構成され、平



面形は長方形状をなすものが大部分で比較的整ったものは少なく、壁の傾斜等不整形なものが多い。

窯は東乃至北東壁に付設され、第1号住居跡が北西壁に設置されている。住居構造については全体

に遺存状態が悪く単純に比較できないが概して単純な構造のものが多い。竃は壁中央ないしやや右

寄りに設置される。明確に構造を把握できるものは第74号住居跡のみである。壁溝を持つものは第

1号住居跡のみ、床下土墳を持つものは第 1、5、98号住居跡の 3軒を数えるのみである。堀り方

については不明な部分が大きいが中央部を残して四周を堀り窪めるものと、鍵状に堀り窪めるもの、

コ状に堀窪めるものが存在する。住居跡外に土墳をともなうと考えられるものが2軒存在する。

重複関係にあるものは第74号住居跡で、拡張とも断じ難いが相互に関連を持つものと考えられる。

他には存在しない。

第 1、74、98号住居跡についてはその集合状態から第1a住居跡群（第96図）と呼称する。第96

図に示したように 3軒の住居跡の占有する範囲は、 18.47m x 15. 04mの長方形状あるいは見方に依

っては各住居跡を頂点とした三角形状をなす。出土土器によると若干の段階差があり、第1→98→

74号住居跡の変遷が考えられ同時に 3軒が存在したわけではない。第1、98号住居跡間9.45m第98、

74号住居跡間13.02m、第74、1号住居跡間8.30mの間隔がある（第74、5号住居跡間は11.0mで

ある）。住居跡外に構造物の存在を考慮するならさらに接近することになる。

他の住居跡についても少群に細別される可能性がある。第85、86、87号住居跡はほぽ直線状に配

置され26.9IDX8.2mの範囲に収る。各住居跡の間隔は第85、86号住居跡間11.gm第86、87号住居

跡間6.9mである。出土遺物が少量で変遷過程は判断できない。

第79、81号住居跡は 2軒であるがその占有する短形の軸は第85~87号住居跡のものと一致する。

両住居跡の間隔は11.4mである。出土遺物によると第81→79号住居跡と考えられる。

第 1号住居跡（第97図）

ほぽ床面まで露出しており壁はとばされた状態で確認された。周辺部及び西側竃付近風倒木によ

る攪乱が及ぶ。周辺部にピット等の遺構は認められなかったが、東側で第2号住居跡を切っている

のが確認された。

埋土が僅かに残るが5層に分割される。出土遺物はほとんどない。

鼈は燃焼部底及び袖基低部が僅かに残る。燃焼面に焼土がブロック状に残りよく焼けている。か

き出し口は僅かに凹む。竃以外は不明瞭であるが壁溝が巡る。貼り状が

中央部を中心として細部的に残存する。生活段階に伴う遺物は須恵1点である。

掘り方は周辺部を掘り窪める方法で中央部を掘り残す。竃東南部及び東南隅壁直下に床下土墳が

存在する。竃に近い土壊中に焼土が充填していた。竃の構造は不明確であるが掘り方から推定する

と袖は粘土貼付け。

第 1号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪 I 1 I 13.3 I 外傾する体部から口唇部は僅かに外 1 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。

反する。端部はやや肥厚し丸く収まる。
2.4 

10%。須恵 1。青

灰色。
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王冒 言 ＼、
第1号住居跨土層註

第1層黒褐色土層 R粒 (92~4●●)合焼． C粒 (42～臼＂）少

第2層褐色土層 R粒 (.,~4●●)多 RB('2~5口）含

第 3層暗褐色土層 R粒 (¢2~4四）含焼• C粒 (¢2～迦日）多
第 4層暗赤褐色土層 R粒 (.,~4●9) 合焼• C粒 (¢2～臼n)大
第 5層褐色土層焼• C粒 (¢2～枷量）多
掘り方黒褐色土層 R、RBC,2~4口）多

第97図第 1号住居跡平面図

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 2 12. 7 ほぽ平坦な底部から体部はやや内湾 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）後、 90%。須恵 1。黒
4.8 気味に立ち上がる。口唇部は外半し丸 外面若干の指頭によるナデが加わる。底面 灰色。床面出土NoI。
4 6 く収まる。口縁部は 1ヶ所で僅かに歪 回転糸きり痕残り、外周は指頭によるナデ

んでおり片口状をなす。 加わる。外面体部一部にスス付着。内面口

唇下体部下半まで炭化物付着。

甕 3 14.0 胴部上端で段をなし、頸部はやや外 内面ヨコナデ（右回転）。外面頸部下端 10%。甕 l。赤褐
傾して立ち上がり、口縁部はさらに外 工具によるナデ後口縁部まで指頭によるナ 色。内外面ともスス

4.6 傾する。口唇端部は丸みをもつ。内面 デ（右回転）。胴部上端横方向（左）の箆 付着。

口縁部やや湾曲し、頸部で緩い段をな ケズリ。

す。

甕 4 18.0 頸部はほぼ直立し、口縁部は外反し 内外面ともヨコナデ（右方向）外面頸部 10%。甕 l。赤褐
て立ち上がる。口唇部外面僅かに突出 末調整部分残り、指頭によるナデ、押圧加 色。

2.6 する。 わる。

砥石 5 60g 

口 ァ

ロニ／ 口 3 口□□
爪――三］ ー一〖4 二 5 

10cm 

第98図第 1号住居跡出土遺物
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第5号住居跡土層註
第1層暗褐色土層 RB(<l~3c●)含焼粒 (.,~4..9少

第2層褐色土層 R粒 (.,~49●)大 RB<¢1~3口）多

第3層褐色土層焼粒 (¢2~40●)含

第4層暗赤褐色土層焼粒 (.,~4瓢）多

掘り方褐色土層 RB(¢2~4口）多

゜
2m 

第99図第5号住居跡平面図

こ］ ハ□□［＼口口／
0 10cm 

1 1 —• 

知：

寸

第100回第5号住居跡出土遺物

第5号住居跡（第99図）

竃燃焼部のみ残存する住

居として確認、周辺施設は

認められなかった。掘り方

が部分的に確認され床がと

んでいると考えられた。

埋土はほとんど残ってい

ない。南東壁は溝（現代）

により、他の部分も風倒木

あるいは撹乱による影響を

受けている。

平面形は竃部分で段をも

つ略長方形で若干歪む。壁

は殆ど残っていない。床は

ほとんど飛んでおり竃前面

に若干残る程度である。床

下土壇が竃前面に検出され

た。竃燃焼部平面は楕円形

でそれ程焼けておらず、や

や中心よりずれて支脚石が

存在する。

掘り方は北、東壁を掘り窪めるものか、あるいは西壁も若干窪んでおり遺存状態の悪いことを考

えると住居半分を堀り窪めるものである。床下土塙は浅くほぽ円形。竃は北西壁南寄りに敷設され

左右約0.5mの段差をもつ。西壁下ピットは現代のものと考えられる。

第5号住居跡出土遺物

器種 番号 法鼠 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 12. 9 体部は僅かに内湾して立ち上がり、 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）。 1/3。南比企 4。

口唇部は肥厚し屈曲して大きく開く。 灰白色。 SJ-7出

1 8 土遺物と接合。

須恵坪 2 12.9 体部は僅かに内湾して立ち上がり、 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）。 1/5。須恵坪 1。

口唇部肥厚し外反する。 青灰色。内面摩滅顕

2.8 著。

須恵坪 3 12 2 体部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）。 1/5。須恵坪 2。

外反し肥厚する。 黄褐色。内外面とも

3 4 摩滅顕著。

第74号住居跡（第IOI図）

1軒の住居として確認したが南壁はやや湾曲して不自然であった。壁外施設は検出できなかった。

埋土はよく残っており斜面にもかかわらず自然推積をなす。竃前面は比較的厚い粘土の推積がみ

られた。中層で内側住居の平面形を確認したが当初は壁下にテラス状の部分があると考えていたの
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で遺物が竃周辺部を中心に多量に出土したが混在してしまった。出土遺物は一括して図示してある。

第74a号住居跡（旧住居跡）

外側に位置し、南壁が斜面のためかやや湾曲する略長方形の住居跡と考えられる。

床面はほとんど残っていないが残存部によると斜面に沿って西へ傾く。貯蔵穴、壁溝等は検出され

なかった。遺物は竃周辺から浮いた状態で出土している。

掘り方は残存部分には存在しない。主軸は竃軸とほぽ同一である。

竃は大半を第74 b号住居跡竃によって切られるが、右袖の一部と左袖、燃焼部左側は残ってい

る。燃焼部は略長方形で底面ほぼ平坦、それ程焼けていないが奥壁は加熱により赤変している。袖

部は粘土貼り付けで、両面とも壁を掘り込まない。右袖粘土は竃右側に多量に流出している。

第74b号住居跡（新住居跡）

平面形は第74 a号住居跡の影響か若干歪んだ略方形。掘り込みは深い。

床面はほぼ水平であるが周辺部はやや凹み全体に柔らかい。竃固辺は比較的踏み締まっている。柱

穴、壁溝、貯蔵穴等は検出されなかった。

遺物は竃周辺及び南壁下中央から集中出土するが、生活段階に伴うものは少ない。

掘り方はごく浅いものが北半部に巡り西壁下はほとんど掘り込まれない。床下土塙はない。竃軸

は第74 a住居跡に影響されたためか主軸と角度をもつ。

竃の保存状態は良好である。第 74 a号住居跡燃焼部に重なるように造られており、一部（右

袖）利用している可能性もある。煙道部が残存しており外方へ向かって緩く立ち上がる。底面はそ

れ程でもないが側壁～奥は比較的赤変する。燃焼部は一段深く掘り込まれ、略方形を呈する。奥壁

及び右袖下に細長い片岩が突き刺さされ、底面はよく焼けている。両袖はよく残っており、粘土貼

り付けで右袖は片岩が補強材となっている。左側はそれ程でもないが右側は大きく壁を切り込んで

粘土を貼り付けている。

出土遺物は多量にあるが、浮いているものが大部分である。左袖中から甕口縁部が出土している。

第74号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 1 高台部は小形て低く直立気味、接地 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底 2()%。須恵坪 1。
台坪 4 8 面平坦て中央凹む。竹管？による切り 面中心部糸きり痕残る。高台部粘土貼付け 灰色（赤褐色）。焼

1 5 離し痕残る。 後指頭によるナデ。底面剣離部分に円柱技 成良好、器壁堅致。

法の痕跡残る。

須恵高 2 高台部断面三角形状で、 1本部は外傾 内外面とも回転横ナテ、詳細不明。 1/5。末野。灰褐
台坪 5 0 して立ち上がる。 色。

2 2 

須恵高 3 高台部は小形て体部は外傾して立ち 「人］外面とも回転横ナテ。 l/5c 末野。灰褐
台坪 5 5 上がる。 色。

2 () 

須恵高 4 高台部は1氏く外開きて体部は内湾し 内外面とも回転横ナテ、詳細不明。 1/5。末野。灰褐
台坪 6 0 て立ち上がるc 色。

2 8 
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第101図 第74a,

第74号{t居跳 t層it

第 1屑黒褐色J:/!l硬II R R粒¢O.lC9 少‘C粒¢O.5c• 多

第2層黒褐色土層硬買 R・R粒¢0.leo'少焼粒¢0..1c●少ぐ •C粒 I ¢0.5~,..,'少

第3屑暗黄褐色土層 R R 粒 ¢II.9c• 多

第4層暗掲色上層硬質 1.2よ＇）暗い H·H 粒¢0 .2口少焼粒¢0.9c●’少 C粒¢0 .lc•微

第5屑暗貿褐色上層硬例 9より明るい R R粒 ¢0.2c•多

掘り｝i黒色·I•1月硬四I\ I（粒（が1.1~0.5al多 RUI ¢2~3m）多焼粒¢11.Zc,'少

c tt 1 # 0..1~0.5c,)少
暗赤褪色,.層 黒昧強い、暗灰掲色帖」含．燒・ jItt990.2•• 名 C粒 I¢0.2~0、・1nm1

少

暗褐色ナ／爵 ll llt9 911.5c• 多燒焼粒¢0..1,•微 c粒 911.2c•微

暗赤褐色土層 R・H粒 1¢0.2~0..1,● I微燒焼粒{¢0.. 1~0.5c• I多粒411.lコ＇少

暗褐色t屑 暗灰褐色粘1•含 1哨閂燒粒¢o.5C•微 C粒,0 .2c•少

暗灰褐色粘±屑 ｛憲袖I II R 粒,O .lc•少焼粒［紅．2~lcol 紋 C粒 911.2r• 少‘

暗灰渇色粘土屑

黒赤褐色・t屑 暗灰褐色枯 I: 煉・燒粒 ¢0.5c•少

暗褐色寸：I付粘性強
暗灰福色粘日脅 Iit{1 90.5cu少惰硯粒¢11.5,• 名

b号住居跡平面図

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 5 高台部は低く小さくほぼ直立、接地 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）。底 20%。須恵坪 2赤

台坪 6 2 面ほぽ平坦。体部は内湾して立ち上が 面糸きり痕残る。高台部粘土貼付け後内面 褐、灰（赤褐）灰。

2 0 る。 指頭ナデ、外面若干のナテ。 風化により摩滅顕著。

須恵高 6 高台部は断面台形状をなし低い。 1本 内外面とも回転ヨコナテ（左回転）、底 1/5。須恵杯 3。

台杯 5 0 部は内湾気味に立ち上かる。 面は回転糸きり痕残る。高台部は粘土貼付 灰白色。

2.6 け後指頭によるナテで、はみ出した粘土を

」具により整形している。内面及ひ接地面

は摩滅により平滑。

須恵高 7 高台部は低く開き気味、接地面Iii村 内外面とも回転ヨコナテ（左回転？）、 10%。須恵坪 2。

台坪 6 5 反りて中央やや凹む。 1本部はやや内湾 底面中央糸きり痕残る。高台部粘土貼付け 賠赤褐色、灰褐色c

2 II 気味に立ち上かる。 後、内曲指頭によるナテ外面1・具ナテ。 風化により摩滅頚著。
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 1 8 ,— 
台坪 5

8

 

．
．
 

5

2

 

高台部は剥離する。体部は内湾して 内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）、 10%。須恵坪 2。

立ち上がる。 1底面糸きり痕残る。 1暗赤褐色。風化によ

り摩滅顕著。

須恵高 I9 一 高台部は完全に剥離している。体部 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底 30%。須恵坪2。

台坪 4. 3 は僅かに内湾して立ち上がり、下部に 面糸きり痕残り周縁部に高台部貼付けのた 淡灰褐色。風化によ

3.4 腰をもつ。 めの凹線が残る。外面体下部工具による沈 り摩滅顕著。

須恵坪 I10 I 11. 9 
4.6 

4.2 

ほぽ平坦な底部から体部は内湾して

立ち上がる。口唇部は肥厚し屈曲して

大きく開く。

線めぐる。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転）内面

比較的丁寧。外面体部下半若干のナデ加わ

る。底面糸きり痕残り、周縁部は一部摩滅

する。

約80%。須恵坪l。

灰白色。口唇部およ

び体部の一部に炭素

付着。

須恵高 11 I 13.8 体部は内湾して立ち上がる。口唇部 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内 1/2。須恵坪 1。

台坪 1 一 僅かに外反して開く。 面丁寧。 赤褐色。焼成良好、

4.8 器壁堅致。内外面炭

須恵高 I12 I 1s. s I 体部は直線的に開き口唇部平坦で内 l 内外面とも回転横ナデ、詳細不明。
台付椀 面緩い稜をなす。

化物付着。Nnl7+28。

1/5。末野。灰褐

色。No.13+20。

3.3 

須恵高 13 13.1 高台部は外側に開きやや歪む接地面 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底 1 60%。須恵坪 1。

台坪 6.0 は僅かに凹状をなす。体部は内湾気味 面中心部に回転糸きり痕残る。外面口唇下、 灰白色。

5.6 に立ち上がり、口唇部は屈曲して開き 体部下半若干のナデ加わる。高台部粘土貼

丸く収まる。 付け後底面から指頭による回転ナデ。内面

口唇下摩滅顕著。

須恵高 114 14.4 高台部は小形で歪みがある。体部は 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内 1 60%。須恵坪 l。

台坪 4.5 内湾気味に立ち上がり、下半に腰をも 面丁寧。底面糸きり痕残る。高台部粘土貼 灰色。Nu3。

5.4 つ、口唇部はやや肥厚し屈曲して開く。 付け後、底面から指頭によるナデ。外面口

唇下及び体部下半若干のナデ加わる。内面

は比較的平滑。

須恵高 I 15 I 14. 3 

台坪

須恵高 I 16 I 13. 3 

台坪

3

5

 

．
．
 

5

6

 

2

2

 

．
．
 

5

5

 

高台部は低く直立し断面三角形状を

なす。体部は僅かに内湾して立ち上が

り、下位で緩い稜をなす。口唇部やや

肥厚し丸く収まる。

゜.3
8

 

5
 
.
.
 

1

6

6

 

7
 
ー高恵

坪

須

台

6
 .
3

3

 

4
 
1

6

5

 

8
 
ー高恵

坪

須

台

高台部はやや大形で低く、接地面は

外反り。体部は中位で内湾して立ち上

がり口唇下凹む。口唇部僅かに肥厚し

丸く収まる。内面は直線的。

高台部は直立し接地面やや凹む。体

部は内湾して立ち上がり、下部で腰を

もつ。口唇部は肥厚し外反して開く。

ロ唇部下内外面やや凹む。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内 90%。須恵坪2。

面丁寧。口唇下及び体部下端やや強く凹状 赤褐色。内外面一部

をなす。高台部粘土貼付け後指頭ナデ。 炭素付着。Nu3 +13 

+11。

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）内面 80%。須恵坪 2。

指頭によるナデ加わり平滑、底面糸きり痕 灰褐色。風化により

残る。高台部粘土貼付け後指頭ナデ、密着 摩滅顕著。内外面一

していない。 部炭素付着。Nu4。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底 90%。須恵坪 2。

面中央部糸きり痕残る。高台部粘土貼付け 灰褐色。内外面一部

後内面指頭ナデ、外面工具ナデ。 炭素付着。風化によ

る摩滅顕著。No20+

34。

高台部は直立気味でやや小さい。体 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底

部は僅かに内湾して立ち上がり下部に 面中央部糸きり痕残る。体下端に円柱技法

腰をもつ。口唇部肥厚し外反して開く。 の痕跡あり。高台部粘土貼付け（太さは一

全体に歪む。 様でなく密着していない）後指頭によるナ

60%。須恵坪 l。

灰色。風化による摩

滅顕著。No.7。

デ。

須恵高 119 1 12.5 高台部は小形で外方へ開き、底面や 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内 2/3。須恵坪 2。

台坪 4.3 や凹む。体部は内湾して立ち上がり、 面は比較的丁寧。底面中心部糸きり痕残る。 淡灰褐色。風化によ

5. 7 下部で腰をもつ。口唇部やや肥厚し外 高台部粘土貼付け後、指頭？によるナデ。 り摩滅顕著。No.3。

反して開く。全体に歪んでいる。 体下端かるいエ具ナデ？。

須恵高 120 13.8 高台部は低く直立気味で、接地面は 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内 ］／3。須恵坪 2。

台坪 5.3 外ぞり状。｛本部は内湾して立ち上がり 面丁寧。底面糸きり痕残る。高台部粘土貼 灰褐色、灰黒色。内

5.9 下部に腰をもつ。口唇部肥厚し丸く収 付け後、内面指頭ナテ、接地面は未調整。 外面炭化物付着。

まり外反して開く。
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第102図 第74a、b号住居跡出土遺物（1)
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 I 21 

台坪

15.0 

7.0 

6.6 

須恵高 I 22 ,― 

台坪

須恵壷 I23 I 16. 4 

3.3 

灰釉壷 I24 , -

+ 9 +17+27+29。

高台部は高く外開きで、接地面は平坦 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底面 80%。須恵坪2。赤

で中央部凹む。体部は深く内湾して立 中央部糸きり痕残る。体部中位内外面に口 褐色・灰褐色相半ば。

ち上がる。口唇部は肥厚外反し、外面 クロ痕残る。高台部粘土貼付け後、指頭ナ 内面炭素、炭化物付

緩い稜をなす。内面体部下半は剥離顕 デ（密着していない）、接地面は竹管か？。 着。Nn8+10+31。

著。

口縁部は外傾して開く。口唇部は上下 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。 1/10。須恵壷 1。灰

に凸出し、先端尖り気味。 1白色。焼成良好・器

壁堅緻。

頸部は強くくびれる。 I内外面とも回転横ナデ。 I l/5。緻密。灰白色。

3. 4 

灰釉壷 I 25 , - 頸部は外傾して開く。

6.6 

須恵鉢 I 26 I 25.o 体部は内湾して立ち上がり、頸部はほ 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）。 1/10。須恵甕 l。灰

ー ぼ直立する。口縁部屈曲して開き、口 白色。No.l。

5.8 唇部は上下に凸出し尖り気味である。

須恵鉢 I 27 I — 底部は置き台圧痕による凹凸が残る。 内外面回転ヨコナデ（右回転）、内面周縁 10%。須恵甕 1。灰

14.8 体部は外傾して立ち上がる。 部～体部はエ具ナデ加わる底面未調整。 白色。No.l。

2.6 

台付甕 I 28 I 12. 7 

11.9 

甕 29 I 17.7 

高台部はやや大形で僅かに開き、接

地面凹む。体部は内湾して立ち上がり、

ロ唇部丸く収まり外反して開く。

をなし内傾して立ち上がり中位で外傾

して開く。口唇部はやや肥厚し、外面

緩い稜をなし直立気味。頸部内面緩い

稜をもつ。

ロ縁部は外傾して立ち上がり、開きは

すくない。口唇部は丸く収まる。

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、底

面中央部糸きり痕残る。高台部粘土貼付け

後、内面工具及び指頭ナデ外面工具ナデ。

体下端工具により稜をなす。

内外面とも回転横ナデ。

95%。須恵坪2。

淡灰褐色。内外面一

部炭素吸着。風化に

より摩滅顕著。Na1

1/5。緻密。灰白色。

Nu20 

台脚部は欠失する。胴部は無果花状で 1胴部外面肩部横箆ケズリ（←←↓）以下縦 1 40%。甕 1。赤褐色。

最大径を上位にもつ。頸部は微かに段 乃至斜箆ケズリ（↓ ↓←）肩部は指頭によ 外面炭素付着。No20

る斜方向のナデ加わる、内面指頭による丁 I +23。
寧なナデ。口縁部ヨコナデ後工具による撫

で（← ↓）指頭による押圧、ナデで内面に

及ぶ。内面中位以下工具ナデ（←←）。

内外面とも工具ナデ後指頭によるナデ I1/10。甕 l。赤褐色。
（→)か？。 焼成良好・器壁堅緻。

2.8 

甕 1 3o |20 5 口縁部は内傾して立ち上がり、中位で 1 口縁部ヨコナデ（→)後？外面工具ナデ、 I 1110。甕 3。赤褐色。

ー 外傾して立ち上がる。口唇下外面緩い 指頭押圧加わる。内面輪積み痕残る。

4.2 稜をなす。

甕 |31 I 19.0 張りをもつ胴部から口縁部は外傾して 口縁部内外面ヨコナデ（エ具？）後内外面 1/10。甕 1。赤褐色。

立ち上がる。口唇部ほぽ平坦で内面僅 指頭によるナデ。胴部外面縦箆ケズリ（↑ I焼成良好・器壁堅緻。
4.6 I かに凸状をなす。頸部内面稜をなす。 ←）で口縁部まで及ぶ。指頭によるナデ加

わる。内面工具ナデ（単位不明）。

甕 | 32 | 18.3 張りをもつ胴部から口縁部は外傾して 胴部外面未調整部分、輪積みの痕の目立つ I 1/10。甕 l。赤褐色。
ー 立ち上がる。口唇端部は平坦で内面凸 指頭によるナデ（斜方向←）で口縁部まで 焼成良好・器壁堅緻。

6.4 状をなす。頸部内面稜をなす。 及ぶ。内面工具ナデ（←)後若干のナデ。

ロ縁部内面、エ具ナデ（←)後若干のナデ。

甕 33 I 18.5 

甕

6.5 

34 I 19.0 

13.0 

甕 35, — 

外面工具ナデか？。

胴部は張りをもつ。口縁部は屈曲し外 胴部ヨコナデ（→)後指頭によるナデ加わ ］／10。甕 l。赤褐色。

傾して開く。口唇部は平坦で外面緩い る。口縁部ヨコナデ後？工具ナデ（→）。 No.20。

稜をなす。 内面ヨコナデ（←← ↓）。

胴部最大径を肩部にもつ。頸部は段を 胴部外面、肩部横箆ケズリ（←←）以下縦 30%。甕 l。赤褐

なし内傾して立ち上がり、中位で外傾 箆ケズリ（↓ ↑）、内面箆ナデ、中位接合 色。外面一部炭化物

して開く。口唇部丸く収まる。頸部内 痕残る。口縁部内外面ヨコナデ（→)、外 付着。No.3 +15+ 18 

面緩い段をなす。 面指頭による押圧後工具ナデ（←←）で未 ＋20+24+25。

調整部分残る。内外面一部輪積み痕残る。

小形の底部から胴部は内湾して立ち上 1 胴部外面縦箆ケズリ、内面箆ナデ。 1/5。甕 l。赤褐色。

4.o I がる。 No25。

15.5 
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第103図 第74a、b号住居跡出土遺物(2)

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 36 胴部下半は直接接合しないが同一個体 胴部外面未調整部分、輪積み痕の目立つ指 30%。甕 1。黒褐

とみられ長胴で、口縁部は屈折して内 頭によるナデ、内面上半工具ナデ（←)下 色。No 5+6+ll+ 

湾気味に立ち上がる。口唇下凹状で未 半斜方向。口縁部工具によるヨコナデ後指 20。

調整。内面凹線状をなす。頸部内面鋭 頭による若干の押圧、ナデ加わる。口唇内

い稜をなす。 面は巾狭工具により凹線状をなす。

甕底部 37 底部はほぼ平坦で、やや大形。 外面箆ケズリ後若干のナテ、内面指頭に 1/3。甕 2。黒色

6 0 よる一定方向のナデ。胴部外面箆ケズリ。 （淡褐色）黒色。焼

2 2 成良好・器壁堅緻。

砥石？ 38 S 2、415g。

釘 39 10g。

註 1

註 2

図示したもの以外に須恵杯日縁部36、底部14、体部30点、須恵器甕胴部 6個体分、灰釉壺 1個体分が出上している。

須恵杯の胎土は以下のとおりてある。

須恵杯1 末野産、f大盤細粗礫

須恵杯2 末野産、 a~f 細粗 「コ」字甕の構成に類似する

須恵杯2 2に類似し、 d目立つ

須恵杯3 2に類似し、 e目立つ

須恵杯4 南比企産、g含む

須恵甕 1

須恵甕2

須恵甕2

末野産、 e目立つ 細粗礫微

南比企産、 a-h 細粗礫少量

2に近似し、 gは 2より少量

二 ／`
＇ 

＼ 
に 土—―

10cm 
l 

口 / /こ-5

□□□ 
＼ 

ロニロロ17
第104図 第79号住居跡、第109号土壇出土遺物
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第79号住居跡（第105図）

斜面に位置しており

北半、西半は全くとん

でいた。壁外施設は確

認していない。

埋土はほとんど残っ

ていない。少量の遺物

が埋土中から出土して

• 
y
 

祠
9

y
+
l
8
9
Ci

+
"
x
 

G
1
 

いる。

平面形は長方形とみ

られ、北壁は復元。床 _§_+ 

面は残存部分はほぼ平

坦で全体に柔らかい。

柱穴、壁溝、貯蔵穴等

は検出されなかった。

生活段階に伴う遺物は

ない。

掘り方は存在しない。

全体に遺存状態が悪い。

竃燃焼部が残存して

いるが燃焼部は略楕円

形で、ほぼ平坦な底か

ら外方へ向かって緩く

立ち上がる。袖はほと

んど残っていないが粘

土貼り付けか。

— 
＋ 

第109号土塙（第103図）

第79号住居跡の南側
」

≪1 

()S2 

B' 

;K20 Y=-41680 

馴
.4 

T

O

[

4

 

-/-

冒
,V 

V
6
0
!
l
l
S
 

：：： 
〇

-f-K20 

。
-g- _IL 国．50

約2.0mに位置する。

平面形は長方形で主

軸は第79号住居跡とほ

ぽ一致する。同住居跡

に伴うものと考えられ

る。この場合土壇が住

居範囲の内側か外側かを窺わせるような証左は認められなかった。

疇
0 1m 
1 | | 

第109号土壌土層註

第1層暗褐色土層 R (,0.2~0.4c●l少

第2層暗褐色土層 R (¢0.2~0.4c"l含

焼粒． C粒 (¢0.2~0.4cnl少

第79号住居跡土層註
第1層暗褐色土層 砂質 R·R粒¢0.2•• 多焼粒¢0.1 ●●微 Cl立 (¢0.3~0．涵）微
a 9昔黄褐色土層 硬買（やや黒味あり）．焼土 R·R粒 (¢0.1~0.2呵）少焼粒砂·5••

多焼•B (.,~3c•) 微 c1; ,o .2••少

第105図第79号住居跡、第109号土墳
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第79号住居跡、第109号土塙出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪 |1 114.0 体部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。 1/10。須恵坪l。

ー は僅かに屈曲して開き、肥厚して丸く 灰色。焼成良好・器

2.2 収まる。 壁堅緻。

須恵坪 I 2 I 13. 7 体部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）。 1/10。須恵坪4。

ー は屈曲して開き、肥厚する。端部平坦 内面丁寧。 灰褐色。焼成良好・

2.5 面をなす。 器壁堅緻。

須恵高 3 I -

台坪 5.4 

2.5 

坪 4 I 13.3 

5.2 

4.3 

台付甕 5 I -
（脚部） I5 I ;7 

高台部は低く巾広で僅かに外開きで、 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内

接地面中央やや凹む。体部は内湾して 面丁寧、底面糸きり痕残る。高台部粘土貼

立ち上がる。内面重ね焼きの痕跡？。 付け後指頭によるナデ。

底部は僅かに残る。体部は内湾して 体部内面～口唇下までヨコナデ（内面丁

立ち上がり、中位で屈曲する。口唇部 寧）。体部外面指頭によるナデ、押圧。以

は直立気味。 下斜方向の箆ケズリ。

中位で屈曲して大きく開く。外面屈 内外面ともヨコナデ、外面屈曲部指頭に

曲部は凹状をなす。先端尖り気味。 よる押圧、ナデ加わる。

1.8 

1/4。須恵坪 2。

赤褐色、灰褐色。焼

成良好・器壁堅緻。

1/4。甕 1。淡赤

褐色。焼成良好・器

壁堅緻。

1/10。甕 l。黒褐

色、赤褐色。焼成良

好・器壁堅緻。

須恵高 6 I― 高台部は低く外開きで幅狭く、接地 内外面回転横ナデ（左回転）、高台部粘 1 1/5。須恵坪 5。

台付椀 10.2 面内ソギ状で中央やや凹む。体部は下 土貼付け後内外面指頭ナデ中央糸きり痕残 灰色。Nu1。SK109。

3.0 端で稜をなし内湾気味に立ち上がる。 る？。

甕 I 7 | 17.8 口縁部下半はほぽ直立か？上半部僅 口縁部内外面横ナデ（外面未調整部分残 1/20。甕1。淡褐

ー かに開く。口唇部平坦。 る）後若干の指頭ナデ加わる。 色。 SK109。

3.2 
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」主 ．毘釦0

冒＼二疇言疇冒
第81号住居跡土層註

第①層暗褐色士層柔らかい（黒み有り） R多 R·R粒¢0,2••多

a 暗赤褐色上層焼士焼粒¢0.2••少 C粒(¢0,2~0,3暉）少 0 1 m 
b 赤褐色士層焼土焼粒 ¢0,5••多燒·B ¢lc•多 I I I 

第106図第81号住居跡平面図

第81号住居跡（第106図）

竃は比較的明瞭に確認されたが平面形

は不明瞭で一軒分の住居跡と考えられた。

既に床面をとばして堀り方に達している。

埋土はほとんど残っていない。出土遺

物は少量で竃付近に限られる。吉ケ谷式

土器の出土があり該期の住居跡の重複が

確認された。

平面形は極く小形の長方形で壁外施設

が予想されるが検出できなかった。床面

は竃前面のみ残存していた。柱穴、溝、

貯蔵穴等は検出されなかった。生活段階

に伴う遺物ははほとんどない。

掘り方は存在しない。貼り床は認めら

れなかった。

竃は東壁やや右よりに位置し、燃焼部

下面のみかろうじて残存した。あまり底

面は焼けていない。

ほぽ楕円形で外方へ緩く立ち上がる。袖

は完全に崩壊して旧状をとどめていない。

壁を掘り込まない粘土貼り付けか？
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第81号住居跡出土遺物 第106図 第81号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 13 6 1本部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面とも回転ヨコナテ。 1/10。須恵坪2。

外反し丸く収まる。 灰褐色（褐色）黒色。

3 0 風化により摩滅顕著。

須恵坪 2 13 3 体部は内湾して立ち上がり、口唇部は 内外面とも回転ヨコナテ（左回転）、内面 1/10。須恵坪2。灰

僅かに外反する。 平滑。 色、灰褐色。

3 7 

甕 3 18 3 口縁部直立し、中位で外傾して立ち 内外面ヨコナテ後、外面口唇下及ひ中位 1/10。甕 1。赤褐

上がり、肥厚気味。口唇部やや凸状呈 は巾狭工具によるナデで、さらに指頭によ 色。焼成良好・器壁

4 0 す。内面緩い稜をもつ。外面下部に輪 る押圧、ナデが加わる。 堅緻。

積み痕残る。

甕口縁 4 20 2 口縁部直立し、中位で屈折して開く。 内外面ヨコナデ後、外面口唇下及び中位 1/10甕1赤褐色焼成

部 口唇部直立し尖り気味、外面稜をなす。 は巾狭工具によるナテで、さらに指頭によ 良好・器壁堅緻

3 0 る押圧、ナデが加わる。

＼ 、V

$
5
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＂ン

さ
＋

v̀ 
0
8
£
9
 

第85号住居跡（第108図）

他の住居跡から離れて一軒だけ検出されたも

ので、上部及び東壁はほとんど存在しない。壁

外施設あるいは第11 3号土塙との間に何らか

の遺構の痕跡は見出せなかった。

埋土はほとんど残っていない。出土遺物は全

て埋土中出土であるが、少量である。

平面形は縦長の略長方形とみられ、東壁は復

元である。壁は残存部からするとほぼ直立する。

床面は柔らかく硬い部分はほとんどない。

掘り方は存在しない。第11 3号土坑が西約

mの致近距離に存在する。長軸は住居跡主軸と

ほぼ直交するが、付随する土塙と考えられる。

竃は全く痕跡を残さないが、東壁に敷設され

ていたものと考えられる。

B
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第108図 第85号住居跡出土遺物
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第107図第85号住居跡、第113図土壊平面図
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第85号住居跡出土遺物

，器種 1番号 1 1去量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵壷 I1 体部は外傾して立ち上がり、口唇下で 内外面回転横ナテ。摩滅顕著1こより詳細不 1/10。甕 1。近似白

大きく屈曲し僅かに肥厚して開く。 明。 粒細目立つ。赤褐色。

2. 7 

第86号住居跡（第109図）

北壁を溝によって切られる。ほとんど残存していなかったが、竃周辺を中心とする部分に床が残

り北半は特に欠失している。壁外施設は認められなかった。

埋土はほとんど残っていないが残存部分でみると自然推積か？遺物はごく少量で埋土中出土。

平面形は略方形。床面は残存部はほぼ平坦で全体にそれ程硬くない。柱穴、壁溝、貯蔵穴等は検

出されなかった。生活段階に伴う遺物はない。

掘り方は存在しない。床面はローム直上である。

竃は中央部に撹乱が入り燃焼部底面がかろうじて残ったが、それ程焼けていない。袖は基部が残

るのみである。

＼ 

｀ミ、
476貶

B

l

 

＜
 

e 2 
B' 

＼ 

亨
象

-( 

疇

吋

ー
言
ロ
ロ

0
9
N
9
 

吋
~1 

」

一

..JL D‘62.60 

言
_j!..._ 臣盆60

第86号住居跡上層註

第1層黒褐色士層砂質 R li粒が1.2••多「{ll¢1c•微焼粒砂 l•9微 C粒¢ 0_]••少
第2層暗褐色土層硬買 RR粒 (¢0.2~0.3麟）少

第3層暗黄喝色上層 R•R粒 (¢0,3~0.5nが多 RB¢lco多

a 黙褐色1:/ll 粘性有り、明度 l>a、1月1・ R R粒 (¢0.2~0Jnn)多焼粒 (¢0.3
~0.5..)多 C粒 (¢0.(~0.5暉）多

b 暗赤渇色t屑焼土焼粒 ¢0.2••少

゜
2m 

第109図第86号住居跡平面図
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第86号住居跡出土遺物
第102図 第86号住居跡出土遺物

白須如不 2 ＂ I法量5 2 1 2 
6 0 

1 8 

須恵高 3 13 1 

台坪 5 8 

5 5 

台付甕 4 14 0 

9 0 

形態の特徴 手法の特徴

高台部は小形で低い。やや外開きで 内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）。 1/10。頒恵坪 1。
ある。 1 灰白色ぶ~l 。
底部はやや凸状呈し体部は内湾して 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底 1/10。須恵坪 l。
立ち上がる。 面糸きり痕残る。 1灰白色。

高台部はほぽ直立し低く厚い、接地 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内 20%。須恵坪 1。
面ほほ平坦。 1本部は外傾して立ち上が 面T寧。高台部粘土貼付け後指頭ナデ、底 灰白色、灰褐色。風
りそのまま口唇部にいたる。 面糸きり痕は微かである。接地面に切り離 化により摩滅顕著。

し痕？底部内面ザラつく。 No. l。
胴部上位はほぽ直立し、明瞭な段を 胴部外面横箆（←← ↓）・縦箆（ V ↓ 20%。甕］。赤褐
なして口縁部へ移行する。口縁部僅か ←）ケズリの順、内面丁寧な工具ナデ上部 色。

1こ外傾して立ち上がり、上位で屈折し 指頭押圧、ナデ加わる。口縁部外面ヨコナ

て開く。口唇部平坦（制作時に逆位に テ（段は工具使用か？）、内面工具ナテ後

した）で外面ほぽ平坦面を作り出す。 I指頭押圧、ナデ。
内面稜をもつ。

備 考

椀形鉄 I5 
滓

520g 

第87号住居跡（第112図）

極く小形の住居跡で遺存

状態が悪い。壁外施設は認

められなかった。竃前面に

粘土の分布が認められた。

埋土は比較的残っていた

が埋土中の出土遺物はごく

少量。

平面形は東、西壁が斜行

する小形の台形状で、隅部

は湾曲する。床面は全体に

柔らかい。柱穴、壁溝、貯

蔵穴等は検出されなかった。
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生活段階に伴う遺物はない。

掘り方は断面によると中 上

央部を残して四辺を掘り凹

ユ 旦220 _s;_.5_62 20 

宣胃

めるものとみられる。貼り

床は認められなかった。
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第81号住居跡士陀註第 11甘 ザ褐色土）● 59賃オロホロ P Iぇt:,¢0 2r• 名 Rb 1¢ 1- 也• :多 C i砂U 占•:-9
色1; 0.1~"~1[a I徴

第2厨 99笥掲色土層 硬位 1{ R粒 (¢0.)~0Jcり）多 RI31 ¢l~2cgl名

＇ 坦褐色七屑睦灰掲色粘土硬貧哨： l ＞a R Iit:9 る 0.IC•少位焼粒 I ¢O l~0 5 

;Jm 
C•)'少 C 粒 ¢0.2co 少

h 暗赤褐色土陪 R R粒402r•少焼規粒¢0.5四＇少焼B ¢ lcn少
掘り方暗赤褐色土厖硬閃 R R粒 9¢0 3~0.5c●）大 RB¢0.2ca大

第112図第87号住居跡平面図
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第113図第87号住居跡出土遺物

竃は東壁やや右寄りに付

く （見ためはほぼ中央であ

るが、斜行する壁に付設さ

れるので、右寄りとなる

か？）。壁に対して竃軸が曲がっており住居主軸とほぼ同じである。燃焼部は略楕円形で外方へ緩

く立ち上がりあまり焼けていない。袖部は基部が僅かに残る。掘り方と袖構築の順序は確認してい

ない。壁に取り付く部分は、はっきり確認できた訳ではないが地山を若干切り出しているとみられ

る。焚き口はほぼ平坦でほとんど焼けていない。

第87号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 13 8 体部は内湾して立ち上がり口唇部肥 内外面とも回転横ナデ（右回転？）。 1/10。普通の末野。

厚し屈曲して開く。 灰色。

3 5 

須恵坪 2 13 8 体部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。 1/10。須恵坪2。

はやや肥厚して屈曲して開く。 灰白色。焼成良好・

3 5 器壁堅緻

高台部 3 5.3 高台部は低く小形である。 内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）。 1/4。須恵坪 1。

5 8 灰白色。

0.6 
台付甕 4 17.2 口縁部は僅かに内傾して立ち上がり、 口縁部内外面ヨコナデ、外面上位は指頭 1/10。甕1。赤褐

中位で屈曲して立ち上がる。口唇部は 押圧、ナデ。口唇はエ具によるか？脚部内 色。接合しないが同

3.2 直立気味。脚部は屈曲して開き、裾は 外面ともヨコナデ。 一個体とみられる。

殆ど平坦である。

脚部 5 台付甕脚部で外反して開く。 内外面とも横ナデ（左回転か？）。摩滅 1/4。甕 1。黄褐

9.7 顕著で詳細不明。 色。 4と同一個体の

1.8 可能性。

第89号住居跡（第114図）

ほとんど竃だけ残存する住居跡で、西壁推定部分から lm程で調査区外となる。壁外施設は全く判
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第89号住居跡土層註

第1層黒褐色土層硬貫 R•R9立 ¢0.2••少 c t立{ ¢0.3~0.5”’ 面
第2層暗黄褐色土層 柔らかい R •R粒（が 0.2~0.39● 1 大 c,立 ¢0.3 ●●祓

a 暗赤褐色土層 黒呟強い、暗灰掲色粘土含焼土焼粒¢0.2..少

C粒 1¢ 0.2~0.399 1少

b 赤褐色土層焼土 9兒99 バ.5••多境• B ¢lc•多
c 黒褐色土層粘性有り R·R粒紅．3●●多焼粒紅． 2••微

第114図第89号住居跡平面図
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らなかった。調査区

際断面にも耕作が地

山まで達しておりそ

れらしき痕跡はない。

埋土は竃燃焼部を

除いて全く残ってい

ない。住居跡本体か

らの遺物出土はない。

平面形はわずかに

残る暗褐色土の分布

を拾ったもので復元

であるが、略方形と

みられる。床は完全

にとんでいる。柱穴、

壁溝、貯蔵穴等は検



出されなかった。

掘り方は不明。竃

前面は楕円形状に凹

む。

竃は燃焼部が比較

的よく残ったが袖は

完全に崩壊している。

燃焼部は略長方形で

ロニ／
口 4

口
ニニ三ニこ―ニニ／＿＿ ＿ー←--
---==―_ -=--
-J.... ~r _---== 

10cm 

第115固第89号住居跡出土遺物

掘り込みは深い。底面～側面下部はよく焼け赤変硬化している。須恵坪が浮いた状態で出土してい

る。袖部は粘土貼り付けで壁は掘り込まない。

第89号住居跡出土遺物

口須恵坪 1 I法量112.2 
5.2 

4.6 

須恵坪 I 2 J 13.6 

4.0 

台付甕 I 3 J 13 6 

5.8 

形態の特徴 手法の特徴

甕 4 I 22.0 

備 考

6.4 

平坦な底部から体部は内湾して立ち

上がる。口唇部は屈曲して開き丸く収

まる。

体部は内湾して立ち上がり、口縁部

は緩く外反し、口唇部は丸く収まる。

胴部は張りをもち頸部で微かな段をな

つ。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転）内面

丁寧で平滑。底面糸きり痕残離、周縁部摩

滅顕著。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内

面丁寧で平滑。

胴部外面横箆ケズリ（←←↑）内面ヨコナ

挟んで指頭による（←←？）。

1/2。須恵坪 1。

灰白色。焼成良好・

器壁堅緻。No.l。

1/4。須恵坪 2。

淡褐色。Nu3。

1/2。甕 l。赤褐色。
す。口縁部は直立して立ち上がり、中 デ（←←）後指頭による押圧、ナデ。口縁 Nu2、4及び脚部は

位で僅かに外傾して開く。輪積み痕残 部ヨコナデ（→)後、外面下端巾狭工具ナ 接合しないが同一個

る。内面中位及び頸部は稜をもつ。脚 デ（←←）で段を造出する。中位は指頭に 体とみられる。外面

部は屈曲して開き、先端外面緩い段、 よるナデ（←←）加わる。脚部内外面指頭 炭素付着。

内面凸状をなす。 ナデ（←←）外面指頭押圧加わる。

張りのある胴部からそのまま口縁部 胴部外面横箆ケズリ（←←）後指頭ナデ、 1/10。甕3。赤褐

へ移行し、中位で屈曲して立ち上がる。 内面工具ナデ後指頭による押圧、ナデ。口 色。

口唇部は直立気味で、外面緩い稜をも 縁部内外面ヨコナデ後、外面未調整部分を

第98号住居跡（第116図）

現道部分の調査時に認められたもので、調査区と現

道との境界が土堤状に残存した部分にかろうじて存在

していた。大部分は掘削により破壊されている。

帯状に残った部分断面によると、下層まで耕作が及
賃

んでおり壁外の様相は判断できなかった。埋土中の出

土遺物は少量である。

平面形は推定であるが小形の方形ないし長方形と考え

られる。残存部床面はほぼ平坦。壁溝が東壁下に認め

られた。幅10cm前後で竃、壁には認められない。柱穴

はない。床下土墳が痕跡的ではあるが竃前面に存在す 。
る。略円形。竃右側から甕、須恵坪が出土している。

- 138 -

。
2m 

＼ 

浮
忍

キ
が‘

゜
S

、

第116図第98号住居跡平面図
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第117図 第98号住居跡出上遺物

掘り方、壁外施設については不明である。

竃は北壁に付設され燃焼部が若干残ったが詳細は不明である。

第98号住居跡出土遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 I1 
台坪

須恵高 I2 
台坪

須恵高 I 3 

台坪

須恵坪 I 4 

台付甕 1 5 

13. 2 

1.4 

13. 0 

3.3 

2

5

 

．
．
 

5

4

 

12. 7 

5.0 

4. 2 

16. 2 

6.2 

ロ唇部は肥厚し屈曲して開く。

体部は内湾して立ち上がり、やや屈曲

してそのまま肥厚する口唇部に移行す

る。

高台部ほほ直立し接地面丸く収まり、

体部はやや内湾して立ち上かる。底部

外面指頭痕による凹凸目立つ。

やや凸出する底部から体部は内湾し

て立ち上かり屈曲して薄い口唇部に移

行する。内面重ね焼き痕が粘土付着す

る。

やや張りをもつ胴部から頸部で段をな

し僅かに外傾する口縁部に移行する。

上位で外反して開き口唇部直立し尖り

気味で外面稜をなす。内面中位、頸部

稜をなす。

内外面回転横ナデ。 I 1110。須恵坪6。赤
～茶色粒子。灰白色。

内外面回転横ナデ（右回転？） o | l／10。須恵坪6。赤
～茶色粒子。灰白色。

摩滅顕著。

内外面回転と小ナデ（左回転）、内面底部 60%。須恵坪 1。灰

一定方向のナデ、外面糸きり痕残る。高台 色。

部粘土貼付け後指頭ナテ、切り離し痕？残

る。

内外面回転横ナテ（左回転）、内面丁寧。 90%。須恵坪 l。

外面下半若干のナデ加わる。底面糸きり痕 灰色、赤褐色、赤灰

残る。 色。No.2 + 3。

胴部外面横斜め箆ケズリ（←)、内面箆ナ 1/5。甕 l。淡褐色。

デ。口縁部横ナデ後頸部工具ナデ、指頭押 外面炭素付着。

圧加わる。

甕 6 I 19_2 張りのある胴部から？微かな稜をなし 胴部外面横箆ケズリ、内面箆ナテ。口縁部 1/10。甕2。暗褐色。

ー 内傾する口縁部にそのまま移行する。 横ナテ、外面屈曲部工具ナテ、指頭押圧加 摩滅顕著。

5. 0 上位て屈曲し小さく開き口唇部は直立 わる。

する。外面沈線状？に凹み緩い稜をな

す。内面緩い稜をなし外反する。輪積

み痕残る。
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 7 17.8 胴部は尻すぼみで最大径を上位にもち、 胴部外面上位斜、横箆ケズリ（←←↓）以 1/4。甕 l。赤褐色
頸部で僅かに段をなし内傾する口縁部 下縦箆ケズリ（↓)。内面箆ナデ？頸部指 ／黒褐色、淡褐色。

20 3 に移行する。上位で屈曲し内湾気味に 頭押圧。口縁部横ナデ後頸部、屈曲部工具 Nu 1。剥離、摩滅顕
小さく開き、口唇部尖り気味。内面頸 ナデ（巾0.9cm)で指頭押圧、ナデ加わる 著。

部で稜をなし、緩く外反して開く。外 （未調整部分残る。）内面下半工具ナデ？

面輪積み痕残る。 後指頭押圧。

甕 8 20.0 胴部は長胴気味でやや下位に最大径を 胴部外面上位横斜箆ケズリ（←←↓）以 1/2。甕 1。淡褐色。
もつ。頸部は段をなしほぽ直立する口 下縦箆ケズリ （↑ ↓）、内面箆ナデ丁寧頸 接合しないが同一個

19.0 縁部に移行し、上位で屈曲して小さく 部指頭押圧？口縁部横ナデ外面頸部、屈曲 体。

開く。口唇部直立し外面下沈線状に凹 部工具ナデ後指頭押圧、ナデ加わる。箆ケ

み稜をなす。内面頸部稜をなし緩く外 ズリ痕残る。内面下半指頭押圧か？。

反する。

鉄製品 ， 1/10。80g

註 第1群の図示したもの以外の各器種と胎土との対応関係は以下のとおりてある。

第5号住居跡甕 l（胴部4) 歴l'（胴部 1) 須恵坪 1（体部3) 須恵坪2 （体部 1)

第79号住居跡 甕1 （胴部15) 甕l'（胴部2) 須恵坪 l（体部 l) 須恵坪 2 （底部 1) 須恵杯4'(f本部 l) 灰釉壺

第81号住居跡 甕l（口緑部2、胴部25) 甕1'（胴部 6) 須恵坪 1（体部 l) 須恵坪2 （体部 2) 須恵杯2'（体部 3)

第86号住居跡 甕l（日縁部 1、胴部13) 須恵坪 1（口縁部3、底部2) 須恵甕1(f本部 1)

第87号住居跡 甕l（口緑部 1、胴部17、脚部 l) 須恵坪 1（底部 1) 須恵坪 2'（口緑部 1)

第89号住居跡 甕1（胴部7) 甕l'（胴部 l) 須恵杯 2（口縁部 l、体部 1) 須恵杯 3 （口緑部 1)

第98号住居跡 甕1（口緑部 1、胴部35) 甕 1'（胴部3) 甕2 （口縁部 1、胴部 7) 須恵坪 l（口縁部 5、底部 2)

c 平安時代第 2群

第2群は調査区の西側中央部、台地裾の平坦面（標高62.3m前後）に位置し、南西側は小さな谷

によって限られる。比較的狭い範囲に集合する住居跡群で、現道を挟んで調査区外に広がっていた

可能性は少ない。

住居跡群の占有する範囲は（第18、48号住居跡の竃を結ぶ線を基準に14軒の住居跡を囲む範囲）

長さ57.0m、幅40.6mに亘り、約2,300rri刊こ及ぶ。この矩形の主軸方向はほぼ東西方向を向く。第

1群の第5号住居跡からの距離は約15.0mである。

各住居跡の配置は、第48号住居跡が他の住居からやや離れて単独？に存在する他は大部分の住居

跡が北半に片寄り、第23号住居跡がほぼ中央、最南端の隅に第27、28、29号住居跡がかたまって存

在する。本住居跡群は集中的な存在形態を取るものが多く、 3小群に細別される。上述の 2b群の

他に、第11、13、24、25号住居跡、第20、21、22号住居跡がありそれぞれ第2a、2C群と呼称す

る。 3軒前後の住居跡が比較的狭い範囲に固まる存在形態は他群にはみられない。

10軒の住居跡の詳細は以下の記述及び住居跡一覧表によるが、概要を示すと直径3.0~3.5m前後

のものが多く、 3.0m以下、 4.0m前後の住居跡で構成される。平面形は長方形状をなすものが多い。

竃は東乃至南東壁に付設され、第24号住居跡が北、西壁の 2ヶ所に設置されている。鼈は壁中央な

いしやや右寄りに設置されるものが圧倒的で左鼈は少ない。明確に構造を把握できるものは第23号

住居跡のみである。貯蔵穴をもつものは少ないが、竃の左右両者とも存在する。床下土塙を持つも

のは第23、25、28号住居跡の 3軒を数えるのみである。堀り方については不明瞭な住居跡もあるが、

中央部を残して四周を掘り窪めるものが主体を占め、三辺、二辺、一辺を掘り窪めるものが有り壁

際を残すものもある。壁溝を持つものは存在しない。全体に単純な構造である。
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第117図第2a
住居跡群配置図
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重複関係にあるものはなく、鼈

付け替えの住居跡（第24号住居

跡）があるのみである。

住居跡外に土壇をともなうと考

えられるものが 1軒存在する。

第 2a住居跡群（第118図）は

17.28Xl4.4Qmの矩形範囲に収ま

りやや広い範囲を占有する。

第 2b住居跡群は第127図に示

したように 3軒の住居跡の占有す

る範囲は、 10.28X7.78mの長方

形状。各住居跡の間隔は 2m前後

の至近距離にある。

出土土器によると若干の段階差

があり、第21→20→22号住居跡の

変遷が考えられ同時に 3軒が存在

したわけではない。

第21号住居跡、第8号土塙間は

1. 94mで、土塙までが住居跡占有

範囲とすると他の 2軒と完全に重

複するか接することになる。

第 2C住居跡群（第141図）は

9. 73m X7.48m（第27号住居跡が

叢も残りがよく矩形範囲の基準と

した）の範囲が占有領域である。

各住居跡間は第 2b群よりも更に

狭い。第28、29号住居跡間は1.31 _IL 

mである。出土上器によると第29

→27→28号住居跡の変遷が考えら D 

れ、第2b群同様重複を避けてい

叶I 恥I己1

塁
．~・~—~---

＋ 
II 
X 

怠

＇） S5 →4 □:よS1 1 ~47. 734 /(".l 7 _j 

9? 7 

1 1 
曇12

8‘ 

B ]( 

os6 

<の
S8 

勺，

＜ ~1 

る。 ーこ し62り85
一一

4 

ーエここユニ

第11号住居跡士層it

第 1屑黒褐色 1・屑 R粒 I¢ 2~4nn ）少焼• C粒 I¢2~5")少
第2層掲色ヒ層 R約(¢2~4nn)多 llB 1 ¢1~2c● l 含燒• C粒 I¢9~5mm）少
第3陪 ，か掲色1月り R粒 I¢2~4皿）含 焼 C粒 (¢2~5nnl多

第4/脅褐色1屑 R粒 r¢2~4mm）名 Ill/r ¢I~2r•I 含焼（~粒 r ¢2~5呻）含

゜
2m 

第118図第11号住居跡平面図

第II号住居跡（第118図）

溝及び土壊（現代）等による撹乱が顕著で、竃の裾石がすでに露出していた。第12号住居跡を切

っている。周辺施設は言忍められなかった。
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第119図 第11号住居跡出土遺物

埋土はほとんど残っていない。遺物は鼈周辺のものが床直で他は浮いている。

平面形は東壁が段をもつ略長方形で、南北壁はほぼ直線的で平行、東西壁はやや湾曲し全体に歪

んでいる。

壁外に何らかの構造が予想されたが痕跡は精査にもかかわらず認められなかった。

床は全体に柔らかい。柱穴、壁、溝等は検出されなかった。

掘り方は鼈前方及び中央を掘り残すもので、全体に浅い。

竃は東壁南寄りに敷設され壁は左右で若干の段をなす。燃焼部は略方形で壁は緩やかである。裾

は粘土貼り付けで殆ど崩壊している。鼈右前面に存在する扁平な石は裾等の補強に使用したものか。

竃壁は段をなし厨房的空間の存在を思わせる。

第11号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪

須恵高

台部

甕

羽釜

羽釜

羽釜

刀j'_

1 I 13.s 

2. 8 

2'-

7. 7 

1.1 

3 I 1s. 7 

5
 

5
 
.
 

.
 0
 

2

2

 
4
 

6. 5 

5 I 20. 3 

L
3
 

t
(
 

6'•一

14. 8 

体部は内湾して立ち上がり、口唇部

は外反し丸く収まる。

高台部は比較的高く外反して開く。

器肉厚く胴部との堺は稜をなし□縁
部は短く大きく屈曲する。口唇部僅か

に直立する。

胴部は内湾して立ち上かる。「J縁部

は内傾して立ち上かり、口唇部は平担。

鍔は断面三角形てほほ水平につく。

胴部は内湾して立ち上かり、そのま

ま「1縁部へ移行ずる。口唇部は内そき

状で、外面凸状を呈ずる。鍔断面三角

形状て、上面ほぽ水平、下面は密着し

てし；なし；。

甕なし；し羽釜J)胴饂緩く内為して

立ちj・かる。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）

内外面とも回転横ナテ。詳細不明。

祠部外面横箆ケズリロ縁部円外面横ナデ。

一部木口状工具ナテ。

内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、胴

部箆ケズリ？鍔は粘土貼付けてよく密着す

る。

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、内

面指頭ナデ加わる。胴部外面はエ貝による

ナテか？

)Ill熟：こよる、俵lj離及ひ磨滅顕著て詳細下明。

1/10，須恵坪2，黒

色、灰里色，内面

炭化物付着。

1/20，須恵坪 l，灰

褐色，

1/20，甕 1，暗赤褐

色，

1/10，須恵甕 3'

灰色，No3

1/]0，須恵甕5，赤

褐色，Nol

1/5,甕 l角，赤褐

色，

10g 
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第13号住居跡（第120,121図）

木根及び耕作による撹乱で残存状態は悪く東半部分

がかろうじて残った。西半部分の床面はほとんどとん

そいると見られる。周辺庇設は認められなかったが、

第12号住居跡上面に大形の石が露出しており、あるい

は壁外施設として認識されるかもしれない。鼈前面に

粘上が分布する。又北壁からやや離れた第12号住居跡

上面に焼上が分布していた。埋上は東半部、竃周辺が

比較的残るほかほとんど残存しない。竃は崩れたよう

な状態である。中央部に焼土が分布していた。

平面形は東壁が僅かに段をなす略方形で、深さ5cm

前後と壁は殆ど残っていない。床面は東半部でほとん

ど露出したような状態であった。それほど固くなく、 山

， 
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むしろ柔らかい。柱穴等は検出されていない。貯蔵穴

は鼈左側、北東隅に略方形でやや深いものが検出され

た。石が出土している。出土遺物はほとんどない。

D'C  1 c且 85

二 □三 m

第13弓19居跡土庖註

第1層阻掲色土屈 R9立I¢2~5o,)含焼9立C粒 192~5四）合

第2隔暗褐色土暦 R9立(¢2~5,o)含焼粒 C9t(¢2~5呻）多

第 3屑謬色這 R粒 I '2 ~5nn）含焼粒 •C粒 I ¢2～S.,)大燎BI,r~2,1多

第4屑睦譴色土屑暉 (¢2~5aol含焼9立C9立('2~5面）大焼 B (¢1~2c•I 少

第5層掲色t陪 1ぇ粒 192~5叩）多焼粒 •C99 1 92~5町）少

哀袖 点訪褐色土崩 枯土B含で暗怨色土 一部焼土化、内壁部よ（焼けている。

第120図第13号住居跡平酉図(1)
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第121図第13号住居跡平面図(2)
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第122図 第13号住居跡出土遺物

掘り方ははっきりしないが四壁下をめぐるものと考えられ、西壁下は不明確。

4ヶ所でピット状の掘り込みが認められ、南壁下のものはやや深くしっかりしている。床下土墳は

明確に把えられなかったが焼土及び粘土の分布が確認されている。

竃は東壁中央でほとんど崩れたような状態で確認された。焼焼部は略楕円形で外方へ向って緩く

立ち上がる。袖に対応する内面（側面）が比較的焼けているが全体にはそれ程でもない。支脚石が

燃焼部中央から右側へややずれた位置で検出された。袖はかろうじて基部が残ったもので、東壁を

略方形に掘り込んで左右段状をなし、この段状部分の両側に粘土を貼り付け袖とするもので、芯は

存在しなかった。

第13号住居跡出土遺物

器種 番号 I法量

須恵高 I 1 I 13. 2 

台坪

形態の特徴 手法の特徴

体部は内湾して立ち士がり、士部は I 内外面とも回転ヨコナデ（右回転？）

外反しそのまま[1唇部に至る。先喘部

備 考

4. s I ほほ平坦。

1/5，須恵坪 2，赤

褐色，カマド出土。

加熟を受ける。

須恵坪 I 2 I 13. 2 

4. 5 

須恵高 3 I 13. 4 

台坪 6 

須恵高

台杯

4. 8 

4 I 13. s 

4. 9 

灰釉椀 I 5 I 17.1 

4. 0 

晟台部は剥離か？高台部はやや内湾 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、四 1/5，須恵坪 3，褐

気味に立ち上がり、口唇部はやや肥厚 面丁寧て平滑。底面糸きり痕残る。 色，竃＋貯蔵穴。

し外反する。外面体部下半に輪積み

痕？。

高台部は象ll離する。｛本部は外傾して 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、内 1/ 4，須恵坪 3，赤

立ち上かり口唇部外反し丸く収まる。 面丁寧て平滑。底面糸きり痕残る c 褐色，鼈出土。外

面加熱による剥離

目立つ。

体部は内湾して立ち上かり、口唇部 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、杯1I 1/5，須恵坪 1，赤

はやや肥厚し外反する。 面丁寧て平滑。 褐色，堀り方出土。

外面加熱による争lI

離顕著。

体部は内湾して立ち上かりそのまま 内外面とも回転ヨコナテ（4：1回転）、体 1/ 4，猿投？，灰白
口唇部にいたる。 部下半ケズリ？体部上半内外面に施ー（黄 色，貯蔵穴出十

灰色）が及ぶ。

第18号住居跡（第123図）

溝及び土坑による撹乱が確認されている。周辺に壁外施設は認められなかった。

埋土は比較的残っている方で撹乱の影響は少なくほほ自然推積と考えられる。出土遺物は少量。

平面形はほほ長方形であるが全体に整わない。床は、柔かく、鼈前方が比較的踏み締っていた程

度で貼り床等は認められなかった。

壁、溝、柱穴、床下土壊等は検出されなかった。

生活段階の遺物は、若干浮いているが竃周辺のものを除くとほとんどない。

掘り方は、中央部と南東壁の両側を除いた 3辺を堀残すもので、埋土は黒色土を主体として平担

にされるが固く締っているわけてはない。
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第18号住居蹄土限註

第 1 層暗褐色土層褐色土B含 R粒 (92~5,属）含焼•C粒 (93~5孔9 ）含

第2層渇色土層 R粒 (92~5,日）多 RBIソフト） 192~5,) 含焼•C粒 1 93~5m) 

少

第3層暗褐色土層粘土B少々 R9i (92~5謂田）多焼•C粒（ 9]～品血）多

第4層黄笞褐色土層煙道近いほど赤色強 R99 (92~5m)少硯C粒 I¢J~5u)大焼

B ¢1c員

第5層掲色土層 R粒 I¢2~5991多 RBIソフト） （¢2~5コ）含焼 C粒 I'3~5血）

稀

SPC-C 

a 暗灰白色土層 火熱により赤変する。焼9立¢¥M微
b 暗灰白色土層祐土焼粒 142~5醗）少

c 暗黄褐色士層 R•R粒 92加多 焼粒95m微

d 臣黄褐色土層 帖姓有す R粒92ロロ多 RB I;!~2口）多

第123図第18号住居跡平面図

鼈は、焼上の赤変範囲及び袖崩壊粘土範囲として容易に認められた。規模は長さO.Slm、幅0.37

mである。

燃焼部は軸方向にやや長い略長楕円形状で、外方へ向かって緩く立ち上がる。壁面は比較的よく焼

けているが底面はそれほど焼けていない。支脚石が倒れかかった状態で出土している。焚き口部は

ほぼ平坦面をなし焼土等ほとんどない。

袖はほとんど崩壊していると考えられる。右袖脇に袖石（片岩？）が出土している。構造は壁を若

干掘り込んで粘土を貼り付ける（掘り込み部分に粘土が残る）ものである。

第18号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 1 高台部は小形て低く、外開きである。 内外面とも回転ヨコナテ。 1/4,須恵J↑ 2', 

台坪 6 I 接地面平坦。 灰白色，風化によ

l り摩滅顕著。

須恵高 2 6 高台部ば低くやや巾広、 1本部は内灼 内外面とも回庫ょ、 3 コナテ（右団転？）。 1/4,須也、J1、2'淡

台坪 気味に立ちlかるっ 尚台部粘士貼付け後内1紺指頭ナテ、外面」→ 褐色，摩滅即著Q

l 6 ¥-I+-テ。
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第124図 第18号住居跡出上遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特敦 備 考

須恵高 I3 , -

台坪

須恵高

台坪

須恵高

台坪

須恵高

合日椀

須恵尚

百杯

須恵高

台坪

須恵高

台坪

甕底部

1.6 

4' — 

2.3 

5' — 

5. 5 

2. 2 

6 I 14 (' 

4. 2 

7 I 14 

4. 4 

8 113.1 

5. 6 

5.2 

9 113.8 

5. 8 

5. 4 

10,― 

3. 9 

高台部は低く巾広いでほほ直立する。 内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）

接地面は湾曲ずる。 1本部への移行は指
頭，こよろ稜をなす。

裔台部は小形で低くほほ直立するこ 内外面，：も回転ヨコナテ（右回転？）、

接地面は~ぽ平坦であるか中央！竺かに凹 底面糸きり 1艮残る，

む。

高台部ぱ剥離する。体部は内湾して 内外面とも回転ヨコナテ（右回転？）、

立ち上がる。 底面糸きり痕残る。

体部は内湾気味に立ち卜がり、口唇 1 内外面とも回転ヨコナデ（右国転？）

囲は肥厚し屈曲して開く。

｛本部け内湾気味に立ち上かり、口唇

部は1蘊かに肥厚し外反する。口唇部内

面摩滅顕著。

高台部は低く小形である。接地面は

外ソギ状。体部は内湾して立ち上がり、

□冥空1芋かに外反する。

高台部は小形で低く：ょ，ま直古する。

1本部は内湾して立ち上かり、口怜部は

僅かに肥厚し外反ずる。

底部はほぱ平坦でやや厚い。胴部は

外傾して立ち上がるc

内外面とも回転弓コナデ（右回転？）

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、内

面丁寧で平滑。外面指頭ナデ？高台部粘土

貼付け後内面指了ナデ、外面よく密笥して

いない。底廂汁ぎり痕残る。

内外面とi，固転ヨこJナデ（右回転）、内

面丁寧て平滑。底副中央糸きり痕残る＂尚

台部粘土貼付け後内外面巾狭工具によるナ

デ。比較的密着している。

底面未調整、外周部は横箆ケズリ。胴部

外面斜箆ケズリ。

1/5，須恵坪 2，呈

灰色，風化による

摩滅顕著。

1 5，須恵坪 2，赤

褐色、灰褐色，摩

滅頭著

1/3,須恵坪 1'里

色，

1/5，須恵坪 1，灰

口色，風化により

磨滅顕著。

］ 4，須恵坪 2，黒

褐色摩滅顕著。

1/4，須恵坪 2，赤

褐色，

70％，須恵坪3，灰

褐色，No.7十堀り

方。外面炭素付着。

約1/2，甕 l,赤喝

色、淡褐色，加熱

4. 5 I I I ：こよる刻離顕著。
合＇＼捨慕 I11 i 12. 2 胴部は張りをもち明瞑な段をなして 口縁部ヨコブア（→)後、外面中位及ひ 3l1％，甕 1，褐色、

- i 1縁部へ移行する。口縁部は内仕□して 頸部巾狭i貝によシナデ（→)。上胴部外 里喝色。赤褐色，

18 i 立ち上かり中位で外1頃して1井Iく。口唇 面横、斜ケズリ（←` ↓)以下縦ケス` l｝ ? No 4，床下。上下

部丸く収まる。内面屈曲部、頸部稜を 内面ヨコナデ上部指頭押圧、ナテ。脚部貼 ．は接合しないか同

なす。脚部はやや大形で大きく開く？ 付け後回転？ヨコナデい） 一個体。加熟によ

り剥離顕著。
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第19号住居跡土層註

第 lllil黒椙色土屈 R粒 (¢2~49田）含焼粒 •C粒 (¢2~5曲）微

第2屑褐色土1!J R粒 (¢2~499）多

第3層暗褐色土層 R粒 (¢2~499）含焼粒C粒 (¢2~5呻）含

第 4 層褐色土層天井崩藷土か、 RB 枯土B若干含 R粒 (¢2~49n ）多焼粒•C粒 (¢2~

5叩1）含

第5屑暗褐色土屑 R粒 (.,~5麟）多焼粒 C粒（ 92~5麟）多

第6俎 黒褐色土層 使用時に鼈内に推積した土か R粒（ 92~5曲）含焼粒c粒 (¢2~5謳）

多

0 2m 第7層 II音褐色土層 煙追部添付粘土部か R粒 (¢2~5,m)含焼粒（：粒（叩～5醐）多粘
I I I 土粒 (""~0le, l含

第125図第19号住居跡平面図

第19号住居跡（第125図）

竃付近～南壁は耕作ないし開墾による、北壁～西壁は耕作及び風倒木による攪乱が顕著である。

上層からピットが切り込まれている確認段階では竃の位置は全く判らなかった。

壁外施設については確認できなかった。

埋土は比較的単純な自然推積とみられる。

南壁上部は撹乱が及び壁は不安定であるが、下層で壁の立ち上がりが確鰐されている。出土遺物は

少量で埋土中から出土している。

平面形は西壁がやや長い台形状をなし隅部は丸味をもつ。

床は明確ではなく全体に柔らかく、貼り床等は認められなかった。

柱穴、壁溝、貯蔵穴等の施設は認められなかった。生活段階に伴う遺物は竃内のもののみである。

掘り方は、壁直下を若干残して、四周を窪めるものと考えられるが、竃右及び北西隅はやや浅く

なる。全体に攪乱のためかはっきりしない。

床下土坑は検出されなかった。

竃上部は撹乱が顕著であるが、下部は比較的よく残っていた。

鼈の形態は他の住居跡と若干相違しており、幅広の煙道部が外方へ向かってのびるものである。
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第126図 第19号住居跡出土遺物

燃焼部は略方形で若干窪み比較的焼けている。煙道部は外方へ向かって緩く立ち上がり、幅は燃焼

部とほぼ同じで、側面はやや焼けている。煙出し部は直立気味に立ち上がるが上部は撹乱により不

明瞭である。袖は完全に崩壊している。焚口部分はほぽ平坦で、狭い範囲である。（掘り方との関

係は不明確である。

規模は長さ1.09m、幅0.41mで竃軸は住居跡主軸とやや異なっており N-55.4°

第19号住居跡出土遺物

-Eである。

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 13.6 体部は内湾気味に立ち上がり、口唇 内外面とも回転ヨコナデ（右回転？）。 1/8，須恵坪 l，灰
部は肥厚し外反して開く。器壁薄い。 白色，摩滅顕著。

3.8 

須恵高 2 高台部は低くほぽ直立しやや幅広。 内外面とも回転ヨコナデ。 1/3，須恵坪2，黄

台坪 6 体部は内湾気味に立ち上がる。 褐色，摩滅顕著。

2 3 

須恵高 3 14 高台部は小形で低くやや外開きであ 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）内面 1/5，須恵坪2''

台坪 5 2 る。接地面外ソギ状で中央部凹む。体 丁寧で平滑、外面口唇下平坦面を作り出す。 灰白色，

5.8 部は外傾して立ち上がり（直線的）そ 高台部粘土貼付け後指頭ナデ。

のまま口唇部に至る。

甕 4 23 胴部は張りをもち微かな段をなして 口縁部ヨコナデ（←)で内面丁寧、外面 1/5，甕 l，淡赤褐
口縁部に移行する。口縁部は中位で屈 指頭押圧、エ具ナデ加わる。胴部外面横、 色，No1,外面帯

10 曲して内湾気味に開く。口唇部丸く収 斜箆ケズリ（→←↓）以下斜箆ケズリ（→ 状に炭素付着。

まる。 ←)、内面箆ナデで平滑丁寧。

註 1

註2

註3

註4

図示したもの以外に土師器甕口緑部13、須恵坪口縁部6、底部1、体部 1、須恵甕体部2点が出土している。

土師器甕の胎土は以下のとおりてある。

土師器甕1、C目立つ細

土師器甕1' Iに近似、 d目立つ

土師器襄2 Iに近似、 a、f目立つ 細粗

土師器甕3 a~d e目立つ 細粗大量礫

各器種と胎土の対応関係は以下のとおりてある。

甕l（日縁部13) 須恵杯1 （口緑部4、体部1) 須恵坪2 （口縁部4、底部 l) 須恵坪2,（口緑部1)

須恵甕1（体部 l) 須恵甕2,（体部I)

第2群の他の住居跡において図示したもの以外の各器種と胎土との対応関係は以下のとおりてある。

第11号住居跡 甕 1（日緑部22) 須恵坪 1（口緑部1、底部1) 須恵坪2 （底部1) 羽釜

第13号住居跡 甕 1（口縁部17、底部1) 甕2,（体部1) 須恵坪1（口緑部 l) 須恵杯2 （日縁部3)

第18号住居跡 甕 1（口緑部6、底部 1、体部40) 甕3 （口縁部1) 須恵坪l （口縁部5、底部2) 須恵坪2 （口縁部2、底部

2) 須恵坪2,（底部1) 須恵坪3 （底部1) 須恵鉢2 （口縁部1、体部1)

第20号住居跡 甕 1（口縁部l、底部3、体部30) 須恵坪l（体部1) 須恵杯 I'（口縁部l) 須恵坪2'（体部I)

緑部 I)

第21号住居跡甕1（口縁部2、体部4) 須恵坪2,（体部I)

第22号住居跡甕l （日緑部2、底部1、体部17) 須恵坪1 （口縁部2、

羽釜 1（体部I)

体部1)

土師杯 l（日

須恵坪2 （口縁部 l) 須恵坪2,（体部 1)
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第24号住居跡

第27号住居跡
甕 1 （底部］、体部6)

須恵杯2 （口緑部］、底部
］）

甕 1 （口緑部8、胴部43
) 甕］＇（口緑部］、胴部

9) 甕2 （底部3)

底部］） 須恵坪 2'(f
本部］）

須恵杯 1 （日緑部 1)

第28号住居跡町（日緑
部3、体部7) 甑)'（体

部4)

須恵杯 2'け本部 1) 羽釜
6 (f本部 l) 甕2 (f本部 1) 須恵杯

1 U1縁部4、f本部7)

第29号住居跡 甕 1 （口
縁部 2、f本部4) 甕l'

甕1（体部2) 須恵甕3
(f本部 l：口：象員：し‘4f本］：；

:2）土師杯 I （口緑部 l)
須恵杯 2 （口緑部5、f本部

3)

須恵坪2 （口緑部3、

須恵杯 2 （口緑部10)

須恵
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第127図 第26号住居跡群配置図
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第20号99居跡土層註

第1層暗掲色土層阻味強 しまり悪い R少 R粒 ¢0,1,•少炭化粒

第2陪暗掲色土雇 しまり悪い R多 R粒浅Blワ） 0 ， 1c•毎

第3冦暗褐色土層やや硬百焼土微灰臼色粘土少

第4雇暗掲色土層やや硬賃 9克9立40l●多焼 B (¢2~3c• ）孜灰白色枯土多炭化窃粒

多

第5層暗赤格色上層 やや硬只砂只 1火9A’：よる赤変＇＇）焼土拉1; 0.1~0LC•l i9 B 
¢ l •少

堀り方毘色土陪只粒 192~5呻）大 HR8 (¢1~5c,)大

゜
2m 

第128図第20号住居跡平面図

第20号1主居跡（第128図）

小形の方形の黒色土範囲として確認され、南壁中央は土坑に切られている。

住居跡周辺部は暗褐色土が広く分布していたが、住居外施設として明確な遺構は認められない。

埋土は浅いが比較的よく残っており自然推積と判断される。鼈前方に袖の流出粘土が分布し、右

側は塊状をなす。出土遺物は大部分が埋土中からの出土。

平面形は小形方形で隅部は丸味をもつ。竃の付く壁は、鼈部分でわずかに段状をなしずれる。

床面は全体に不明瞭で柔かい、踏み締まり、貼り床等は存在しない。柱穴、壁溝等は認められな

かった。鼈内の遺物は浮いた状態で出上している。

掘り方は、中央部を残して四辺を掘り窪めるもので、掘り込みは西壁下がやや深い他は概して浅

い。竃燃焼部下はやや深めに掘り込まれている。

竃は焼土及び流出粘土の範囲として明確に確認された。規模は長さ0.95m、幅0.44mである。

燃焼部は略楕円状で、側面、底面ともそれ程焼けていない。

竃掘り方は比較的深く楕円状に掘り込まれ（燃焼面ほぼ平坦である）ほとんど焼けていない。

袖はほとんど崩壊しており（左袖は完全に崩壊。）、流出粘土が竃前面に分布する。
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第129図 第20号住居跡出上遺物

第20号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高

台坪

須恵坪

坪

甕

脚部

1 I 13 

4. 3 

0

0

 

•87. 2
 
.
.
 3
 

1

4

4

1

 

2

3

 

2. 6 

4 I 16. s 

5. 7 

5'― 

体部は内湾して立ち上がり、口唇部

は僅かに外反する。

平底の底部から体部は内湾気味に立

ち上かる。下部に腰をもち、口唇部下

ややくほみ、口唇の外反を強調する。

体部は直線的に開く、口唇部やや尖

り気味。

張りのある胴部から微かな段をなし

口縁部に移行する。口縁部はやや下位

で屈曲し外傾して開く。口唇部丸く収

まる。

脚部は外反して大きく開く。底部は

極薄い。

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）内面

丁寧で平滑、外面下半若干のナテ加わる。

底面糸きり痕残る。

内外面ヨコナテ（→)、外面下半箆ケズ

リ‘)

口縁部ヨコナテ（→)内面丁寧、外面指

頭押圧加わる。胴部外面横箆ケズリ（→

←)内面箆ナテで丁寧。

脚部内外面胴部下端まで回転ヨコナデか

（右回転）？

1/5，須恵坪 1',

里色、赤褐色，内

面加熟により剥離

顕著。

3/4，須恵坪 2，赤

褐色，No2 

1/10，坪 1,黒褐色

1/10，甕 1,赤褐色

約1/2，甕 1，赤褐

色，No.5 + 6 
3.5 

第21号住居跡（第130図）

竃付近から東側は焼土、土器片を含む黒色土が分布し小ピットの存在も認められたが、明確な壁

外施設は検出できなかった。西壁は第11号土壕によって切られている。

埋土は浅く黒色土（軟質、砂質） を主体とするもので比較的よく残った部分からみると自然推積。

出上遺物は埋土中からのものが大部分である。

平面形は横長の平行四辺形状で東壁は若干の段差をもつ。床は第20、22号住居跡に比較するとや

や不明確で、周辺部が黒色土混じりで柔らかい。柱穴、壁溝等は検出されなかった。貯蔵穴は竃右

側、略方形でやや浅く須恵器が浮いた状態で出土した。

掘り方は隅部と中央部及び鼈付近を堀り残し、四周を掘り窪めるもので、隅部はやや深い。床下

土塙は不明瞭で判然としない。

壁外ピットは北東隅に位置し略円形状で黒色土を充填する。竃北東方向にある第8号土塙は伴う

ものとみられる。

竃は東壁やや南寄りに付設され明確な焼土赤変範囲として確認され、袖の崩壊粘土の分布が認め

られた。燃焼部は略方形？で底面、側面ともそれ程焼けていない。遺物は浮いた状態で出土してい

る。掻き出し部は緩く傾斜し焼土等僅かであまり焼けていない。袖はほとんど崩壊していると考え
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第11号土績土層註

第1層黒色土層軟賃（やや湿っぽいl R微 R粒C,0.1~0.5ol伝
第2層黒色土層 R粒 <,0.1~0.5●l多い

第9号土攘 土層註

第 1 層瞳褐色土層 R粒（ 90.2~0.5● I 含焼粒（ 90.1~0.2c•I 微
第2層累褐色土層 R粒 (90.2~0.5m)少燒粒 (90.1~0.2●I含
第3層褐色士層 R粒 (¢0.2~0.5c•I 多

C'6260 

第29号住居跡土層註
第1層 99褐色土層 明度：J>l R・R粒 990.1~0.2●) 炭化物少
第2層暗黄褐色土層 R·R粒 9 ● 0.1~0.2,•) 多

第3層暗褐色土層 R多 R粒微
第4層暗褐色土層軟II 焼土少灰白色帖土多
第 5層柑褐色土層軟II 燒粒 9 ● 0.1~0.5が多焼•B が•微
第6層暗褐色土層軟II R少焼土多炭化杓
掘り方褐色土層 R粒（●2~5m)多 RB(¢9~5●)多

第130図第21号住居跡、第8、9、11号土壇平面図

られる。粘土貼り付けである。掘り方は手前に向って深くなるが、燃焼面との関係は不明である。

第11、12号土壇は近・現代のものと判断され本住居跡には伴わない。

第21号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵壺 1 19 頸部は外傾して立ち上がり、外反し 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。 90％，須恵甕 1，灰
てそのまま口唇部に至る。口唇部直立 白色．No2,外面

9.1 し凸状呈す。全体に歪みが顕著である。 一部炭素付着。
甕 2 19.6 胴部は張りをもち、明瞭な段をなし 口縁部ヨコナデ（→)、外面粗く未調整 1/5，甕 1, ，赤褐

て口縁部へ移行する。口縁部は僅かに 部分の残る指頭ナデ、下半巾狭工具による 色，Nu5
11.2 外傾し中位で屈折して立ち上がる。ロ ナデ（→)で段を作り出す。胴部外面横箆

唇部直立し外面沈線？内面滑らかに屈 ケズリ（←←↓）以下斜箆ケズリ（←)頸

曲する。 部指頭ナデ加わる。内面箆ナデ、頸部指頭

押圧、丁寧平滑。
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第131図 第21号住居跡、第8、9、11号土壌出土遺物

第8号土塙（第130図）

第21号住居跡の東側1.94mに位置し、比較的広範囲にわたる黒色土中に確認された土墳である。

平面形は楕円形状を呈し、掘り込みは比較的しっかりしている。

規模は直径0.76m、短径0.66m、深さ0.09mを測る。

遺物は何れも浮いた状態で出土している。

第8,9,11号土塙出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 3 高台部ほぼ直立し幅広く、接地面ほ 内外面回転横ナデ（右回転）高台部粘土 2/3，須恵坪5，灰

台坪 5.8 ぼ平坦で内側沈線状に凹む。体部は下 貼付け後内外面指頭ナデ中央糸きり痕残り、 白色，Nu. 1 

3.6 端で沈線による稜？をなし、外傾して 内面工具ナデ。外面下端沈線巡る。

開く。

台付甕 I 4 I 13.2 

台付甕 I 5 I 19.9 

須恵高

台坪

須恵高

台坪

5.5 

4.5 

6 I 13 

2.5 

7 I 13.5 

2.3 

やや張りのある胴部からそのまま口 胴部外面上部横斜め箆ケズリ （←←？）、 1/2，甕1,暗褐色，

縁部に移行する。下半はほぼ直立し中 内面箆ナデ（←↑ ？）頸部指頭押圧．口縁 No.1+2,内外面

位で外半して小さく開き、内面稜をな 部内外面横ナデ，外面指頭押圧加わる，頸 ともスス付着

す。口唇部直立し先端部平坦。 部指頭ナデないしケズリ（←←）

胴部は張りを持ち口縁部は外反して 胴部外面上部横箆ケズリ（←←↓）、内 I 1/10，甕1,赤褐色
やや小さく開く．口唇部は外そぎ状で 面箆ナデおよび若干の指頭ナデ．口縁部横 ，Na3 

先端部丸く納まる． ナデ（→）

体部は外傾して開き外反してそのま

ま肥厚する口唇部に移行する。

体部は外傾して立ち上がり？外反し

てそのまま僅かに肥厚する口唇部に移

行する。

内外面回転横ナデ（左回転）。

内外面回転横ナデ（左回転）。

10％，須恵坪7，黒

褐色／黒色，

1/20，須恵坪5，褐

色／暗褐色，
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第22号住居跡土層註

第 1暦 黒褐色土層 I（微 R粒¢O.Ic●焼上（がO.l~0.2c●）少炭化物少

第2/il 暗黄褐色土屑 R多 R粒り． 2c• 多

第3層 黄褐色土層 RB (¢.1~5c•) 多

a 黒褐色土屑軟門明度：1>3 焼土粒 炭化物粒微

灰白色粘士粒 I;D .2~0.5c•) 多

b 暗褐色上屑軟閃 R多 R粒微炭化物粒微

2m掘り15 褐 色七屑 R哀立大 RB { >2~5c●1大

第132図第22号住居跡平面図

第22号住居跡（第132図）

西壁～中央部にかけて現代の土塙によって切られている。北～西の壁外に黒色土が分布するが壁

外施設の有無は判然としなかった。

埋土は黒色土を主体とするもので浅く自然推積とみられる。出土遺物は大半が埋土中から出土し

ている。

平面形は小形の略方形で竃壁は僅かな段差をもつ。床面は全体に柔らかく不明瞭である。柱穴、

壁溝等は検出されなかった。

掘り方は鼈前面及び隅部（北隅を除く）をわずかに堀り残し、四周を掘り窪めるもので東側の隅

部2ケ所はやや深い。北壁下西半は溝状に窪んでいるが明確に壁溝と認められなかった。

竃は東壁北寄りに敷設され、焼土及び粘土の分布は少ない。鼈施設はほとんど残存しておらず完

全に崩壊したとみられる。袖は全く残っていない。須恵坪が浮いた状態で出土した。

第22号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 1 12 口唇部は肥厚して屈曲して開く。 内外面とも回転ヨコナデ。 1/10，須恵坪2，赤

台坪
褐色、黒褐色，摩

13 滅顕著

須恵高 2 高台部は低くやや幅広で外開きであ 内外面とも回転ヨコナデ 1/5，須恵坪 l，灰

台坪 5 る。接地面は外ソギ状である。体部は 白色，摩滅顕著

2 6 内湾して立ち上がる。

須恵高 3 高台部はほぽ直立し、接地面は平坦 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）内面 約2/3，須恵坪2'

台坪 6 4 で切り離しの痕跡が残る。体部は内湾 丁寧、底面中央糸きり痕残る。高台部粘土 ，赤褐色、灰褐色，

3 3 して立ち上がる。 貼付け後内面指頭ナテ。 床下出土
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第133図 第22号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵杯 4 11 2 底部は平底で、体部は内湾して立ち 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、内 95％，須恵坪 l，灰

4. 7 上がる、口唇部下で若干外反しそのま 面丁寧で平滑、底面糸きり痕残る。内面口 白色，Nu1。内面

4 3 ま開く。口唇部一ヶ所ケズリにより片 唇部下に刃物の痕跡？あり。 の大部分及び外面

口状呈す。 一部炭化物付着。

羽釜？ 5 全体に小形である。鍔断面は下向き 内外面とも回転ヨコナデ。 1/20，須恵甕（土

の三角形状。 師甕に近似），黒

色（淡褐色）黒色，

＼ 
v̀ 

•V 0
9
.
6
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” 
0 2m 
|-- | | 

第2J号住居跡土層註

第1層黒褐色土層 R粒 (.,~4●●)含焼粒 (¢2~4..)含
第2層暗褐色土層 R粒 (¢2~4●9)多 RB(¢l~2口）含焼粒〈 ¢2~4..)少

第3層淡黄褐色土層粘±、天井崩落部 R粒(,;2~4威）合焼粒 (.,~4血）含
第4層暗褐色土層 粘tB含、竃廃棄後天井崩落前推積士か R粒（が2～佃n)含焼粒 (¢2

~4991多

第5層 暗赤褐色t層 粘土B 含、竃廃棄後の第一次天井剥落土か焼粒（れ～4呵］大燒•B
(¢1～れが多

第 6 層暗赤褐色土層燃焼部灰か焼杓 (.,~4暉）大焼•B (,;J~3c●1大

第7層暗褐色土層 鼈使用時の性道流入土か R粒 (¢2~4暉）含燒粒 (¢2~4""]、少‘
第8層暗黄褐色土層 R・R粒 (¢0.5~leol多
第9層 暗黄褐色土層 R RB ¢Seo多 2~3層に分かれる，
第10屑暗灰褐色粘土層 ごく硬買

s P c-c・ 
a 黒褐色土層粘土塊含焼粒¢05c●少

b 黒褐色土層明度： 1>2 > 2' 

l木Fl隕

第 1層暗褐色上層硬質 19B ¢恥•多燒粒 ¢0.2c•少
第 2 層暗褐色上層硬買れ粒 ¢II.5c• 多焼杓 I ¢O.5~)e,)多

第3層 H音黄褐色1：層 ごく硯質 粘 1：灰色昧強

第134図第23号住居跡平面図
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第135図 第23号住居跡出土遺物

第23号住居跡（第124図）

開墾及び風倒木による撹乱、

小ピットが住居内及び周辺に確

認されたが、保存状態は比較的

良好である。壁外施設は撹乱に

より明確でなかった。

埋土は黒色土を主体とするも

ので自然推積と考えられる。竃

前面は流出粘土が分布する。出

土遺物は竃内及びその右側に集

中し浮いた状態である。

平面形は電壁が斜行する台形状乃至長方形で全体に歪む。床ははっきりしなかったが鼈周辺が比

較的固く他は全体に柔らかい。柱穴状のピットが検出されたがいずれも近現代の攪乱と判断される。

床下土塙、貯蔵穴については貼り床のため床直上で確略していない。竃内の出土遺物は伴うと考え

られるが他は浮いている。

掘り方は中央部を堀り残し四周を堀り窪めるもので、隅部は若干深い。

壁際は材の痕跡を確認するため断割りを実施したが木根の可能性もあり確証はない（位置のみ記し

てあるがその間隔は比較的一定している）。床下土塙は中央部と鼈左前方に存在する。前者は下層

に粘土が貼り付けられていた。後者は上塙→掘り方の順で構築され少量の遺物が出土する。

竃は焼土赤変範囲及び灰褐色粘土の分布範囲として明確に認められた。燃焼部は略長方形状で、

側面～底面は比較的焼けている方である。底面は湾曲し外方へ向かって緩く立ち上がる。焚き口部

に小ピットが存在する。袖は片岩を芯にした粘土貼り付けである。天井部の構造は不明である。

第23号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 1 I一 高台部ほぽ直立し細い、接地面外ソ 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底 1/3，須恵坪 1，赤

台坪 5.2 ギ状。体部は大きく内湾して立ち上が 面糸きり痕残る。高台部粘土貼付け後指頭 褐色，No.2 l。加

2.5 I る。 ナデ。 熱により内外面剥

離顕著。

須恵高 2 

台坪

2 9 

須恵高 3 

台坪 6 

3 4 

須恵高 I 4 , -

台付椀 L
3
l
/
 

．

．

 

[

1

1

 

高台部ほぽ直立し低くやや雑なっく 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）。底 30％，須恵甕 l，黒

り。体部は下端て緩い稜をなし内湾気 面糸きり痕残る。高台部粘土貼付け後内外 色（淡褐色）黒褐

味1こ立ち上かる。 面工具ナデか？接地面未調整。 色，No2。風化に

よる摩滅顕著c

高台部はやや外開きで低く巾狭い、 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）内面 50％，須恵坪 2，赤

体部との堺は沈線状の段をもつ。接地 丁寧て平滑、エ具使用か？外面下部指頭に 褐色，No3。外面

面ほぽ平坦で中央凹む。 1本部は下端で よるナテ加わる。高台部貼付け後内面全面 黒班あり。

稜をなし、内湾してだち上かる。 指頭ナデ、外面工具によるか？

高台部は外開きて高い。接地面平坦 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。底 20％，須恵訃 2楕

て中央部凹む。 面糸ぎり痕残る。高台部粘土貼付け後指頭 緻，車色（淡褐

ナデ、エ具ナテ。 色）里色，No1 8 
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 I5 lt5 高台部は小形で低くほぼ直立する、 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）内面 1/4，須恵坪 2，赤
台付椀 5 底面外ソギ状。体部は内湾気味に立上 丁寧、底面糸きり痕残る。高台部粘土貼付 褐色，No.7十鼈。

5 り下位に腰をもつ。口唇部やや肥厚し け後指頭ナデ。外面密着していない。 摩滅顕著。

僅かに外反する。

須恵高 1 6 1 15 高台部は小形で低くほぽ直立する。 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底 1/5，須恵坪 1，灰
台付椀 7.6 接地面ほぼ平坦。体部は下端で緩い 面糸きり痕残る。高台部粘土貼付け後指頭 白／灰黒色、灰白

5.5 段？をなし内湾して立ち上がる。上端 ナデ。 色，

部外反する。

須恵長 7 I 12.5 高台部はほぼ直立し低い、接地面ほ 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。体 60％，須恵坪l，灰

頸壺 1 6 6 ぼ平坦で末調整。体部は倒卵形で肩部 1 部中位以下は指頭によるナデ加わる。 1色 No4 + 7+ 2 
23. 5 I はほとんど張りをもたない。口縁部は

外傾して立ち上がり、口縁部は段をな

し口唇部は直立し尖り気味。

須恵坪 I8 , - 体部小破片である。

台付甕 I 9 110. 2 

一 部はほぽ直立し中位でやや外傾して開 ナデ。口縁部ヨコナデ？外面下半工具ナデ

3.3 1 く。口唇部やや尖り気味。 1 （→） 

台付甕 I 10 110.2 

4.1 

台付甕 I 11 I 10. 2 

13.2 

甕 12 I 19.1 

6.2 

甕 13, — 

甕

3. 7 I ち上がる。
4. 5 

14 I 20.6 

甕 15 I 19 

甕

14.5 

18.8 

16 I 19.8 

17 

砥石？ 1 18 

21.5 

張りのある胴部から、微かな稜をな

しそのまま口縁部に移行する。口縁部

は中位で屈曲し外傾して開く。口唇部

は丸く収まり、外面直下は緩い稜をな

す。口縁部外面中位輪積み痕？残る。

小形の底部から胴部は内湾気味に立

寧な箆ナデ。

2 + 2 3 

内外面とも回転横ナデ（左回転か？） o | 1／20，白細多，灰色
体部外面横位墨書あり。

張りのある胴部から段をなし、口縁 I 胴部外面横、斜め箆ケズリ（←)内面箆 I 1110．甕1．赤褐色

上部に張りをもつ胴部から緩い段を 上胴部横箆ケズリ（←←↓）以下縦箆ケ 1/10，甕l,赤褐色

なし、口縁部はほぼ直立し中位で僅か ズリ。内面箆ナデ。口縁部ヨコナデ、外面 ，竃出土。

に内湾して立ち上がる。 下半工具ナデ。

胴部は尻すぼみで、頸部で明瞭な段 胴上部横箆ケズリ、以下縦箆ケズリ、内 1/10，甕l，黒褐色

をなす。口縁部は外傾して立ち上がり、 面箆ナデ。脚接合部ヨコナデ。口縁部ヨコ （褐色）黒褐色，

ロ唇部は尖り気味。 ナデ、外面下端部棒状工具によるナデ。 鼈出土片と接合。

口縁部と胴部は接

合しないが同一個

体。

胴部外面横箆ケズリ（←←）、内面箆ナ 約1/2，甕 1，淡褐

デで丁寧平滑。口縁部ヨコナデ後外面上位、 色，Nu20+2 4 

下端はエ具ナデ、中位指頭押圧、ナデ加わ ＋2 6。接合しな

る。内面頸部？指頭押圧加わる。 いが同一個体とみ

られる。

胴部外面斜縦箆ケズリ↓、内面比較的丁 1/2，甕1,赤褐色，

No 1 8 

最大径を上位にもち張りのある胴部 胴部外面上位横箆ケズリ（←←↓）、以 約60％，甕1,淡褐

から、頸部で段をなし、口縁部は僅か 下縦箆ケズリ（↓ ←？）、内面箆ナデで丁 色，Nol2+15

に内傾して立ち上がり中位で屈折して 寧平滑、頸部指頭押圧加わる。口縁部ヨコ ＋1 7十竃。摩滅

開く。外面中位部分的に輪積み痕残る。 ナデ（→?）、外面中位、頸部はエ具ナデ 顕著。

口唇部は丸く収まる。 で上半部指頭押圧、ナデ加わる。

長胴気味で中位に最大径をもつ胴部 胴部外面上位横斜箆ケズリ（←←↓）で 約1/2，甕 1,赤褐

から、頸部で緩い段をなし口縁部は僅 口縁中位に及び下位縦箆削り（↑ ↑←）内 色，No8十鼈。外

かに内傾して立ち上がり、上位で屈折 面箆ナデ、接合部指頭押圧。口縁部ヨコナ 面一部黒班。

して開く。外面輪積み痕残る。口唇部 デ（→)頸部、屈曲部はエ具ナデで中位～

直立し外面稜をもつ。口縁部内面緩い 上位は指頭ナデ（←?）加わる。内面中位、

段をなす。 頸部若干の指頭押圧加わる。

胴部は上位に最大径をもちしりすぽ 胴部外面上位横箆ケズリ（→← ↓）、以 約80％，甕1,赤褐
み。頸部で緩い段をなし、口縁部は僅 下縦箆ケズリ（↓ ↓ ←）。内面箆ナデ（← 色，Nu1 0十竃。

かに内傾して立ち上がり中位で屈折し ← ↑）、頸部、接合部指頭押圧加わる。口 内面加熱による剥

て開く、外面輪積み痕残る。口唇部は 縁部ヨコナデ後外面頸部、中位、口唇部エ 離顕著。

屈折し外面稜をなす。 具ナデで指頭押圧、ナデ加わる。

S9、580g

S 3、1.11Kg
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第136図 第23号住居跡出土遺物（2)

- 159 -



ー

し

l

`
V
 

•V O
L
.
N
 

8 

＋
 

B' 

乱 4
E
寸
L
.
L
寸

I
I
I
A
l
寸
X

吋
B
 _
 

_<:__ 

言言、｀｀言言言瓢―\—、
」上
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8'62,70 

第24号住居跡 ・ヒ層註

D'QUO 

言 0 1m 
1 | l 

第1層黒掲色上層 R粒 (¢2~49＂）含燒 9t(¢2~4瓢）少
第2層 II音褐色土眉新竃煙道流入1: R粒(¢2~4暉）少焼粒 (.,~4皿）多

第3層褐色土層新竃煙道流入土 R粒 (¢2~4暉）多 RB¢l口少焼粒 (¢2~4呻）’少

第4層 暗褐色上層 In竃燃焼部下面ガチガチ R粒 (¢2~4麟）少 RB(¢(~Jr●）含焼粒

(¢ 2~4●●)多

第 5 層赤褐色上層 18竃燃焼部下；；；ガチガチ焼粒 {¢2~4繭 1 火焼•B (¢2 ~5r•I 多
掘り方褐色七層 HRB大

第137図第24号住居跡平面医

第24号住居跡（第137図）

開墾及び溝或いは畠畝による撹乱でほとんど残っ

ていない。かろうじて竃の存在により住居跡と認識

された。壁外施設については不明である。

□三丁＿ ／ ＼ 
10cm 

第138図第24号住居跡出土遺物

埋土は鼈を除いてほとんど残っていない。出土遺物はほとんどない。

平面形は小形の方形ないし長方形とみられる。床ははっきりしないが北竃前方部分で残存してい

る。竃は北、西壁に敷設され北竃の方がよく焼け締まっている。構築順序は袖の残存がなくわから

ないが残り具合からすると西→北の順か？

掘り方は撹乱のため不明である。残存部中央はよく踏み締まっているのでローム直上が或いは床

面かもしれない。

竃はいずれも燃焼部下面のみ残存し略長方形ないし楕円形状で、西竃は下面をやや掘り窪める。

北竃は外方へ向かって緩く傾斜し燃焼面は固く焼き締まっている。

第24号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 I 12.2 体部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面とも回転ヨコナデ。 1/10，須恵坪2，赤
は肥厚して外反して開く。 褐色，摩滅顕著

2.6 

甕 2 底部は小形でやや厚く平底である。 胴部縦箆ケズリ（↓→）後底面箆ケズリ。 約1/2，甕 l，淡褐
4 内面箆ナデ。 色，

1.9 
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玉 二
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粒 ("~4暉）少

第5層褐色（眉 l15床J-_ R粒 (40~,..)大 HRR(¢2へ5四 1大

第6贋黒褐色、ゴ＿居粘ザl含 H粒 190～徊）含 HRB1'2~5心少

第7贋 灰椛色土屑 帖土、床下t坑に残存、霞楢契材の残か。

第8沼 09褐色土層 R 粒 ("~5•日）多 HRB¢l口含

第9陪暗褐色土陪 R位 (92~5叩）多 l1RB¢(,•多

第10層埒色土閥 R粒（ 92~5m)多 HRB,C,大

第139図 第25号住居跡平面図

第25号住居跡（第139図）

耕作による撹乱により大部分破壊されている。竃付近のみ残存していた。

埋土はほとんど残っておらず部分的に床が露出した状態である。出土遺物は竃周辺のみで大部分

浮いた状態。

平面形は略長方形で、北半分のみ床が残り全体に柔らかく固い面はほとんどない。柱穴、壁溝等

は検出されなかった。床下土塙ははっきりしないが竃前面に位置する。貼り床は不明。貯蔵穴は竃

右側で不明瞭な円形。若干の出土遺物があった。

掘り方は南半部は床がすでにとんでいるが中央を堀り残し、四辺を堀り窪めるものと思われ、竃

両脇がやや深い。床下土墳中に多量の粘土が検出された。

鼈は撹乱により燃焼部のみ残り、平面形は長方形ないし楕円形。全体によく焼けており深い。袖

は全く残っていない。
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10cm 
□,/ 

第140図第25号住居跡出土遺物

第25号住居跡出土遺物

，器種 1番号［法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 1 I 13.6 高台部は殆と剥離するが、残存部に 内外面とも回転ヨコナデ。底面糸きり痕 1/10，須恵坪 2，赤

台坪 5,4 よるとほぽ直立し低く小形である。体 残る。 褐色，加熱による

6.4 部は接合しないか内湾して立ち上がる 条り離顕著

とみられる。口唇部は肥厚し僅かに外

反する。

須恵高 2 13 4 

台坪 6 

5 4 

須恵高 3 15 3 

台付椀 6 6 

6 2 

須恵甕 I4 I― 
18.8 ， 

5

1

 

・

・

 

0

0

 

1

6

1

 

53 
甕寸

f

1
 
台

高台部は低くやや幡広で外開き、接 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、底 約1/3，須恵坪 1'

地面平坦。体部は内湾して立ち上がり 面糸きり痕残る。内面丁寧で平滑。高台部 灰白色，No2。摩

口唇部やや肥厚し外反する、端部は緩 貼付け後内面指頭ナテ。 滅顕著

い稜をなす。

高台部は低くやや幅広でほぼ直立す 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、底 90%,須恵坪 5

る。接地面平坦で中央凹む。体部は内 面中央糸きり痕残る。内面丁寧で平滑、外 (1に近似し白粒

湾して立ち上がり、下位に腰をもつ。 面下部指頭ナデ加わる。高台部貼付け後内 目立つ），灰白色，

口唇部屈曲し一部凸状をなす。口唇部 面指頭ナテ。 No. l + 3 
内面摩滅する。内面下位に平行する刃

物の痕跡あり。

底部は平坦で、体部は外傾して立ち 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）。底 1/10，須恵甕 l

上がる。外面輪積み痕？残る。 面未調整？ 灰色（赤褐色）灰

褐色，No3+ 7 

脚部は外反して開く、下半は欠失す 口縁部ヨコナデ（→)後外面指頭押圧、 約1/3，甕 l，暗褐

る。胴部は尻すぽみで謂部で緩い稜を 胴部外面県部横箆ケズリ（→)、以下縦箆 色，No4。外面す

なし0縁部に移行する。 1コ縁部は内傾 ケズリ （↓ →）、内面箆ナデで平滑。脚部 ず付着。

して立上り中位で屈曲して開く。口唇 ョコナデ後接合部工具ナテ。脚部成形後胴

部凸状をなす。 部を積み上げる。

甕 I 6 I― 底部はやや凸出気味て厚めである。 底部は一定方向の箆ケズリで、胴部は縦 1/3，甕 I' ，暗褐

4. 8 胴部は外傾して立ち上がる。 乃至斜箆ケズリ （↓)。 色、赤褐色，No3。

5. 7 内外面とも加熱に

よる剃離顕著。

註］ 図示したもの以外に土師器甕底部1、体部25点、須恵杯□縁部5、底部2、体部5点、須恵器甕底部3、胴部3点が出＋している c
註2 各器種と胎土との対応関係は以下のとおりてある。

甕1（底部1、イ本部20)甕l（体部5) 須恵杯l（口縁部l、底部l、体部3)須恵杯(I]縁部4、イ本部2) 須恵杯2、（底部1) 須恵甕l（底部3、

体部4)

註3 須恵甕1 a~f、 h少旨含む d目立つ 細粗礫微景
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第27号住居跡土層註

第1層暗褐色士層軟賀粘性有焼粒;D.2a、炭化粒が0、la少

第2層暗褐色土層軟買粘性有 R・R粒(,0.1~0.2,●)多

第3層黒褐色土層 R粒少焼粒(,0.2~0.5m)多炭化粒微

第4層暗褐色土層砂買焼・焼粒¢O.5口多

第5層暗褐色土層 1に近似やや茶色味おびる焼土粒¢O.2口多

掘り方黒褐色土層やや軟買 R多 R粒¢O.2m名

゜
2m 

第142図第27号住居跡平面図

第27号住居跡（第142図）

南半は谷にかかっており、谷を切って構築される。壁外施設は不明。竃袖は近現代のピットによ

って破壊されている。

埋土は黒色土を主体とするもので浅くほとんど残っていない。遺物は少量で埋土中から出土。

平面形は竃壁がやや湾曲する略方形。床は竃前面がやや固く締まっている他は柔らかく明確でな

い。貯蔵穴は竃右側に位置し楕円形状呈す。生活段階に伴う遺物はない。

掘り方は中央部を残して四周を掘り下げるもので、隅部がやや深くなる。

竃は東壁ほぼ中央に敷設され、燃焼部は略長方形状で底面は緩く立ち上がる。底面、側面ともそ

れ程焼けていない。両袖は粘土が多少残っていたがピットによる撹乱で旧状をとどめていない。

第27号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

灰釉椀 1 14 体部は内湾して開き外面下部微かに 内外面とも丁寧な右回転横ナデ、内外面 1/10，黒粒猿投？，
稜をなす。口唇部丸く収まる。器肉比 全体に釉がかかる。 灰緑色（灰色）灰

3.6 較的厚い。 緑色，
須恵高 2 13.4 全体に小振りであるが高台部は大き 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、底 70％．須恵甕l，灰

台付椀 5. 7 く、巾広で低くほぼ直立し接地面ほぼ 面糸きり痕なで消す。高台部粘土貼付け後 色，Nu1。内面一
5.8 平坦で中央凹む。体部は内湾気味に立 内外面指頭ナデ。内面体下部～底部は粗い 部炭化物付着。

ち上がるが、下位に腰をもつ。口唇部 工具ナデ加わる。

やや肥厚して僅かに外反する。上端緩

い稜をなす？
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第143図第27号住居跡出土遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 6 I 1s.2 I 張りのある胴部上端から、口縁部は 1 胴部外面指頭押圧、口縁部ヨコナデ？後 1 1/10甕 1，暗褐色

内煩して立ち上がり中位で外反して開 上半～内面及び外面下端工具ナデ（←)、 ，鼈出土

4. 3 く。 D唇部はほぼ丸く収まる。

甕

甕

外面指頭押圧、ナデ加わる。

7 I 20.s I 口縁部はやや外傾して立ち上がり、 内外面ヨコナデ（→?）、外面屈折部及 1/10，甕 l，赤褐色

中位で更に外傾して開く。口唇部は尖 び下位はエ具ナデ。 ，床下出土。摩滅

2.s I り気味で外面緩い稜をなす。 顕著。

s I 17. 7 I 張りをもつ胴部から微かな段をなし、 胴部外面横箆ケズリ（←←↓）一部口縁 約1/3，甕 1，赤褐

口縁部は緩く外反して立ち上がる。口 部に及び、内面丁寧な箆ナデ（←← ↓）。 色．外面帯状にス

21. 2 I 唇部は外面凸状をなし丸く収まる。口 ロ緑部ヨコナデ（→)後外面中位指頭押圧、 ス付着。

縁部外面下位輪積み痕？残る。 強いナデ乃至ケズリ。下端工具ナデ（←）

で緩い段を造出する。

? I 9 

砥石 I 10 

, S 1、475g

180g 
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 3 13 8 高台部はほぽ直立し低くやや巾広、 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）底面 1/3，須恵坪 1，灰

台付椀 5 5 接地面ほぽ平坦で中央部やや凹む。体 中央糸きり痕残る。高台部枯土貼付け後内 色，No.l 

6 5 部はやや内湾気味に立ち上がり、器肉 外面指頭ナデ、体部下端工具ナテ。

薄い。[J唇部そのまま外反する。内面

下部に重ね焼き痕？残る。

甕 4 17 3 胴部上端から口縁部は僅かに内傾し 胴部上端横箆ケズリ。口縁部内外面ヨコ 1/20，甕 1，赤褐色

て立ち上がり中位で外傾して開く。ロ ナデ？後外面上半部工具ナデ、下端棒状工 ，床下出土

5 2 唇部は丸く収まり外面凸状呈す。外面 具によるナテ（→?）。内外面指頭押圧加

輪積み痕？残る。 わる。

甕 5 17 9 胴部上端から緩い段をなし、口縁部 胴部外面横箆ケスリ（→←）、内面箆ナ 1/20，甕］，淡褐色、

は内傾して立ち上がり中位で外反して テ。口縁部内外面ヨコナデ（→)後外面指 赤褐色，

4 3 開く。口唇部尖り気味で外面段をなす。 頭押圧？

外面輪積み痕？残る。
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B饂 50 ｀ 
o」亨第28号住居路土層註 ＜ 
＋ 第1層黒褐色土眉軟賓 R多 R粒¢0.5o多焼粒90.2口微
If 第 2層府赤褐色土層帖性有 R粒 90.5口焼粒（紐 1~0.5ol 多炭化杓粒90.23',•

ャ 掲り方●色土層 R R)1多 RB9]口焼粒炭化粒90.5口少

床下土嬢

第3層咤褐色士層 R粒,0.5o少焼粒 190.1~0.5.) 少暗灰褐色粘土B¢3c•少

第4層暗褐色土層 9層に分割できる？ 枯性有0 R粒90.3o多焼粒90.2o少暗灰屯色

帖土B9]C•少

第5層 暗黄褐色粘土層 ごく硬目

SPD-D 

第1層 黒褐色土層 軟賛、帖性打り（しまり悪いI R粒、焼粒少

第2層展褐色土層軟買粘性有り（しまり悪い）、 RR9立(90.1~0．お）多 (R:2>4 1 

2m,!3層黒褐色土眉 歎買．粘性有り（しまり悪いI R粒 (90.9~lol多如90.2o多
第4層恩褐色土層 軟円、粘性有り（しまり悪い）． RR粒90.2a多焼粒破

第144図第28号住居跡平面図

第28号住居跡（第144図）

西半は谷にかかり、谷を切って構築される。耕作による溝、ピット等の撹乱によりほとんど壊滅

状態で床面あるいは床面下迄達している。

埋土わずかに残り黒色土主体。出土遺物はほとんどない。

平面形は略長方形。床は東半部分で比較的残っておりやや固く締まっている。柱穴、壁溝は検出

されなかった。床下土壇が鼈前方に存在し貼り床は認められなかった。底面に粘土が張り込まれた

ょうな状態であった。北壁下ピットは貯蔵穴？で楕円形状呈し深い。中央やや北寄り小ピット中か

ら土器片が出土したが他のピットも含めて新しい。
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第145図第28号住居跡出土遺物

掘り方は不明確で南壁下～鼈

付近迄存在するが西壁下は谷肩

部と重なっており判然としない。

他はローム直上を床として利用

する。

竃は東壁やや南寄りに敷設さ

れ左右でわずかに段をもつ。右

袖は残っていない。燃焼部下面

のみの残存でほとんど焼けてい

ない。袖は右袖基部がわずかに

残存し粘土貼り付け。焚き口ほとんど平坦。

第28号住居跡出土遺物

，器種 1番号 11去量 l 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪 I 1 I 14 

3.3 

須恵坪 I 2 I 13. 6 

4. 9 

須恵高 3 I 15. 7 

台虐i I 5.6 
6. 4 

甕 I 4 I 1s.2 

体部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、内 1/10，須恵坪l，灰

は肥厚し上端尖り気味で屈曲して開く。 1 面丁寧で平滑。 色，

体部は内湾して立ち上かり、口唇部 内外面とも回転ヨコナデ。 1/5，須恵坪 2，淡

は肥厚し屈曲して開く。 褐色，床下出土。

内外面とも剥離顕

著。

高台部は低く幅広でほぼ直立し、接 内外面とも国転ヨコナデ（左回転）内面 約70％，須恵坪3,

地面はほぼ平坦で中央がやや凹む。体 丁寧で平滑、口唇部下内面摩滅する。高台 灰色、灰褐色，

部は内湾して立ち上がり口唇部は肥厚 部粘土貼付け後内面指頭ナデ、エ具ナデ加 Nu 1。外面一部ス

して開く。上端は緩い稜をなす。 わり外面体部下喘に及ぶ。接地面は末調整 ス付着。

で圧痕残る。

歪み顕著。胴部から口縁部は僅かに 胴部外面横箆ケズリ（←←）で、口縁下 1/20，甕1，淡褐色、

内傾して立ち上がり中位で段をなし外 半に及び、内面箆ナデ。口縁部ヨコナデ乃 灰褐色，No2

4.5 I 傾して開く。口唇部はほぽ丸く収まる。 至工具ナデ（→)で段はエ具により造出す
る。指頭押圧、ナデ加わる。

羽釜 | 5 | 18.2 体部はほぼ直立して立ち上がる。鍔 内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）、 1/10，須恵甕6，灰

一 断面は三角形状をなし上面やや下向き 比較的丁寧。鍔はよく密着する。 色、灰黒色，胴部

7. s I である。口縁部｛菫かに内傾するとみら
れる。口唇部内ソギ状で外面やや凸状

を呈す。

と口縁部は接合し

ないが同一個体と

みられる。内面炭

化物付着。

第29号住居跡（第146図）

谷肩部からわずかに離れた位置にあり、溝、木根等の撹乱によって殆ど壊滅状態で竃のみ残存す

る。確認面がほぼ住居跡床面でほとんど残っていない。

埋土は既に失われている。出土遺物は耕作溝中から出土している。

平面形は推定で長方形。柱穴、壁溝等は検出されなかった。出土遺物はない。

掘り方は溝に切られてはっきりしないが、中央を残して四周を堀り窪めるものと考えられる。

竃は東壁やや北寄りに敷設され、燃焼部底面のみ残存し略楕円形ないし長方形状、あまり焼けて

いない。底面は外方へ緩く立ち上がる。袖は全く残っていない。
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第29号住居跡土層註

掘り方暗褐色土層 茶色昧強いやや砂質 R 粒 ¢0.]c• RB92直多焼粒祓

0 2m 

第146図 第29号住居跡平面図

第29号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高

台坪

須恵高

台坪

坪

I I 13.2 

2'― 
2

6

 

．
．
 

5

2

 

体部は外傾して立ち上かりそのまま 内外面とも回転ヨコナデ（左回転？） 1/ 4，須恵坪 1，灰

口唇部に至る。 白色，焼成良好・

器壁軟弱

高台部やや外開きで接地面外ソギ状。 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底 1/3，須恵坪 5 (1 

外面密着していない。体部は内湾ぎみ 面糸きり痕残る。高台部粘土貼付け後内外 に近似し dが目立

に立ち上かる。 面指頭ナテ。 つ）。灰色，鼈出土。

3 I 12 

甕

1. 7 

4 I 1s. 2 

甕 5 I 20 

甕

3. 2 

6 I 18.1 

甕

5
 .
o
 

3

2

 
7
 

甕

2.5 I 唇部は直立し丸く収まる、外面凹む。

4. 2 

s I 20. 3 

4.2 

1本部から内湾してそのまま口縁部に 内外面ともヨコナデ0 I 1120，甕 1，淡褐色
至る。口唇部は内ソギ状。

口縁部下半は僅かに外傾して立ち上

かり、中位て屈曲して大きく開く。ロ

内外面ともヨコナデ。 1/20，甕 1,黒褐色、

暗褐色，竃出土。

口縁部は中位で大きく屈曲して立ち 内外面ともヨコナデ（→?）で、外面屈 1/20，甕 1，赤褐色

上がり、口唇部外面緩い稜をなし丸く 曲部指頭押圧ナテ加わり、下端は指頭ナテ

収まる。 か？

張りのある胴部から、口縁部は緩く 胴部外面横、斜箆ケズリ（←?）、内面 1/10，甕 l' ，橙褐

外反して立ち上がる。口唇部は小さく 箆ナテ？口縁部ヨコナデ（→?）後外面指 色，鼈出土。摩滅

直立し、尖り気味で外面緩い段をなす。 頭押圧加わる。 顕著。

張りのある胴部から口縁部はやや内 口縁部内外面ともヨコナデ（エ具使用 1/20，甕 1，暗褐色

傾して立ち上がり中位で外反して立ち か？）、外面上部指頭押庄、ナデ。胴部横 ，床下出土。

上がる。外面輪積み痕残る。 箆削り（←←）で口縁部下半に及ふ。

張りのある胴部から口縁部は中位で 口縁部内外面ヨコナテ（→)、外面屈曲 1/10，聾 l，赤褐色

屈曲して立ち上かる。口唇部は尖り気 部以下指頭押圧、ナデ（←）。

味で外面稜をなす。
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第147図 第29号住居跡出土遺物
註 平安時代の出＿1＿々器胎土は可能な限り類型化につとめたが、これに該当しないものもある。各器種の胎土は以下のとおりてある。

須恵坪 1 末野産、f大量細粗礫

須恵坪 l' 末野産、f多覧、 d目立つ 細粗礫

須恵坪2 未野産、 a~ f 細粗 「コ」字甕の構成に類似する

須恵坪2' 2に類似し、 d目立つ

須恵坪 3 2に顆似し、 e目立つ

須恵坪4 南比企産、g含む

須恵坪 4' 南比企産、 g少量、 e目立つ

須恵坪 4,,南比企産、g極微是

須恵坪 5 末野産、 f大輩、 e

須恵坪6 末野産、 d目立つ

須恵坪7 須恵甕lに近似し精緻、 e目立つ 細粗微

土師質杯 須恵坪2 （末野産、 a~f 細粗 「コ」字甕の構成に類似する）に類似 混入物極徴籠

須恵鉢 1 須恵坪 1 （末野産、f大昼 細粗礫）に同じ

須恵鉢2 a~ f 細精緻
須恵甕1 末野産、 e目立つ 細粗礫徴

須恵甕1' a~ f、 h少量含む d目立つ 細粗礫微鼠

須恵甕2 南比企産 a~h 細粗礫少菫

須恵甕 2' 2に近似し、gは 2より少醤

須恵甕3 須恵杯 1 （末野産、f大鼠細粗礫）にほぼ同じ

須恵痰 3' 3に近似 a、e多祉

須恵甕4 須恵坪 l'（末野産、 f多菫、 d目立つ 細粗礫）にほぼ同じ

須恵甕 5 南比企産 i含む

須恵甕 6 末野産？ e 

須恵甕 7 1に類似 h多量

須恵甕8 「コj字甕の構成に類似 c目立つ
羽釜 1 未野産、 e目立つ 細粗礫須恵壺 1に近似

氾釜2 須恵甕 2 （南比企産 a ~h 細粗礫少贔）にはぼ同じ

羽釜3 須恵甕3にほぱ同じ

羽釜3' 末野産 a、e多量細粗

羽釜4 須恵甕4にほぱ同じ

羽釜5 2に近似、 a ~ f、 hは少盤、 i微昼

羽釜6 a~ f、 hは極少薗 e、 i微量 混入物微量て目立たない
須恵壺 l 須恵甕 1 （末野産、 e目立つ 細粗礫微）にほぱ同じ

須恵壺 2 須恵杯 2 （末野産 a~ f 細粗 「コ」字甕の構成に類似する）にほぱ同じ

須恵壺 2' 須恵坪 2'(2に類似し、 d目立つ）にほぼ同じ

須恵壺 3 須恵杯3 (2に類似し、 e目立つ）にほぱ同じ

須恵壺 3' 須恵壺 3に近似 d目立つ

土師器甕 1 C目立つ 紐l

上師器甕 1' 1に近似、 d目立つ

上師器甕 2 1に近似、 a、e、f目立つ 細粗

土師器甕2' 1に近似、 a、f目立つ 細粗

土師器甕3 a~d e目立つ 細粗大昼礫
土師器坪 1 C目立つ 細土師器甕 1に近似

土師器坪 l' ]に近似、 d目立つ

□ 
6
 ：
 

二＿＿
 
一

ニ ー

10cm 

細粗礫
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d 平安時代第 3群

第3群は調査区の中央部やや北側、台地頂部から西側斜面（標高63.5~65.5m前後）にかけて位

置し、東側はほぼ南北方向に延びる第 1号溝によって限られ、第2群とは比較的急な斜面によって

限られる。この住居跡群の東、南側は遺構は疎らとなる。第 1号溝、第90号住居跡を含むため広い

範囲にわたる。住居跡の集中する西側に限ると土塙群及び堀立柱建物跡を中央に、北、南、東側に

住居跡を配しており平安時代白草遺跡のほぼ中央部と言えるだろう。

住居跡群の占有する範囲は（西側）長さ47.2m、幅45.5mに亘り、約2,150rriりこ及ぶ。ほぼ方形

領域をしめるが第1号溝まで含めると主軸方向はほぼ東西方向である。

各住居跡の配置は第90号住居跡が他の住居から離れて単独で存在する。この様に住居跡群からか

なり離れて存在するものについては集落全体の中で位置づける必要がある。他の住居跡が西半に集

中し、第 1~3号堀立柱建物跡がほぼ中央、北西側に第66~71号住居跡が東西方向にほぽ直線状に

存在し、第71号住居跡以外は集中する。東側から南側にかけて疎らな直線状に第49~52、54、56、

60号住居跡が並んでいる。第66~70号住居跡と第49~52号住居跡をそれぞれ第3b、3a群と呼称

する。

15軒の住居跡の詳細は以下の記述及び住居跡一覧表によるが、概要を示すと直径2.5~3.5m前後

のものが多く、 2.5m以下、 3.5m以上の住居跡は少ない。平面形は不整形にものを含めて長方形状

を呈するもので、横長のものもある。鼈は 2種類存在し東乃至北東壁に付設されるものと、北壁に

設置されるものとがある。重複関係からみると後者が古いが、出土土器でみるとそれほどでもない。

第3号堀立柱建物跡の切り合いによって主軸が南北方向のものが古く、東西方向のものが新しいこ

とが判るが住居跡と連動するかどうか判断は難しい。住居構造についてみると、竃は壁中央ないし

やや右寄りに設置されるものが圧倒的で左鼈は少ない。明確に構造を把握できるものは第52、54、

71号住居跡の 3軒である。貯蔵穴をもつものは 6軒で、竃の左側は第68号住居跡のみである。床下

土塙を持つものは 7軒を数える。堀り方については不明瞭な住居跡もあるが、中央部を残して四周

を掘り窪めるものが主体を占め、三辺、二辺、一辺を堀り窪めるものが存在する。壁溝を持つもの

は第51、54、56号住居跡の 3軒で第51、54号住居跡は柱穴が存在する。

重複関係にあるものは、上述のように 2例認められる。

住居跡外に土壊をともなうと考えられるものが1軒存在する。

第3a住居跡群（第148図）は13.75 X 8. 53mの鍵形の範囲に収まりやや広い範囲を占有する。第

3 b住居跡群は第163図に示したように 6軒の住居跡の占有する範囲は、 19.50IDX8.36mの鍵形状。

各住居跡の間隔は 5m前後の至近距離にある。出土土器によると若干の段階差があり、同時に存在

したわけてはない。
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第149図第49号住居跡平面図

第49号住居跡（第149図）

鼈及び住居中央部～南東側は木根による撹乱が顕著である。

埋土は 2層であるが、東半は撹乱顕著。竃袖部分は流出、 5層に分割される。出土遺物は少量で

竃周辺埋土中から出上。

平面形は平行四辺形乃至方形。貼り床が竃前面については木根による撹乱で不明確であるが中央

部にかけて存在したとみられる。床下土坑は竃前方やや中央寄りに存在し略円形呈し床上に灰褐色

粘土を貼り付けている。遺構内及び周辺にその他の施設は検出されなかった。出土遺物は床面直上

のものはない。

掘り方は中央部を残して周縁部を掘り窪めるものとみられる。床下上塙底面は粘土が貼り付けら

れる。

竃は東壁ほぼ中央に位憧し、燃焼部～煙道部の遺存状態は良好で両側面がオバーハングしており、

天井部粘土が部分的に残る。袖の大部分は流出している。火焼面は比較的よく焼けており、狭い範

囲であるが赤変硬化していた。支脚穴か中央部やや左にずれてピットが存在する。竃は周縁を楕円

形状に掘り窪め側面～天井部に粘土を貼り付けて構築したとみられる。袖は流出するが、基部は貼

り床上に載っている。
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第150図第49号住居跡出土遺物

第49号住居跡出土遺物

1器種 1番号 1法量 l 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯 I1 | 14.0 1体部は内湾して立ち上がり、口唇部は 1内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。
ー 外反し丸く収まる。

4.4 

1/5。須杯2。灰

褐色。床下出土。内

外面とも摩滅顕著。

須恵高 I 2 高台部はやや外開きで細い。底面外ソ 内外面とも回転ヨコナデ（右回転？）、高 約1/4。須恵杯2。

台杯 5.5 ギ状で中央部凹む。体部は内湾気味に 台部粘土貼付け後内外面指頭ナデ、よく密 灰白色。床下出土。

2. 7 立ち上がる。 着していない。 摩滅顕著。

甕 I 3 I 17.0 丸みをもつ胴部からそのまま口縁部へ 胴部外面横、斜め箆ケズリ（←←↓）、内 1/8。甕 1。赤褐

移行する。口縁部屈曲し外傾して開く。 面箆ナデ頚部指頭押圧加わる？口縁部横ナ 色。甕＋床下出土。

7.1 ロ唇部凸出気味で外面直下沈線状に凹 デ（←?）、外面状半、屈曲部はエ具ナデ、

む。外面輪積み痕残る。 中位は末調整部を残す指頭ナデ（←）。

甕 I 4 I 20.2 張りのある胴部から口縁部は僅かに内 胴部外面横箆ケズリ （←←）、内面箆ナ I 1 /10。甕 1。淡褐

傾して立ち上がり、中位で屈曲し内湾 デ？口縁部ヨコナデ後、外面指頭押圧、ナ 色、赤褐色。甕出土。

4. 7 気味に開く。口唇部は直立して丸く収 デ。外面工具ナデ加わるか。

まり、外面直下微かに稜をなす。

砥石 I 5 I 125 g。

第50号住居跡（第151図）

上面は耕作による影響で灰褐色土（砂質）の分布範囲として確認された。周辺部は新しいピット

が分布し耕作と相まって壁外施設は不明である。

埋土は耕作土が混入するためか全体に砂質。竃前面に粘土が厚く分布する。出土遺物は少量で大

半が埋土中から出土。

平面形はやや歪んだ長方形ないし平行四辺形であるが、みためはそれ程でもない。床面は竃前面

～中央部にかけて硬質面が広がり周辺部は柔らかい。貼り床はないが床下土壇は生活段階で全く確

認できなかった。柱穴、壁溝等は検出されなかった。

掘り方は不明瞭であるが、南壁下に認められごく浅い。床下土壇が中央部よりやや右寄りに検出

されている。生活段階では開口していなかったと考えられる。

鼈は斜行する東壁ほぼ中央に位置し燃焼部の赤変範囲として比較的明確に検出された。袖はほと

んど壊滅状態で天井部も含めて流出粘土が手前に分布していた。袖は粘土貼り付けで壁はほとんど

掘り込まない。燃焼部は長楕円形状で、手前は略楕円形状にやや深くなる。底面は外方へ緩く立ち

上がり、側面は比較的よく焼けている（特に左側）。
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第50号仔居蹄 L困註

第 1屈町93色t13 砂臼 r: R I立1¢ 0, 2 vo, 5cn）少＇ C9立心0,! [a臼
第21音 暗氾色il'li 砂筏 R R粒¢02cc多 Cl立¢0.lc員存9
第31● Il訂黄掲色土陪 R RB多
第ヽ 1層茶褐色土層 砂四サラサラ R R粒る91c• 祓

第5屑芥9E色土層第1/0に近似枯土少 R R粒 I¢0 2~0 9[• ）少
第6屑 諸灰白色粘上層

第7層暗灰掲色土眉枯土多 c t立 40,5c• 放

第8服 09氾色土1!l 砂nR粒 (¢0.2~oi C• I多 R RB t¢l~2ca）少 9月B(¢2-J,̀ I 
少

第9層賄灰褐色上層枯上多 R9立¢O.5c●赦i/t焼B 1¢l~1c•I 少 C粒却， h•税
第 10庖 09褐色ナ層枯t少やや黒昧強 R粒1¢ 0. J ~1c•1 11文

第)I屈暗灰白色土19 焼土 C粒少

第11層時黄褐色土層 硬t9 R9立1¢01~0 1c• I多 RF,B,11c9 灰白色ta」B91cn'J
掘り 1, "色土庖 ，｛サバサ R, RE名

第151図第50号住居跡平面図

第50号住居跡出土遺物

，器種 1番号 1j去量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 I1 
台杯

13.4 

3.0 

1本部は外傾して立ち上かり、口唇下屈 1 内外面とも回転ヨコナテ（右回転？）。

曲し肥厚して開く。

1/4。須恵杯 l。赤

褐色（黒色）赤褐色。

竃土出。内外面加熱

による、刻離顕著。

須恵杯 I 2 I 12. 2 ｛菫かに上げ底の底部から1本部は内湾し 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、外面 1/3。須恵杯2。
5. 4 て立ち上がり、上位で外半しそのまま 体部下半指頭ナテ、底面糸きり痕残る。 灰褐色て赤褐色。
4.2 口唇部に移行する。 No. 6。底面炭素付着。

須恵高 3 I 14. 2 高台部直立し薄く接地面平坦で中央凹 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、内面 約90%。須恵杯 3。
台付椀 6. 2. む。体部は内湾して立ち上がり、下位 丁寧で平滑、底面糸きり痕残る。高台部粘 淡褐色。No.2+4。

5. 4 I Iこ腰をもつ。口唇部僅かに肥厚し外半 土貼付け後内外面指頭ナテ、接地面中央棒 内面剃離顕著。内外
して開く。底部内面ほぼ平坦面をなお 1 状工具1こよるか？。

す。
面一部里班あり。

須恵高 4 I 13_5 高台部低くほぼ直立し接地面平坦で部 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、内面 2/3。須恵杯2。
台付椀 6.0 分的に外ソギ状。 1本部は下端で稜をな 丁寧て平滑。底面中央糸きり痕残る。高台 赤褐色、里褐色。

5. 3 し僅かに内湾して立ち上かり、口唇部 部粘土貼付け後内面指頭ナテ、外面工貝ナ No. 4。内面炭素付着。
肥厚し外半して開く。底部内面ほぽ平 テ。よく密着していない。 内面剥離顕著。
坦面をなす。
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第152図 第50号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 5 高台部はほぽ直立し厚く、接地面外ソ 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、底面 約80%。須恵杯2。

台杯 5 5 ギ状。 中央糸きり痕残る。高台部粘土貼付け後内 淡褐色／赤褐色。

1 1 外面指頭ナデ。 No5。

須恵高 6 高台部は低く外半気味て接地面外ソギ 内外面とも回転ヨコナデ（右回転？）、底 約90%。須恵杯2。

台杯 5 3 状。 1本部下端で稜をなし外傾して立ち 面中央僅かに糸きり痕残る。高台部粘土貼 赤褐色。

1 4 上がる。 付後内面指頭ナデ、外面工具ナデ？

須恵高 7 高台部はほぼ直立し低い、底面外ソギ 内外面とも回転ヨコナデ（右回転？）。高 1/5。須恵杯l。

台杯 5 2 状でよく密着する。体部は内湾気味に 台部粘土貼付後内面指頭ナテ外面工具ナデ。 赤褐色（黒褐色）赤

3 2 立ち上がる。 褐色。

須恵高 8 高台部はやや外開きて低く、底面外ソ 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、底面 1/2。須恵杯1。

台付椀 5 5 ギ状。体部は下端で緩い稜をなし、 1蓋 糸きり痕残る。高台部粘土貼付け後内面指 褐色。No1。内外面
4 0 かに内椀して立ち上がる。 頭ナデ外面工具ナデ？ とも摩滅顕著。

第51号住居跡（第153図）

第1号掘立柱建物跡と重複しており、本住居跡の竃左袖の部分、住居跡内部、及び南壁をそれぞ

れ第 1号堀立柱建物跡のP4、P5、P3、Plが切っていることが確認された。

したがって新旧関係は、第51号住居跡（旧） →第 1号堀立柱建物跡（新）の順と判断されるが、

堀立柱建物跡の東端ピット列は掘り方も含めて実際には不明瞭で、特にP3は掘り方、柱痕ともに

それ程はっきりしていた訳ではない。東～南壁にかけて木根及び風倒木による攪乱を受けていたこ

とも、不明瞭であった原因の一つと考えられる。

埋土は良く残っており概ね自然堆積と判断される。

出土遺物は大部分が埋土中の出土である。

平面形は北壁が湾曲し弧状を呈するがほぼ長方形である。北壁以外は直線状で良く整っている。

床面は南壁下がやや傾斜する以外ほぼ平坦で、竃前面～中央部にかけて硬質面が広がり他は柔らか

い。貼り床が存在する訳ではない。

柱穴は 3ヶ所で検出され、貯蔵穴の存在する位置が欠落する。柱穴配置はやや歪んでおり、 P4

がやや外側に配置されている。いずれも浅いものである。 3本の計測値を示すと次のとおりである。

P2は長径0.22m、短径0.2m、深さ0.06mである。 P3は径0.2m、深さ0.04m。P4は径0.2m、深さ

0.2mである。

各穴柱の間隔は、 P2P3=1.77m、P3P4=1.70mである。

その他竃左袖付近に小ピットが存在するが、これは竃左袖をきるピットと共に第 1号堀立柱建物

跡に伴うものとみられる。
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第153図第51号住居跡平面図

壁溝は竃壁及び北隅を除いて一巡するやや幅広のものである。精査にもかかわらず壁材痕等は認め

られなかった。

貯蔵穴は竃右側に位置し楕円形状で比較的浅い。規模は長径0.61m、短径0.44m、深さ0.15m。

生活段階に伴う遺物はほとんどなくいずれも若干浮いている。

掘り方は不明瞭であるが、四周をごく浅く掘り凹め中央を残すものと考えられ隅部はやや深い。

貯蔵穴の部分はやや広めに掘り凹める。

竃は北壁東寄りに位置し、長径1.05m、短径0.65mを計る。

竃軸方向は住居跡主軸に対してかなり傾斜している。竃軸方向はN-8° -wである。

燃焼部壁の赤変範囲として明確に確認された。

鼈左側は第 1号掘立柱建物跡に切られるためもあるが、壁が外側へ凸出している。燃焼部は方形な
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いし楕円形状で掘り込みは深い。底面～両側面ともよく焼けているが、特に左側が顕著である。竃

内および周辺部出土遺物は大半が浮いた状態で出土している。

袖は粘土貼り付けで、壁をやや掘り込む。掘り方との関係は袖に対応する部分は堀り残している。

焚き口はやや深く手前に向かって緩やかに立ち上がる。

第51号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯 I 1 

須恵杯 I2 

須恵高 I3 
台付椀

須恵高 I 4 

台杯

須恵高 I 5 

台杯

須恵高 I6 
台付椀

須恵高 I9 
台付椀

（口縁部）

13.2 

2. 7 

13. 0 

4. 0 

14. 0 

4. 7 

0

4

 

・

・

 

6

1

 

0

0

 

．
．
 

6

3

 

6. 0 

3.1 

15. 0 

5. 4 

2
 

7
.
0
5
a
 

.
5
 
.
.
 

2

1

8

5

 

体部は外傾して立ち上がり、口唇部僅 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、内面 ］ ／10。須恵杯2。

かに肥厚し外半して開く。 丁寧で平滑。 灰褐色／赤褐色。

体部は外傾して立ち上かり、口唇部僅 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、内面 1/5。須恵杯 l。

かに肥厚し屈曲して開く。 丁寧平滑。 灰白色。竃出土。

体部は内湾して立ち上かり、口唇部肥 内外面とも回転ヨコナテ（右回転？）、内 1/5。須恵灰2。

厚して丸く収まり外半して開く。 面丁寧平滑。 赤褐色。No.5 + 7 + 

竃。摩滅顕著。

高台部低くほぽ直立し厚く、接地面ほ 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。高台 約90%。須恵杯。灰

ぽ平均。 部粘土貼付け後内外面指頭ナデ、糸きり痕 白色。No.10。

ナテ消される。よく密着していない。

高台部低くほほ直立し、接地面外ソギ 内外面とも回転ヨコナデ（左回転）、内面 1/5。須恵杯1。

状。 1本部僅かに内湾して立ち上がる。 平滑。高台部粘土貼付け後内外面指頭ナテ。 黒褐色。床下出土。

高台部は低く外開きで細い。体部は内 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、内面 1 /10。須恵杯1。

湾気味に立ち上がる。 T寧平滑。粘土貼付け後内外面指頭ナデ？ 灰白色。賓出土。

須恵高 7 I 13. 2 高台部は低くやや巾広で外開き。体部 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、内面 1/4。須恵杯。灰

台杯 6. 2 はほぽ外傾して立ち上がり｛菫かに屈曲 丁寧平滑。底面中心部糸きり痕残る。高台 白色。

5.2 して口唇部に移行、肥厚する。 部粘土貼付け後内面指頭ナデで体部下位ま

で及ぶ。

須恵高 s I 13. 9 高台部低く外半気味で、接地面外ソギ 内外面とも回転ヨコナテ（右回転）、内面 約80%。須恵杯3。

台付椀 5.5 状。 1本部大きく内湾して立ち上がり、 丁寧平滑。外面下金指頭ナテ加わる。底面 淡褐色。Nol2。摩滅

5. 2 口唇部肥厚し屈曲して開く。 糸きり痕残る。高台部粘土貼付け後内外面 顕著。

指頭ナテ。よく密着していない。

高台部は剥離する。体部は内湾して立 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、内面 I /2。須恵杯2。

ち上がり、口唇部僅かに肥厚しそのま 丁寧平滑。外面下半若干の指頭ナテ加わる。 赤褐色。No.9 + 13。

ま開く。円柱技法か？ 外面炭化物付着。

台付甕 ］o I - 比較的小型の脚部である。外反して開 内外面回転ヨコナデ（右回転）か？内面上 1 /10。赤褐色。内

（脚部） 8. 0 き先端直立気味1こ凸出し、外面緩い段 半部指頭ナテ。 面一部里班あり。

をなす。

張りのある胴部から僅かな段をなし1」

縁部ほ移行し、中位で外反して開く。

口唇部下沈線状に凹む。内面中位、頚

部稜をもつ。

胴部外面横箆ケズリ（←)内面工具ナテ

（←)。［］縁部ヨコナテ（→)外面工具ナ

テ？中粒指頭押圧、ナテ加わる。輪積み痕

残る。

1/5。甕 1。赤褐

色。賓出土c
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第154図第51号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕
底部は小型で器肉薄く、平底内面粘土 胴部外面縦、斜め箆ケズリ（↓→）後、底 1/2。甕 l。暗褐（底部） 11 

4 6 付着する。押圧技法か？ 面一定方向の箆ケズリ。内面指頭ナデ。 色、亜褐色。Nu6 + 

3.5 床下出土。

（口縁部） 21.2 胴部は張りをもち？頚部で微かな稜を 胴部外面横箆ケズリ（←)、内面箆ナデ 1/5。甕l。赤褐

なし口縁部に移行する。中位で屈曲し （←)。口縁部ヨコナデ後、外面頚部、屈 色。竃出土。

4.5 内湾気味に立上り口唇部は直立し肥厚 曲部、口唇部直下工具ナデで頚部～上位指

する。内面中位微かな稜をなす。 頭押圧、ナデ加わる。上半部は未調整部分

が残る。

甕 12 20 2 胴部は張りょもち、頚部で段をなしロ 胴部外面横箆ケズリ（←←）、内面箆ナデ。 1/5。暗赤褐色。

縁部に移行し、中位で屈曲して開く。 口縁部ヨコナデ（←)、頚部外面工具ナ 竃出土。内外面摩滅

6 0 口唇部は直立し尖り気味で、外面下沈 デ？頚部～中位指頭押庄、ナデで未調整部 顕著。

線状に凹む。内面中位微かに稜をなす。 分残る。微かに輪積み痕残る。

- 178 -



器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 |13 I 20. 2 胴部はは理をもち、頚部で微かな段を 胴外面横箆ケズリ（←)、内面箆ナデ。口 1 /10。甕2。赤褐

ー なし口縁部へ移行する。口縁部中位で 縁部ヨコナデ？頚部～上位指頭押圧加わる。 色。竃出土。内外面

9.5 屈曲して開き、口唇部直立気味でやや 工具ナデは未詳。 摩滅顕著。

肥厚する。外面下丸く収まる。内面中

位、頚部緩い稜をなす。

甕 I 14 I 21. 3 張りをもつ？胴部から頚部で微かな段 胴部外面横箆ケズリ（←)、内面箆ナデ。 1/5。甕 2。黒色、

ー をなし口縁部へ移行する。中位で屈曲 口縁部ヨコナデ？後頚部、屈曲部、口唇直 茶褐色ぶo.l十竃。

4.8 し、口唇部は直立し肥厚する。外面直 下、エ具ナデで頚部～上位指頭押圧、ナデ

下緩い面をなす。内面中位、頚部は緩 加わる。未調整部分残る。

い稜をなす。

甕底部 I 15 I - I底部は1菫かに凸出し器肉厚い。
5. 0 

1. 8 

外面縦箆削り↓ ↓←。磨滅顕著で詳細不明。| 1/5。甕 l。暗褐

色。

磨石 I 16 435 g。

刀子 I 17 10g。
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第52号住居跡（第155図）

上層及び南壁は耕作による影響を受ける。周辺にピットが存在するが新しいもので伴うものは認

められなかった。

埋土は黒色土を主体とするもので自然推積。竃前面は流出粘土の分布がみられた。遺物は竃周辺

と北東隅から出土し、大部分は埋土中出土である。断面によると外側→内側の順での縮小が把握さ

れる。

平面形は新しいものが南北壁が斜行する縦長の台形状で、古いものは南壁が残るのみで他は新し

い住居と重なるものと考えられる。見た目はよく整っている。床面はほぼ平坦で鼈前面～中央部に

硬質面が広がりその他は柔らかい。柱穴、壁溝等は検出されなかった。貯蔵穴は壁際に位置しやや

浅い。西壁下に土塙、長方形状で深く出土遺物はない。

掘り方の新旧関係があるはずであるが全く把握できなかった。新住居跡？のものは中央部を掘り

残し四周を凹めるもので、西壁下以外は浅い。貼り床は存在しない。

竃はいずれの住居跡も東壁に位置する。

新竃は粘土のみの分布範囲として確認され保存状態は良好である。右側の旧鼈を切って構築され、

旧竃前面は粘土貼り付けで壁を造り出している。煙道部の一部が残り、燃焼部から緩やかに外方へ

のびあまり焼けていない。燃焼部は長方形ないし楕円形で底面は緩やかに立ち上がり煙道部へ続く。

側面はそれ程でもないが底面はよく焼けている。焚き口に続く手前側はやや深く支脚穴か小ピット

が穿たれる。袖部は粘土貼り付けで（粘上貼り付けは旧鼈封鎖後）、天井部は崩れた状態であるが

残存していた。片岩が壁との境付近の両側に突き刺されていた。出土遺物は全て浮いた状態である。

旧竃は幅5cm前後の粘土壁の外側に、天井部をそのままつぶしたような状態で遺存する。燃焼部

のみの残存で略方形、全体にあまり焼けていない。底面ほぼ平坦で外側に段をもつ。袖を付設する

ためか右側壁をやや掘り込んでいる。逆位の甕が出土した。

第52号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 6 一 高台部一部剥離する。低くほぽ直立し 内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）、底 約70%。須恵杯 2。

台付椀 6. 0 巾狭い。体部は下位に腰をもち、大き 面糸きり痕残る。外面下位指頭ナデ。 淡褐色、赤褐色。

5. o I く内椀して立ち上がる。

須恵高 I7 
台杯

須恵高 1 8 

台杯

須恵体 I9 
台杯

須恵高 I10 
台杯

13.2 

3. 4 

12. 4 

4.4 

12.8 

4. 5 

13. 2 

6. 0 

5. 4 

高台部剥離する。体部は僅かに内湾し

て立ち上がり、口唇部肥厚し屈曲して

開く。

3. 0 

体部は内湾して立ち上がり、屈曲して I内外面とも回転ヨコナデ
口唇部に移行する。器肉薄い。

高台部は剥離する。体部は内湾して立

ち上がり、口唇部は肥厚し僅かに屈曲

して開く。

高台部剥離する。体部は下位1こ腰をも

ち、僅かに内湾して立ち上がる。口唇

部肥厚しそのまま開く。

Nol。窟。内外面剥

離顕著

1 /10。須恵杯 l。

里色、黒褐色。

内外面とも回転ヨコナテ（左回転？）、内 1 /10。須恵杯5。

面丁寧平滑。外面下位指頭ナデ加わる。底 灰白色。No.10。

面糸きり痕残る。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）、内 約 1/3。須恵杯6。

面丁寧平滑。 黒褐色、黒色。No.7。

内外面炭素、口唇部

一部炭化物付着。

内外面とも回転ヨコナテ（左回転？）、底 1/5。須恵杯1。

面糸きり痕残る。 灰白色。No.13。内外

面とも摩滅顕著。

須恵壷 I11 I 20. 2 I外傾する頚部から 0縁部は屈曲して開 I内外面とも回転ヨコナテ（右回転？）。
ー ， く。口唇部は上下に凸出し先端尖る。

1 /10。須恵甕 1。

灰白色（赤褐色）灰

白色。
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第156図 第52号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯 I I 

1.5 

須恵杯 I2 体部は外傾して立ち上かり、口唇部肥

厚し大きく屈曲して開く。

2. 2 

須恵高 I3 
台杯

13.0 

13. 5 

5

2

 

．
．
 

5

2

 

高台部は低く外開きで巾狭く、接地面

外ソギ状。体部は内湾して立ち上がる。

須恵高 I4 
台杯 0

2

 

．
．
 

6

3

 

高台部低くほぼ直立しやや幅広、接地

面平坦。 1本部は下位に腰をもち内湾し
て立ち上がる。

須恵高 1 5 

台付椀 0

0

 

．
．
 

6

4

 

体部は外傾して立ち上がり、屈曲して

そのまま口唇部に移行する。

高台部低くほぼ直立する。体部は大き

く内湾して立ち上がる。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）。

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転）。高台

部粘土貼付け後内外面指頭ナデ。

内外面とも回転ヨコナデ（左回転？）、内

面T寧平滑。高台粘土貼付け後内外面指頭
ナデ？。

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）、内面

丁寧平滑、剥離顕著。外面下位指頭ナデ。

底面糸きり度残る。高台部粘土貼付け後内

面指頭ナデ。接地面末調整で庄痕残る。

1 /10。須恵杯4。

灰白色。

1/5。須恵杯6。

灰色。

1 /10。須恵杯 1。

赤褐色。

約1/4。須恵杯2。

赤褐色。竃出土。

約1/2。須恵杯5。

灰褐色。Noll。内外

面一部黒班あり。
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器種 I番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵甕 I 12 I ー 底部は平底。体部は外傾して立ち上か 底部外面一定方向の箆ケズリる胴部外面箆 1 / 3。須恵甕 1。

3.1 る。 ケズリ（→)、内面箆ナデ、指頭押圧。 灰色（灰褐色）、暗

14. 8 

須恵甕 I 13 ,― 
灰色。No.5。

底部は剥離する。体部は外傾して立ち 内外面とも回転ヨコナテ（左回転）、外面 1 /10。須恵甕 1。

上がる。 底部周縁はエ具ナテ？。 灰褐色（黒色）、灰

6. 0 黒色。No.5。

台付甕 I 14 I 12. 4 口縁部はそれほど開かれず外傾して立 口縁部ヨコナデ（→)、過半部指頭押圧。 約 1/3。甕 l。赤

9. 5 ち上がる。口唇部凸出気味で胴部は尻 胴部下半部縦、斜め箆ケスリ（↓←）後下 褐色。脚部を除く内

17.0 すぽみ。脚部は外反して開き先端丸く 部回転ヨコナテ（右回転）か？脚部内外面 外面の一部炭素付着。

収まる。外面緩い稜をなす。接合しな 回転ヨコナデ？ （右回転）、外面下半指頭押

いが同一個体とみられる。 圧、ナテ。

台付甕 I 1s I 14.2 口縁部中位？で屈曲して開く。口唇直 D縁部ヨコナデ後？工具ナテ（→）、 D縁 約 1/2。甕 1。赤

ー 下沈線状に凹む。胴部は尻すほみで最 部指頭押圧。胴部し容易横箆ケズリ（← 褐色。竃及び竃前方

15.0 大径は上位にもつか？脚部は大部分欠 ↓）、以下縦、斜め（↓ ←）箆ケズリ後下 出土。内面剥離顕著。

失する。口縁部、胴部は接合しないか 1 部指頭ナデ（→）。

同一個体とみられる。

甕

内外面一部炭素付着。

16 1 18.2 | D縁部中位？で屈曲し外傾して開く。 口縁部ヨコナテ（→)、屈曲部指頭押圧。 1/10甕 l。赤褐色。

ー ロ唇部は直立し尖り気味で、外面直下 竃出土。

2. 6 I緩い稜をなす。

磨石 1 17 床下、 330g 

第54号住居跡（第157図）

黒色土のよく整った長方形に確認され、周辺部も精査したが壁外施設は認められなかった。

第55号竪穴状遺構は明らかに第54号住居跡によって切られている。

埋土は良く残っており自然推積。

出土遺物は大部分が埋土中からの出土で竃右側に集中する。 竃前面の粘土流失は比較的小範囲に

収まっている。

壁溝埋土は平面ではやや内側に壁材痕が認められたが（内側はわずかに砂質）、断面ではやや不明

確である。

平面形は横長の略長方形で、北壁は竃部分で段をなし、隅部は北西以外は湾曲する。

床面はほぼ平坦で概して堅緻であるが、竃前面はよく踏み締まっている。

柱穴か南壁下中央寄りに 1ケ所存在する。径0.6m、X深さO.llm。柱痕跡は図ほど明瞭ではない。

壁溝は北壁を除いて一巡し、壁材のためか径0.28mX深さ0.08mを測る。部分的に内側がやや深く

なる（溝内に小ピットが数ケ所に存在した）。

貯蔵穴は北東隅（竃右側）に比較的浅く小形のものがある。

床下土塙状の掘り込みが床面ほぼ中央に存在するが生活段階では確認できず不明瞭なものである。

掘り方は明確ではなく、東壁がわずかに凹む程度で、竃前面はやや掘り凹めてある。床下土塙状

のほりこみは構造段階で検出した。壁溝との構築順序は断面で把握できなかった。

竃は北壁中央に敷設され、あまり赤変していなかったが比較的明確に確昭された。。煙道部は外

方へむかって緩く傾斜し、底面～側面は比較的焼けている。燃焼部は長方形ないし長楕円形状で、
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やや深く掘り込まれる。底面は平坦で段をなして煙道部へ続く。

袖部は粘土貼り付けで、下部は地山を切り出している。左袖は壁をやや大きめの楕円状に掘り込み、

地山を切り出す。更に河原石を芯としている。

出土遺物は全て浮いた状態である。

第54号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯 I 1 

須恵高 I 2 

台付椀

須恵高 I 3 

台杯

須恵杯 I 4 

13.0 

2.8 

2

4

 

．． 

5

2

 

13.0 

3.4 

2.0 

体部は僅かに内湾して立ち上がり。口 I内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。
唇部肥厚しやや屈曲して開く。

1 /10。須恵杯1。

灰色。

高台部は完全に剥離する。体部は内湾 内改面回転横ナデ（左回転）、底面糸きり 約60%。須恵杯6。

して立ち上がり、そのまま肥厚する口 痕残る。 赤褐色／灰褐色。

唇部に移行する。下位に腰をもつ。 Nu3摩滅顕著。

体部は内湾気味に立ち上がり、口唇部 内外面とも回転ヨコナデ。 1/10。須恵杯1。

肥厚し僅かに外反して開く。 I I淡褐色。内外面摩滅

顕著。

13.5 I体部は僅かに内湾して立ち上がり、ロ

唇部肥厚し屈曲して開く。

内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。 1 /10。須恵杯l。

灰色。

須恵高 1 5 1 13 8 1高台部は低く外開きで巾狭い。接地面 1内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧平 1約90%。須恵杯1。

台付椀 6.2 ほぽ平坦で中央凹む。体部は下位に腰 滑。底面糸きり痕残る。高台部粘土貼付け 赤褐色。口唇部片口

4.8 I をもち外傾して立ち上がり、僅かに屈 1後指頭ナデ、体部下半に及ぶ。

曲してそのまま口唇部に移行する。底

部内面平坦面をなす。

甕底部 16 1 1-8 1底部ほぼ平坦、胴部外傾して立ち上が 1胴部外面縦、斜め箆ケズリ（↑←）後、底 約1/4。甕1。暗

4. 2 る。器肉やや厚い。 面一定方向の箆ケズリ。内面箆ナデ。 褐色、赤褐色。

甕底部| 7 | - 1底部は小形でやや凹出気味。

5.2 

2.0 

甕底部 18 , _ 

4.2 Iち上がる。押圧技法か？

4.0 

台付甕 I g I 14.2 I胴部は上部に最大径をもち、頚部緩い 胴部外面上位横箆ケズリ（←↓）以下縦箆 1約80%。甕 1。赤褐

段をなし内傾する口縁部に移行する。 削り（↓ ↑）、内面箆ナデ（←)後指頭ナ 色。Nn7 +13十竃。

9.6 I口縁部は中位で屈曲し小さく開く。ロ デ。口縁部横ナデ（→)後画面指頭押圧、

唇部直立し端部尖り気味で外面緩い稜 ナデ。

をなす。内面中位、頚部稜をなす。

台付甕 I 10 I 5.6 

6. 7 

甕 I11 I 22.0 

11.8 

胴部は尻すぽみで脚部は外反して開く。 胴部外面斜め箆ケズリ（↓←）、内面箆ナ

胴部成形後脚部接合か？ Iデ、指頭ナデ。脚部内外面回転横ナデか？
（右回転）。

胴部を上位に最大径をもち、頚部で段 胴部外面横、斜箆ケズリ（←干たりや↓）、

をなし内傾する口縁部に移行する。中 内面箆ナデ後指頭押圧、ナデ。口縁部横ナ

位で屈曲し小さく開き、口唇端部は面 デ、外面頚部工具ナデ後指頭押圧、ナデ加

をなし直下は稜をもつ。内面中位、頚 わる（未調整部分残る）。内面下半指頭押

部は緩い段をなす。 圧。

砥石？ I 12 

状に打ち欠かれる？

胴部外面箆ケズリ後底部箆ケズリ。内面指 1/5。甕 l。黒褐

頭ナデ。 1色、赤褐色。

小形で薄い底部から胴部は外傾して立 I 胴部外面縦、斜め箆ケズリ。内面指頭ナデ。 I 1 / 3。甕1。赤褐

色。Null+12。加熱

による剥離、摩滅顕

著。

約70%。甕1。赤褐

色。Nul4+16。

1/5。甕。赤褐色。

Nu4。内面一部炭化

物、外面炭素付着。

S 2、5.5kg
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第56住居跡土層註

第 1 層暗褐色土層やや砂黄 R·R粒（● 0~2~0,3c•I 少焼粒,0.1..,

第 2層暗赤褐色土層累色土中に混じる焼灯t粒 190~1~0·3ml 焼B 1,1~3口）多

第3層黒褐色土層 R粒 ¢0.1c•少 RB '1o微焼粒90.1口少焼B,.I~1c•I 祖 C粒畝

第 3' 層黒褐色土層第3層 1こ類似やや黒味 RR粒90·1c•少燒粒¢0· 口祗

第4層暗褐色士層硬貫 R少 R粒少 C粒90・2c●微

第5層 暗褐色土層 第］層に類似やや景昧 RR粒少 CB¢2c•祐

第6層暗茶褐色土層 R粒●o.,暉多
第7層 暗褐色土層 R粒 I¢0.3~05••I 多 RB93口大

第8層累褐色土層 R粒¢O▼1●●多 RB I'1~Joi少焼粒90.3m微

暗灰褐色士層 枯土 RFRB¢I口微暗灰褐色粘土B敢

暗灰褐色土層 明度a>b 燒粒¢0.1m 燒・燒B,.I~1e,l微 C1990ぷc●粒

暗赤褐色土層 9音褐色士中に含まれる 焼l!B多 C粒903口微

暗黄褐色土層 R粒 90·lc•少 R・RBl'1~3口）少

硝赤褐色土層 やや砂買 暗灰褐色帖土中に焼焼粒 190・1~0,1̀1多

黒褐色土層 やや灰色味おびる 砂員 RR¢1口少

第56号住居跡（第159図）

第57号住居跡を切って構築される。北東壁は風倒木及び土壌によって切られる。

埋土は黒色土を主体とするもので良く残っている。西壁下に大量の焼土が分布しており、ある程

度埋没した段階で投棄されたものとみられる。出土遺物は少量で埋土中からの出土。

平面形は略方形で東壁が竃部分で若干段をなす。床面ほぽ平坦で、中央部分に硬質面があり他も

比較的硬い。第57号住居跡床面とほぼ同ーレベルである。柱穴は検出されなかった。竃右側手前に

小ピットが存在する。壁溝は竃～南東隅を除き一巡する（床下土壊を切っている）。床下土壊は深

くしっかりしたもので、南壁下中央に接して存在する。

掘り方は竃右側が若干掘り込まれている程度で存在しない。壁溝中に壁材痕等は検出されなかっ

た。
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第160図 第56号住居跡出上遺物

竃は東壁やや右寄りで明確な赤変範囲として検出された。燃焼部は楕円形で深く掘り込まれ底面

～側面はよく焼けている。右側は貼り付けた黄褐色粘土がよく残っている（天井の一部か）。袖部

は大部分崩壊しているとみられる。補強の石材等はみられない。焚き口部は比較的大きなピットが

穿たれる。支脚穴か黒色土を主体とするが焼土はほとんど含まれない。掘り方はやや大きめの楕円

形で床は袖に対応する部分は掘られていない。

第56号住居跡出土遺物

ロI ：号 1 :：  1 :三□上力:：唇下で |：ロニ：云ヨコロ：回転~) 口
3. 0 

須恵柘 | 2 I 13.s I 1本部は外傾して立ち卜．かり、そのまま 1 内外面とも回転ヨコナデ（右回転）。

ー ロ唇部に移行し丸く収まる。

3. 4 

須恵高 I3 
台杯

13. 5 

6. 0 

5. 6 

須恵壷 I 4 

5

5

 

'

・

 

9

9

 

甕 1 5 | 17 2 口縁部上半は緩く屈曲し小さく開く。 内外面とも横ナテ、外面屈曲部指頭押圧加 ］ ／20。甕 l。暗褐

2. 7 I I]唇部直立し尖り気味。 わる。 色。

台付甕 I 6 13. 0 

12. 0 

高台部は高くほほ直立する。体部は内

湾して立ち上かり？そのまま［］唇部に

移行する。

高台部低くほぽ直立し、巾は一定しな

い。接地面ほぽ平坦。底部ほぽ平坦。

体部は内湾気味に立ち上かる。

脚部大半を欠失する。胴部は尻すほみ

て、上位に最大径をもつ。頚部て微か

な段をなし口縁部に移行し、中位て僅

かに外反して立ち上かる。 [1唇部直立

し尖り気味、外面直下緩い段をなす。

内外面とも回転ヨコナテ（左回転？）。底

面糸くり痕残る。高台部粘土貼付け後指頭

ナテ、よく密着する。

内外面回転ヨコナデ（右回転）、外面下端

箆ケスリ。底面指頭ナテで末調整部ふくむ。

内面同緑部指頭押圧加わる。高台貼付け後

内外面工具ナテか？接地面圧痕残る。

備考

1 /。須恵杯2。灰
白色。No.2。

1/5。須恵杯2。
褐色。

1 / 4。須恵朽 7。
灰褐色／灰白色

No. 3。

約 1/ 3。須恵杯l。
灰色（褐色）灰白色。

No.10。外面一部暗赤

褐色。

口禄部ヨコナデ（←)、外面中位指頭押圧、 約 1/3。甕］。赤

ナテ。胴部外面上位横箆ケズリ（←← ↓）、 褐色。No3 + 8。内

以下縦、斜箆ケズリ（↓)てF部若丁の指 外面一部炭化物付着、

頭ナテ。内面箆ナテ、 T寧平滑。客接合部 接合しないか同一涸

は回転ヨコナテ（も回転）か？内面指頭ナ イ本。

テ。
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第56号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

台付甕 7 14.5 底部はやや凸気味で、器肉薄い。胴部 胴部外面縦箆ケズリ（↓)。底面箆ケズリ 1/5。甕 1。淡赤

は外傾して立ち上がる。口縁部は内傾 か？内面指頭ナデ？。口縁部内外面ヨコナ 褐色。摩滅顕著。

19.0 して立ち上がり、中位て屈曲して内湾 デ（→)、外面屈曲部～上位は指頭押圧。

気味に開く。口唇直立し先端尖り気味。 胴部上半横箆ケズリ、以下縦箆ケズリ。接

外明直下緩い稜をなす。下胴部から脚 合部横ナデ（或は回転横ナデか接合部ナデ

部は接合しないが同一個体。脚部は低 （或は回転横ナデか？）。

し＼。

第60号住居跡（第161図）
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第60号（主居跡土層註

第1層暗褐色土層軟貝 R・R粒(;,u.2~U,3口）多 RB(91~J口）微 C粒90.5口微

第2層黒褐色土層 R·R粒● 0.2c•微焼ヽ焼粒 I ● 0, J ~0.5~) 少 C粒(,t, O. J~0.5,•) 少

a 暗赤褐色土層 R・R粒●0.2ea少 焼・焼粒●0.5~多焼B¢lr•少 C粒¢0.2口微

第161図第60号住居跡平面図

ごく小形の住居跡として確認され壁外施設は検出されなかった。

埋土はほとんど残っていない。出土遺物は少菫で大部分が竃周辺の埋土中出土。

平面形は小形の方形乃至長方形（西壁はすでに削手されている）。南壁は中央部で若干歪む。床

面は部分的に露出していた。ほぼ平坦で、全体に堅いが特に竃前面右側が硬い。柱穴、壁溝等は検

出されなかった。生活段階に伴う遺物はほとんどない。

掘り方は竃前面が楕円形に若干凹むが存在しない。貼り床も認められなかった。

竃は東壁左寄りに付設され、焼土の赤変範囲として明確であった。竃軸は住居主軸に対してかな

り傾いている。燃焼部は略方形で左側面は緩く立ち上がる。底面ほぼ平坦で焚き口迄のびる。袖は

ほとんど残存していない。
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第162図第60号住居跡出土遺物

第60号住居跡出土遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 I1 

台杯

台杯

須恵杯 I3 

須恵高 I4 

台付椀

13. 0 

2. 3 

須恵高 I 2 I 13.4 Iイ本部は外傾して立ち上かり、そのまま I 内外面回転横ナテ（左回転？）、 I勺面平滑。 I 1 /10。須害杯5。

2. 7 

須恵高 15 

台杯

甕

甕

13. 2 

14. 0 

4.8 

0

5

 

．
．
 

6

1

 

体部は僅かに内湾して立ち上かり、 l] 内外面回転横ナデ（右回転？）。

唇部肥厚し屈曲して開く。

口唇部にい項し、やや外面凸状を呈す。

体部は外傾して立ち上がり、 U唇部肥 I 内外面回転横ナテ（右回転？）。

厚し大きく屈曲して開き、上面ほぽ平

1.8 I坦。

1 /10。須恵杯2。

黒褐色。摩滅顕著。

6 I 17. 2 口縁部は中位で屈曲して開く。口唇部 Iし］縁部横ナデ、外面指頭押圧加わる。
三ー 丸く収まる。

2. 6 

灰白色。No.6 

1/10。須恵杯 1。

灰白色。

1本部は内湾して立ち上かり、そのまま 内外面回転横ナデ（右回転）、内面平滑。 I :~~4 。須恵杯 5 。
口唇部に移行し、外面やや凸状を呈す。

比較的器肉厚い。

高台部は低く幅広、接地面ほぼ平坦で 内外面回転横ナデ（左回転？）、内面丁寧 I約90%。須恵杯 5。
中央凹む。底部は凸出しやや厚く、体 平滑。高台部貼付け後指頭ナテ、底面糸き 灰褐色。No.4。

部は内湾して立ち上がる。 り痕撫で消す。或は円柱技法か？

1 /20。甕 l。褐色。

No 6。内外面一部黒

班。

7 I 20. 2 I 口縁部は中位て外反して開く。 11唇部 I 口縁部横ナテ、外面指頭押圧、ナテ加わる。 I 1 /20。甕 1。赤褐

は直立気味て丸く収まる。

1.6 

色（里色）。No.3。摩

滅顕著。

甕底部| 8 |― 底部は小形で器肉薄い。 1本部は外傾し 胴部外面縦、斜め箆ケズリ、底面箆ケズリ。 1 / 3 甕 1。赤褐

5.0 て立ち上がる。 内面箆ナテ、丁寧平滑。 色。

1. 5 
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第164図第66、67号住居跡平面図
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第66号住居跡（第164図）

第67号住居跡との重複であるが第66号住居跡の範囲は不明確であった。すでに遺物が露出してい

る状態であった。

埋土は浅いが少量の遺物は大部分埋土中出土。第67号住居跡との関係は断面によると第67号住居

跡埋土がやや推積した段階で、埋上を切り込んで第66号住居跡を造成している。第67号住居跡→第

66号住居跡の構築順で、第67号住居跡竃は埋め戻し後貼り床状に硬く締められている。平面形はや

や横長の長方形で、南東隅が湾曲する。床面はほぼ平坦で全体に柔らかい。竃前面～中央部がやや

硬い程度、第67号住居跡と重複部分は貼り床が施される。北半はロームブロックの凹凸が目立つ。

柱穴、壁溝等は検出されなかった。西壁下の床下上塙ははっきりしないが伴うか。生活段階に伴う

遺物はほとんどない。

掘り方は南、北壁下に比較的浅いものが存在する。第67号住居跡と重複する部分は不明瞭で、第

67号住居跡掘り方と区別（切り合いは把めなかった）できなかった。西壁外側に位置するやや扁平

な石は、中央に存在する石をみるとあるいは共存するかもしれない。第68号住居跡がすぐ北側約

0.9mに位置する。

竃は東壁やや右よりに付設され明確な赤変範囲として確謬された。富前方に流失粘土が分布する。

燃焼部は楕円形で底面～側面はよく焼けている。底面にはやや大きめのピットが穿たれる。

袖部は粘土貼り付けで壁をやや掘り込む。

出上遺物は全て浮いた状態である。

第66号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯 I1 13. 4 

1. 6 

須恵杯 I2 

須恵高 I3 
台付椀

須恵高 I4 
台付椀

須恵高 1 5 

台杯

須恵高 I6 
台杯

須恵高 I7 
台杯

''13.0 

1. 9 

13. 0 

3. 9 

13. 8 

5.1 

4

4

 

．
．
 

5

2

 

5. 6 

0. 8 

0

7

 

．
．
 

6

2

 

1本部は外傾して立ち上がり、口唇部肥 内外面回転横ナデ（左回転）。
厚し屈曲する。

体部は外傾して立ち上がり、口唇部大

きく屈曲する。先端尖る。

1本部は僅かに内湾して立ち上かり、や 内外面回転横ナテ（右回転）、口唇内面直 1/5。須恵杯5。

や屈折してそのまま口唇部に移行する。 下平滑。 灰色。

高台部は剥離する。体部は下端に腰を

もち内湾気味に立ち上がり口唇部肥厚

し外反して開く。

高台部は剥離する。底部は凸出気味で

器肉厚く、体部は下位に腰をもち内湾

して立ち上がる。

高台部低く外反気味で、巾は一定しな

い。接地面外ソギ状

高台部やや高く外反気味、接地面外ソ

ギ状。よく密着していない。 1本部は内

湾気味に立ち上かる。

肉外面回転横ナデ（右回転）。「］唇部内面

平滑。

1/10。須恵杯2。
淡褐色。

1 /10。須恵杯］。

灰白色。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧平 1/2。須恵杯 1。

滑。底面糸きり痕撫で消す？ 灰白色。No9 + S J 

66出土片。

内外面回転横ナデ（左回転）、底面糸きり 約80%。須恵杯2。

痕残る。内面丁寧平滑。 褐色。NolO+S U 67 

No 6。

内外面回転横ナテ（左回転）、底面中心部 約90%。須恵杯5。

糸きり痕残る。高台部粘士貼付け後内面指 茶褐色（褐色）茶褐

頭ナテ、外面工具ナデか？接地面未調整て 色。
圧痕残る。

内外面回転横ナテ（左回転）。内面丁寧平c I I/ 4。須恵杯l。

滑。 褐色。内面里班C
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第165図 第66号住居跡出上遺物

器種番号法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 8 一 高台部やや外反気味で低い。接地面外 内外面回転横ナテ（左回転）、底面糸きり 1 / 3。須恵杯3。

台杯 6. 5 ソギ状。 痕残る。高台部粘土貼付け後内外面指頭ナ 褐色。

1.0 

須恵高 9 I -

台付椀 7.2 

2.1 

須恵壷 I 10 ,— 

13.2 

甕 11 I 18. 2 

高台部は中位て段をなし幅広い。接地

面丸みをもち中央やや凹む。イ本部下端

で緩い稜をなし立ち上がる。

1本部は張りをもち上位に殿大径をもつ。
大半を欠失する。

デ。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧平

滑。高台部粘土貼付け後内面強い、外面体

部下端まで及ぶ指頭ナデ。

内外面因転横ナテ（右回転）、外面若丁の

ナデ加わる。

頚部で段をなし、 IJ縁部はやや内傾し I口縁部横ナテ、外面中位～上位指頭押圧、
て立ち上がり、中位で屈曲して開く。 1 ナテ加わる。

約 1/ 4。須恵杯］。

灰色。

約 I/4。須恵甕 1。

灰色、灰白位。No.5。

焼成良好・器壁堅

徽。

1 /10。甕 l。淡褐

色。

4.0 I l]唇部直立し丸く収まり、外面直下緩
い稜をなす。

甕 12 I 19. 7 やや張りをもつ胴部から頚部で段をな 口縁部横ナテ（→)後、外面中位、頚部エ 1/5。甕 1。黒褐

し、口縁部に移行する。口縁部僅かに 具ナデ（←)で内外面頚部～上位指頭押圧、 色、赤。外面炭素付

5.8 内傾して立ち上かり、中位で屈曲して ナテ加わる。 着。

開く。口唇部丸く収まる。内面中位、

頚部緩い稜をなす。

甕 13 I 19 o 張リのある胴部から微かな段をなし1付 胴部外面横箆ケスリ（←←）、内面箆ナテ I/ 4。甕 l。淡褐

頑する口縁部に移行する。中位で屈曲 後指頭ナテ。口縁部横ナテ（→)、外面頚 色。

5. 3 して小さく開き、口唇部直立すろ。外 部、屈曲部工具ナテ後指頭押圧、ナデ。

面下緩い稜をなす。内面緩い稜をなす。

甕 14 I 18. l 最大径を上位にもち張りのある胴部か 胴部外面横斜め箆ケスリ（←← ↓）、以下 I 1 / 5。甕 l。褐色。

19.ll I ピ入頚部で緩い稜をなし内傾する「］緑 I 縦箆ケスリ （↓ィ八内面箆ナテ、上位指 I No 2十咆出土。

部に移行する。中位て屈曲して小さく 頭ナテ加わる。口縁部横ナテ、外面頚部、

開く。 1]唇部は直立し尖り気味て外面 屈曲部工具ナテて下半中心に指頭押圧、ナ

下沈線状をなし緩い稜をもつ、外固輪 テ。内面ハケ状j~貝によるナテ（←← ↓）。

積み痕残る。
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器種 I番号法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕底部 I 1s I― 底部1まやや凸出気味て器肉薄い。押圧 外面縦箆ケズリ（↑ ←）後、底面一定方向 1 / 3。甕 1。黒色、

5. 0 技法か？ の箆ケズリ。内面箆なで、丁寧平滑。 赤褐色。

2. 4 

第67号住居跡（第164図）

第67a号住居跡

当初第66号住居跡に切られる吉ケ谷式期の住居跡と考えられた。壁外施設は認められなかった。

下層住居跡（第67b号住居跡）の存在は全く判らなかった。

埋土はほとんど残っていない。竃部分は若干の焼土が分布する程度。出土遺物は少量で第66号住

居跡の外側特に西壁下に集中出上する。

平面形は横長の長方形で、北隅以外は湾曲する。床面は第66号住居跡より約5cm程低く北側に向

ってやや傾く。柱穴は 1ケ所南壁下で抜き取り痕が残る。壁溝は認められなかった。貯蔵穴は電右

側のやや離れた位置の長方形のものと南西隅の小ピットが該当する。生活段階に伴う遺物は貯蔵穴

出土のものだけである。床下上塙の帰属は不明確である。須恵大甕が出土する。

掘り方は北半部に存在し、第66号住居跡との重複によるか北隅がやや深い。床下上塙がほぼ中央

に存在するがごく浅いもので皿状の断面をもつ。第67a、b号住居跡どちらに伴うか判然としない

が遺物の存在と住居跡中央という点から第67a号住居跡（上層）に伴うものとした。

竃は東壁左寄りで燃焼部と袖の一部がかろうじて残存した。燃焼部は略長方形で下面及び側面上

部がよく焼けており両側に小ビットが穿たれる。出土遺物は底面から須恵坪が出土した。袖部は粘

土貼り付けで右袖は棒状の片岩が芯として使用されていた。粘土は壁をやや掘り込んで貼り付けて

ある。第68号住居跡は北壁から 0.4~0.7m程しか離れていない。

第67b号住居跡

掘り方段階で焼土の出土により竃と判断されたもので、上層から全く把握できなかった。第67b 

号住居跡竃は燃焼部のみで、ほぼ楕円形状でそれ程焼けていなかった。燃焼部下底面のみの残存で

住居範囲も全くの推定である。第66、67a号住居跡と直交する。第66号住居跡及び第67a号住居跡

aによってほとんど破壊されており詳しいことは判らない。第67a号住居跡の掘り方下で竃右側か

ら小ピットが検出されたが、これは第67b号住居跡に伴うものとする。貼り床はみられなかった。

第67号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵杯 1 12 0 体部は内湾して立ち上かり、「J唇部肥 内外面回転横ナテ。 1/5。須恵杯2。

厚し大きく屈曲する。 赤褐色。床下出土。

3 1 

須恵杯 2 1 3 (I イ本部は外傾して立ち」．かり、屈曲して 内外面回転横ナア（右回転？）。 1/11)。須恵杯2。

そのままLJ唇部に移行する。 灰褐色（褐色）灰褐

1 6 色。祈賓出土。
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第166図第67号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯 13 | 13.0 1体部は僅かに内湾して立ち上がり、口 1 内外面回転横ナデ（右回転？）。

ー 唇部肥厚しやや屈曲する。

2.0 

須恵杯 | 4 | 13.4 1体部は僅かに内湾して立ち上がり、や 1 内外面回転横ナデ。

ー や屈曲してそのまま口唇部に移行する。

約1/3。須恵杯7。

黒色（淡褐色）灰黒

色。Nnl2十床下十竃。

1 /10。須恵杯2。

淡褐色。床下出土。

2. 7 

須恵杯 Is I 13.2 体部は外傾して立ち上がり、口唇部飛 内外面回転横ナデ。 1 /10。須恵杯2。

一 行し僅かに屈曲して開く。 淡褐色。新竃出土。

1.8 摩滅顕著。

須恵高 6 I 13.8 体部は内湾して立ち上がり、屈曲して 内外面回転横ナデ（左回転）、外面下反指 1/3。須恵杯1。

台付椀 I I＿ そのまま口唇部に移行する。 頭ナデ、内面丁寧平滑。 灰褐色。床下出土。

3. 7 

須恵高 7 一 高台部は低くほぼ直立する。接地面ほ 1 内外面回転横ナデ。高台部粘土貼付け。

台杯 5. 7 ぽ平坦で中央やや凹む。体部は下端で

1.5 稜をなす。

約80%。須恵杯3。

灰白色。Nul2十竃。

摩滅顕著。

須恵高 I8 一 高台部低くほぽ直立し、やや巾狭い。 内外面回転横ナデ（右回転）。高台部粘土 1/3。須恵杯1。

台付椀 5.8 接地面外ソギ状。体部は外傾して立ち 貼付け後内外面指頭ナデ。接地面摩滅顕著。 灰白色、灰色

2.8 上がる。
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SPO-D, E-E 、F-F

a 暗掲色土JO 砂貸 R R粒¢01呻微 RB (¢2 ~3c• } §t 

b 黒拐色土層粘性 R R粒り、 1皿少焼焼粒¢0.2m少j克 B<¢1~3cs ｝少

C B9赤掲色土1音焼焼9t(¢0 3~0,5nn1少焼 B1 9 1~2col多

d 0訊色七庖 9J質 R R粒,0.1,砂焼粒 (¢01~0.Jnn)'少 C C9立砂．（"杓

SPG-G 

第1囲暗褐色土庖砂黄 H R粒90)叩叙 RB ¢lcn少 C粒籾 lnn設

a 姐赤褐色土屠砂閂（サラサラ） 焼焼粒 (¢0I~0..1nn）少燎 B(¢1～↓C● ｝少

b 踏掲色土／9 砂黄 R R 粒 (;0.1~0 立ml 少焼 B る 1c• 祓

第66 67号住居趾土屈註

第1屈 II詞色這 R R粒紅．？呵多 R I3 1 ¢炉Jc員）多

第2層暗掲色上隋やや呼笞 R R粒403nn少

第3屠 0謬掲色土1● 粘仕有（壁龍各土ウ） R R粒¢0.1,e多

第4唇暗忠色土庖軟質 R R9立¢0 2 t•少 RB 1¢2~1cn）多
第5屑黒褐色土層砂貧 R 町立 I,0.1~0Zc,)多 RB¢lcp少

第6屑暗記色土屑硬員 R R粒砂，1C9少炭化杓(¢1~le,)少

第7層甲褐色土屑梗質 R R粒¢0,2cn多沢和 (¢D5～国）少

a B9灰掲色土陪 粘土（天井'’)R粒(¢0,2~0.3酬｝少

b 暗灰喝色土陪枯土、焼土現粒(¢0.2~03m）少焼B(¢2～叫）殴

c 旦褐色土洒 9も上強、暗灰褐色粘土少含 R拉¢02nn致

d 99褐色土陪砂貨 R R粒¢0.5皿m少 C9豆 0.39砂

e 里褐色土畜 枯件強、枯t少含 R K9立(¢02~0 3暉）少

掘り h 暗褐色土隋 第6)号住居跡a" 畔 R R粒 (¢0.(~02c• ）多 RB I ¢2~1ca）多

0 2m 
1 | -→ 

第167図第66~68号住居跡、第101号土塙平面図

器種 番号 法最 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 ， 高台部ほぽ直立し巾狭く、接地面外ソ 内外面回転横ナデ（左回転）、内面指頭ナ 約70%。須恵杯 2。

台杯 5.8 ギ状。凸出する底部に低い高台部を張 デ。高台部粘土貼付け後内面指頭ナデで粗 褐色。No5。底面炭

2 8 り付ける。体部は下端で稜をなし内湾 ＜糸きり痕撫で消す、外面工具ナデ。 素付着。

気味に立ち上がる。内面重ね焼き痕？

残る。

須恵高 10 13 3 高台部はやや高くほぽ直立し巾狭い。 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧平 約80%。須恵杯 5、

台付椀 6 3 接地面尖り気味。体部は下位に腰をも 滑。底面糸くり痕残る。高台部粘土貼付け 白粒大饂。灰色／灰

5 1 ち内湾気味に立ち上がり、僅かに屈曲 後指頭ナデ、接地面箆ナデか？。 褐色。No] ~3+S 

しそのまま口唇部に移行する。 J 66出土片。

須恵高 11 15 2 高台部ほぽ直立しやや低い。接地面外 内外面回転横ナデ（右回転）、高台部粘土 約80%。須恵杯 5。

台付椀 6 1 ソギ状。体部は内湾して立ち上がり僅 貼付け後内面指頭ナデで糸きり痕粗く撫で 粒度小さい。灰白色。

6 2 かに外反して口唇部に移行する。 消す、外面工具ナデ。 No. 4 + 8 +13十床下

出土。摩滅顕著。
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第68号住居跡土層9t
第1層 暗黄褐色土層 やや砂質 R・R粒,0.1呻少 C粒¢0,1皿微

a 暗灰褐色土層 天井部？粘土焼粒¢O.299微

b 暗赤褐色土層砂黄焼・焼粒¢0.ln"9多

c 黒褐色土層 砂買（フカフカ） R微

貯蔵穴

第1層暗褐色土層やや砂質 R·R粒 ¢O.2c●多 RB¢lc•少

第2層暗褐色土層硬質第1層より暗い R·R粒¢0.lc•少

第IOI号土壕土層9t
第1層暗褐色土層やや砂質 R・R拉¢0,2呻多

第2層暗褐色土層硬員明質： 1>2 R・R粒紅．1暉少

第68号住居跡、第101号土壌平面図

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵甕 I 12 , -

13.5 

7.0 

台付甕 I13 

台付甕 I 14 

3.6 

台付甕 I 15 

12.2 

1.6 

12.0 

12.0 

5.0 

甕 16 I 16.8 

2.8 

甕 17 I 19.8 

3.0 

ほぽ平坦な底部から、体部は僅かに内

湾して立ち上がる。部内面凹凸目立つ。

口縁部は中位で屈曲し？外傾して小さ

く開く。内面緩い稜をなす。器肉厚い。

張りのある胴部から微かな段をなしロ

縁部に移行する。口縁部僅かに内傾し

中位で屈曲して小さく開く。口唇部直

立し先端尖り、端面沈線状をなす。

張りのある胴部から頚部は微かな稜を

なし内傾してそのまま口縁部に移行す

る。中位で直立気味に立ち上がり、外

面稜をなし端面沈線巡る。内面中位、

頚部稜をなす。微かに輪積み痕残る。

口縁部は中位で屈曲し、内湾気味に開

く。口唇部小さく直立し、外面稜をな

し端面沈線状に凹む。内面緩い稜をな

す。

口縁部は内傾して立ち上がり、中位で

屈曲して開く、口唇部直立気味で丸く

収まり、外面緩い稜をなす。

板状の底部に体部は2センチ前後の粘土紐

積み上げ。内外面回転横ナデ（右回転）、

外面箆ナデ。底部内面指頭押圧ナデ。外面

周辺箆ケズリで中央部右回転調整部分の残

る箆ナデ。

口縁部横ナデ、外面口唇下工具ナデ。屈曲

部指頭押圧、ナデで胴部箆ケズリ痕残る。

胴部外面横箆ケズリ（←)後指頭ナデ、内

面箆ナデ後指頭押圧。口縁部横ナデ、頚部

工具ナデ（←)で中位指頭押圧、ナデ（←

←)加わる。

胴部外面横斜め箆ケズリ（←←）、内面箆

ナデ後指頭ナデ。口縁部横ナデ（→)、頚

部、口唇部工具ナデ。

口縁部横ナデ、外面屈曲部指頭押圧、ナデ

で未調整部分残る。

口縁部横ナデ（→)後、屈曲部～上位指頭

押圧、ナデ加わる。

1/3。須恵甕1。

灰色。Nn4。

1 /10。甕1。赤褐

色。Na1。

約1/3。甕1。赤

褐色。床下出土＋竃

1/ 4。甕 1。赤褐

色。No7。内外面一

部炭素付着。

1/10。甕1。赤褐

色。床下出土。

1 /10。甕 l。赤褐

色。床下出土。
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕底部 18 底部は凸出気味で、器肉薄い。胴部は 胴部外面縦箆ケズリ、底面箆ケズリ。内面 1 /10。甕l。赤褐
5.0 外傾して立ち上がる。 箆ナデ。 色。床下出土。

1.2 

砥石 19 S 7、655g
砥石 19 S 7、740g

第68号住居跡（第168図）

殆ど壊滅状態の住居跡で南壁下がわずかに残っている。床面はほぼ露出しており部分的にはとん

でいる。第66~67号住居跡とごく接近している。西隅に近接して第101号土壇が存在する。

埋土はほとんど残っていない。

平面形は略長方形ないし方形で、竃壁が外側へ広がると考えられる（貯蔵穴を含む範囲）。床面

はすでに削手されてとんでいる。柱穴、壁溝等は検出されなかった。貯蔵穴は竃左側、北隅の小ピ

ットが該当する。床下土墳が竃前面に認められやや楕円形呈する。

掘り方は南壁下のものは明確であるが、北壁下のものは不明確。全周した可能性もある。掘り方

内、及び床下土壊から遺物が出土している。

竃は東壁ほぼ中央に位置し、燃焼部底のみ残存する。燃焼部は楕円形で底面はよく焼けていた。

袖は全く残っていない。

第68号住居跡、第IOI号土塙出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯 I1 I 13.1 I体部は外傾して立ち上がり口唇部肥厚 I内外面回転横ナデ。
ー ，しそのまま開く。器壁薄い。

2. 4 

須恵杯| 2 | 13.。I体部は外傾して立ち上がり、口唇部僅 i内外面回転横ナデ（左回転）。
ー かに肥厚し屈曲して開く。

1/5。赤褐色。床

面出土。

1 /10。須恵杯1。

灰白色。床下出土。

須恵高 I3 
台付椀

須恵高 I4 
台付椀

3. 2 

13.0 

3.8 

13.1 

5. 0 

5.6 

体部はやや内湾して立ち上がり、口唇 内外面回転横ナデ（左回転）。 1/5。須恵杯1。
部肥厚しやや屈曲して開＜。 1 |灰褐色。Na2。摩滅

顕著。
高台部はやや外開きで低く幅広い。接 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧平 I1/3。須恵杯2。
地面ほぽ平坦。僅かに凸出する下部に 滑。高台部粘土貼付付け後指頭ナデ。密着 赤褐色。Nu3。摩滅

粘土紐付け。体部は内湾して立ち上が していない。

る。口縁部は接合しないが同一個体で、

僅かに屈曲して肥厚する口唇部に移行

する。

須恵高 I 5 I ;4 I高台部は低く逆台形で幅広く、接地面 1 内外面回転横ナデ（右回転）、高台部粘土 I 1/3。須恵杯1。
台杯 5.4 丸みを持ちよく密着していない。体部 貼付け後内面指頭ナデ、底面糸きり痕残り、 灰色。Na1。SKlOl。

2.0 Iはやや内湾気味にたちあがる。 外面工具ナデ。

ロ ：ロ／ ロニ 三10cm 
第169図第68号住居跡、第101号土塙出土遺物
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第170図第69局住居跡平面図

第69号住居跡（第170図）

黒色土の明確な範囲として確認された。竃両脇やや離れて小ピットが存在するが新しく他に伴う

ような壁外施設は認められなかった。

埋土は比較的残っており自然堆積とみられる。出土遺物は少量である。

平面形は斜面に沿うためか西壁が湾曲する略長方形。東壁は貯蔵穴の分だけ壁が凸出する（わず

かに段をもつ）。

床面は斜面に造られているため西北へわずかに傾斜し竃前面を中心として比較的硬いが、貼り床は

ない。柱穴、壁溝は認められなかった。貯蔵穴は竃右袖に接する位置にあり、壁にかかる部分はオ

バーハングする。生活段階に伴う遺物はない。

掘り方は西壁北半を除いて一周し各隅はやや深く掘り込まれる。

竃は東壁ほぼ中央に位置する。燃焼部は略楕円形で、底面はやや焼けているが全体によく焼けて。

先端部と右袖下に縦長の小ピットが穿たれる。袖基部が若干残存したが大部分崩壊したと考えられ

る。壁をやや掘り込んでいる。焚き口は緩く立ち上がり周辺はよく踏み締まっている。
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第171図 第69号住居跡出土遺物

第69号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯| 1 I 13. o 体部は外傾して立ち上がり、口唇部肥 内外面回転横ナテ（左回転？）。 1 /10。須恵杯5。

＿ 厚し屈曲して開く。 灰黒色（褐色）灰褐

2. 3 色。

須恵杯 I 2 | 13 2 体部は僅かに内湾して立ち上がり、口 内外面回転横ナデ（左回転）。 1 /10。須恵杯5。

＿ 唇部肥厚しやや屈曲して開く。 黒褐色黒褐色。（褐

2. 4 色）

須恵高 3 I 13.2 体部は僅かに内湾して立ち上がり、屈 内外面回転横ナデ（左回転？）、内面平滑。 1 /10。須恵杯6。

台杯 ー 曲して肥厚する口唇部に移行する。 灰色。

3. 6 

須恵杯 I 4 I 13_ o 体部は｛菫かに内湾して立ち上がり、や 内外面回転横ナデ（左回転）。内面平滑丁 1 /10。須恵杯2。

ー や屈曲して肥厚する口唇部に移行する。 寧。外面屈曲は指頭ナデ1こよる。 赤褐色。

3. 4 

須恵高 5 I 13.s I i本部は大きく内湾して立ち上かり、屈 肉外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧平 約 1/ 4。須恵杯5。

台付椀 ー 曲してそのまま開く。器内厚い。 滑。屈曲部は指頭ナテによる。 灰色。No.6。

3. 7 

須恵高 I 6 | 15.4 I 体部は内湾して立ち上がり、やや屈曲 I 内外面回転横ナデ（左回転？）。

台付椀

4. I 

須恵高 I 7 

台杯 0

8

 

▲

▲

 

6

ー

してそのまま□唇部に移行する。
1/ 4。須恵杯l。

黒色。摩滅顕著。

高台部剥離する。底部は僅かに凸出し、 内外面回転横ナテ（右回転）、内面丁寧。底 1 / 4。須恵杯 1。

体部は内湾して立ち上がる。 面糸きり痕残る。 暗赤褐色、黒色。

須恵高 8 ー た褐色台部低くほぽ直立し幅広い。接 内外面回転横ナテ。 1/5。須恵杯3。

台杯 6.1 地面内ソギ状。 淡褐色。風化により

1.1 摩滅顕著。

須恵高 9 一 高台部は外開きで低く、接地面平坦。 内外面回転横ナデ（右回転？）、外面下反 1 / 3。須恵杯2。

台杯 5. 2 体部は内湾して立ち上がり、下位で稜 指頭ナデ、内面丁寧平滑。高台部粘土貼付 淡褐色。風化による

2. 4 をなす。底面厚い。 け後内面指頭、外面工具ナデ。底面糸きり 摩滅顕著。

痕残る。

須恵高 10 I 13.6 高台部直立し幅広い接地面外ソギ状、 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧平 90%。須恵杯5、粒

台付椀 5. 8 体部は内湾して立ち上がり大きく屈曲 滑。底面糸きり痕残る。高台部やや凸出す 度大、大量。灰褐色、

5.1 して肥厚する口唇部に移行する。 る底部に粘土貼付け、内外面指頭ナデで密 黒褐色。

着していない。
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器種 I 番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 11 I 18.3 

甕

2. 7 I尖り気味で外面僅かに凸出呈す。

12 I 18. 2 

甕

3. 2 

13 I 21.0 

4.6 

台付甕 I 14 I s. o 

1.8 

台付甕 I 13 ,― 

3.5 

口縁部はやや内傾して立ち上かり、中 1 口縁部横ナテ（←）。

位で屈曲して内湾気味に開く。口唇部

1 /10。甕 1。淡褐

色。

口縁部は内傾して立ち上がり、中位て・ ロ縁部横ナデ、外面屈曲部以上はエ具ナデ 1 /10。甕 1。淡褐

外傾して開く。口唇部直立し外面緩い （←)、以下指頭ナデ加わる。 色。外面炭素付着。

稜をなす。

張りのある胴部から頚部で段をなし口 胴部外面斜め箆ケズリ（←←）、内面箆ナ 1/5。甕 1。赤褐

縁部に移行する。口縁部内傾気味に立 デ。口縁部横ナテ（←?）、外面未調整部 色。No.8。外面一部

ち上がり上位で外傾して開く口唇部直 分残る。頚部～中位工具ナテ（←)。 炭素付着。

立し尖り気味で外面下沈線状に凹み稜

をなす。

脚部は外反して開く。外面下位やや凹 内外面回転横ナテ（右回転）か？外面下位 1 /10。甕 l。褐色

み先端凸出する。 指頭押圧、ナテ。 （赤褐色）、褐。棺

鼈出土。

接合部のみ残存し、胴部成形後脚部接 胴部外面指頭ナデ、内面箆ナデ後指頭ナデ 約80%。甕 l。赤褐

合。底面器肉薄い。 で丁寧平滑。接合部内外面回転横ナデか 色。No5

（右回転）？

第70号住居跡（第172図）

ごく小形の住居跡でほとんど残っていない。床面の大半が露出したような状態である。壁外施設

は判らなかった。

埋土はほとんど残っていないが出土遺物は全て埋土中出土である。

平面形は略長方形でやや歪みがみられる。東壁は竃部分で若干の段差をもつ。床面は南側へ向か

ってやや傾斜し全体に柔らかい。柱穴、壁溝、貯蔵穴等は検出されなかった。生活段階に伴う遺物

は正確にいうとない。竃前面のものは若干浮いている。
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一第173図 第70号住居跡出土遺物
掘り方ははっきりしないが、南半部に存在し東、西側が土壊状に深くなる。

竃は東壁左寄りに敷設される。燃焼部は楕円形で手前がやや深くなり比較的よく焼けている。袖

部粘土は殆ど流出しているが壁をやや掘り込んで構築されている。補強はみられない。

第70号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の 特徴 備 考

須恵杯 I1 

1.8 

須恵杯 I2 

2.0 

須恵甕 I3 

13.0 

13.0 

15.5 

4.0 

台付甕 I4 

甕

9.8 

2.5 

5 I 23.9 

17.3 

体部は内湾気味に立ち上がり、口唇部

肥厚し僅かに屈曲して開く。

体部は外傾して立ち上がり、口唇部肥

厚し屈曲して開く。

ほぽ平坦な底部から体部は外傾して立

ち上がる。底部器肉薄く、体部極厚い。

脚部は外反して開き下部でやや屈曲す

る。先端部ほぼ丸く収まる。

胴部は尻すぽみで最大径を上部にもつ。

頚部で大きく屈曲し段をなし、ほぽ直

立する口縁部に移行する。中位で外反

して開き口唇部直立し外面凸状を呈し

直下は鋭い段をなす。内面頚部稜をな

し緩く外販する。

内外面回転横ナデ。

内外面回転横ナデ（右回転？）。

内外面回転横ナデ（右回転）、体部下端箆

ケズリ、底面未調整？

内外面回転横ナデ（右回転）か？外面中位

～下位は指頭ナデ加わる。

胴部外面上端横箆ケズリ（→→） W以下斜

め（↑→）、縦（↑)箆ケズリ。内面箆ナ

デ（←←）、頚部指頭押圧。口縁部横ナデ

後外面指頭押圧、ナデで頚部に及ぶ。口唇

部はつまみ出すか？

1 /10。須恵杯7。
黒色。

1 /10。須恵杯1。
灰白色。

1/5。須恵甕l。
灰褐色。竃出土。軟

質。

口縁1/4。甕1。
赤褐色。竃出土。

1/3。甕 1。赤褐

色。Na1。外面。中

位炭素付着。
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第 1陪 99掲色t1け硬M RRfe'<'」へ03[•1 名 R B ¢l,.,•1 

第2層只祀色土眉 9t枯 R RI豆 0]r• 少焼9§¢0 ]C• 少

第3層 99褐色．t厨呼閃 Ii },,立 9ゃ0.1~]」,.,’↓ li 13 （ゃいJ,.1少

第4府暗黄掲色土射砂百 II R9立が］ ？L●，， RB 9l 「•少

a 只渇色土盾 暗灰柊色枯土 砂 R R93¢99ヒ・・じ漁杓↓05^●句

h 堵赤褐色上屑 ，＂’,)や〇ぷ c• 少 jR.j99勺¢0.5山名

c 暗赤渇色土沿 R R9,) ¢ 0 ] :•少佐 9月 99 9 10 3-0 ふ•9多j9F,4に、9,.,↓ 

d 黙掲色土層 9月9紅a> d >e 99閉

e 只褐色土層 R R粒 9¢0,2 噸恥•）少現煉粒ゃ0 ]C•’少

f 99渇色上層硬閂 ］i 119も l 籾 2-9.1c• ）多硯粒紐ふ少

g 賄灰掲色士隣 性臼 9i • 199立9¢9 E05ro 9 名 99 焼粒砂．J［•61 白 I,) 紅 19• 多

2m h IO灰褐色這咋 R.R粒 "'"~0.5c.,少. j9 j9B‘9 9~2 し•I多

1 灰白色粘土19

第174図第71号住居跡平面図

第71号住居跡（第174図）

斜面上に位置しており西壁はほとんど残っていない。竃左側に比較的明瞭に旧竃が認められた。

壁外施設は認められなかった。

埋土は西半は残存していないが、東半はよく残っており、斜面上部からの流入が窺える。出土遺

物は東半部に多いが、埋土中出上のものが大部分である。

平面形は東隅、竃右側が大きく屈折するが略長方形状でやや歪む。床面は斜面に対してほぼ水平

を保っているが、西壁近くはやや傾斜する。全体に硬い面が広がる。柱穴、壁溝、貯蔵穴は検出さ

れなかった。東北隅は壁がわずかに段をなしており、旧竃の存在から旧住居跡の名残りか。生活段

階に伴う遺物は全くない。

掘り方は全体に浅く、西壁下は溝の影響もあり不明確であるが、中央部～竃前面を残して四周を

凹めるものか。南壁下中央も残す。貼り床は認められなかった。床下土塙がほぼ中央から検出され

たが略円形の浅いものである。

竃は東壁右寄りに付設される。煙道の一部が残っており、先端部が凸出している。底面は平坦で

ほとんど焼けていない。燃焼部は略長方形状でやや深く掘り込まれる（焚き口に近い方が深い）。

遺物は全て浮いた状態で出上している。袖部はほとんど崩壊状態あるが、粘土貼り付けと考えられ

る。右袖は流失した河原石？が倒立した状態で出土した。左袖は見られなかった。焚き口部は若干

深く、横倒しの甕口頸部が浮いた状態で出土している。右袖は壁を斜めに掘り込んでいる。
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旧竃は新竃の左側に位置し、完全に埋め戻しないし崩されたような状態であった。燃焼部が残

っており、略長方形で底面ほぼ平坦、ややずれた位置に小ピットが穿たれる。全体にそれ程焼けて

いなかった。竃芯か支脚石とみられる河原石が横位で出土（浮いている）。

第71号住居跡出土遺物

器種 I番号 l法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵杯 I1 

須恵高 I2 
台杯

須恵高 I3 
台杯

台杯

甕

甕

13.4 

2.4 

13.4 

2.0 

13.0 

3. 7 

体部は内湾気味に立ち上がり、口唇部 1 内外面回転横ナデ。

は肥厚し大きく屈曲して開く。器肉薄

し＞。

体部は内湾気味に立ち上がり、口唇部 1 内外面回転横ナデ（左回転？）

やや肥厚し僅かに屈曲して開く。

体部は僅かに内湾して立ち上がり、そ 内外面回転横ナデ（右回転？）、内面丁寧 1 /10。須恵杯5。

のまま口唇部に移行する。 平滑。 灰色。

須恵杯 I 4 I― ほぼ平坦な底部から、体部は内湾して 内外面とも回転横ナデ（左回転）、底面糸 1/3。須恵杯2。
6.0 立ち上がる。 きり痕残る。内面平滑。 黒褐色（赤褐色）黒褐

1.9 色。内外面剥離顕著。

須恵高 I 5 I ;o I高台部外開きでやや反り気味、接地面 ＼内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧平 1 1/3。須恵杯6。
台杯 6.0 外ソギ状で内面ほぽ平坦。外面より密 滑、底面糸きり痕残る。高台部粘土貼付け （黒粒）灰白色。

2.0 I着していない。

須恵高 I6 ,— 
5.5 

1.3 

灰釉壷 18 ,— 

6.2 

10.4 

9 I 1s.2 

3.4 

12 I 20.0 

やや大形で上げ底気味の底部から体部

は湾曲して立ち上がり細い頚部に移行

する。

後指頭ナデ、接地面外面箆ケズリ？

高台部形状で、低い。体部は内湾して 1内外面回転横ナデ（右回転？）、内面丁寧。 1/5。須恵杯2。
立ち上がる。 高台部粘土貼付け後指頭ナデ。 1赤褐色。摩滅顕著。

須恵杯 I 1 I 13.2 ほぼ平坦な底部から体部は下位に腰を 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧。 60%。須恵杯2。褐
4.8 もち、やや内湾して立ち上がり屈曲し 底面糸きり痕残る。外面体下半指頭ナデ加 色／黒色。Na8。内
4.3 て肥厚する口唇部に移行する。 わる。外面口唇部下墨書あり。 外面下半墨班、剥離

顕著。

内外面とも回転横ナデ（右回転）、下端部

指頭ナデ。底面糸きり痕残り粘土が付着す

る。体下半まで施釉（灰緑色）される。

1/5。須恵杯1。

灰色。内外面摩滅顕

著。

1 /10。須恵杯l。

灰白色。内外面摩滅

顕著。

約90%。灰釉1。灰

白色。No9。焼成良

好・器壁堅徽。

口縁部下半僅かに内傾して立ち上がり、 1内外面横ナデ？、外面屈曲部、口唇下工具 l/10。甕1。赤褐
上半は屈曲して開く。口唇部直立し、 ナデ後指頭押圧、ナデ。内面下半指頭ナデ。 色。

外面下沈線状に凹み稜をなす。内面緩

い段をなす。

甕 I 10 I 1s. o 口縁部下半やや内傾して立ち上がり、 内外面横ナデ（→?）、外面屈曲部棒状工 1 /10。甕 l。赤褐
ー 上半部屈曲して開く。口唇部直立し尖 1具によるナデ後、指頭押圧、ナデ（←）。 1色。

3.4 り気味で、外面下沈線状に凹み稜をな

す。内面緩い段をなす。

甕 I 11 | 17.8 I 張りのある胴部？から頚部で段をなし I 胴部外面横箆ケズリ （←)、内面箆ナデ I 1 / 5。甕 1。赤褐

ほぽ直立する口縁部に移行する。上位 1 （←←)。口縁部内面横ナデ、外面工具ナ I 色。Nul3。

6.o Iで屈曲して小さく開き口唇部は直立す デで頚部、屈曲部巾狭い。若干の指頭ナデ

る。外面下緩い稜をなす。内面中位、 加わる。

頚部段をなす。

口縁部内傾して立ち上がり？中位で口 口縁部横ナデ（→)、外面屈曲部～上位指| I /10。淡赤褐色。
縁して開く。口唇部尖り気味。 頭押圧、ナデ。

3.2 
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第175図 □ 第7i号住居跡出土遺物(1)

こ
19 
口20 

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 13 20 0 張りのある胴部から頚部で段をなし、 胴部外面横箆ケズリ （←)、内面箆ナテ。 1/5。甕 l。赤褐

やや外傾する口縁部に移行する。上位 口縁部横ナデて外面頚部工具ナデ、屈曲部 色。床下出土。

6 2 で屈曲して小さく開き、口唇部直立し 棒状工具ナテ後指頭押圧ナテ加わる（未調

外面下沈線状をなし稜をもつ。内面中 整部分残る）。

位、頚部緩い段をなす。

甕 14 19 0 張りのある胴部から頚部で稜をなし内 胴部外面横箆ケズリ（→→）、内面箆ナテ 80%。甕 1。赤褐色。

傾する口縁部に移行する。中位で屈曲 後指頭押圧、ナテ。［］縁部横ナテ後内面上 Noll。内面剥離顕著。

8 7 して小さく開き口唇部は直立気味で、 部エ貝ナデ、外面中位、頚部工具ナテ後指 外面炭素付着。

外面沈線状に凹み稜をなす。外面部分 頭押圧、ナテ加わり特1こ頚部は入念。中位

的に輪積み痕残る。内面緩く外反する。 以上は末調整部分残る。

甕 15 19 6 やや張りをもつ胴部から頚部で緩い段 胴部外面横斜め箆ケズリ（←← ↓）、内面 約 I/2。甕 1。淡

をなし、内傾する口縁部に移行する。 箆ナデ（←)、頚部指頭押庄加わる。口縁 褐色。No21+23十竃、

8 5 中位で屈曲して小さく開き、口唇部は 部横ナテ、外面屈曲部、頚部工具ナテ指頭 Nol4+25は接合しな

直立し外面沈線状に凹み直下緩い段を 押圧加わる。 し；か同ー→個体。

なす。内面緩く外反する。
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¥,00 

こ
22 

8cm 

e=~) 10cm 

第176図第71号住居跡出土遺物（2)

第71号住居跡出土遺物

＇器種 1番号 1法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 I 16 I 22. 9 張りのある胴部から頚部で微かに稜を 胴部外面横斜め箆ケズリ（→→↓）、一部 1 / 4。甕 l。淡褐

ー なし内傾する口縁部に移行する。中位 口縁部まで及ぶ。内面箆ナデ頚部指頭押 色。Na1 + 2。外面
9.8 で屈曲して小さく開きそのまま口唇部 圧？口縁部横ナデ、外面上半工具ナデ後若 炭素付着。

に至る。外面輪積み痕残る。内面緩く 干の指頭押圧。

外反する。

甕 17 I 22.0 

14.5 

甕 18 I― 
4.8 

3.5 

1
9
1
9
2
0
2
2
2
3
 

子

滓

石

石

石

刀

鉄

砥

磨

磨

張りのある胴部から頚部で微かな稜を

なしほぼ直立する口縁に移行する。中

位で屈折して小さく開きそのまま口唇

部に至る。内面緩く外反する。

底部はやや凸出気味で、胴部は外傾し

て開く。押圧技法か？

胴部外面横斜め箆ケズリ（→→ ↓）、以下 1/5。甕 l。淡褐

斜め箆削り（↑)、内面箆ナデ頚部指頭押 色。Nol2+18+19+

圧？口縁部横ナデ、外面工具ナデ後若干の 竃出土。

指頭押圧ナデ、内面工具ナデ。

胴部外面縦、斜め箆ケズリ（↓ ←）、底部 1/3。甕 l。赤褐

箆ケズリ。内面箆及び指頭ナデで平滑。 色。竃出土。

lo g。

50g。

S3、1.86kg。

S 2、560g。

S4、1.355kg。

第90号住居跡（第177図）

西壁及び竃焼土を除いて殆ど残存していない。壁外施設は全く判らなかった。

埋土は西半部のみ残っていた。東半部は床が露出しており大半は床下まで失われている。出土遺
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第90号住居跡 士屑註
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微

゜
2m 

第177図第90号住居跡平面図

物は比較的多く全てわずかに浮いている。

平面形は横長の長方形状と考えられる。床面は硬質面が竃～南壁際まで残存していたが全体に不

明確。柱穴、壁溝、貯蔵穴等は検出されなかった。生活段階に伴う遺物はない。

掘り方は不明確で東壁下にわずかに存在する。貼り床はない。

竃は北壁右寄りに位置するがほとんど残っていない。燃焼部底面の火熱により赤変した部分が残

ったものか？

第90号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵杯 1 13 0 体部は内湾して立ち上がり、僅かに屈 内外面回転横ナデ（左回転？）。 1 /10。須恵杯4。

曲してそのまま口唇部に移行する。先 灰白色。摩滅顕著。

2 4 端部は平坦面をなす。

須恵杯 2 13 0 体部は外傾して立ち上がり、僅かに屈 内外面回転横ナデ（右回転？）。 1 /10。須恵杯2。

曲しやや肥厚する口唇部に移行する。 赤褐色、黒褐色。

2 7 

須恵高 3 17 7 高台部は低く、大きく外方に屈曲する。 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧、 約90%。須恵杯 1。

台付椀 6 4 接地面ほぼ平坦で中央凹む。 1本部は下 外面下半若干の指頭ナテ。底面中央糸きり 灰白色。NuI~ 6が

7 2 端で稜をなし内湾して立ち上がる。ロ 痕残る。高台部粘土貼付け後内外面指頭ナ 接合。

唇下屈曲し肥厚して開く。 プ一ぐ。

台付甕 4 脚部下半は大きく開き端部は丸く収ま 内外面回転横ナデか？ 1 /10。甕 l。暗赤

脚部 7 8 る。 褐色。

1 0 

\-~7 □□/]LIこ)_L_____¥4
_———--- _ _ 3 に 10cm

第178図 第90号住居跡出土遺物
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第179図 第3群掘立柱建物跡配置図

- 208 -



第 1号掘立柱建物跡（第180図）

斜面上に位置し比較的容易に確認された。第51号住居跡を切って構築される。 P3は第51号住居

跡埋上中ではっきりしなかった。

埋土は比較的単純で2~3層に分割される。出土遺物はない。

桁行3間x梁行2間の総柱で斜面であるためか、 P7、P10は中心よりややずれており全体に歪

んでいる。各柱穴の深さは一定しないが、左右桁はほぼ対応する。 Pl、2とP4、5は重複しており、

Pl、P4の外側のものが新しい。 P3もあるいは内側に柱穴があったかもしれない。 Pllは内側に

ずれている。

掘り方は大略方形で浅く掘られており、中心のP7、10、14は掘り方をもたない (P3は断面でも

不明確であった）。大半は抜き取られているが、 Pll、12は柱痕跡が残っていた。斜面下方の柱穴

も一定以上の深さがある。

第2号掘立柱建物跡（第181図）

2~3棟の重複で、主軸が東西方向のものが新しく、軸をほぼ直交させるように重複している。

付近には新しいピット（近現代）も存在する。平安時代の土塙が2基内側に取り込まれている。南、

東側にとびだした部分を庇とすればもう一棟考えられる (P16、17及びPll、12の重複が問題）

埋土は比較的単純で柱抜き取り後埋まったものもあるが、柱痕跡が明瞭であるものが多い。 Pll、

12及びPl6、17は重複しPl2、Pl6が新しい (Pllははっきりしなかった）。 P3とP13の間は精査

にもかかわらず柱穴は見出せなかった (Pll、12とPl8の延長線上も同様）。

平面形は掘立柱建物跡a （古）が 2間X 2間の南面庇でやや歪む (P17、10、7の柱間がずれ

る）。 掘立柱建物跡b （新）が2間X2間の東面庇？で柱間がやや広い (Pl、8、11はやや広がり

気味で庇としてよいかどうか問題が残る）。

全ての柱穴が掘り方をもつが、南側のPl8~20はやや小形の方形である。出土遺物は 1点のみで

ある。 Pl~Pl7とPll~Pl7の列は配置がえが行なわれたかあるいは 2棟の重複か判断し難い。

第3号掘立柱建物跡（第182図）

比較的容易に検出されたがP2、P4、P9、Pllはやや不明確であった。斜面上につくられ全体

に歪んでいる。吉ヶ谷式期の住居跡を切って (P6)構築され、 Pl]は撹乱を受ける。第95号土塙

を切っている。

埋土は単純で柱痕跡をもつものと抜き取ったものが、相半ばする。出土遺物は少量。

平面形は斜面上のためか、平行四辺形状に歪んだ2間X2間の西面庇の建物である。柱間は梁行

が短く桁行の約1/2程でP6はややずれている。 PlはP2~P3の延長上にない。深さは一定しない

が庇柱は他よりもやや浅い。

いずれも方形の掘り方をもつ。上部を浅く掘り込むものと、丸掘りするものとある。
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第2号堀立柱建物跡土屠註

第1層 虫掲色士．屑やや軟質 R•R92 90.1叩少 RB(4)~2[9)'少(:t{,91)ぷ暉少
第2階暗掲色七層 R R粒¢0.5mn R 6 (¢3~5c• ）多

第2 屑暗屯色土層 R R粒 (90.3~0.5m) RB (¢2~Jca）多

a 暗黄褐色土屑 R・Rla¢0.2-, RB  (¢1~Jul多

a 暗黄褐色上屑 ⇒ソフトローム 枯性有

゜
2m 

第181図第2号掘立柱建物跡平面図
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第 11泊曳褐色土層硬!l R R粒¢0？麟多 C9立¢02nn盈
第 1屑里祀色土庖 9祖性有 R R99 ¢0.2m RB 1 ¢l~2C9）少
第 2庖 暗掲色土（；； 硬箆 下ギやや粘性存 RR粒¢03m多 RB1 42-3cn1少

第2 屑暗掲色土屑

第3/ji 暗掲色土層 砂員 サラサラ R R9りや 0.1~少
a B9黄褐色土屈砂質明1妥．． >b>a R粒多 C粒¢oinnャ9
暗黄褐色土層

暗貿掲色土l!l •a' 砂質 I a』よりやや粘性布り）

゜
2m 

第182図 第3号掘立柱建物跡平面図
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第 3号撮立柱建物跡。第88• 90 • 92号土塙出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の特 徴 備 考

須恵杯 I 1 

須恵杯 I 2 

須恵高 I3 
台付椀

1.8 

13. 4 

5. 3 

6.1 

甕

13.4 

2. 2 

13. 0 

4 I 17.o 

須恵杯 1 5 

須恵杯 I6 

須恵高 I7 
台付椀

2.6 

13. 0 

2.3 

12. 2 

6. 0 

4.8 

14. 3 

5. 7 

5. 9 

体部は外傾して立ち上がり、そのまま

肥厚する口唇部にいこうする。

体部はほぼ外傾して開き、口唇部僅か

1こ肥厚し外面下緩い稜をなす。

高台部は低くほぽ直立し幅狭く、接地

面ほぽ丸く収まる。体部は外傾して立

ち上がりやや外反してそのまま□唇部
に移行する。

口縁部中位で屈曲し外傾して開く。ロ

唇部外面稜をなし丸く収まる。

体部は外傾して開き、そのまま口唇部

に移行する。

平底？の底部から1本部は下位にこしを

もち、内湾して立ち上がり口唇部やや

屈曲する。

高台部は低くやや幅広で底面凹む。体

部は下部でこしをもち内湾して開く。

口唇部僅かに肥厚し外反する。

内外面回転横ナデ（右固転）。

内外面固転横ナデ？

内外面回転横ナデ（右回転？）。詳細不明

内外面横ナデ、外面指頭押圧加わる。

内外面回転横ナデ（右回転）内面丁寧。

内外面右回転横ナデ、内面指頭痕、底面糸

きり痕残る。

内外面とも回転横ナデ。体部外面下半指頭

ナデ。

1 /10。須恵杯5。

灰色。p6埋土中出

土。 SB3。

須恵杯2。暗褐色。

内外面とも摩滅顕著。

S K88。

1 /20。須恵杯5。

暗褐色。 SK88。

1 /20。甕 l。黄褐

色。 SK88。

1 / 5。須恵杯5。

灰色。 SK90。

1/5。普通末野。

灰白色。 SK92。

1 / 3。甕 1。暗褐

色。No.13。SK92。
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e 平安時代第4群

第4群は調査区の中央部やや南側、台地西側斜面（標高63.5~65.5m前後）から台地頂部、東側

緩斜面に至る長大な範囲であるが、東端部に位置する第91号住居跡、台地頂部の第95号住居跡につ

いては本群の主体をなす西側斜面の住居跡群からかなり離れている。

ほぼ単独で存在する 2軒の住居跡については、集落全体との関係で位置付けるべきで本群に含め

たのは便宜上の設定である。したがって本群の各住居跡位置は大まかに 2分され、主体は西側の 7

軒ということになる。これは更に集合状態によって 2分される。東側に単独住居跡、西側に住居跡

が集中するという形態は、第3群に近似している。

西側の住居跡の占有する範囲は長さ30m、幅25m、約750rri攣及び、ほぼ東西方向に主軸をもつや

や小型の矩形領域をなす。

7軒の住居跡の詳細は以下の記述及び住居跡一覧表によるが、概要を示すと、直径3.5m前後の

ものが多く、 3.5m以上の住居跡は少ない。

平面形は方形、長方形、不整形なものがほぼ拮抗している。

竃は何れも東壁ないし北東壁に付設され大部分が壁中央乃至右側である。第39、44号住居跡は竃

が付け替えられ、何れも左側のものが古い。

約半数の住居跡に貯蔵穴が設置され竃の右側にあるものが圧倒的である。床下土壇をもつものは

3軒と少数である。

第44、48号住居跡の 2軒以外は掘り方が存在する。中央部を残して四周を掘り窪めるものが主体

である。

壁溝、柱穴をもつものはない。

本群は拡張住居跡はあるが、重複関係にあるものは存在しない。また住居跡外に土塙等をともな

うものも存在しない。

西側住居跡群は 2小群に分割され、第39、40、41号住居跡を第4a住居跡群（第185図）、第43、

44、45号住居跡を第 4b住居跡群（第200図）と呼称する。いずれも直線状ないし弧状に配置され

る。

第4a住居跡群は18.78 X 7. 86mの長方形ないし「L」字状の範囲を占有する。第4b住居跡群

とした 3軒の住居跡の占有する範囲は、 16.13mx10.oomの長方形状ないし「L」字状である。両

住居跡群は 2軒が接近 (2軒の住居跡間隔は 3mの至近距離にある）し、 1軒がやや距離をおくと

いう共通する配置関係をもつ。

出土土器によると若干の段階差があり、第39→40号住居跡、第43→44号住居跡の変遷が考えられ

各住居跡が同時存在したわけではない。
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第39号住居跡土層註

第 1 層暗褐色土層砂罠 R少 R粒 ¢0.1, 焼粒 (¢0.2~0.3~)

第 2 層暗褐色土層砂質 R粒 (¢0.1~0.5c•) R RB¢2口多

a 暗褐色土層 砂賢サラサラ RR粒少焼土救

b 暗灰褐色土層 砂賀 R・R粒少戊褐色粘土B多

c 暗赤褐色土層砂買焼粒多焼B
d 暗灰褐色土層 砂自明度b>d 焼粒 (¢0..1~0.5,)少灰褐色粘土多

0 2m 

第186図第39号住居跡平面図

第39号住居跡（第185図）

竃の赤変範囲として誇められた。東西方向の溝（現代）によって中央部を切られ南壁下は耕作に

よる撹乱をうけている。

埋土は中央部で顕著な撹乱を受ける。出土遣物は少量で竃周辺及び南壁中央部に集中し大部分が

埋上中の出土である。

平面形は略長方形状で東壁は竃部分で段をなす。床面はほぼ平坦で竃前面に貼り床が施される。

柱穴、壁溝等は検出されなかった。生活段階に伴う遺物は竃部分出土の須恵坪を除いてほとんどな

し％

掘り方は撹乱顕著ではっきりしないが、中央部を堀のこし四周を掘り窪めるものと考えられる。

竃両側（東壁両隅）はやや深くなる。

竃燃焼部は略長方形状で底面及び側面は比較的焼けている。天井部は崩壊している。焚き口部は

やや深く、支脚穴か右側にピット状のおちこみが穿たれ、外方へ向かって緩やかに立ち上がる。袖

部は旧状をとどめていないが、補強材は存在しない。

壁の掘り込みは粘土を貼り付け易くするためか手前側がやや広く斜めに掘り込まれている。掘り方

利用のかきだし部分が続く。
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第187図 第39号住居跡出土遺物

第39号住居跡出土遺物

器種 1番号 1法量 l 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪 1 113. 2 体部は外傾して立ち上がり、僅かに 内外面回転横ナテ（右回転）。 1/10，須恵坪5，灰白

一 屈曲してそのまま口唇部に移行する。 色，

3. 4 器肉厚い。

須恵坪| 2 114 体部は外傾して立ち上がり、内面に 内外面図転横ナデ（左回転？）、内面平 1/10，須恵坪7，灰色

一 肥厚する口唇部にそのまま移行する。 滑、口唇部内面摩滅する。 ，或は椀か？

須恵高

台坪

須恵高

台坪

須恵高

台付椀

3'― 

1.8 

4'― 

4
 

3
 

.
 

.
 

3
 

5

4

1

 
5
 

高台部は僅かに外反し接地面ほぼ平 内外面回転横ナテ（右回転）。高台部粘 1/3，須恵坪 5，灰褐

坦で中央凹む。体部は下端で段をなし 土貼付け後指頭ナデ。 色，鼈出土。摩滅顕

外傾して立ち上がる。 著。

高台部やや外傾し低く幅広い。接地 内外面回転横ナデ（左回転）。高台部粘 1/2，須恵坪 2，灰褐

面外ソギ状。体部は外傾して立ち上が 土貼付け後指頭ナテ、よく密着していない。 色，No2十床下出土。

る。

体部は僅かに内湾して立ち上がり、 内外面回転横ナデ（右回転）、外面下半 1/3，須恵坪 2' ，赤

口唇部やや肥厚し屈曲して開く。外面 指頭ナテ加わる。 褐色，床下出土。外

4.3 I 輪積み痕？残る。 面黒班あり。

須恵高 6 1 13 高台部はほぽ直立し高い。体部は内 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 1/4，須恵坪 7，灰褐

台坪 5.2 湾して立ち上がり、屈折して肥厚する 平滑。高台部やや凸出する底部に粘土貼付 色、灰色，鼈出土。

5.4 口唇部に移行する。器肉厚い。 け、内外面指頭ナデ。密着していない。

須恵高 7 1 13.2 高台部は低く断面三角形状の粘土貼 内外面回転横ナデ（左回転？）。高台部 1/3，須恵坪 2’ ，褐

台付椀 5 付け。体部はやや内湾して立ち上がり は凸出する底部に粘土貼付け後指頭ナデ。 色，摩滅顕著。

5. 5 僅かに屈曲して肥厚する口唇部に移行

する。底部厚く凸出する。

須恵高 s I 14. 5 高台部低く直立し巾は一定しない、 内外めんかいてんよこナテ（左回転）、 約90％，須恵坪2，褐

台付椀 5.8 接地面外ソギ状。体部中位に腰をもち 内面丁寧平滑。底面糸きり痕残る。高台部 色，No.2。内外面一

5.4 内湾して立ち上がる。屈曲して口唇部 粘土貼付け後内面工具、外面指頭ナテ、密 部黒班、内面炭化物

に移行する。 着していない。 付着。
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 9 I 13.8 高台部は低く直立し細い、接地面内 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧。 1/4，須恵坪 1，灰白
台暉 1 |67 1 ノギ状で中央凹む。体部は内湾して立 1 高台部粘土貼付け後指頭ナデ。 1色，NQ4十床下出土。

5.5 I ち上がり、口唇部屈曲してそのまま開

須恵高 10 I 15.8 

台付椀 1 | 5.5 
6.5 

須恵高 11 I 14.5 
台付椀 1 5.7 

7.1 

甕 I12 I 20 

台付甕 I 13 l 13.5 

9.4 

18 

高台部低く直立し巾広で接地面ほぽ 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 80％，須恵坪l，黒色
平坦。体部は下端で稜をなし内湾して 平滑、外面下半指頭ナデ加わる。底面糸き ／褐色，Nal十竃出
立ち上がり上位でやや屈曲気味。口唇 り痕残る。高台部粘土貼付け後指頭ナデ。 土。

部肥厚し屈曲して開く。 接地面大半は未調整。

高台部は低く外開きで細い。接地面 内外面回転横ナデ（左回転？）。高台部 1/4，須恵坪3，赤褐
ほぽ平坦。体部は下位に腰をもち内湾 粘土貼付け後指頭ナデ。 色、灰褐色，No1,
して立ち上がる。口縁部は接合しない 2。摩滅顕著。
が、屈曲してそのまま開く。

ロ縁部は内傾して立ち上がり上位で 口縁部横ナデ、外面屈折部工具ナデで指 1/20，甕 1，赤褐色，
屈折して開き、そのまま口唇部に移行 頭押圧加わる。 床下出土。

する。内面外反して開く。

脚部は外反して開き先端丸く収まる。 胴部外面横箆ケズリ（←)以下縦箆ケズ 1/5，甕 1，赤褐色，
胴部成形後か？上胴部は接合しないが

同一個体。肩部段をなしほぼ直立する

口縁部に移行する。中位で屈折して開

き口唇部直立し外面稜をなす。

リ、内面箆ナデ。口縁部横ナデ、外面工具 |Nu3十竃十床下出土。

ナデ後指頭押圧、ナデ。脚部回転横ナデ

か？（右回転）外面上半指頭ナデ加わる。

砥石 I 14 Nu4、1.5g

第40号住居跡（第189図）

周辺部は風倒木痕、耕作による撹乱があり特に北壁は著しい。壁外施設については不明である。

埋土は黒色土を主体とする柔らかいもので竃前面は焼土、粘土の推積がみられた。出土遺物は少

量。

平面形は整った隅丸長方形状である。床はほぽ平坦で竃前面～中央部にかけて硬質面が広がるが、

他は柔らかい。柱穴、壁溝、貯蔵穴、床下土壕等は検出されなかった。出土遺物は竃右側及び中央

部に分布しほぼ床面出土。

掘り方は全体に浅くはっきりしないが、中央部を残して四周を窪めるものと考えられる。竃前面

及び南壁下に 3ケ所のピット状の浅い窪みを認めたが置柱あるいは柱穴の確証はない。

竃は東壁ほぼ中央に位置し、側面の赤変及び粘土の分布範囲として明瞭に確認された。煙出し部

は不明。煙道部は緩く立ち上がり、底面はそれ程焼けていないが側面はよく焼けて赤変する。燃焼

部は略長方形状で底面～側面がよく焼けている。右側面は袖石が残る。煙道部との境に逆位の甕が

すえおかれていた。袖は粘土貼り付けでほとんど崩壊している。壁をやや掘り込んで袖を付設して

いる。

第40号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 13 体部は外傾して立ち上がり、外反し 内外面回転横ナデ（右回転）。 1/10，須恵坪2，赤褐

て肥厚する口唇部に移行する。 色，

1.5 

須恵坪 2 13.6 体部は僅かに内湾して立ち上がり、 内外面回転横ナデ（右回転？）。 1/10，須恵坪2，灰白

やや外反して肥厚する口唇部に移行す 色，摩滅顕著。

2 7 る。

須恵坪 3 13 体部は僅かに内湾して立ち上がり、 内外面回転横ナデ（右回転？）。 1/4，須恵坪2，褐色，

やや屈曲して肥厚する口唇部に移行す 摩滅顕著。

3. 7 る。
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B9年 0 第40号1腹滋土層計
第 1/i1 99渇色土層砂!!I It •R粒 90,2c• 多焼粒 90.lc●‘少
第2層暗褐色 l：層砂買 li R粒（が 0.1~0.2c• ）多焼粒¢0,2口多炭It物9砂•
a ll9褐色 l；層砂賀 Rtt¢0・lc●‘少燒粒砂．5c●少・

9, ll9褐色 l：層硬賢帖性有 R‘少娩粒多燎B 炭化物’少

9' ll音黄渇色t層紗H Ii, R杓¢°・2口 1999¢5O'少
91 炊褐色j眉硬貫粘t（ソテ0)ポ央＇） 焼粒¢O.5口＇少

" '音褐色t層燒・焼粒 (¢0.5~1C• I多
掘り Ii時褐色上附 軟質（サラサラ 1 凡 lし粒¢0.5m'少,・,t,'(¢O」→'”'』少

0 2m 

第189図 第40号住居跡平面図
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器種 I番号法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高

台付椀

須恵高

台坪

台坪

4 I 14 

4. 9 

5 |― 
5. 6 

0. 5 

須恵高 I 6 , -

6

1

 

.

.

 

5

2

 須恵高 I 7 , -

台坪 3

7

 

．

．

 

t

3

3

 
須恵高 1 8 , _ 

台杯 8

6

 

．
．
 

t

/

l

 

台付甕 I10 l 15 

体部は僅かに内湾して立ち上かり、 内外面回転横ナデ（右回転）、内面平滑 1/10，須恵坪5，灰色

そのまま口唇部に移行する。口唇部先 丁寧。 ，焼成良好・器壁堅

端は内ソギ状で内外面稜をなす。 緻。

高台部ほぽ直立し低い。底部はやや 高台部は凸出する底部に粘土貼付け後指 1/ 4，須恵坪 3，赤褐

凸出気味。 頭ナデ。中心部糸きり痕残る（右回転？）。 色，

高台部は低く直立し接地面内ソギ状。 内外面回転横ナテ（左回転？）、内面平 1/2，須恵坪 5，灰褐

体部は内湾して立ち上かる。 滑。底面糸きり痕残る。 色、灰白色，摩滅顕

著。

高台部やや外開きて低く幡広い。接 内外面回転横ナテ（右回転）、高台部粘 1/2，須恵坪2，黒色，

地面外ソギ状。体部は内湾気味に立ち 土貼付け後指頭ナデ。底面糸きり痕軽く撫 No. 3 + 6。内外面剌
上がる。 て消す。 離顕著。

高台部は外反し高く細い。接地面ほ 内外面回転横ナデ。 1/10，須恵坪2，赤褐

ぽ平坦で中央やや凹む。 色，

甕底部 I 9 I― 底部は大きく凸出し底面平坦。胴部 胴部外面斜め箆ケズリ（↓)、内面箆ナ 70％，甕l、含有物は

5.8 ぱ外傾して立ち上がる。 デ。底部指頭押圧、ナテにより接合。底面 いすれも微菫，黒色、

5.5 未調整。 赤褐色／黒色，

No.5 

胴部は尻すぽみで、上位に最大径を 上胴部横箆ケズリ（←←↓）以下縦、斜 70%,甕 I,褐色，

もち、頸部は微かに段をなす。口縁部 箆ケスリ（↑)、内面箆ナデ頸部指頭押圧 Nu 1。

10.s I 下位はほぼ直立する。外面一部粘土？ 加わる。口縁部横ナテ？頸部外面丁．具ナデ

付着。 （←)、若干の指頭押圧。

台付甕 I11,― 

5. 9 

胴部は内湾して立ち上かる。脚部大 胴部外面縦箆ケズリ、内面箆ナテ後指頭 1/2，甕 l，淡褐色、

半を欠失する。胴部成形後接合。 ナデ。脚部～胴部下端は回転横ナデか？ 赤褐色，No2。

（右回転）

甕 | 12 I― やや大きめの平底の底部で器肉厚い。 底部一定方向の箆ケズリ。胴部外面上端 30％，甕 l' ，里褐色、

4. 7 胴部は内湾して立ち上かり、長胴形を 斜め、以下縦箆ケズリ（↓ ←）、底部周縁 茶褐色，No2+4+

19.4 なす。外面一部粘土付着する。 軽い横箆ケズリ。内面箆ナデ、丁寧平滑、 鼈出土。

接合痕残る。

第41号住居跡（第190図）

耕作及び木根による撹乱顕著で南北方向の溝及び北、南壁下に存在する木根によりほとんど南北

壁は破壊されている。壁外施設については不明。

埋土は浅く撹乱顕著でほとんど残っていない。竃周辺部がわずかに残る程度である。出土遺物は

少量で全て埋土中出土。

平面形は略方形乃至長方形を呈すると考えられる。床面は撹乱により保存状態が悪い。東壁下に

やや大きめのピットが検出されたが埋土からすると新しい。生活段階に伴う遣物はない。

掘り方はほとんど存在せずわずかに竃前面が掘り窪められ東隅は掘り残している。ローム直上が

床面か。

竃は 2ケ所に検出され残存状態から左→右の付け替えが想定される。旧電は燃焼部のみの残存で

略楕円形状ほとんど焼けていない。袖は残っていない。

新竃は煙道部がわずかに残る。燃焼部は略楕円形状で比較的掘り込みは深く、全体にあまり焼けて

いない。出土遺物は全て浮いた状態である。袖は基部がわずかに残り粘土貼り付け、竃前面の石は

袖石か。掘り方との関係は不明。
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第41号住居跡上眉註

第 l暦 1音褐色±/II R R9t 1 ¢0 1~U.5口）少 炭礼粒砂．2,●微

第2層暗貨褐色上f● R RB多

第 3 屑暗褐色土r• 与）砂四焼上少

第4//1暗褐色土層 R多 R9立¢0,2co多 焼粒¢03c●少

第5層暗褐色土層 与］砂買 しまり悪い R‘少
R粒被

第6層暗赤掲色土眉 R少焼B I '1 ~2C• ）多

第7屑 暗褐色土層 R'少 R粒少

第8層暗赤褐色土問 R少焼B I ¢1~2C• ）少

0 2m 
I I | 

第190図第41号住居跡平面図

第41号住居跡出土遺物

器種 I 番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪 I 1 I 13 

須恵甕

須恵甕

須恵甕

頌恵甕

口唇部は肥厚しやや外反して開く。 内外面回転横ナデ。 1/20，須恵杯2，淡褐

色，竃出土。

2 I - 平底の底部から、体部は外傾して立 内面回転横ナテ、外面下端回転箆ケズリ I 1/10，須恵甕6，赤褐
17 8 ち上がる。

（右回転）。底面周縁部箆ケズリ。 色、暗褐色，No.4。

4 3 

3 I - 平底の底部からイ本部は外傾して立ち 内外面回転横ナデ（右回転）、若干の指 1/10，須
恵甕3，灰色

16 8 上がる。
頭押圧、ナテ加わる。内面布圧痕残る。外 ，No. 1。

面下端箆ケズリ。底面未調整部分残る箆ナ

プーゞ。

4 I - 底部は平底で体部は直線的に立ち上 内外面とも右回転横ナテ、外面指頭ナテ 1/10，全微細粗
礫微，

14 かる。体部内面輪積み痕残る。 後底部周縁箆ケズリ、内面指頭押圧加わる。
灰色， SJ 4()出土

7 
底面箆ケズリ。 片と接合。

5 I - 平底0)底部から1本部は外傾して立ち 内外面回転横ナテ（右回転）。外面若十▲ 1/10，須
円甕3，赤褐

15 7 lこかる。
の指頭ナテ加わる。「：端部箆ケスリ。底面 色．No

2" 

10 7 
未調整。
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第191図 第41号住居跡出土遺物

第42号住居跡（第192図）

耕作による撹乱が著しく住居内外に新しいピットが存在する。壁外施設については判らなかった。
竃周辺の遺物はすでに露出した状態であり、埋土の状態は悪い。出土遺物は北壁下と竃右に分布
しほとんどは

埋土中出土で ＼＼＼  吋
＼、 豆悶

ある。

平面形は比

較的整った隅

丸長方形で東

壁が竃部分で 口 寄
v 

わずかに段を
8こ。ニ 忍1

］ 10 し |亨なす。
叫I 

B 

床面ほぼ平坦 ― II 旦

で竃前面～中

央に硬質面が ミミン＞。411 I l 賓

広がるが他は

柔らかい。
<l I 

C 」貯蔵穴が 3ケ {, 

冒所検出された。

竃前方右側の D D' 

b 

ものは上層が 誓
硬く貼り床状 B 

であった（新

旧は確実では
］ 

ないが竃右が

新しいと考えられる）。

`'サ

F
-

E
-

ヒ,150

冒

冑
f四50

B 6350 

メ

2m 

第42号住居跡 J：層9t
第 1 層暗褐色・ヒ層砂笛 R,R 粒 1 紅． 2 ～ 0 ▲ 5 が多焼t微「1粒 ¢0.1c•少炭1はt 90,5

ロ＇少
第2層 ll9掲色土層砂貫 OJI度1>1 R多 R粒少白粒 190,1~0.2c• ）微
第3層暗黄褐色上層枯性有 R・RB1¢1~3口）多日粒 190,)~0.2c●）微
第4眉黒暗褐色t層 R R粒 90·2c• 少焼粒1¢0.2~0,5 口） 1＇199 (90.1~o.,.,微
第5層暗赤褐色t．所呼黄 R少 R9990,2ru少焼・焼粒1¢0.5~1口）多臼粒 (¢01̂ 

0.1,●）微
第6屑暗褐色 1眉 粘tt有 R·R 粒（紅． 1 ～ 2c• ）多焼粒 90.1ca 炭化粒'"·'·少白

粒 I¢0.1~0,2c• ）微
掘り h 暗掲色t層 Ii9立I>1~5証）含焼粒 I¢2～函•I 少褐色LB 多
1柘哉六

暗赤掲色t屑 鼈撚焼部1：のよう 1199 1 ¢1～泣讚）含悦粒 I¢1~5四）多
褐色土層 R粒 I'1~5nn）多
暗褐色上層 H粒 192~5暉）含焼991 ¢1~5M)含
代色上層 R粒 191~5n日）多 RB (42~ha）含煉粒 (91~5麟）少
暗褐色1：層 R粒 1バ～59日）少 煉粒（ 92～泣日）＇；， C粒 (92~3ュ）含乳白色粘

tB 95口あり 枯t粒含
F 褐 色土層 R粒 192~5霞俯）多 C粒 191~3c•)'少 9kt粒含

第192図第42号住居跡平面図
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北壁下中央のものは新しいピットである可能性もある。柱穴、壁溝等は検出されなかった。生
活段

階の遺物はほとんどない。

掘り方は中央部をやや広めに略方形状に掘り残し、周辺部を窪めるもので（竃対壁はごくわ
ず

か）貼り床は詔められない。

竃は東壁ほぽ中央に敷設され燃焼部下部が残る。右袖は土壊に切られている。燃焼部底面は外
方

へ向かって緩く立ち上がり、住居の部分はやや深く略方形状に掘り込まれる。右側はピット状
に窪

む。側面はやや焼けており赤変するが、底面はほとんど焼けていない。袖は左袖に粘土が残る
がほ

とんど崩壊している。右袖に袖石が残存するが土壇による撹乱を受ける。壁をわずかに掘り込む
。

掘り方埋め戻し後袖を構築している。

第42号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪 I 1 I 13 体部は外傾して立ち上がり屈曲して i 内外面回転横ナデ（左回転）。

やや肥厚する口唇部に移行する。

1/10，須恵坪1，灰色

1.9 

須恵坪 I 2 I 13.2 体部は内湾して立ち上がり屈曲して 内外面回転横ナデ（右回転？）、口唇部 1/5，須恵坪 2，赤褐

~-2 I そのまま口唇部に移行する。 1 下のくぽみは指頭による。 色摩滅顕著。

須恵坪 I 3 I 13. 4 体部は僅かに内湾して立ち上がりや 内外面回転横ナデ（右回転）。 1/5，須恵坪 2，赤褐

ー や外反して肥厚する口唇部に移行する。 色，Nu2。 内外面一

3 部黒班。

須恵高 1 4 | 14 高台部は低くほぽ直立し幅広い。接 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 約1/3，須恵坪 5，灰

台付椀 6.1 地面ほぼ平坦。底部は凸出し体部は下 平滑、底面中心部糸きり痕残る。高台部は 白色，Nu8十床下土

6.5 端で稜をなし内湾気味に立ち上がる。 凸出する底部に僅かな粘土貼付け後指頭ナ 壊No.l十貯蔵穴出土。

僅かに外反し肥厚する口唇部に移行す デ。体部下端の稜、上端の外反はやや強い

る。接合しないが同一個体。 指頭ナデによる。

須恵高 1 5 | 13.4 高台部剥離する。底部は凸出し段を 内外面回転横ナデ（左回転？）、内面丁 l/5，須恵坪 5，赤褐

台付椀 5.3 なす。体部は下位に腰をもち内湾して 寧平滑、底面糸きり痕残る。 色、灰褐色，摩滅顕

6 立ち上がり、外反してやや肥厚する口 著。

唇部に移行する。接合しないが同一個

体とみられる。

須恵甕| 6 I 20 胴部は強く張り頸部に向かって収縮 内外面回転横ナデ（右回転？）。磨滅 1/3，須恵甕 1' ，灰

ー する。頸部は短く外反して立ち上がり、 剥離顕著で詳細不明。 褐色（赤褐色）灰褐

10.4 口縁部肥厚し複合口縁状を呈す。 色，やや軟質。

灰釉長 7 I -

頸壺 I 7 I ;7 

25.5 

台付甕 1 8 1 17.2 

4
 

台付甕 I9 111 

5. 7 

高台部は低くほぼ直立し、接地面平 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 80％，猿投？，灰白色

坦内面内ソギ状。体部は卵倒形で肩が 平滑、底面～体部下半箆ケズリ、高台部粘 ，Na 5十床下土壊

はり、屈折して直立気味に立ち上がる。 土貼付け後指頭ナデ。灰緑色の釉が体部上 NQ1。内面スス
付着。

半、頸部内面にかかる。

やや張りをもつ胴部から微かに稜を 胴部外面横箆ケズリ（←)、内面箆ナデ 1/10，甕1，黒色（褐

なし内傾する口縁部に移行する。中位 後指頭押圧。口縁部横ナデ、外面指頭押圧、 色）黒色，

で屈曲して小さく開き口唇部直立し、 ナデ。

外面下緩い稜をなす。内面頸部、中位

緩い段をなし外反して立ち上がる。

やや張りをもつ胴部から微かに稜を 胴部外面横箆ケズリ（←)、口縁下位に 1/10．甕 l,赤褐色，

なし僅かに内傾する口縁部に移行する。 及ぶ。内面箆ナデ。口縁部横ナデ、外面頸 Nu2。

中位で屈曲して開き口唇部直立し端部 部、屈曲部工具ナデで指頭押圧・ナデ加わ

尖り気味で、外面下稜をなす。内面中 る（未調整部分残る）。内面指頭押圧・ナ

位、頸部緩い稜をなす。 T—ャ。
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第42号住居跡出土遺物

ー
10cm 

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 10 22 やや張りをもつ胴部から微かに稜 胴部外面横箆ケズリ（←)。口縁部横ナ 1/5,甕 l，暗褐色，
をなし内傾する口縁部に移行する。中 デ、外面頸部、屈曲部工具ナデ後指頭押圧、 Na2。

5 位で屈曲して小さく開き口唇部肥厚し ナデ。

外面凸状呈す。内面は外反して立ち上

がる。

甕 11 22 張りをもつ胴部から微かに段をなし 胴部外面横箆ケズリ（←←）、口縁下 1/3，甕 l，淡褐色，
僅かに内傾する口縁部に移行する。中 位に及ぶ。内面箆ナデ、頸部指頭押圧。ロ No9十鼈＋床下土壊。

7 位で屈折して開き口唇部直立し、端部 縁部横ナデ、外面頸部、屈曲部工具ナデ
丸く収まり、外面下緩い稜をなす。内 （巾06cm前後）後指頭押圧・ナデ加わる。
面頸部、中位緩い稜をなし外反して立

ち上がる。

甕 12 底部は小形で平底。押圧技法か？ 磨滅顕著で詳細不明。 1/2,甕 1，橙褐色，貯
3 7 蔵穴出土。NuI Iと
3 同一個体か？
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 13 底部は小形て、平底。押圧技法か？ 磨滅顕著で詳細不明。 1/5，甕 1，赤褐色，

4 4 

3 1 

甕 14 19 5 胴部は尻すぽみで最大径を上位にも 胴部外面上端横（←←）中位斜（←← 1/3，甕 l' ，淡褐色，

3 5 ち、肩はあまり張らない。頸部で段を ↓）以下縦（↓)箆ケズリで口縁下位に及 底部は接合しないが

26 6 なし内傾する口縁部に移行する。中位 ぶ。内面箆ナデ、上部指頭押圧。口縁部横 同一個体とみられる。

で屈曲して開き口唇部直立し内面凸状、 ナデ、外面頸部の段
は指頭押圧、ナデによ 外面スス付着。

外面下緩い稜をなす。内面外反して立 る。屈曲部工具ナデ（巾07cm前後）後指

ち上かる。 頭押圧・ナテ加わる。内面対応する位置も

指頭押圧。

刀子 15 
10g 

註 第39号竹居跡 甕 1 (11縁部 4、胴部25) 甕 l'（胴部 3) 漿
2 （胴部 5) 須恵坪 1 （日縁部 5、i町1部7、底部 l) 須恵坪 2 （口縁

部3、胴部 2、底部 1) 須恵坪 2'（口縁部 1) 須恵坪 3 （口縁部
2'底部 2) 須恵坪 5 (I]縁部 l、胴部 4) 須恵

杯7 (11縁部 2、胴部 l) 須恵甕 l（胴部2) 須恵甕（胴部 2)

第40号住居跡 甕 1 （日縁部 3、胴部58、底部 2) 甕 l'（胴部
3、底部］） 猥 2 （胴部 6、底部］） 須恵坪 2 （日縁部 6、底部

2) 須恵坪 3 （口縁部 1、底部 1) 須恵坪 5 （胴部 l、底部 1)
須恵坪 7 （日縁部］、底部 1) 須恵甕 1 （胴部 3、

底部］） 須恵痰 l'（胴部 l) 須恵甕 3 （胴部 2、底部 1)

第41局住居跡 須恵坪 2 （口縁部 1) 須恵坪7 （胴部 1) 須恵甕
1 （胴部 1) 須恵甕 3 （胴部 1) 須恵甕6 （胴部 1)

第42号住居跡 甕 1 （口縁部 6、胴部60、底部 2) 甕 l'（胴部10
、底部 1) 甕2 （胴部 3) 須恵坪 1 （口縁部 2、胴部 5) 須恵杯

2 （口縁部 1、胴部 1) 須恵坪 2'（日縁部 2、底部 1) 須恵坪
5 （口縁部 3、底部 2) 須恵坪6 （日緑部 1、底部

1) 須恵甕］ （胴部 1) 須恵甕 l'（胴部 7) 須恵甕3 （胴部 1)
須恵梨7 （胴部 1)

第43号住居跡（第194図）

竃が耕作用の溝によって切られていたため当初単独の竃と認識
していた。壁外施設については不

明である。

埋土は上方からの流入かほとんど一層、竃前面～中央部にかけ
て焼土が推積する。出土遺物は少

量で埋土中出土。

平面形は歪んだ平行四辺形状呈す（外観状はそれ程でもなく長
方形状）。床面は竃付近は平坦で

あるが、中央～西壁は斜面に沿うような形である。柱穴、壁溝
等は検出されなかった。貯蔵穴はは

つきりしないが北西隅のピットか。

掘り方は全体に不明瞭である（拡張により旧住居跡を埋め戻し
ているとみられ、中央部の狭い範

囲がやや高く残っている。旧住居跡掘り方と重複すると考えら
れるのではっきりしない）。明確な

のは、竃右側と南西隅の掘り込みのみである。中央部やや南寄
りに床下土塙が検出され新住居に伴

うとみられる。上部は貼り床が施されていた。構造段階で旧竃
及び南壁下に溝状の掘り方を認めた

が、これは北、東壁を新住居跡と共有する旧住居跡の一部と判
断される。

新竃の燃焼部は略楕円形で手前は略方形状に掘り込まれ、底面
はよく焼けており、ほほ平坦、側

面はそれ程焼けていない。底面に袖石の痕跡かピットが存在す
る。袖は粘土貼り付けで掘り方との

関係は不明。

旧竃の燃焼部は現代の溝によって切られる。溝中に袖石が露出
していたが新竃のものと考えてい

た。燃焼部は略方形で底面～側面、北東隅及び竃前面はよく焼
けている。袖が一部残存しており右

側粘土貼り付け部分は新竃によって切られている。壁をやや大
きめに掘り込んで、粘土を貼り付け

る。左袖石がやや傾いた状態（地山に突き刺したような状態）
で検出された。
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第43号住居跡土層註

第1層黒褐色土層 R粒（ 92~’“）含焼粒（ 92~4匹 1少
第2層褐色土層 R粒 (¢2~“量）多 HRB(92~9●I含
第 3層赤褐色土層 R粒 (¢2～佃•I 少 HRB ('2~9● I 微焼粒 (¢2~4匹 1 大焼•B

多

第4層褐色土層 R粒 (¢2~9●●I多 HRB(92~9●I多焼粒 (92~9疇J少
第5層床下土櫨

SPE-E'、G-G'

第9層暗褐色土層明度J<I R・R粒多焼t(¢o.5~1●I微
第2層暗赤褐色上層燒・焼lう,.,~201少
第3讚暗褐色土層溝埋t砂買 R・R粒¢O.Im'少
第4層暗赤褐色土層焼・焼B

第5層暗黄褐色土層 R•RR (¢3~9c●I 
第6層暗赤褐色土層砂貫 R粒90,2口少燒B92●少
第7層赤褐色土層燎・焼B

゜
2m 

第194図第43号住居跡平面図

第43号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 13 体部は内湾して立ち上がり、そのま 内外面回転横ナデ（右回転）。口唇部外 1/10，須恵坪l，黒色
' ま内側に肥厚し微かな稜をなす口唇部 面下やや強いナデにより外半を造出する。 （灰白色）黒色，

3.6 に移行する。

須恵高 2 14.1 高台部は低くほぼ直立し幅狭く接地 内外面回転横ナデ（左回転？）、底面糸 1/5，須恵坪2，赤褐
台坪 5.1 面外ソギ状。底部はやや凸出する。体 きり痕残る。凸出する底部に小量の粘土貼 色，

6 部は僅かに内湾して立ち上がり、口唇 付け、密着していない。

部は屈折して開き肥厚する。

須恵高 3 13 5 高台部は低くやや外開きで厚め。接 内外面回転横ナデ（右回転）、内面極丁 70％．須恵坪2．赤褐
台付椀 5.5 地面外ソギ状。底部は厚くやや凸出し 寧平滑。底面中心部糸きり痕残る。高台部 色，Na4。外面一部

5 3 体部は中位に腰をもち内湾して立ち上 は凸出する底部に粘土貼付け後指頭ナデ。 黒班。
がる。口唇部は肥厚し外面凸状を呈す 密着していない。

る。
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第195図 第43号住居跡出土遺物

器種 I 番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 I 4 I ~4 高台部は極低く幅広、接地面平坦で 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 80％，須恵坪 2、角

台付椀 5.6 竹管状の圧痕残る。体部は内湾して立 平滑。外面体部下半墨書あり。 閃石極微量。，里色

6.5 ち上がる。口縁部は接合しないが同一 （淡褐色） 黒色，

個体とみられ、外反してそのまま肥厚 No. 5。

する口唇部に移行する。

須恵甕 Is I - 平底の底部から体部は外傾して立ち 内外面回転横ナデ（右回転）後外面叩き、 1/20，須恵甕 1，灰白

20 上がる。全体に器肉厚い。 下端部箆ナデ。底面未調整。 色，No.1。内面自然

5 5 釉付着。

甕 I 6 I 13 | 胴部は内傾気味に立ち上がり、上部 外面縦箆ケズリ （↑←）で口唇下に及ぶ、 1/20，甕 1、角閃石

で僅かに屈折して開く。口唇部は直立 内面横箆ナデ後指頭ナデ。口縁部横ナデ？ 極微量。，褐色／里

5 5 I し外面凸状をなす。内面緩い段をなし 色，外面黒班。

外反する。

甕 I 7 121 I 
胴部は無果花状？で最大径は上位に 胴部外面横箆ケズリ（←←）以下縦箆ケ 1/2，甕 1，赤褐色、

ある。頸部段をなし内傾する口縁部に ズリ （粘土？付着し詳細不明）、内面箆ナ 淡褐色，Nu2十竃。

13 I 移行する。中位で屈曲し小さく外反し テ？頸部指頭押圧。口縁部横ナデ後内外面 磨滅剥離顕著。

て開く。口唇部直立し尖り気味で、外 工具ナデ、指頭押圧（凹凸顕著）。

面一部下垂する。口縁部、頸部輪積み

痕残る。内面外反する。

甕 8 し一 底部はやや凸出気味で、器肉薄い。

胴部は内湾して立ち上がり、尻すぽ

12. 6 Iみ？

甕

内外面磨滅顕著で詳細不明。 1/5，甕 l' ，赤褐色、

橙褐色，No.6+11。

9 I― 小形で平坦な底部から胴部は外傾し 底面末調整部分の残る箆ケズリ。胴部外 60％，甕 1，暗褐色／

4.2 て立ち上かる。押圧技法か？ 面縦、斜箆ケズリ（↓ ←）。内面箆ナデ丁 淡褐色、淡褐色，鼈

9.5 寧平滑。 出上。 8と同一個体

か？
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第44号住居跡（第196図）

確認段階で

すでに大部分

の床面が露出

あるいはすで

にとんでいる

ような状態で

（掘り方迄達

している）竃

も燃焼部底だ

け辛うじて残

ったもの。

壁は全くの復

元で、壁外施

設は不明。

埋土は残っ

ていない。

平面形は暗
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第44号1主居跡土屑註

第1/d 09赤褐色上層

第2層暗渇色tI畜やや黒味19 硬賀 H粒 (¢0.I~0.2o)多 RRB 1 ¢I～匹）多
第3眉 09褐色土層粘性有 R R粒¢02c• 多
貯歳穴

第 1 暦県褐色土層 RR粒籾．） ca微焼粒 ¢0.5o微i梵It物Ir• （長さ 1
第2眉黒褐色土層 R Rt如60.2cn少焼粒（がl.3~0,5●）少

゜| 1 dm  

第44号住居跡平面図

褐色土のシミ状の部分をみると、やや内側になる可能性もあり不明確。東壁は竃部分で段をなす。

竃右側に貯蔵穴があり甕が出土している。床下土壊が中央部に存在し西側がテラス状となる。出土

遺物はない。

掘り方は存在しないと考えられる。

竃は東壁ほぼ中央に位置し、燃焼部底のみ残存し略長方形状呈す。

第44号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 l 13 4 体部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面回転横ナデ（右回転？）。 1/4，須恵坪1，灰色，
小さく屈折して開き、外面凸状稜をな 磨滅顕著。

3 4 す。

須恵高 2 14 7 高台部は低くほぽ直立し幅狭く、接 内外面回転横ナデ（右回転）内面丁寧平 1/2，須恵坪 1，赤褐
台付椀 5 9 地面外ソギ状。体部は下位に腰をもち、 滑、外面若干の指頭ナデ。底面中心部糸き 色，貯蔵穴No1十床

4 7 内湾して立ち上がり屈曲してそのまま り痕残る。高台部粘土貼付け後指頭ナデ。 下出土。
ロ唇部に移行する。

須恵高 3 12 9 高台部は低くほぽ直立し幅広く、接 内外面回転横ナデ（右回転）、内面T寧 1/3，須恵坪5，灰白
台坪 5 地面外ソギ状で中央凹む。底部はやや 平滑特に口唇部下顕著。底面中心部糸きり 色，貯蔵穴No.3。

5 3 凸出し器肉厚い。体部はやや内湾して 痕残る。高台部は凸出する底部に僅かな粘
立ち上かり屈曲してそのまま口唇部に 土貼付け後指頭ナデ。体部上端やや強い指
移行する。 頭ナデ。

須恵壺 4 底部は剥離する。体部は内湾して立 内外面回転横ナテ（右回転）。 1/5，須恵甕 1, ，灰
ち上がる。 褐色，貯蔵穴No2。

4 4 磨滅顕著。
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第197図 第44号住居跡出土遺物
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器種 番号 法量 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 18.2 

2.4 

口縁部は外反して開き、口唇部は直

立し端部尖り気味で、外面下凹み、緩

い稜をなす。

口縁部横ナデ、外面指頭押圧加わる。 1/20，甕1，黒色、赤

褐色，床下出土。
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第45号仕居跡 ．f．屑99

第（層黒掲色t層 R粒 192~4"日）含焼粒("～涵nl多叫刈和11

第2層褐色土層 R9i(¢2~4•日 1 多 RB ¢0.2,含

第31●赤褐色土層燃焼部て唯一残存か R粒 I'2~4m）少梵粒 I¢2~5関）大現B( 

¢ l~2暉）含

第4層渇色土層 R991 ¢2~H年 1多悦9i(¢2~5呵）含

掘りガ 99掲色土層 R R粒(,0.5~1ca）少 炭化粒¢02c• 少

SPD-D' 

第1層暗褐色土層砂臼 R粒紅．2ca微 RB1 92~) 口）少庄化物IC• I艮さ）

第2層暗褐色土暦砂賛 R R9"90,3ca多

第 3層暗褐色土層砂買 R9t ¢0.5c•多 H RB I ¢1~2口）多

第4層 暗褐色土層 砂"'"月度3>4 R R粒90.2c砂‘炭化杓粒 (¢0.5~)c●)'少

第198図第45号住居跡平面図

B' 

0 1m 
1- |- 1 

こ二 ァ
し

ニ
恣□三＼＼ 2 

第199図

第45号住居跡（第198図）

竃周辺部のみ確認された。すでに掘り

方まで達していると考えられ床は全く残

存していない。

埋土は全く残っていない。

出土遺物はごく少量である。

平面形は全くの復元で、柱穴、壁溝等

は検出されなかった。

床下土塙としたピットは確実ではない。

掘り方は竃両側に靱められ、わずかに

掘り込みが残る。

北東隅は第44号住居跡と同じような形で

ある。

竃は東壁右寄りに敷設され、燃焼部底

がかろうじて残った。底面は比較的よく

焼けており赤変する。

中央部に支脚の痕跡かピット穿たれる。

袖は粘土貼り付けで基部のみ残る。袖部

分はやや壁を掘り込んでいる。
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第45号住居跡出土遺物
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第45号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 13 体部は外傾して立ち上がりそのまま 内外面回転横ナデ（右回転？）。 1/4，須恵坪1，黒色，

僅かに肥厚する口唇部に移行する。 竃出土。

2.3 

甕 2 20. l 張りにある胴部から頸部で屈折して、 胴部外面斜め刷毛、内面同様で指頭押圧 1/5，甕1、角閃石微

口縁部は内湾気味に立ち上がる。口唇 加わる。口縁部横ナデ？外面指頭押圧、ナ 量，暗褐
色，竃出土。

5.1 部やや内ソギ状。口縁部外面上位輪積 デ（末調整部分残る）、内面横刷毛、若干

み痕残り、頸部内面稜をなす。 の指頭ナデ。

甕 3 胴部～頸部で外面輪積み痕による凹 外面縦、斜め刷毛（↑)後指頭押圧？内 1/10，甕 1、角閃石

凸目立つ。 面斜め刷毛（lcm/8本）後頸部横刷毛。 微量，赤褐色，竃出土。

5 4 

第48号住居跡（第 20 I図）

＼ y
 

＿且

ロ
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口
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B 四 70

冒
_Q_ 」上 逗 70

疇 冒
゜

喜象I

吋

＊ 
第48号1主居跡土層註

第1層黒褐色土層 R・Rl,.O.lo多

第2層黒褐色土層 R・RIOI.0.2~3●I多燒粒90.2●‘少 C粒90.Im多

第2'/1黒褐色上層燎粒多粘上少

第3層黒褐色上層 2' より赤味粘ll付情饒粒90.3c• 少札ii：少

第4Ill ふ褐色上層硬n燒ヒ大焼t91が0,5~1が少 C村''0.1..政
第5府暗椙色上層仄ful,虹．多焼粒 1● 0.5-1 頃）放('粒90.2C•微

亮6層 9誌褐色 I瀾 燒煉粒●o.,..微 C粒●0.1●少
第7層赤褐色上II R・R粒 I¢0,2~O.J●）多焼・焼粒90.I●少

第8層黒褐色土層掘り方に類似硬賞灰白色粘土含

第9層暗灰白色土層 ごく硬い粘土 Fe.Mn沈着顕著

掘り方黒褐色土層硬l!I R・R粒 1●0.2~o.,.,大 RB●I●大焼粒●o.,. 焼B少

c粒●0.1●少

2m 

第201号第48号住居跡平面図

周辺部に壁

外遺構は検出

できなかった。

西壁は撹乱に

より不明確。

埋土は 2層

に分割される。

竃は完全に崩

壊していると
） 

みられる。

平面形は竃

壁及び対壁が

僅かに斜行す

る台形乃至小

形の方形。

床はほぽ平坦

で貼り床が竃

前面～中央に

存在する。

壁溝、主柱穴

等は存在しない。床下土坑は竃前面略円形の黒色土の落ち込みとして検出された。貯蔵穴は東南
隅

壁直下の比較的小形で浅いピット（炭化物多量に含む）。出土遺物は竃及びその周辺から出土し
埋

土中出土が多い。

掘り方は中央部を残し周辺部を掘り窪める方法と考えられるが掘り込みは全体に浅く不明瞭。床
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第202図 第48号住居跡出土遺物

下土壊は貼り床直上で確認されたので生活段階で開口していたと考えられる。周縁～底面にかけて

暗灰白色粘土が貼り込まれ底面は特に厚い。出土遺物はない。

竃は東壁中央に敷設される。天井～袖部分は崩壊して完全に粘土が流出した状態。燃焼部～煙

道？側面に灰褐色粘土の貼り付け痕跡が残る。底面は僅かに赤変し柔らかい。周囲を掘り込み側面

に粘土を貼り付ける構築方法と考えられ袖芯は不明確。

第48号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪

須恵高

台付椀

1 I 13 

1. 7 

2 I 13 

体部は外傾して立ち上がりそのまま 1 内外面回転横ナテ。 1/10，須恵坪 7、白
内側に肥厚する口唇部に移行する。 粒粒度小やや多量，

灰白色，鼈出土。

体部はやや内湾して立ち上がり屈曲 内外面回転横ナテ（左回転）、内面T寧 1/4，須恵坪 5，灰白
して肥厚する口唇部に移行する。 平滑。 色，磨滅顕著。

須恵坪 I3 113. 2 外傾する？体部から大きく屈曲して 1 内外面回転横ナテ。
一 肥厚する口唇部に移行する。全体に器

1. 6 肉薄い。

3
 
1

5

5

 

4
 

高

椀

恵

付
須

台

1/5，甕 1，赤褐色，

No. l十窟。磨滅顕著。

高台部は剥離すふ体部は内湾して 1 内外面回転横ナデ（左回転？）。底面回 1/10，須恵坪2，赤褐
立ち上かり、大きく屈曲して肥厚する 転糸きり痕残る。 色，
口唇部に移行する。接合しないが同一

個体とみられる。

須恵高 5 一 高台部は低く外傾気味、底面凹凸目 内外面とも右？回転横ナデ、底面糸きり 1/3，白多細粗，淡褐
台坪 1 4.2 立つ。体部は下部で腰をもち内湾して 痕残る。磨滅顕著。 色．No.l

2.3 立ち上がる。

須恵高 1 6 4.2 高台部は低く内傾し幅狭い、接地面 内外面回転横ナテ、底面糸きり痕残る。 1 1/2，須恵坪 2談褐
台坪 2.3 ほぽ平坦。底部はやや凸出し体部は内 高台部は凸出する底部に僅かな粘土を張り 色，No.l。磨滅顕著。

ー 湾して立ち上がる。 付ける。

須恵高 7 I 13. 2 高台部は高く外開きで薄い。接地面 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 80％，須恵坪7，里色
台付皿 6.4 丸く収まる。体部は外傾して大きく開 平滑。高台部粘土貼付け後回転横ナデ。底 ，No. 6。

4.2 き、口唇部肥厚しほぽ水平。 面糸きり痕撫で消す。
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第91号住居跡土層註

第1層黒褐色土層砂質 R RI立¢0・29口多 RB(91~2o)赦焼粒 (¢0.1~0．徊り微

C粒 1●0. 1~0,29a I少

第2層暗褐色土暦硬I'! R・R粒 (40・2~0.3国）多

黒褐色土屑暗灰褐色粘土含 R•R粒 (;0.1~0.2ml 少焼粒,0.5翠微

暗赤褐色土層 R粒 (¢0.3~0.5四）少焼焼拉 (¢O.3~0.5m)多

c 暗赤褐色土層 RR粒 (¢O.3~o.,●a）少燒恢粒 (¢O.3~0．加）多焼 B(93~5 

o)少

゜
2m 

第203図第91号住居跡平面図

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 8 22 やや張りをもつ胴部から段をなし内 胴部外面横箆ケズリ（←←↓）、口縁 1/10，甕 l，淡褐色，

｛頃する口縁部に移行する。上位で屈折 下位に及ぶ。内面箆ナデ、頸部指頭押圧。 床下出土。磨滅顕著。

7 7 して小さく開きそのまま口唇部に移行 口縁部横ナデ？外面頸部、屈折部棒状工具

する。内面頸部、中位緩い段をなし外 ナデ後指頭押圧、ナデ（内面対応する）。

反して立ち上がる。

甕 ， 21 やや張りをもち最大径を上位にもつ 胴部外面上端横箆ケズリ （←←）以下縦 1/10，甕 1，赤褐色、

胴部から微かに稜をなし内傾する口縁 箆ケズリ （↓←）。内面箆ナテ頸部指頭押 淡褐色，No.2 + 4。

14 2 部に移行する。上位で外反して内湾気 圧。口縁部横ナデ（←?）外面中位工具ナ 外面スス、炭化物付

味に開く。口唇部直立し厚く外面稜を デ後指頭押圧。 着。

なす。内面外反して開く。

甕底部 10 4 8 平底の底部？から胴部は外傾して立 底面箆ケズリ、胴部外面斜め箆ケズリ 1/5,甕 l，暗褐色、

4 3 ち上がる。器腐厚い。 （↓→）、内面箆ナデで丁寧平滑。 赤褐色，No3。

第91号住居跡（第203図）

東側斜面で単独で確認された住居跡で、竃焼土の赤変範囲が明確で袖石が露出していた。壁外施

設は認められなかった。埋土はよく残存したが出土遺物は極少量で図示できるものはない。竃周辺

の粘土流失はあまりみられない。

平面形は全体にやや歪んでいるがほぼ長方形で、西隅が屈曲する。床面は全体に柔らかく判然と

しない部分があった（特に西半）。柱穴、壁溝、貯蔵穴等は検出されなかった。生活段階に伴う遺
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第95号住居跡土層註

第 1層黒褐色土層軟買 RR粒90.30覆多 RB /;I～如n)少焼粒 (90,5~Im)微 C
粒 (90.2~0.30日）微

第2Ji1 暗黄褐色土層 RR粒90.2日9多 RB ('2~3c• ）少
a 暗赤褐色土層 焼・焼粒（ 90.3~0.5nml少

b 暗赤褐色土眉 RR粒 (90.2~0．箪）少 RB('2~3口）少焼焼粒C,D.2~0.3
m）少焼 B('1~2,o)少 CC粒 (90.5~1ml少

暗赤褐色土層黒味有り 焼焼粒 (90.3~05四）多燒B (92~3•l 多
暗赤褐色土層 RR粒 (¢0,2~0.39日）多 RB('2~3●）少焼燎粒 (90.3~0.4

m）少焼B1¢2~5c● l少

0 2m 
| -I  I 疇

第204図第95号住居跡平面図

物はない。

掘り方は不明確。貼り床はない。

竃は東壁やや右寄りに敷設され明確な燃焼部赤変範囲（特に右側）として確認された。燃焼部は

略長方形で深く掘り込まれ、奥半分はよく焼けている。支脚石か横倒しで浮いた状態の河原石が出

土している。袖部は粘土貼り付け。左右とも壁を掘り込むが、右側の方が大きく食い込む。焚き口

は緩やかに立ち上がり、袖石の痕跡か右側に扁平なピットが穿たれている。

第95号住居跡（第204図）

第96号住居跡を切っており付近には該期の住居跡は存在しない。台地頂部に位置する住居跡であ

る。南西隅は土塙によって切られる。壁外施設は検出されなかった。

掘り込みは深く埋土はよく残っていたが、ごく単純な自然推積である。遺物は竃内と南壁中央に

限られ南壁下のものは投棄と見られる。

平面形はやや歪んだ長台形状を呈する。床面はほぼ平坦で全体に硬く、周辺部がやや柔らかい。

柱穴、壁溝は検出されなかった。貯蔵穴が竃右側、壁に接して検出され、略楕円形状である。大形

の河原石と須恵片が上層から出土している。

掘り方は極浅いもので全体に不明瞭で確証はない。貼り床は検出されなかった。
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竃は東壁やや右寄りに敷設され、燃焼部赤変範囲として明確であった。燃焼部は深
く掘り込まれ、

長方形、底面わずかに凹む程度である。底面～側面、特に奥壁～右側はよく焼け
ている。ほぼ中央

にやや傾いた状態で片岩の支脚石が出土した。袖部は粘土貼り付けで補強は認めら
れない。両側と

も壁を掘り込むが、右側の方がやや大きくくいこむ。

第95号住居跡出土遺物

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵壺

須恵坪

須恵坪

須恵高

台付椀

須恵坪

須恵高

台付椀

須恵高

台坪

1' — 

2.2 

2 I 13.6 

3 I 13.4 

4.1 

4 I 15 

3
 .
3
1
 

2
 
.
.
 

4

1

5

4

 

5
 

8 J 12.8 

5.9 

4.9 

9 J 13. 7 

4.1 

4.8 

台付甕 I 11 I 12. 2 

頸部は強く屈折して張りのある体部

に移行する。

体部は外傾して立ち上がり、口唇部

小さく屈曲して開き肥厚する。外面ロ

クロ痕目立つ。

体部は外傾して立ち上がり、口唇部

小さく屈曲して開き肥厚し凸出気味。

外面ロクロ痕目立つ。

体部は外傾して立ち上がりそのまま

肥厚する口唇部に移行する。内外面ロ

クロ痕目立つ。

やや厚く凸出する底部から、体部は

内湾して立ち上がり屈曲して肥厚する

口唇部に移行する。

く。

高台部は低くほぽ直立し幅広く、接

地面やや外ソギ状で中央僅かに凹む。

底部はやや凸出し？体部は下位に腰を

もち、内湾して立ち上がり口唇部小さ

く屈曲して開き器厚を次第に現じる。

高台部は極低くほぽ直立し幅広で接

地面外ほぼ平坦。体部は下端に腰をも

ち、ほぼ外傾して立ち上がり、屈曲し

てやや肥厚する口唇部に移行する。内

外面ロクロ痕やや目立つ。

やや張りをもつ胴部から段をなし僅

かに内傾する口縁部に移行する。中位

で外反して小さく開きそのまま口唇部

に移行する。内面頸部緩い稜をなし外

反して開く。

内外面回転横ナデ（右回転）、内外面丁

寧平滑。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧

平滑。口唇下やや強いナデで屈曲させる。

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧

平滑。口唇下やや強いナデで屈曲させる。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧

平滑、外面下半ナデ加わる。外面口唇下や

や強いナデで外半気味に作り出す。

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧

平滑、外面下半若干のナデ加わる。底面糸

きり痕残り、外周指頭ナデ。体部外面墨書

「安？ Jo 

で緩い稜をなし、内湾気味に立ち上が 1 強いナデで外反させる。高台部粘土貼付
け

る。口唇部やや肥厚しほぼそのまま開 後内面指頭ナデ中央糸きり痕残り、外面工

1/2，須恵甕1、極精

緻，灰色，体部片は接

合しないが存在する。

加熱？

1/3，須恵坪 1，灰白

色，

1/3，須恵坪2、角閃

石微量。，赤褐色，

1/10，須恵坪1，灰白

色，内外面一部炭素

付着。

99％，須恵坪l，灰白

色，

須恵坪 I 6 I 13 底部はやや凸出し体部は僅かに内湾 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 1/4，須恵坪5石英粒

7 して立ち上がる。口唇部は肥厚し僅か 1 平滑、底面糸きり痕残る。
1度大多量，灰色，

4 に外反する。

須恵高 1 7 |13 3 高台部は低くほぽ直立し幅狭い、接 1 内外面回転横ナデ（
右回転）、内面丁寧 170％須恵坪1，灰白

台付椀 6, 1 地面ほぼ平坦で中央凹む。体部は下端 平滑、外面粗いナデ加わり、口唇部下
やや 色，

具ナデ。

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 60％，須恵坪2，赤褐

平滑、外面下半ナデ加わる。高台部凸出す 色，内面炭素、炭化

る底部？に僅かな粘土貼付け後内面指頭ナ 物付着。

デ糸きり痕残る、外面工具ナデ。

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 180％，須恵坪2談褐

平滑、外面下半ナデ加わる。高台部粘土貼 色，外面一部黒班。

付け後指頭ナデ。接地面押圧か？底面中央

糸きり痕残る。

須恵高 1 10 14.6 高台部は低くほぽ直立し幅広く、接 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 80％，須恵坪2'赤

台付椀 5.9 地面ほぼ平坦で中央やや凹む。体部は 平滑、外面若干のナデ加わる。高台部粘土 色粒子粒度大多量．

5.5 下位に腰をもち内湾して立ち上がる。 貼付け後内外面指頭ナデ、底面糸きり痕微 灰褐色、暗褐色．

口唇部大きく屈曲し肥厚し凸状呈す。 かに残る。底面墨書「宣」。 No. l +23。

胴部外面横箆ケズリ（←)、口縁下位に 11/3甕 1，橙褐色、

及ぶ。内面箆ナデ丁寧。口縁部横ナデ、外 赤褐色，磨滅顕著。

面頸部工具ナデ後指頭押圧？
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第205図 第95号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 12 小形で薄い底部から胴部はほぽ内湾 胴部外面上端横・斜め箆ケズリ（←← 60％，甕 l,暗褐色、
3 5 して立ち上がり、最大径を中位にもっ ↓）以下中位まで斜め箆ケズリ（↑←）下 赤褐色，
22.9 長胴形。頸部で段をなし口縁部に移行 部縦箆ケズリ（↓ ←）、底部箆ケズリ。内

する。内面中位接合痕あり。 面箆ナデ丁寧平滑、頸部指頭押圧、ナデ。
甕底部 13 平底の底部から？胴部は外傾して立 底面箆ケズリ？胴部外面縦箆ケズリ（↓ 1/4,甕 I,暗褐色

5 ち上がる。 ←)。内面箆ナデ。 （黒色）暗褐色，
3.5 

石皿？ 14 
S 2、99kg 
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f 平安時代第5群

第5群は調査区の南西端、現道（現道下に遺構は存在しないことは確認済みである）の両側に展

開する長さ96m、幅45m、占有領域の面積は約4,300m'でやや広範囲に亙る住居跡群である。

台地の西側緩斜面上、標高62.9~65.0m前後に位置し、北側は第4群と接し、南西側は調査区外

となり第一次調査によって遺跡の限界であることが確認されている。また西側は谷によって画さ
れ

る。

全体に分散的であるが、中央部の 6軒が本群の主体をなす。第33、34、35号住居跡は単独で存在

する可能性もあるが、谷を取り囲むような配置を考慮して本群に含めておく。また第46、47号住居

跡は主体となる住居跡群からやや距離をおくが、現場における所見から本群に含めておく。構
成要

素として土壊1基が存在する。

主体となる 6軒の住居跡群は、集合状態からさらに 2小群に細別される。第30、31、32号住居跡

を第5a住居跡群、第36、37、38号住居跡群を第5b住居跡群と呼称する。

ほぽ直線上に並んだ2~3軒の小群が、やや散在的に群を構成する形態は第 1群の在り方と類似

する。

拡張を含めて13軒の住居跡の詳細は、以下の記述及び第8表平安時代第5住居跡群一覧表による

が、概要を示すと、規模は直径 3m前後のものが大部分で、 2.5m以下および3.5m以上の住居跡は

少ない。

平面形は長方形が圧倒的で方形、台形が3軒ある。

鼈は北東壁に付設されるものが殆どで、北、北西、東竃が各1例存在する。第34号住居跡を除い

て壁中央乃至右側に設置される。竃の付け替えが第38号住居跡、住居跡の重複が第37号住居跡で認

められた。

約半数の住居跡に貯蔵穴が設置され、竃の右側にあるものがやや多い。 6軒の住居跡で床下土壊

が検出され、第35号住居跡は複数存在する。

第37、38号住居跡の 2軒以外は掘り方が存在する。中央部を残し四周を掘り窪めるものは少数で、

一辺を掘り窪めるものが多い。

第37号住居跡で壁溝が検出された。住居跡内に明確な柱穴をもつものはないが第30号住居跡で壁

外ピット、第31号住居跡で住居外に延びる溝を検出している。

第5b群では拡張住居跡が2軒検出されている。

第5a住居跡群は17.44X9.10mの長方形ないし「L」字状の範囲で約159 面を占有する。第5

b住居跡群とした 3軒の住居跡の占有する範囲は、 9.08? m x 15. 78mの長方形状ないし「L」字

状で約143面を占有する。両群の住居跡配置は 2軒が接近ないし境を接し、 1軒がやや距離をおく

という第4群の配置と共通するものである。更に第46、47号住居跡も明確ではないが小群をなすと

考えられる。出土土器によると住居跡群内部で若干の段階差があり、第32→30→31号住居跡、第38

→37号住居跡の変遷が考えられ各住居跡が同時に存在したわけではない。

その他に第47号住居跡からは焼土ピット、鉄滓が出土している。
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第30号住居跡（第207図）

北、南、西壁からそれぞれやや離れて 3ケ所にピット検出。鼈袖石が露出した状態で確認
された。

埋土は竃を含めて 4層に分割される。北～西壁外側に住居跡を囲むように暗褐色土の分布が
確認

されたが、明確な遺構はみられなかった。

平面形は略長方形で南壁が歪む。床は鼈前面～中央部にかけて比較的固く締まっ
ているが他は柔

らかい。屋内柱穴、壁溝、貯蔵穴は検出されなかった。住居跡外施設かどうか確
証はないが住居の

西半部1.Qm前後外側から 4本の小ビットが検出されたが、南側のものを除いて径20cm
前後で浅い

ものである。南北壁外のピットは住居跡内の石 (S3) を中心として略等位置にあ
る。西半部をと

り囲むように暗褐色土が分布する。竃袖は完全に崩壊した状態である。生活段階に
伴う遺物は鼈内

を除いてない。

掘り方は全体にはっきりしないが、中央部を残して四周を掘り窪めるものと考え
られ、隅部は南

東隅を除いて若干深い。

西半部住居跡外は遺構の痕跡は認められなかった。小ピットは不明瞭である。南
側の大形ピット

は深く、断面によると抜き取ったものと判断される。調査区際まで遺構が延びてい
る可能性もあり、

断面観察を行なったが遺構の存在は認められなかった。

竃は東壁やや右寄りに敷設される。燃焼部は略長方形ないし楕円形状で、底面、
側面ともそれ程

焼けていない。底面はやや深く外方へ緩く立ち上がる。中央からやや右側へずれ
て倒れた状態で支

脚石（片岩）が検出された。袖は完全に崩れ燃焼部内面両側に片岩がすえてあっ
た。ほとんど焼け

ていない。右袖内部から土器が出土している。

第30号住居跡出土遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

坪 | 1 I ;8 I ほぼ平底の底部から体部は内湾して 体部内面回転横ナデ（右回転）、外面指 1/3，須恵坪2，灰褐

5.8 立ち上がる。 1 頭ナデ。底面箆ケズリ。 色，Na17。

1. 7 

須恵高 2 

台坪 4.8 

3 

須恵高 3 

台坪 4 6 

4 

須恵高 4 13 

台付椀 5.1 

5.3 

須恵高 1 5 13 

台付椀 5 

5.6 

高台部は低く外傾し幅広く、接地面 内外面回転横ナデ。高台部は凸出する底 1/5，須恵坪1，灰色，

平坦で中央凹む。底部は凸出し体部は 部に僅かな粘土貼付け後指頭ナデ。 Na2。

外傾して立ち上がる。

高台部やや高く外傾そのまま体部に 内外面回転横ナデ（右回転）、内面工具 70％，須恵坪 2、角

移行するが密着せず輪積み痕状に残る。 ナデ加わるか？外面若干の指頭ナデ。高
台 閃石微量。，赤褐色，

接地面外ソギ状。体部は外傾して立ち 部粘土貼付け後指頭ナデ中央糸きり痕撫で No2。

上がる。 消す。

高台部は低くほぽ直立し、接地面ほ 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧、 90％，須恵坪3，灰褐

ぽ平坦。底部はやや凸出し？体部は中 外面軽いナデ加わる。高台部は凸出する底 色，NQ6。内外面一

位に腰をもち内湾気味に立ち上がる。 部に僅かな粘土貼付け後内面指頭ナデ、糸 部黒班。磨滅顕著。

口唇部肥厚し屈曲して開き外面凸出気 きり痕残る。外面工具ナデ。

味。

高台部やや高く直立し幅広く接地面 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 70％，須恵坪， 1，灰

ほぽ平坦で中央凹む。底部はやや凸出 平滑、外面粗いナデ加わる。高台部は凸出 褐色，Nn1。内外面

し下位で腰をもち内湾して立ち上がる。 する底部に粘土貼付け後指頭ナデ。底面中
一部黒班。

口唇部肥厚し屈曲して開く。 心部糸きり痕残る。
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第208図 第30号住居跡出土遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高

台付椀

須恵高

台付椀

甕

6 j 13.2 

6. 9 

5. 2 

7 116.2 

7.5 

5. 8 

台付甕 I s I 14.2 

14. 2 

9 I 23 

高台部極低く痕跡的で幅広く接地面

平坦で沈線？巡る。底部は凸出し厚く、

下位に稜をもち外傾して立ち上がる。

口唇部肥厚し緩く外反する。

高台部剥離する。底部は厚くやや凸

出する。イ本部は内湾して立ち上がり、

上位で外反して開きそのまま口唇部に

移行する。底部内面平坦で、重ね焼き

痕？残る。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面T寧

平滑、外面中位粗いナデ加わる。高台部は

凸出する底部に僅かな粘土貼付け後内面指

頭ナテ、中央糸きり痕残る。外面指頭ナデ

で下端の稜、上位の外反を作り出す。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧

平滑、外面下半ナデ加わる。高台部は凸出

する底部に僅かな粘土貼付け後指頭ナデ

（内面強く凹む）、中心部糸きり痕微かに

残る。

18.9 I で屈曲してそのまま尖り気味の口唇部 1 残る）後工具ナテ指頭押圧。

に至る。外面輪積み痕残る。内面外反

して開く。

80％，須恵坪 5、石

英粒度大多量，灰褐

色（黒色）灰褐色，

1/2，須恵坪5、石英

粒度大多星，灰白色，

胴部は最大径を上位にもつ長胴形て 胴部外面上部横（←←）以下中位まで斜 70％，甕 l，暗褐色，

肩はあまり張らない。頸部で段をなし め（↑←）下部縦箆ケズリ。内面箆ナデ頸 Nu 1 +17。

内傾する口縁部に移行する。上位で屈 部指頭押圧、丁寧平滑。口縁部横ナデ？外

曲して小さく開きそのまま平坦面をな 面棒状工具ナデ後上半部指頭押圧、ナデ

す口唇部に至る。内面中位、頸部は段 （内面対応する）

をなす。

やや張りをもつ胴部から微かに稜を 胴部外面横箆ケズリ（←)。内面箆ナテ I115，甕1，褐色，No.5。

なし内傾する口縁部に移行する。中位 頸部指頭押圧。口縁部横ナデ（末調整部分
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第31号住居跡（第209図）

明確な壁外施設は『忍められなか

こ：` 6

吋
尺？ば）3』＇ 

ったが南壁溝状の凸出部分の重複

関係は把握できなかった。埋土は

浅くほとんど残っていない。断面

では溝との新旧関係はつかめなか

ったので住居跡の一部と考えられ

る。 呈ー II 
＼い：一＾ ＼ ＼ 8 

平面形は東西壁が斜行する平行

四辺形状。床面は全体に柔らかく

はっきりしない。柱穴、壁溝、貯

ぐ／蔵穴等は検出されなかった。出土

遺物はほとんどないが南壁下の須 吋 外

恵坪はほぼ床直である。溝中出土

の須恵坪も伴う。

掘り方はっきりしないが、中央

部を残して四周を掘り込むもので、

竃左側を除いて隅部がやや深い。

南壁凸出部分は第30号住居跡ビッ

トと同じようなものか。

竃は東壁ほぼ中央に敷設される。

袖は大部分崩壊した状態である。

しグ燃焼部は略長方形、ないし楕円形

で底面は外方へ緩く立ち上がり、
B 

旦 70

底面、側面ともよく焼けていない。

D よ』 声 70

誓 言 。
」
-第Jl号住居跡士隕註

第 1層時掲色土暦粘性布 R 名 R9も ¢o.2c• 多
第21● B9黄渇色土屑粘性99 R多

I Jm 

第3層黒褐色ゴ屑枯件和睛度4>) fl 11!0¢ 0.[c• 少 999的501ro政庚粒¢li. .1C9位
第 4陪阻侶色日付粘性有 R R9が多佐9t¢U5L置tt
第5屑虫色i.IH 9ぷ性石 Ii lt粒る 0.h•'少 R B 1 ¢•E:lc日 11 [l IやE.lc̀ i 1 
椛り方 暗拍掲色七1竹 枯付強くわずかに皇昧かあろc

第209図第31号住居跡平面図

ど 1

／ □¥-ロローロ／
10cm 

第210図 第31号住居跡出土遺物
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第31号住居跡出土遺物

1器種 1番号 1法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高

台坪

須恵高

台坪

1' — 

0.9 

2'-

1. 7 

高台部剥離する。底部はやや凸出す 内外面回転横ナデ（右回転）、底面糸き 1/2，須恵坪 1，灰色、

る。 1 り痕残る。 1灰白色，磨滅顕著。

高台部剥離する。体部は下位で稜を 1内外面とも右？回転横ナデ。底面中央部糸 I~~，白多細粗多，褐

なし外傾して立ち上がる。 きり痕？

須恵高 1 3 | 12.6 高台部は低くほぼ直立し幅狭く接地 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 80％，須恵坪 2、角

台付椀 6.1 面外ソギ状。体部は下端で微かな稜を 平滑、外面若干のナデ加わる。高台部粘土 閃石微量。，赤褐色，

4.9 なし外傾して立ち上がり、そのまま肥 貼付け後指頭ナデ、底面中央糸きり痕撫で No 1。磨滅
顕著。

厚する口唇部に移行する。 消し、外面下端稜を作り出す。

須恵高

台付椀

4 113.9 

5.5 

6.5 

高台部は低くほぼ直立し幅広く接地

面ほぼ平坦で中央凹む。底部は凸出し

体部は下位に腰をもち内湾して立ち上

がる。口唇部肥厚し僅かに屈曲して開

く。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 完存，須恵坪1，黒色

平滑、外面若干のナデ加わる。高台部は凸 ，No. 2。内面剥離顕

出する底部に僅かな粘土貼付け後指頭ナデ、 著。

底面糸きり痕残る。密着していない。

第32号住居跡（第211図）

竃右側は風倒木ないし土壌による撹乱を受け不明瞭。東壁上部は近、現代の溝に切られている。

壁外施設不明確であるが、北西側にピット状（木根か？）の落ち込みが認められ、第30号住居跡と

同様に断片的に暗褐色土の分布が住居跡を囲むように存在する。

埋土は比較的単純な自然推積と考えられる。出土遺物は大部分が埋土上層から出土し、竃前面に

炭化物、炭化材が分布する（壁際～竃）。

平面形は西壁及び竃壁が湾曲する台形状。床面は竃前面～中央部が堅緻で周辺部は柔らかい。柱

穴、壁溝等は存在しない。竃側半分程が貼り床で床下土壊は当初検出できなかった。生活段階の
出

土遺物はない。

竃は東壁やや右寄りに存在し壁際はよく焼けている。煙出し部は確認されていない。燃焼部は略

長方形状で底面はほぼ平坦。左側壁が緩い段をもつ（中央から逆位の台付甕が浮いた状態で出土
）

焚き口部はピット状に掘り込まれており使用時にも窪んでいたと考えられる。袖は粘土貼り付け
で、

壁をやや掘り込んで付設され、補強材はみられなかった。袖粘土は床下土壊のあたりまで流出し
て

いる。出土遺物はいずれも浮いた状態である。
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第J2号住居跡土陥註

第1層暗掲色土層軟;<I R粒微 RRB少浣粒拉
第2眉黒掲色土層軟質 R粒 (¢0.2~03c•I 少

焼粒籾． 1cn微炭化粒炭化物¢0ふ•多
第3層黒褐色土Ii! R R粒(¢0.5~1c日）多炭化牲

炭多

第4屑暗褐色土層 R多 R粒 00,2c• 少
第5層暗掲色土屑 与）やや明るい

第6層暗灰褐色土屑枯土買焼粒¢O.5C置在l
第7層暗赤褐色土層 R•R粒焼焼粒 (¢0.5~lc● I 多
第8層黒褐色土層 R•R粒多焼粒 ¢0.5c• 少賭灰掲色土B

少炭化物粒（ ¢0,5~1c•)

第9層 暗赤褐色土層 黒褐色土中に焼粒 (¢0.S~lc• ） 焼土
多炭化杓粒¢0.5e●少

第10層暗灰褐色上層枯土質 ltR粒微焼粒 9¢0 J~0ふ
co)多

第（）層暗黄褐色土屠やや砂閃 R•R粒（ ¢0. I~O.J心）多

R B 9 (c• 少

黒褐色土層 枯性強 R R粒 (¢0.J~05c,)多

暗茶掲色土層硬黄、枯七

0 2m 
1 | 1 

第211図 第32号住居跡平面図
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第32号住居跡出土遺物

，器種 1番号 1法量 l 形態の特徴 手法の特徴 備 考

緑釉？

壺

緑釉

椀？

須恵坪

5

8

 

＿
 ．
．
 
3
 

5

5

1

 

1

2
 

2.5 

3 I 13 

2.5 

須恵坪 I 4 112.9 体部は外傾して立ち上がりそのまま 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 1/10，須恵坪1，灰褐

一 肥厚する口唇部に移行する。 平滑、外面下半ナデ加わる。 1色，磨滅顕著。

3.5 

須恵坪 I 5 I 13 

3.2 

須恵高 I6 I― 高台部はやや高く直立し幅広く接地 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 1/2，須恵坪3，灰褐

台坪 5.8 面内ソギ状で中央凹む。底部はやや凸 平滑。高台部は凸出する底部に粘土貼付け 色，No1。外面一部

2 出し体部は内湾して立ち上がる。 後指頭ナデ（外面工具ナデか？）、底面糸 黒班。

きり痕残る。

須恵高| 7 1- 1 高台部剥離する。体部は内湾して立 1内外面回転横ナデ（左回転）、高台部外 I 1/3.~恵坪 5 ，灰色，

台坪

須恵高

台付椀

須恵高

台坪

須恵高

台付椀

須恵高

台坪

須恵高

台付椀

須恵高

台付椀

2.6 

8'-

3.6 

須恵高 I9 I !3 高台部剥離する。やや上げ底の底部 内外面回転横ナデ（右回転？）、内面丁 I1/5，須恵坪l，灰色，
台付椀 5.8 から、体部は内湾して立ち上がりその 寧平滑、外面下半ナデ加わる。底面糸きり Na 1,鼈出土

6.2 まま僅かに肥厚する口唇部に移行する。 痕残る。

接合しないが同一個体とみられる。

10 I 13 

5.2 

4.9 

6
 
3
 
1

6

5

 

ーー

12 I 13.8 

5.2 

5.2 

13 I 13.2 

5. 7 

5.5 

14115.7 

7.3 

6.3 

平底の底部から体部は内湾して立ち 内外面回転横ナデ（右回転）、底面糸き | l/4，猿投？，灰白色，

上がる。 1 り痕残る。外面及び底部内面釉かかる（外

面加熱により変色？）。

体部は外傾して立ち上がり口唇下僅 内外面回転横ナデ（右回転？）。 1/20，猿投？極精緻，

かに屈曲し先端尖り気味。 I I緑灰色（灰白色）青
灰色

体部は外傾して立ち上がりそのまま 1 内外面回転横ナデ。 I 1120，須恵坪7，灰色

口唇部に移行する。端部内ソギ状。

体部はやや内湾して立ち上がり屈曲 1 内外面回転横ナデ（右回転？）。外面墨 1/10，須恵坪1，灰白

して僅かに肥厚する口唇部に移行する。 書（部分）。 1色磨滅顕著。

ち上がる。

高台部剥離する。体部は内湾して立 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 1/5，須恵坪2，橙褐

ち上がる。 1 平滑。底面糸きり痕残る。 1色、赤褐色，

高台部は低く直立し幅狭く接地面外

ソギ状。底部はやや凸出し内面平坦、

体部は下端で稜をなし外傾して立ち上

がりそのまま口唇部に至り、外面やや

凸状呈す。

高台部は低くほぼ直立し接地面ほぽ

平坦で中央凹む。体部はやや内湾して

立ち上がり、僅かに外反して肥厚する

口唇部に至る。

高台部は低くほぼ直立し幅広く接地

面外ソギ状。底部はやや凸出し下端で

稜をなしほぼ外傾して立ち上がり、僅

かに外反して肥厚する口唇部に移行す

る。

高台部ほぽ直立し端部凸状幅広、接

地面平坦で中央凹む。底部はやや凸出

し？体部は下位に腰をもち内湾して立

ち上がり僅かに外反してそのまま口唇

部に移行する。

高台部は高く外開きで幅広く、接地

面平坦で中央凹む。体部は下端で稜を

なしやや内湾して立ち上がり、大きく

屈曲して肥厚する口唇部に移行する。

面棒状工具ナデで凹む。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 11/5，須恵坪 2，赤褐

平滑、外面若干ナデ加わる。高台部は凸出 色，Nal。磨滅顕著。

する底部に僅かな粘土貼付け後指頭ナデ、

底面中央糸きり痕残る。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 |1/2，須恵坪2，黒色，

平滑、外面下半ナデ加わる。高台部粘土貼

付け後内面指頭ナデ中央糸きり痕微かに残

り、外面工具ナデ。口唇部内面磨滅。

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 60％，須恵坪 2、角

平滑、外面下半ナデ加わる。高台部は凸出 閃石微量。，黒色／

する底部に僅かな粘土貼付け後内面指頭及 黒褐色，

び工具ナデで糸きり痕撫で消す。外面指頭

ナデで稜を造出する。

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 11/5，須恵坪5，黒色

平滑、外面若干ナデ加わる。高台部は凸出 ／赤褐色，

する底部に粘土貼付け後指頭ナデ、底面糸

きり痕撫で消す。

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 90％，須恵坪5，灰白

平滑、外面粗いナデ加わる。高台部粘土貼 色，Nu3 + 4。磨滅

付け後内面指頭ナデ中央糸きり痕残り、外 顕著。

面工具ナデで稜を造出する。上端屈曲部は

強い指頭ナデによる。
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第212図 第32号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

灰釉長

頸壺

台付甕

甕

15,― 

18.5 

16 I 13.3 

12.6 

17 I 20 

7. 7 

体部は倒卵形とみられ、頸部は外反

して立ち上がる。他に数点破片が存在

するが接合しない。

脚部欠失する。胴部下半球形に近く

上部は緩く立ち上がり最大径は中位。

頸部微かに段をなし内傾して立ち上が

り、中位で屈折して小さく開く。口唇

部一部平坦面をなす。内面頸部、屈曲

部稜をなす。口縁部内外面輪積み痕残

る。

やや張りをもつ胴部から微かに稜を

なし内傾する口縁部に移行する。中位

で屈曲し小さく開き、口唇部直立し尖

り気味で外面緩い稜をなす。内面外反

して立ち上がる。

内外面回転横ナデ（左回転）、外面体部

下半は回転箆ケズリ？。外面頸部下端～体

部上半に施釉（緑色）される。

胴部外面上半横箆ケズリ（←←↓）以下

縦斜め箆ケズリ（↓ ↑←）、下部回転横ナ

デ（右回転）？内面箆ナデ頸部指頭押圧、

ナデ。口縁部横ナデ、外面工具ナデ後指頭

押圧、ナデ。

胴部外面上部横箆ケズリ （←)、内面箆

ナデ（←)頸部指頭押圧。口縁部横ナデ、

外面下半工具ナデ後指頭押庄、ナデ。

1/3猿投？，灰白色，

加熱される？

80％，甕 l，赤褐色，

Nu I。加熱により剣

離顕著。

1/10，甕 1,褐色，鼈

出土。
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

甕 18 22 胴部は張りをもたずそのまま口縁部 胴部外面横、斜箆ケズリ（←← ↓）、内 1/10，甕 1，淡褐色，

に移行する。中位で段をなし小さく開 面箆ナデ頸部指頭押圧。口縁部横ナデ（未 No. 2。

6 6 き口唇部直立する。輪積み痕残る。内 調整部分残る）屈曲部工具ナテ後指頭押圧。

面外反して開く。

第33号住居跡（第213図）

確認段階ですでに

床面の大部分が露出

している状態で東、

北壁は存在しなかっ

た（図上復元）。壁

外施設は不明である。

北壁外側に風倒木状

の撹乱がある。

埋土はほとんど残

存していない。出土

遺物はない。

．全体に遺存状態が

悪くはっきりしない

が平面形は略長方形

状と考えられ、東壁

は竃右側で段をもつ。床面は全体に柔らかい（西半部は全てとんでいる）。床下土塙は生活段階で
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第213図第33号住居跡平面図

≪I 
B'63 90 

如 3号19居跨土盾注

第1吊 09褐色土● R粒微 R RB少 焼9店致

●2層 99灰白色祐上層 呼買 C99少

第3階跨赤褐色土暦 99サt99(90~5~ i c● I 多

第4層黒渇色土層 床下土壌

全く検出できなかった。

掘り方は南半部に存在し、中央部を掘り残す。全体に浅く不明確。竃前面は焚き口部に対応する

ようにやや深い。床下土塙は貼り床が施されやや浅い。

竃は東壁ほぼ中央に敷設され、燃焼部底面のみ残存した。略楕円形状で、底面はそれ程焼けてい

ない。ほぼ平坦。焚き口部はやや深く掘り方との境は明瞭ではない。袖部は粘土貼り付けと考えら

れるが流出により残存していなかった。

図示できるような出土遺物はない。

第34号住居跡（第214図）

確認段階で平面形はよく把握できかった（鼈焼土のみ明確）。周辺部は風倒木が多数存在する。

又耕作による撹乱も及ぶ。壁外施設は不明。

すでに床はとんでいると考えられ、埋土は存在しない（掘り方まで達している）。出土遺物はな

し）。

平面形は極小形の台形乃至方形。生活段階に伴う施設は竃底面のみで、床下土壊が開□していた

かどうか判らない。
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第34号住居跡土層註

第1層足掲色土門粘性有 R粒90.2c"多 R RB¢2c, 
第2層黒掲色土層枯性有 Ri立902o多焼焼粒多
第3層 黒褐色土層 ＝（ 明度(>J

床下土啜

__Q_ , 芦 30 a 黒褐色土層粘性焼粒901c• C粒(¢0.5~1c•1 多暗灰色粘土B多言 c 黒褐色土層ORB 1 93~5c•I少
t : b 黒褐色土層 C粒¢0.5,多 99灰色枯土粒 190 5~1c• ）少

2m 

第214図 第34号住居跡平面図

隅部がやや深い。床下土墳は掘

掘り方は東～南壁下に存在し、：ロロニロ＝＝＝／

り方の一部を転用したものか立

ち上がりがはっきりしない。南

側に粘土が貼ってある。確認時

の平面形は略円形である。

0 10cm 
I I l 

第215図

ーーロロニニロ- ▽
2
 

口 ／口：
第34号住居跡出土遺物

竃は北壁西端部に位置し完全に崩壊している。燃焼部は略楕円形でほとんど焼けていない。焚き

口部はわずかに窪み、緩やかに立ち上がる。袖は部分的に少量の粘土の残存が認められるが、構造

等よく判らない。

第34号住居跡出土遺物

器種 番号 法輩 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 13.6 体部は外傾して立ち上がり屈曲して 内外面回転横ナデ（右回転）。 1/10，須恵坪1，灰色
やや肥厚する口唇部に移行する。 ，内外面一部炭素付

2 7 着。
甕 2 20 脚部は僅かに外反して開き、端部は 内外面横ナデ（未調整部分残る）。 1/20，甕l,赤褐色，

やや屈曲気味。

1 8 

甕 3 20 中位で屈曲して小さく開きそのまま 口緑部横ナテ、屈曲部指頭押圧（内面対 1/20，甕1，淡褐色、
口唇部に移行する。外面下緩い稜をな 応）。 暗褐色，

2. 6 す。
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臨 3.10 第35号（主居跡土層註

_L 

｀` ｀` よ＇言言言

冒 詈
立＿ 年 .10

第 1 層暗褐色土層軟貫帖性有咽度： l ＞ 2多 RB ●3m少焼粒¢o,2• 炭化粒●0,2口微

第2層暗褐色土層粒度：1<2 R微 R粒● 0,1c•少焼粒↓炭化粒少

第3層黒褐色土層焼土微炭化粒微

第4層黒褐色土層やや硬い R少焼土多灰色粘土微

第5層赤褐色土層焼土塊白粒¢0,3口微炭化物粒微

第6層暗褐色土層軟賃燎・焼粒¢O,5口微

第7層暗褐色土層 lに近似帖性強明度J>)'{Iより暗い）

第8層暗灰褐色土層粘土多量含帖性強

掘り方 lに近似帖性猿明度l>l'{Iょり暗い）

゜
2m 

第216図第35号住居跡平面図

第35号住居跡（第216図）

西壁北側に風倒木が存在し西壁はすでにとんでおり直下床面下迄消失。周辺には黒色土を充填す

る小ピットが多数存在するが伴うものはない。

埋土はほとんど残っていない。竃前面に焼土及び炭化物、粘土の分布がみられる。

平面形は略長方形と考えられる。床はほぽ平坦で中央～竃前面が堅く、四周は柔らかい。部分的

に貼り床が施される。柱穴、壁溝等は検出されなかった。貯蔵穴は竃右側の方形の落ち込みと把え

たが掘り方との境は不明瞭。床下土壊は 3ケ所に認められたが、生活段階では全く検出していない。

竃前面のものは開口していた可能性があるが、他は貼り床が認められるので閉じていたと考えられ

る。生活段階の出土遺物は南東隅の甕及び、床直出土の須恵坪である。

掘り方は、床下土墳との関連か中央部を掘り窪め、周辺部も若干下げる。東壁の両隅も掘り窪め

る。床下土壊は方形ないし不整方形のものが古く、竃前面のものは略円形で粘土が部分的に貼って

ある。

竃は東壁やや右寄りに位置し、完全に崩壊して、粘土及び焼土が前面に分布している。燃焼部は

左側に段をもつ構造で、壁面はよく焼けている。底面はほぼ平坦で凸出部は段をなす。先端の方形
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第217図 第35号住居跡出土遺物

部が煙出し部にかかわるか。袖部は粘土貼り付けで片岩を芯とするものと考えられる。焚き口部前

方は貼り床状で堅い。出土遺物はいずれも浮いた状態である。

第35号住居跡出土遺物

器種 番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪

須恵高

台坪

須恵高

台付椀

台付甕

脚部

甕

1 I 13.2 

3.5 

2'-

5.7 

2.1 

3 113.5 

5.3 

5.5 

4' — 
10 

2.5 

5 I 20 

4
 

体部はやや内湾して立ち上がり小さ

く屈曲してそのまま口唇部に移行する。

器肉薄い。

高台部は極低く外開きで幅一定しな

い。接地面ほぼ平坦で一部凹む。底部

はやや凸出し体部は外傾して立ち上が

る。

高台部ほぽ直立し幅狭く接地面ほぽ

平坦。底部は凸出し体部は下位に腰を

もち内湾して立ち上がり、外反して肥

厚する口唇部に移行する。

脚部は外反して開き端部で屈曲して

更に開く。先端やや肥厚する。胴部成

形後造出か？

底部～胴部の同一個体とみられる破

片が存在するが接合しない。底部は小

形。胴部は長胴形で上位に最大径をも

つか？頸部で緩い段をなしそのまま口

縁部に移行する。中位で屈曲して開き

口唇部は直立し尖り気味。外面稜をな

す。内面外反して立ち上がる。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧

平滑、外面下半ナデ加わる。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧

平滑、外面下半ナデ加わる。高台部は凸出

する底部に僅かな粘土貼付け後工具ナデ？

底面ナデで微かに糸きり痕残る。

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧

平滑、口唇下磨滅。外面下半ナデ加わる。

高台部は凸出する底部に僅かな粘土貼付け

後指頭ナデ。外面工具により段造出。底面

糸きり痕残る。口縁部外反は指頭ナデによ

る。

内外面回転横ナデ（右回転）？

底面、胴部外面箆ケズリ、上部横（←)、

内面箆ナデ。口縁部横ナデ、外面屈曲部～

頸部工具ナデ後指頭押圧。頸部は指頭ナデ

加わる。

1/5，須恵坪 1，黒褐

色，

1/3，須恵坪1，灰白
色，No.2

90％，須恵坪1，灰色

,Na5 

3/4，甕 1，暗褐色／

赤褐色．加熱により

色調の変化顕著。

1/5．甕2、白色粒子

粒度小多量．赤褐色．

Nol, 4 
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 6 I 22.2 

甕

甕

刀子 I 9 

6.8 

7 I 20 

やや張りをもつ胴部から頸部でケス 胴部外部横・斜箆ケズリ（←← ↓）、内

リによる段をなし内傾する口縁部に移 面箆ナデ（←)頸部指頭押圧。口縁部横ナ

行する。中位で屈折して小さく開き、 デ（未調整部分残る）屈曲部工具ナテ後指

口唇部直立し凸状呈し外面下稜をなす。 頭押圧（内面対
応）、ナテ。

内面緩い段をなしがい反する。

3/ 4，甕 1,褐色／赤

褐色，No. 6十窟

（古）出土。

口縁部下半は内傾して立ち上がり、 口縁部横ナテ、屈曲部棒状工具ナテ後指 1/5，甕 1, ，褐色
，磨

中位で屈折し小さく開く。口唇部丸く 頭押圧。 滅顕著。

3. 6 I 収まり外面凸状呈す。内面外反して開

く。

s I 19.6 底部は接合しないが小形て平底。胴 外面底部箆ケズリ、上胴部横箆（←← 1/ 4，甕 1' 、赤
色粒

4.4 部は内面下部に接合痕をもち最大径を ↓）中位以下縦箆ケズリ（↓ ↑←）内面箆 子粒度大多
量，暗褐

25.3 上位にもつ長胴形で、頸部で緩い段を ナデ丁寧平滑。口縁部横ナテ、外面頸部～ 色、赤褐色
，No.4。

なし全体に外反する口縁部に移行する。 屈曲部工具ナデ
後指頭押圧、胴部上端にか

ロ唇部丸く収まる。内面外反して開く。 Iかる。
25g 

＼ 叶 吋

了

吋

D D C- 一6080
言言 言言冒言

第36号住居跡（第218図）

o啓",i 確認段階で完全に床面下迄削られて

゜ ：、＇ いた。耕作等の撹乱顕著。壁外施設は
— わからない。

埋土は残存しない。出土遺物はない。

平面形は略長方形で生活段階に伴う

施設として、北隅に貯蔵穴を紹めたが、
〖起7ヘ

冒出土遺物はなく確証はない。B' 

掘り方は南壁下に存在し、わずかに

窪む。南西隅は楕円形状を呈する。比

較的焼けている。袖は全く存在しない。

冒
叶

8'6380 

第36号11居跡土層註

第国 時赤掲色＿門§ ごく硬買 焼土（火紅による床変
部分I 0 

第2咽暗褐色土吊 風1!i木のからみてある R R粒 RBI ¢1~2col多

2m 

第218図第36号住居跡平面図

~-✓ 
10cm 

第219図 第36号住居跡出土遺物
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第36号住居跡出土遺物

器種 I番号I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

甕 1 I :9 I 平底でやや大形の底部から、胴部は i 加熱による剥離顕著で詳細不明。
4.9 外傾して立ち上がる。

2.9 

1/3甕 l' ，赤褐色，

床下出土。

第37号住居跡（第220図）

南北方向に重機による撹乱、耕作による影響が及ぶ。

壁外施設は不明。旧鼈は明瞭であったが、新竃は確詔段階ではよく判らなかった。

埋土はほとんど分層できない。

外側の住居跡（a) は内側（b)のものによって切られる (a→bの順）。

出土遺物は少量で大部分は第37b号住居跡に伴う。生活段階に伴う遺物はほとんどない。

掘り方は存在しない。

第37a号住居跡（旧住居跡）

外側の長大な竃を伴う住居跡で東壁が斜行するが略長方形。床面は新住居跡とほぼ同一面である

とみられる。柱穴は検出されなかった。壁溝は鼈両側に認められ他の部分は新住居跡と重なってい

る。貯蔵穴は南西隅（竃右側）にピット状のものが存在する。

竃は東壁中央に位置し煙出し部は確認されなかったが他はよく残っている。煙道部はやや短く燃

焼部から緩く傾斜して立ち上がる。底面がよく焼けている。燃焼部は長方形で手前側がやや深く、

ほぼ中央にピットが存在する。天井部～袖部にかけて粘土が貼り付けてあり、崩れた状態である。

袖は粘土貼り付けで、補強材等は認められなかった。東壁を半円状に掘り込み粘土を貼り付けてい

る。出土遺物はほとんどない。

第37b号住居跡（新住居跡）

旧住居跡にすっぽり入るが南東隅がやや重ならない長方形。床面はほぼ平坦で全体に堅緻である。

南壁下右側は上層からの撹乱が及び床面下迄及ぶ。柱穴は検出されなかったが、壁溝が南壁左側竃

を除いて一周する。貯蔵穴は竃右側で方形比較的浅い。床下土坑は竃前面に存在し焼土が充填する。

焚き口に伴うものか。

竃は北壁中央やや右よりに存在し確認時にはよく把握できなかった。燃焼部のみの残存である。

壁溝を埋め戻してほぼ平坦な燃焼面を造出し、外方へ向かって緩やかに立ち上がる。袖は基部がわ

ずかに残る。出土遺物は竃前面まで広がる。
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b号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物

器種 番号I法量 形態の特徴 手法の特 徴 備 考

須恵坪

須恵高

台付椀

須恵高

台坪

須恵坪

須恵高

台｛廿宛

土師

坪？

須恵高

台付椀

1 I 13 

2 

2 I 13.4 

3.9 

3 I 13 

2.6 

4 I 13 

2.8 

5 I 13 

4.5 

6 I 13 

7 I 13.2 

体部は外傾して開き、口唇部は肥厚

し丸く収まる。器肉薄い。

体部は外傾して立ち上がりそのまま

口唇部に移行する。

体部は大きく外傾して立ち上がり屈

曲してそのまま肥厚する口唇部に移行

する。口唇部下端稜をなす。

体部はやや内湾して立ち上がり僅か

に外反してそのまま口唇部に移行する。

体部は内湾して立ち上がり屈曲して

肥厚する口唇部に移行する。

体部は外傾して立ち上がりそのまま

口唇部に移行する。外面ロクロ痕目立

つ。

体部は外傾して立ち上がり屈曲して

そのまま口唇部に移行する。

内外面とも左回転横ナデか？

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧

平滑、外面ナデ加わる。

内外面回転横ナデ（左回転）。

内外面回転横ナデ（左回転）

内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧

平滑、外面下半ナデ加わる。

内外面回転横ナデ。

内外面回転横ナデ。内外面磨滅顕著で詳

細不明。

1/20，甕l,赤褐色，

1/5，須恵坪2，暗褐

色，Na4。内面炭素

付着。

,1/4,須恵坪2，暗褐

色、赤褐色，鼈

（古）出土。

1/20，須恵坪5，灰白

色鼈（古）出土。

1/5，須恵坪5、白色

粒子粒度大多量，灰

褐色，Nal5。

1/20，須恵坪 1、白

色粒子粒度大多量，

暗褐色，床下出土。

1/10，須恵坪2，暗褐

色、赤褐色，Na4
5
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器種 I 番号 I 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

疇質 8 13 ほぽ平底の底部から体部は外傾して 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 13/4，須恵坪
2、角閃

坪 5.3 大きく開き、そのまま口唇部に移行す 平滑、外面ナデ加わる。外面口唇下外反は 石微醤。，赤褐色，

る。外面凹凸目立つ。 指頭ナデによる。体部下半指頭押圧、ナデ |No.1。

加わる。底面糸きり痕残る。

須恵高 9 一 高台部ほぽ直立し幅広く、接地面丸 1 内外面回
転横ナテ。

台坪 5. 5 く収まる。

1 

須恵高 I 10,― 

台坪 5.4 

1. 5 

須恵壺 I 12 I 17 

1/10，須恵坪2，赤褐

色，鼈（新）出土。

高台部は低くほぽ直立し幅広く、接 内外面回転横ナデ（左回転）、高台部は 1/2，須恵坪
2，赤褐

地面ほぽ平坦で中央凹む。底部はやや 凸出する底部に僅かな粘土貼付け後指頭ナ 色，

凸出し厚い。 テ、中央部糸きり痕残る。

須恵高 11 一 高台部は極低くほぽ直立し幅広く、 内外面回転横ナデ、高台部粘土貼付け後 1/3，須恵
坪 3，暗褐

台坪 5.5 接地面平坦で中央凹む。体部は内湾し 指頭ナデ。密着していない。 色，鼈出土。

1.9 て立ち上がる。

胴部はやや肩がはり最大径を上位に I 内外面回転横ナデ（右国転）、外面下
半 I1/3，須恵甕 1，灰色，

もつ。頸部は短く外反して開く。 D唇 I ナテ加わる。

9.1 I 部直立し尖り、外面下下垂して尖る。

胴部下半は接合しないが同一個体とみ

られる。

窟（新）No.2+3+

10+12+14+18。

甕 I 13 I 20 張りをもつ胴部から微かに稜をなし 胴部外面横・斜箆ケズリ（←)、内面箆 1/5，甕 l' ，赤褐色，

7.6 そのまま内傾する口縁部に移行する。 ナデ。口縁部横ナデ、屈曲部及ひ頸部工具 内外面剣離顕著。

ー 中位で屈曲して小さく開き、口唇部直 ナテ後指頭押圧。

立し外面下稜をなす。内面外反して開

く。

甕 I 14 I 25 張りをもつ胴部から緩い段をなしや I 胴部外面上部横・斜箆ケスリ （←←↓
） I 1/3,甕 l，赤褐色，

~ 6 Iや肉傾する口縁部に移行する。中位で 以下縦箆ケズリ （↓ ← ？）、内面箆ナテ |No4十鼈
（新）出土。

10.6 外反して小さく開き、［］唇部外面凸状 （←)頸部指頭押圧。口縁部横ナデ（エ具

気味。内面緩く外反して開く。 ナデ？）後指頭押圧（内面対応）。

台付甕 I1s I - I 脚部は小形で厚く、やや外反して開 I 内外面回
転横ナテ（右回転）か？ I so％，甕l，赤褐色、

く。外面先端緩い稜をなしやや尖り気

味。

黒褐色，内面スス付

着。

台付甕 I15 I― 脚部は外反して大きく開く。先端部 1 内外面回
転横ナデ（右回転）か？

10 は丸く収まる。

2.2 

1/4，甕 l,黒色（赤

褐色）里色，竃

（古）出土。

台付甕 I17 I I 脚部は屈曲して大きく開き、先端部 I 内外面回
転横ナデか（右回転） ？ 

9. 7 I 直立気味。

2.3 

甕底部 I18 I :2 I 平底て薄い底部から胴部は外傾して 底面箆ケズリ、胴部外面縦箆ケズリ I 1/5，甕 l，褐色，

4. 2 立ち上がる。 （l)、内面剥離顕著。

1. 9 

甕底部 I19 I - I 小形で平底の底部から胴部は外傾し I 外面箆ケ
ズリ、内面箆ナテ。

4. 6 I て立ち上がる。

2.1 

1/ 4，甕 1，淡褐色，床

下出土。

1/ 4，甕 1，褐色、赤

褐色，寄（古）出土。

14と同一個体か？

鉄滓 I 20 
30g 
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第38号住居跡（第222図）

確認段階ですでに西半部は破壊

されており、床面は完全に削手さ

れている。鼈は重機によって撹乱

を受けており、底面のみ残存する。

埋土は全く残っていない。竃の

新旧は土層により判断されたもの

ではなく、配置関係等から決定し

た。

旧関係は竃との関係で北壁下が旧

竃、南壁下が新竃に対応すると考

えられる。掘り方は存在しないも

のとみられる。

竃は東壁中央右寄りに2ヶ所存

在し燃焼部底面のみ残る。古竃は

略長方形状で底面はよく焼けてい

る。新竃は撹乱顕著で、平面形は

ほとんど復元である。中央やや左

よりに支脚石が存在する。

第38号住居跡出土遺物

ヽ

C
-

+ K26 
吋 Y‘`
吋

O) 

吋忠

合：

上疇攣疇'C平面形は方形乃至長方形か、生

活段階に伴う遺物はない。柱穴、

壁溝等は検出されなかった。貯蔵

穴は北、南壁下に存在するが、新゜

≪I 

4 

i W1,  

！ 
叫
第JB号什居粉 土層99

第）肩 9●掲色土層新19帽土 R粒 9¢2~499）少焼柑 C999¢な仙9）合
第2層赤褐色土層鼈99覆土 R粒 9● 2~4●●）少焼粒 C9t ,92～畑）大焼•B 9¢)~2 

a）多

如層 99褐色土層竃新覆土 R粒 992~4●●）多境粒C粒 9¢2~4細）＇少
第4層暗褐色土層阿貯穴 R粒 992~4●●）含債粒C粒 992~4m）少
第5層褐色土層新貯穴 R粒 992～知）多 HRB9 ¢9~2c• ）少
第6層赤褐色土層 lB鼈覆土 R999 92~4●●）少燒99C粒 9¢2~4曲）人・
第7眉 褐 色土層 18住貯穴結用的には埋戻しをうけているたろうが消確な印祢 liB多なと 9

なし R杓 992~4•"’ 多 HRB 9 99~2m)含焼粒C999 92~4m) 
少

第8層 暗褐色土層 IB19貯穴 治理的には埋戻しをうけているたろうが開確な9紺木 {RB多など）
なし R999 ¢2~4●●）少焼粒 C粒 992~4暉），少’

2m第9層 暗掲色土層 lBi9貯六 冶;,的には埋戻しをうけているたろう力呻確碑跡 9KB多など）
なし R粒 '"~4●●）多

第222図第38号住居跡平面図
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第223図第38号住居跡出土遺物

4 6 

13.0 

3.1 

5. 0 

3 5 

須恵高 4 13.0 

台付椀 3 I 

形態の特徴

甕

手法の特徴 備 考

体部は内湾して立ち上がり外反して 内外面回転横ナデ（左回転？）。 1/10。須恵坪2。黒
肥厚する口唇部に移行する。直立気味 1色。貯蔵穴No.1。
で凸状呈す。

体部は内湾して立ち上がり口唇部屈 内外面とも左回転横ナデ。 2/3。甕 l。赤褐色。
曲して僅かに肥厚する。 鼈十No.l。
高台部は低くほぼ直立し幅広接地面 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 60%。甕］。赤褐色。
外ソギ状。底部はやや凸出し体部は内 平滑、外面若干ナデ加わる。高台部は凸出 No 1十鼈出土。
湾して立ち上がる。 2は接合しないが する底部に僅かな粘土貼付け後指頭ナデ、
同一個体？ 底面糸きり痕残る。
高台部は低くほぼ直立し幅広、接地 内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 1/4。須恵坪 2。赤
面ほぼ平坦ではみ出した粘土が凸出す 平滑、外面若干ナデ加わる。高台部は凸出 褐色。No]。竃出土。
る。底部はやや凸出し、体部は下端で する底部に僅かな粘土貼付け後内面指頭ナ
稜をなし内湾して立ち上がる。口唇部 デ、中心部糸きり痕残り、外面工具ナデに
肥厚し屈曲して開く。底部内面重ね焼 より稜造出。

き痕？

5 1 19.9 口縁部は中位で屈曲して小さく開く。 横ナデ後外面屈曲部］具ナデ、指頭押圧。 I~悶゜土~l 。赤褐色。
2.5 口唇部は直立し尖り気味で外面沈線状

に凹み段をなす。
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第224図第46号住居跡平面図

第46号住居跡出土遺物

第46号住居跡（第224図）

鼈周辺部のみ遺存する。西半部はすでに床下まで露出

し壁は残存しない。残存部は床面までほぼ達している。

周辺部に遺構の存在は認められなかった。

埋没上は竃以外存在しない。

平面形は復元で縦長の長方形。竃は崩壊ないしつぶさ

れた状態である。袖ははっきりしない。燃焼部は焼けて

いない。竃右から甕が出土している。

掘り方は竃及び東壁前面のみで浅い掘り込み。

鼈は東壁ほぼ中央に敷設される。燃焼部底のみ残存。

\-~·---:c:-ロロ

~2 

10cm 

第225図第46号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 1 13 6 1本部はやや肉湾して宣ち上かり大き
内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 1/5。須恵坪 7。黒

台坪 3 0 く屈曲して肥厚する口唇部に至る。 平滑、口唇部した磨滅する。外面下半ナテ 色。窓出土。

加わる。

須恵高 2 5 4 高台部は高くほぽ直立し幅広、接地 内外面回転横ナデ（左回転）。高台部は 90%。須恵坪 5。灰

台坪 1 6 面ほほ平坦て中央沈線状に凹む。底部 凸出する底部に粘土貼付けこ指頭ナテ、底 白色。No3。

は凸出し内面剥離する。 面糸きり痕残る。

it 第5群の図示したもの以外の各器種と胎t.との対応関係は以下のとおり
てある口

第30号•住居跡 甕 l （胴部31) i頁恵坪 1 （日縁部 1、胴部 2、底部 2) 須恵坪
1 ([]縁部 1、胴部2、底部2) 須恵杯 2 (I]縁部］、

底部 l) 須恵坪 5 (I]縁部 1) 須恵坪 6 （胴部］） 土帥坪 l （底部 1
)

第31号住居跡甕2 (II;1部1)

第32号住居跡 甕 1 （口縁部 4、胴部9) 甕 l'（胴部 5) 甕2 （口縁部
2、胴部 4) 須恵坪 1 (II緑部 8、胴部 1、底部2) 須忠坪

2 （口緑部8、胴部 2) 須恵甕2 （胴部 3) 須恵壺 1 （底部 1) 灰釉 (
3個体）

第33号住居跡甕 1 （胴部 9)

第34~住居跡 甕 l (II縁部 3、胴部］7) 甕］＇（胴部 2)甕 2（胴部 l)須恵坪 I(1
1縁部 1)須恵糀 l（日縁部 l)灰釉（胴部 1)

第35号11居跡 甕 I (I]縁部 4̀  nI可部62、底部 1) 甕2 (11縁部 2、Rel部12) 須恵杯 I (II縁部 3、
胴部 4、底部］） 須恵坪 2 （胴部

2) 須恵甕 l (II阿部 1)

第36号ji・居蹄甕 1 （胴部3) 甕l'(R即1部4、底部］） 角恵坪 1 （胴部
1)

第37号廿居跨 須恵坪 1 (11縁部 3、胴部 4) 須恵坪 2 (日緑部 6、胴部
2、底部 2)

第38サ1t居跨 甕 I (II縁部 l、l1,1部23) 甕 1'(Ill吋部 2) 須恵坪 1 (11縁
部］、胴部 2)

第46り住居蹄 甕 1 （胴部24) 租恵％ ］ （服1部2) 須恵牙、 2 （底部］）
須忠杯 7 (11縁部］） 須恵甕3 (HI,l部 2)

第47号1lf囚跨 甕 I (I I縁部 7、胴部95、底部 4) 聾 l'（胴部22) 甕
2 (11縁部］、胴部 8) 須恵坪 I (II綽部 3、HI,l部］ ｀底部

2) 須恵杯 2 （胴部 3) 須忠坪 5 (11縁部 4、II［平部 3) 須也坪 6 (11
緑部 1、底部 1) 須恵坪 7 (II縁部］、胴部

]) 須恵甕 I (II縁部］、胴部 3) 瑣恵壼 3 (I]縁部］） ）仮釉（日縁部
II
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第226号 第 5b住居跡群配置図
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第47号住居跡（第227図）

上面で遺物出上が多く良好な状態で確認された。南、西側に撹乱が及ぶ
。

住居跡北側は幅2m前後で少量の焼土、炭化物の分布がみられ、同様な分
布は南側にも幅30~50cm

でみられた。

西側のやや離れた位置に第17号土塙が存在する。

埋上は比較的厚く遺存状態は良好である。

出土遺物は竃周辺部、東壁際から浮いた状態で出土している（竃左右に
握大の礫）。床直上のもの

は少ない。

平面形は西壁は撹乱を受けるが湾曲し、南北壁が直線的な略方形乃至
長方形。壁直下は比較的緩

＜湾曲し壁板、押え柱等の構造物の痕跡はなかった。壁溝、柱穴等は検
出されなかった。

竃前方右側に楕円形の落ち込みが検出されたが貯蔵穴或いは床下土壊と
みられる。高台坪が浮いた

状態で出土している。

ピットが2ヶ所で検出され、北壁下のものぱ性格不明であるが焼土が多量
に詰まっており鉄片が出

土している。上層及び周辺に撹乱が及ぶ。

出土遺物は床直上のものは竃左側前方でつぶれた状態で出土した甕のみ
で他は若干浮いている。

掘り方は中央部を残して周辺部を掘り窪める方法と考えられるが、竃右
側は不明瞭である。

貼り床が竃前方に貼られ中心部で1~2cmの厚さである。

住居跡外周辺部には焼土、炭化物、土器粒の分布がみられ、また木根状
のピットがいくつか存在す

るが明確な遺構を把握することはできなかった。

竃は東壁ほぼ中央に敷設され、遺存状態は良好である。確認時右側が
L状に検出され掘り方が予

想され断面から判断すると袖基部は地山を堀り残していると考えられる
。

袖下半は粘土が流出しておらず旧状をとどめている。袖石は左側のもの
は前方へ、右側のものは

外側へ倒れかかった状態であった。

支脚石が中心より左側にずれてすえてあり、大きく右側前方へ倒れた状
態で検出された。

燃焼部底は狭い範囲がよく焼けており硬化赤変していた。両袖の外側
にはローム塊が存在したが性

格は不明。

竃出土遺物は煙出部に甕、支脚上に台付甕、燃焼部上5cm程浮いた状態で
高台坪、底部から緑釉

壷口縁部片が出土している。

第47号住居跡出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 1 13 6 体部は内湾して立ち上がり、屈曲し
内外面回転横ナデ（左回転）、内面丁寧 1/10。須恵坪 7。灰

台坪 4 ̀ 9 て肥厚する口唇部に移行する。 平滑。 白色。

須恵高 2 13 2 体部は外傾して立ち上がり、そのま
内外面回転横ナデ（右回転）、肉面丁寧 1/5。須恵坪 2。灰

台付椀 3 6 ま肥厚する口唇部に移行する。 平滑、口唇部下磨滅する。 褐色。No17十鼈出土。

須恵高 3 5 5 高台部は低くほぽ直立し幅広く、接 内外面回転横ナデ（左回転）。高台部は 90%。須恵坪 5。灰

台付椀 2 8 地面平坦で圧痕残る。体部は下喘で段 凸出する底部に僅かな粘土貼付け？後工具 褐色。NulO。磨滅顕

をなしやや内湾して立ち上がる。 ナデか。底面糸きり痕残る。 著。
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第41号住居跨土層9主
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疇
SPF-F' 

第1層 屑褐色土層 99灰褐色帖土粒90ふ口多 R•R粒多焼士粒微

゜
SPG-G' 

2m 

第1層藷褐色土層 R•R粒 (¢O.2-0. J●●)多 c粒 (¢0.5~(m）少白粒....可桟
第2層 暗渇色土層 9月度：）＞2 R盈 R粒 (¢0.3～（臼）多 C99¢（口少
第3層闘黄褐色土層 R・R粒 (¢0.5~(99）多
第4層暗灰褐色土層暗灰白色祐土．同粒 (¢0.5~h員）多焼土餃
第5層跨灰褐色土層賭灰白色帖土同粒¢0.5“多同B¢Jo多焼士政 C粒穀
第6層"赤褐色土層明度：6>1 焼粒¢0.5“少
第？層暗赤褐色土層 R粒 (¢0.5~lm)99 娩燒粒¢0.lm多 C粒少
掘り方暗褐色土層粘性硬舅 R・RB多

第2層暗黄褐色土層 R多 R粒多
第3層黒褐色土層 R粒¢0.Jc9.C99 (¢0.J~....)多
第4層黒色土層 R粒 (¢0.J~Il.5口）多 C粒多焼土．焼土粒多

第 1 層黒褐色土層やや硬賢 R•R粒（● 0,2~0．"''多 RB （●）～1口）少燎粒●0· 五置
少 C粒少

第227図第47号住居跡平面図

器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 14 | 13.2 高台部は低くほぼ直立し幅狭く接地 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 Il/3。須恵坪 1。灰
台付椀 5.4 面外ソギ状。密着していない。体部は 平滑、外面下半粗いナデ加わる。高台部粘 色。Nul6

4.6 下位に腰をもち内湾して立ち上がり外 土貼付けご内面指頭ナデ中央糸きり痕残り、
反して肥厚する口唇部に移行する。口 外面未調整？

唇部上面僅かな平坦面をなし沈線状に

凹む。

須恵高 15 | 13.4 高台部は低くほぼ直立し幅広く、接 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 95%。須恵坪2、角
台付椀 6.0 地面ほぼ平坦。体部は中位で腰をもち 平滑、外面下半ナデ加わる。高台部粘土貼 閃石微量。灰褐色／

4.8 内湾して立ち上がり僅かに外反して口 付け後内外面指頭ナデ中央糸きり痕撫で消 赤褐色。Nul7。磨滅
唇部に移行する。一ヶ所片口状をなす。 す。 顕著。

須恵高 1 6 1 12.8 高台部は低くほぼ直立し幅広く、接 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 1/2。須恵坪 2、角
台坪 5.6 地面ほぼ平坦で中央凹む。体部は下端 平滑、口唇下磨滅。外面中位未調整部分残 閃石微量。赤褐色。

5.1 で稜をなしやや内湾気味に立ち上がり、 る粗いナデ加わる。高台部粘土貼付け後指 Na6十竃出土。
外反して肥厚する口唇部に至る。 頭ナデ、中央糸きり痕撫で消す。
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 I7 
台坪

須恵高 1 8 15.3 高台部は高くほぼ直立し幅広く接地 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 70%。須恵坪2、白

台付椀 6. 7 面平坦で外面にはみ出す。体部は外傾 平滑、外面下半未調整部分の残る粗いナデ。 色粒子多量。赤褐色

6.4 して立ち上がり僅かに外反して口唇部 高台部粘土貼付けご指頭ナデ、中央糸きり ／灰褐色、灰褐色。

に至る。 痕撫で消すが微かに残る。 Nol3+ 14。磨滅顕著。

灰釉長 9 I 12. o 頚部は外傾して開き、口唇部上下に 内外面回転横ナデ、内外面施釉（濃緑 1/20。猿投？極精緻。

頚壷 1 1 9 凸出し先端尖る。 1色）される。 1灰白色。竃床出土。

須恵長 I 10 I 9.5 

頚壷

台付甕 I 11 I 12. 1 胴部は球形状で最大径を中位にもち、 胴部外面ケズリ後？指頭ナデロ縁部下半 1/3。甕 1、含有物

9.0 肩はあまり張らない。口縁部との境界 に及ぶ、内面箆ナデ。口縁部横ナデ。口唇 全て微量。暗褐色、

ー は不明瞭で中位でほぼ直立する。口唇 部外面面取りか？ 赤褐色。No.12。

外面肥厚する。微かに輪積み痕残る。

内面稜をなす。

甕

甕

甕

甕

甕

甕

13. 0 

5. 8 

5. 5 

17. 7 

高台部は低く外開きで幅広く、接地

面外ソギ状。密着していない。体部は

外傾して立ち上がり僅かに外反し口唇

部に至る。底部内面平坦。

高台部は低く外開きで幅広く接地面

外平坦で圧痕残る。体部は倒卵形で上

位に最大径をもつ。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 90%。須恵坪3、赤

平滑、外面下半未調整部分残る粗いナデ。 色粒子粒度大多量。

高台部粘土貼付け後指頭ナデ、中央糸きり 赤褐色、褐色。No1。

痕残る。 磨滅顕著。

内面加熱？。

内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 80%。須恵坪1、赤

平滑、外面中位工具ナデで沈線状、以下粗 色粒子粒度大。灰褐

い指頭ナデ。高台部粘土貼付けご内面指頭 色、赤褐色。No.2~ 

ナデ、中央糸きり痕撫で消す、外面工具ナ 4。磨滅顕著。

デ。

12 I 17.0 胴部から微かに段をなし内傾する口 胴部外面横箆ケズリ（←)、口縁上位に |1/10。甕 l。赤褐色。

4.4 縁部に移行し、中位で屈折して小さく 及ぶ。内面箆ナデ。口縁部横ナデ、外面頚

ー 開く。器肉厚い。口唇部は尖り気味。 部～中位工具ナデ後指頭押圧。

13 | 19.5 やや張りをもつ胴部から微かに段を 胴部外面上部横箆ケズリ（←←↓）、内 13/4。甕 1。赤褐色。

11.1 なし内傾する口縁部に移行し中位で外 面箆ナデ（←)後頚部指頭押圧。口縁部横 No.5十竃出土。

ー 反して小さく開く。口唇部直立し外面 ナデ、外面屈曲部から上位工具ナデ後頚部

凸状呈し、直下稜をなす。内面緩く外 指頭ナデ、屈曲部指頭押圧（内面対応）。

反する。 内面工具ナデ加わる？

14 I 20.2 胴部から微かに段をなし内傾する口 胴部外面横箆ケズリ後ナデ。内面箆ナデ。 1/20。甕 1。淡褐色、

4.0 縁部に移行し、上位で屈曲して小さく 口縁部横ナデ後頚部、屈曲部工具ナデで指 赤褐色。

＿ 開く。口唇部尖り気味で外面緩い稜を 頭押圧加わる。内面上位工具ナデ。

なす。内面緩い段をなし外反する。外

面頚部輪積み痕残る。

15 I 22. o 張りをもつ胴部？から段をなしほぼ 胴部外面横箆ケズリ（←)、内面箆ナデ‘|1/10。甕 1。灰褐色。

5.5 直立する口縁部に移行し上位で外反し 口縁部横ナデ、外面頚部、屈曲部、口唇部

ー て小さく開く。口唇部直立気味で外面 下工具（巾0.8cm)ナデ後指頭押圧、ナデ。

下緩い稜をなし輪積み痕残る。内面頚

部、上位緩い段をなす。

16 I 24.8 

4.1 

17 I 21.5 
7.3 

胴部から微かに稜をなし内傾する口 胴部外面横箆ケズリ？内面箆ナデ後指頭 1'l/5。甕 1。淡褐

縁部に移行し、中位で屈曲して小さく 押圧。口縁部横ナデ後頚部～屈曲部及び内 色、赤褐色。竃出土。

開く。口唇部直立し丸く収まる。外面 面上位工具ナデ、後指頭押圧、ナデ。

緩い稜をなす。内面中位、頚部緩い稜

をなし外反する。

やや張りをもつ胴部から段をなしわ 胴部外面横・斜箆ケズリ（←)、内面箆 |1/10。甕 1。赤褐色。

ずかに内傾する口縁部に移行し外反し ナデ。口縁部横ナデ（未調整部分残る）屈

て小さく開く。口唇部は直立して尖り 曲部棒状工具ナデ（巾0.5cmの沈線）後指

外面稜をなす。内面緩い段をなし立ち 頭押圧、ナデ。

上がる。外面中位輪積み痕残る。

甕 18 | 21.5 やや張りをもつ胴部から微かに稜を 1 胴部外面横・斜め箆ケズリ（→←）、内 1 •1/10。甕 l 。褐色。

7.o なし内傾する口縁部に移行する。中位 面箆ナデ。口縁部横ナデ、屈曲部指頭押圧。 磨滅顕著。

で屈曲し直立気味に立ち上がる。口唇

部外ソギ状で沈線？巡る。内面外反し

て開く。
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第228図 第47号住居跡出土遺物(1)
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第229図第47号住居跡出土遺物(2)

10cm 

器種 番号法量

台付甕 19 8.3 

2.3 

台付甕 20 I 9.5 

2 1 

台付甕 21 I 9.6 

5 5 

甕底部 22 5.0 

2. 7 

甕 23 18.8 

7.2 

形態の特徴 手法の特徴 備

甕胴部 I 24 I 18.5 

考

5

6

8
 

2

2

2
 

釘

滓

滓
鉄

鉄

石皿？ I 29 

脚部は外反して開き端部丸く収まる。 I 内外面回転横ナデ（右回転）か？

脚部は外反して開き端部丸く収まり 1 内外面回転横ナデ（右回転？）か？

やや肥厚気味。

1/10。甕 1。赤褐色。

鼈出土。

l／真甕1。褐色（赤

褐色）、褐色Nul6,

内外面剥離顕著。

胴部は尻すぼみ？脚部は大形で外反 胴部内面指頭押圧、ナデ。外面～脚部内 I 90%。甕 1。暗褐色。
して開き、裾部は水平状で端部丸く収 面まで回転横ナデか（右回転）？部分的に Nu 7。磨滅顕著。

まる。 工具ナデ加わる。

小形で平底の底部から胴部は外傾し 外面箆ケズリ、内面箆ナデ。外面剥離顕 1/4。甕 1。黒褐色、

て立ち上がる。 著で詳細不明。 褐色。竃出土。

張りをもつ胴部から屈折して口縁部 胴部外面箆ケズリ？内面箆ナデ。口縁部 1/5。甕 2、砂粒や

は立ち上がる。口唇部直立し尖り外ソ 横ナデ、内面上半工具ナデ加わる？外面頚 や多い。黒褐色。

ギ状で一条の沈線巡る。内面頚部稜を 部～屈曲部指頭ナデ、以上は指頭押圧。底 Null +16+17十竃出

なし外反して開く。胴部、口縁部の境 面未調整、内外面指頭ナデ（外面未調整部 土。

界は不明瞭。大形で平底の底部は接合 分残る）？

しないが同一個体とみられる。

胴部は長同形で最大径は上位か？内 I 外面全体に粘土付着し詳細不明。胴部外 1/5。甕 1。黒色／
面中位接合痕残る。 面縦箆ケズリ（↓)？内面箆ナデ後指頭ナ 赤褐色。Nul6。

デ。

Nul6、10g。

9o g。

No 1、210g。

S 4、1.26kg。
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gその他の遺構と出土遺物

(|) 土塙

平安時代以降の土壕は39基検出された。内訳は平安時代の所産と推定されるもの 6基、中世1基、

中・近世5基、現代のもの10基、時期不明のもの22基となる。特に第14号土壌は、上面を削平され

ていたが、内耳鍋に埋納されたような状態で33枚の古銭が検出された。古銭は唐銭から明銭まで含

まれるが、伴出した内耳鍋からみても16世紀段階の所産と考えて誤りなかろう。

第9表平安時代以降土壊一覧表
番号 平面形 規 模 主軸方向 断面形態 備 考
4 B l.55Xl.33X0 34 N-10.5" -E II 中・近世
6 A 0 75X0 71 X0.13 N-73.9° -W II 平安？
7 A 0 83XO. 78XO 24 N-5.5" -E III 中・近世
8 A 0. 76X0.66X0.09 N-67.2° -E III 平安， C 1. 47 XO. 92 XO. 26 N-69.4" -E II 不明
11 C l.40X0.92X0.31 N-64 2° -E II 現代？ SJ21を切る。
13 B 0 93X0.69X0.12 N-73.4ロ -E II 平安

14 B 0. 70X0.58X0.2 N-65.0° -E II 中世
15 C 2.32X0.83X0.26 N-64.2'-E II 中・近世
17 B 0.95X0.88X0 22 N-81.2" -W II 中・近世
95 B 0.94X0.59X0.14 N-52.4'-E !IT 平安

98 B l.23X0.98X0.16 N-7.T -W nI 中・近世
99 B l.04XQ.8X0.23 N-9 95・ -W III 不明
100 B l.01XQ,89XQ.18 N-86.3° -W III 不明
101 B l.llX0.77X0.08 N-so・ -E III 平安

109 D 0 64X0 52 XQ.2 N-82.T -E II 平安
113 C 1. 28 xo. 85 xo.19 N-28 g・ -W III 現代
114 C l.26X0.98X0.86 N-53" -E II 現代

115 C l.55X0.98X0. 77 N-54.5° -E II 現代
116 B 0.95X0.87X0.2 N-87.8'-W II 
117 C 0.93X0.57X0.14 N-72 8° -E II 現代
118 C l.54X0.78X0.71 N-65.4° -E II 現代

119 C 1.19 XO.64 XO.82 N-62.6° -E II 現代
120 C 2.42X0.82X0. 73 N-72° -E I 現代
121 C 1. 76X0. 74Xl.l N-70.4° -E I 現代
122 C 1.01 X0.59X0.28 N-69.1" -E II 現代

123 C l.3X0.64X0.29 N-51.6" -E III 
124 C l.19X0.85X0.65 N-74.9" -E I 
125 A l.09Xl.06X0.46 N-82° -W II 
127 C l.68Xl.1X0.09 N-70" -E II 
128 C 2.18X0.82X0.34 N-28 4° -W II 
129 C l 75X0.73X0.ll N-33.1'-W II 
130 C 2.06X0.79XO.l N-28.4" -W III 
131 C 1. 91 XO. 97 XO.1 N-29.7'-W II 
132 C 1 89Xl.02X0.18 N-34 6° -W III 
133 C 1. 84 X 1 12 XO. 25 N-36.4° -W III 
135 A 2.5Xl.26X0.22 N-14.2° -W III 
136 B 2.5Xl.31X0.27 N-12.4" -W II 
140 C l.16X l.54X0.12 N-35.5" -W II 現代？
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X ~+13.636 i B8 第 1号溝（第234図）
ll1 調査区の北東隅、台地頂部から斜面にかけて（標

高65mから62.3m) に位置する溝である。

+B1。 当初数軒の住居跡が重複するものと考えたが、精

査の結果溝跡と判断した。

埋上は黒色土を主体とするもので、一部炭、焼土

+B12粒子を含んでいる。出土遺物はいずれも上層から出

+B14 

土している。

主軸方向はほぼ南北方向をとり、中位でやや深く

なる。南北両端はごく浅く、平面形ははっきりしな

いが、北側へ向かって次第に細くなり全長53m、最

大幅4.0mを計る。

中位に存在する土壊状の落ち込みは、溝壁の崩壊に

+B16 よるものと見なされる。
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第236図 その他の遺構、grid、表採遺物

第13、|4、121号土塙出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵坪 1 13.6 体部は外傾して立ち上がり、口唇部 内外面回転横ナデ（左回転？） 1/10。須恵坪 1。灰

1. 5 小さく屈曲して開く。 白色。内外面とも磨

滅顕著。 SKl3。

須恵高 2 6 6 高台部は高く外反し幅狭く、接地面 高台部は凸出する底部に粘土貼付け後指 90%。須恵坪2。淡

台坪 1. 7 やや丸く外ソギ状。底部はやや凸出気 頭ナデ（右回転）。中央糸きり痕ナデ消す。 褐色／黒色。Nu1。

味。 内面黒色処理か？ S Kl3。

台付甕 3 9.5 脚部は外反して大きく開き先端丸く 内外面回転横ナデ（右回転）か？先端部 1/5。甕。赤褐色。

1.8 収まる。器肉厚い。 指頭ナデ加わる。 No. 3。SK13。

甕 4 20.0 頚部で段をなし内傾する口縁部に移 外面下半部未調整部分の残る指頭ナデ、 1/20。SKl3。

4.0 行し、中位で屈折して小さく開く。内 屈折部はエ具ナデで、以上は未調整。内面

面緩い段をなす。口唇部丸く収まり、 横ナデ。

外面輪積み痕残る。
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器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

内耳形 5 34.0 底部はほぽ平底で、体部は外傾して 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 1/5。須恵甕 1。雲
土器 18 9 立ち上がり上部で緩く屈曲し内面段を 平滑。底面未調整か？体部外面屈曲部以下 母有り。混入物微量。

20.3 なし内湾気味に開く。口唇部ほぽ平坦 斜め箆ケズリ←←↓。口縁部外面木口状エ 灰褐色（一部赤褐

で内面凸状をなす。 具によるナデか？ 色）。Nn1 + 2。SK
14。

須恵高 6 13 0 体部器肉薄く、外傾して開き口唇部 内外面回転横ナデ。 1/10。須恵坪2。黒
台坪 1. 7 肥厚し屈曲する。 色。 SKl21。

第 1号溝跡出土遺物

器種 1番号 1法量 l 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵坪 I1 I 13.6 体部は外傾して立ち上がり、口唇部 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 1/10。須恵坪5。灰
2.8 小さく外反し先端部尖り気味。 1平滑。 1 白色。

須恵高 2 I 5.2 
台坪 2.0 

高台部は低くほぼ直立し幅狭く、接 内外面回転横ナデ（右回転）、高台部粘 80%。須恵坪3。灰
地面ほぼ平坦で一部外ソギ状中央やや 土貼付けご内外面指頭ナデ底面糸きり痕残 褐色。内外面とも磨

凹む。よく密着していない。体部下端 る。 滅顕著。

で緩い稜をなし、外傾して立ち上がる。

須恵坪 I 3 I 13.o 体部は内湾して立ち上がり、口唇部 内外面回転横ナデ（右回転）、内面丁寧 1/5。須恵坪 1。灰
3.。1小さく屈折して開き外面凸状をなす。 平滑。 1 白色。

須恵高 4 I 14.4 高台部は低く巾狭で直立する。体部 内外面とも回転横ナデか？磨滅剥離顕著 2/3。白多粗レキ大
台付椀 6.3 は下端で緩い稜をなし直線的に立ち上 で詳細不明。 1暗黄褐色。No.1。

5.6 がり、口唇部緩く外反する。口唇部や

や肥厚し丸く収まる。

須恵高 I 5 

台付椀

12.3 

5.3 

5.2 

須恵壷 I 6 14.9 

1.8 

土師坪 I 7 12. 9 

7.2 

3.5 

甕 8 | 1 1. 3 
6.6 

高台部は低く直立し底面凹む。体部 内外面とも左回転横ナデ、体部下端工具 11/4。甕 1。暗黄褐
は内湾して立ち上がり、口唇部肥厚し ナデで底面糸きり痕残る。磨滅顕著。 色。

屈曲して開く。

口縁部は大きく外反して開き口唇部 内外面回転横ナデ（左回転？）、詳細不 1/4。須恵甕 3。灰
直立し先端部尖る。外面下僅かに凸出 明。 褐色。内外面とも磨

する。 滅顕著。

底面ほぼ平坦で体部は内湾して立ち 底面一定方向の箆ケズリで粘土接合痕残 |1/2。甕l。赤褐色。
上がり口唇部丸く収まる。器肉全体に る。外面体部上半から内面横ナデ、体部下

厚い。 半未調整で接合痕残る。

長胴気味の胴部からそのまま口縁部

に移行し中位で外反して小さく開く。

内面稜をなす。口唇部直立し外面下稜

をなし平坦面を造りだす。先端部押圧

により平坦。外面輪積み痕残る。

胴部外面上部横・斜箆ケズリ（←←↓）、 1/5。甕 1。黒褐色

内面箆ナデ（←)頚部指頭押圧。口縁部横 ／淡褐色。加熱によ

ナデ（外面未調整部分残る）中位指頭ナデ るか一部剥離する。

ないしケズリで下部はエ具ナデか？口唇部

外面あるいはエ具ナデか？

その他の遺構、 Gird、表採出土遺物

器種 番号 法量 形態の特徴 手 法 の 特 徴 備 考

須恵高 1 13 5 高台部は低く底面凹む。体部は内湾 内外面とも回転横ナデ。 1/3。甕1。暗褐色。
台付椀 5.5 して大きく開く。口唇部屈曲し僅かに

5 6 肥厚する。

須恵高 2 12.9 高台部は極低く痕跡的。体部は内湾 内外面とも右回転横ナデで内面丁寧、外 1/3。甕 1角微。褐
台付椀 6.1 して立ち上がり中位やや強く湾曲する。 面下半未調整部分残る指頭ナデか？ 色。第57号住居跡の

5.1 口唇部丸く収まる。 混入か。
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器種 I番号 I法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

須恵高 I 3 

台付椀

須恵高 I 4 

台坪

13.5 

3.5 

12. 9 

6.0 

5.8 

5
 

寸、ー台高
椀

13.4 

4.3 

体部は内湾して開き口唇部屈曲し僅 1 内外面とも右回転横ナデ、体部外面下半
1/3。甕 1赤白多。

かに肥厚する。 未調整部分残る。剥離顕著。内外面炭化物 赤褐色、暗褐色。内

付着。 面灯芯痕？

高台部は直立し底面凹む。体部は内 内外面とも左回転横ナデ、底面中心部糸 1/4。甕 1白粒多細

湾して立ち上がり下端部腰をもち、口 きり痕残る。 粗。灰白色。 B20K

唇部肥厚し丸く収まる。
30。

体部は内湾して立ち上がり上部で緩 磨滅顕著であるが内外面とも回転横ナ 1/3。白粒多レキ多。

い稜をなし、外反して開く。 1デ？後指頭押圧。 1暗褐色。 B19K21。

椀 I 6 I 1s.2 I 体部は直線的に開き口唇部丸く収ま l 蓮華紋は輪郭を削り出す（左→右）。

2.4 I る。

須恵高 7 | 5.1 高台部は低くほぽ直立し幅狭く、接 内外面回転横ナデ（右回転）、高台部粘 11/3。須恵坪 1。灰

台坪 2.2 地面丸みを持ち一部外ソギ状。体部下 土貼付け後内面指頭ナデ中央糸きり痕残
り、 色（褐色）灰色。 S

＿
一，
 

付台高

椀

台付甕 I10 I 9.o 

2.6 

端緩い稜をなす。

体部は内湾して立ち上がる。

外面よく密着していない。

1/10。細精緻。青灰

色．表採。

K86。

把手付 s I 5.4 底部は平坦で体部は大きく内湾して 内外面とも極丁寧な右回転横ナデ。内外 1/3。精緻黒粒微。

壷 3 5 1立ち上がる。 1面の一部に釉が及ぶ。 1灰白色。 B40J40。

内外面とも右回転横ナデ。外面横位墨書 甕1。細粗。暗褐色。

「案」？ C20K30。

脚部は大きく外反して開き、下半部 内外面回転横ナデ（右回転、外面木口状 11/3。甕 1。赤褐色。

は更に開く。先端部は下垂し僅かに凸 工具？）か？下半部指頭押圧、ナデ加わる。 SKll2。

状呈す。

羽釜 I 11 I 1s.o 体部は内湾して立ち上がり、口縁部

7.5 は短く内傾し口唇部外面凸状をなす。

ー 鍔は断固三角形状で端部尖る。

2

3

4

5

6

9

7

8
 

1

1

1

1

1

1

1

1
 

子

石

石

石

石

石

石

石

刀

砥

砥

砥

砥

砥

砥

砥

内外面とも比較的丁寧な右回転横ナデ。 I 1110。甕1。白粒多
細粗。黒褐色（暗黄

褐表採色）黒色。

表採、 0.5g

B34Kl8、2g

C20K40、22g

B49Kl8、25g

表採、 20g

B44Kl9、95g

表採、 35g

C04K36、45g

註 土城その他の遺構の図示したもの以外の各器種と胎土との対応関係は以下のとお
りてある。

第6号土壊 甕1（脚台部l) 第8号土壊 甕1（口緑部2、胴部4)

第11号土擦 甕1（口緑部2、胴部1) 須恵坪5（口緑部1) 第13号土演 甕1（口縁
部1、胴部4、底部2.) 須恵器甕6（胴部1)

第88号土擦 甕1（胴部4) 甕2 （日縁部3、胴部4) 須恵壺1（胴部15) 須恵壺3
(7) 第96号土城 甕1（胴部1)

第98号土擦 甕2 (2) 第101号土壊甕1（底部 1) 第109号土擦甕1（口縁部1)

第112号土擦甕1（底部 l) 第121号土痰甕1（胴部）

第1号溝跡 甕1（口縁部4、胴部12) 甕1,（胴部1) 土師坪 1(1個体） 須恵坪1
（日縁部 l、胴部5、底部1) 須恵坪5（底

部1) 須恵坪6（底部l) 須恵坪7（口緑部1) 須恵甕1（胴部6) 須恵甕3（口縁部
3)
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N 結 語

前章までで個々の遺構、遺物については詳述した。本章では白草遺跡に於ける弥生時代後期吉ヶ

谷式期の遺構、遺物に関して若干の問題点について言及する。吉ヶ谷式上器の編年についてはすで

に柿沼、石岡両氏によって詳しく論じられてきたが、最近の資料増加に伴い主に型式学的祖型の問

題と調査例の増加が著しい新段階、特に五領式との関係如何が問題となっている。また縄文原体に

ついての問題、伴出する石器については依然として分析がなされていない。以下ではこれら先学の

業績をもとに概括的分類を行い、問題点を摘出することにする。

本遺跡出土の吉ヶ谷式土器の器種は主に甕形土器、鉢形土器、甑形土器、壺形土器、高坪形土器

で構成され、それ以外に匙形土製品、ミニチュア土器等が加わる。細かい土器組成については各遺

構の遺物出土量が少なく明確ではない。

まず編年基準となる甕形土器（図上復元を含めて完形に近いもの）の器形についてみると本遺跡

出土のものは以下の 6類に分けられる。

A 胴部が所謂寸胴で小形のもの。（第59号住居跡6)

B 胴部の張りが強く頚部から口縁部にかけて外反するもの。これはさらに細分され

1 やや大形で頚部の外反度が小さいもの（第6号住居跡 1、第141号上壕2)

2 頚部の外反度が大きいもの（第15、59、78、83号住居跡）輪積み痕を残すものが少数ある。

3 頚部から口縁部の移行が外面ではかなり明確（口縁部の明確化）であるが内面はそのまま移

行しているもの（第61号住居跡6、第82号住居跡4、第111号土壊2)

c 胴部の張りが強く頚部が直立気味でそのまま口縁部に移行するもの。口径が胴部最大径よりも
かなり小さく、相対的に胴部の張りが強調される。これはさらに法量によって

1 やや大形のもの（第141号土壊1、第59号住居跡9)

2 小形のものに細分される。（第15号住居跡4、83号住居跡5)

D 胴部の張りが強く頚部は直立気味乃至直線的に傾斜し口縁部が僅かに外反するもので法量によ

り

1 大形のもの（第6号住居跡2)

2 やや小形なもの（第111号土塙1、第17号竪穴状遺構7) に細別される。

以上が主体となるものであるがこれ以外に文様によって

E 櫛描文の施されるもの（小破片が多く工具及び波長、振幅による細別は難しい。）で

1 櫛描波状文が施されるもの（第61号住居跡3、第64住居跡4、第88住居跡 3、第86号土墳

1) 

2 櫛描波状文と廉状文が施されるもので、これは不明瞭であるが上胴部に縄紋 (R?) を伴う

可能性がある。（第77号住居跡3)

F 球形状胴部で頚部に輪積み痕をもち無文のもの。（第59号住居跡5)

次に施文域についてみると、吉ヶ谷式土器のそれは一般的に口唇部、口唇部直下、口縁部から頚

部、胴部に分けられる。施文手法について以下では概括的に述べる。

口唇部については縄紋施文されるもの、平行工具による刻みが施されるもの、無文の 3種が存在
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する。

外面口唇部直下については一般的には口唇下から縄紋施文されるが、幅狭い無文帯を残すもの

（第6、59、78、83号住居跡、第141号土墳）も存在し 2種がある。

頚部から口縁部については吉ヶ谷式甕形土器の主体的な縄紋施文域である。主体的なものは胴部

最大径よりも上部に施文されるが、少数ながら胴部最大径前後まで施文されるものがある。

胴部は無文帯として存在し、大部分は縦ないし斜めハケ後ミガキが施される。ミガキの効果は一

般的には光沢を持つものであるが、光沢を持たないナデ類似のものもある。極く少量であるがハケ

のみでミガキが施されないものがある。（第2号住居跡6)

下胴部のミガキの方向については胴部最大径付近を横方向以下縦方向に施すものと、最大径以下

全て縦方向に施すもの、最大径以下縦方向底部付近横方向に施すものの 3種が存在し、甕形土器以

外の器種については以下のように細分される。

鉢形土器は

A 体部は内湾して立ち上がり底部突出し、内外面のミガキが顕著でなく外面下半部は指頭押圧さ

れるもの。（第73号住居跡 2)

B 体部は内湾気味に立ち上がり、それほど開かないもので、内外面のミガキが施されるもの。

（第63号住居跡l、第55号竪穴状遺構3)

c 体部が大きく開き底部が比較的小形なもので内外面ともよく磨かれ
1 口唇部が直立するもの。（第84号住居跡1)

2 そのまま開くもの。（第84号住居跡2)

甑形土器は出土量が少ない。

A やや大形の底部で器肉やや薄く体部の開きが大きく鉢形を呈するとみられるもの。（第5号竪

穴状遺構 1)

B 小形の底部で器肉極＜厚く体部の開きが小さく縦長のもの。（第83号住居跡1、第75号住居跡

1) 

壺形土器は器形が全て判るものはないが、口縁部の形態と装飾帯によって

A 素口縁で痕跡的な輪積み痕が残り縄紋施文される

1 幅広いもの（第75号住居跡2)

2 幅狭いもの（第83号住居跡8)

B 複合口縁で縄紋施文される

1 折り返しないし貼付けにより口縁部を造出。（第82号住居跡 1)

2 輪積み痕利用により幅広の複合口縁状にするもので輪積み痕が明瞭なもの（第88号住居跡

2) と不明瞭なもの（第82号住居跡 2)がある。いずれも押し付けるように縄文施文され手法

的にはほぼ同一である。

c 輪積み痕利用の突帯状口縁で突帯が口唇部から始まるものと、口唇部直下から始まるものがあ

るが本遺跡例は後者である。口唇部の縄紋、刻みは確認されていない

1 突帯上に刻みを持つもの（第88号住居跡 1)
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2 無文のもの（第61号住居跡 1)

頚部から上胴部の装飾帯ぱ縄紋施文で最多で3帯まで確認されている。頚部施文帯の幅が以下よ

りも広いものと、ほぼ同じものがある。

高坪形土器も全形が窺えるものはない。坪部の形態によって

A 突帯状口縁。確認されている突帯の数は 2段のものと 3段のものがある。突帯の作出技法で

1 輪積み痕利用によるもので口縁部が大きく内湾し大形（第63号住居跡3、第83号住居跡2、

第84号住居跡5)

2 粘土紐貼り付けによるもので大形のもの（表採4)

B 輪積み痕利用によるもので体部はほぼ直立気味に立ち上がる

1 大形のもの（第63号住居跡4、第17号竪穴状遺構2)

2 小形のもの（第59号住居跡3、第80号住居跡 1、2)

C 1 素口縁で口唇部は直立する（第7号住居跡1、第80号住居跡3、第84号住居跡3)

2 ミニチュア（第15号住居跡 1)

D 坪口縁部に櫛描波状文が施文されるもの。（第63号住居跡2)

Alについてはその他の装飾が口唇部と突帯最下段に認められ、前者では細かい粘土紐を貼り付

けるものがある。後者では縦長の粘土を貼付するものと、 2個一対の円形浮文とがある。破片が多

く完形がほとんどないため不明瞭である。脚部は直線状ないし内湾気味に開くものが一般的である

が下端部破片が多く不明確である。第2号住居跡出土のものは湾曲度がきつく一般的ではない。

甕形土器の縄紋については確認できたものは全て 0段多条で、基本の撚りは 1が30.9%、rが

69.1％である。 0段の撚りはそのまま撚り合わせたものか、付加条巻にしたものか判断は困難であ

った。

無節の縄は少数存在しLが10.6%、Rが1.4％である。確認できたものは何れも 3条で太細の撚

り合わせである。この場合付加条巻きが存在している。大部分は単節縄紋でLR29.5%、RL

58.0％である。

複節LRLの疑いがあるものが 1点 (0.5%)ある。第84号住居跡出土甕形土器片であるが節内

部の繊維圧痕の様相は 0段5条のRLである可能性も残している。末端処理が施されているものは

比較的少ない。

縄紋施文帯を区画するような在り方を示すものはほとんどなく全てミガキが及んでいる。僅かに

第83号住居跡6の完形に近い甕形土器が口唇部直下、施文域下端部に残すのみである。第111号土

壇出土の甕形土器（1）は数段に及ぶ施文毎に圧痕を残している。付加条とみられるものもある。また

付加条第 1種の末端が刺突？された甕形土器片（第56号住居跡11)がある。

壺形土器の縄文は無節はなく、全て単節縄紋である。第75号住居跡出土の壺形土器は部分的に付

加条を伴っている。

以上の分類相互の関係について概観すると、甕形土器は吉ヶ谷式土器の編年基準として、漸進的

に胴部の張りを強めしたがって相対的に頚部の外反度が大きくなることが既に指摘されており、ロ

縁部の明確化に向かって移行すると考えられる。又法量の小型化傾向も指摘されているところであ
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る。このような一般的傾向にしたがって甕形土器をみていくと、まず主体的な存在であり各住居跡

において安定的に出土する甕形土器Bは上述の展開に沿っており、 B1→B2→B 3と論理的に配

列される。 Aは伝統的な器形であるが既に小型化が著しく下胴部に古い手法を留めているが新しい

ものとみるべきであろう。 Cは頚部の外反度が弱くほぼ直立気味で、胴部の張りが強い赤井戸式の

器形に類似する。器形以外に施文域あるいは縄紋等で赤井戸式との関連は認められない。しかしな

がら同一個体ではないが本遺跡では付加条が認められることは東関東ないし北関東の影響を考慮し

ておくべきであろう。 DはBとの関連に於いて捉えられる器形と考えれ駒堀遺跡、万願寺遺跡にも

類似するものがある。法量分化と小形化傾向の関係は不明とせざるを得ないがBとの関連でC1→ 

C 2, D 1→D2と捉えておく。

施文域について明確に器形との関連を捉えられるような例はない。一般的には胴部の張りが強い

ものに、最大径より上部に縄紋施文されるものがみられるという程度である。縄紋施文域の上方移

行については吉ヶ谷式自体の展開とともに、櫛描文や付加条の存在から他地方の相当する施文域と

の関連を考慮しておくべきであろう。

下胴部調整手法でハケ後ミガキを施さないものが極少数存在する。柿沼編年によるとII段階のa,

bを細分する指標として下胴部ハケ調整があげられている。第2号住居跡、第111号土墳出土の甕

形土器に認められるが、いずれも器形および法量がb段階に属すると考えられ、ここでは残存形態

として捉えておく。

甕形土器E1は破片であるが櫛描文の特徴は岩鼻式土器よりも樽式土器に類似する。 E2は上胴

部が縄紋施文かどうかが問題になるが磨滅によりはっきりしない。仮に縄文施文だとすると嵐山町

行司免遺跡でやや類似する甕形土器が出土しており、類似例は群馬県西部を中心に出土例が増加し

ている。本遺跡例は施文域が廉状文によって上下に分割される。 Dは無文であるが樽式土器に類似

している。

壺形土器Aは万願寺遺跡、焼谷遺跡に出土例がある。 Alは万願寺例の方が器形、縄紋施文とも

に新しい。 B1は吉ヶ谷遺跡に類例があるが本遺跡例の方が後出的で複合口縁部下端の刻みも消失

している。 B2は先行する輪積み痕が明瞭なものが玉太岡遺跡にみられる。縄紋施文されないもの

は焼谷遺跡でもみられる。 Cの装飾帯は高坪形土器にもみられるものであるが、本遺跡の壺形土器

の場合粘土紐貼り付けによるものはみられない。花影遺跡、霞が関遺跡等段階にみられる複合口縁

状の突帯装飾を基本とすると、口唇部直下から始まる C2は後出的である。駒堀遺跡では独立し装

飾帯化した壺形土器が出土している。

高坪形土器Cは新しくなると量的に増加する傾向がある（明戸東遺跡）が本遺跡では量的に少な

い。突帯をもつものは全体に低く新しい傾向が窺われる。 A2は霞が関遺跡で既に出土しているが

量的には各段階において少量で主体はAlが占める。必ずしもAl→A2とはならない。貼付文に

ついては口唇部に貼付される例は玉太岡遺跡で出土している。白草遺跡が後出的である。突帯最下

段に貼付される縦長の貼付文は耳付土器との関連を想起させるが東関東のいわゆる瘤付き土器との

関連も考慮しておくべきであろう。

甕形土器Bを中心として各住居跡における共伴関係を見ると、 B1は第6号住居跡でDlと、第
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141号土壊でC1と共伴している。 B2は出土量が多く安定的である。第15号住居跡でC2、第59

号住居跡でA、C1、C2、第63号住居跡でC1、第83号住居跡でC2と共伴している。 B3は第

111号土壕でD2と共伴している。したがって少量ではあるがBl、Dl→B2 (C 1→C 2)→ 

B3、D2という配列が成立する。他の器種については第15、17、59、63、80、82、84号住居跡で

出土しているが、甕形土器との関係は明瞭さを欠き土器群としての移行過程を捉えることは難しい。

白草遺跡出土の吉ヶ谷式土器の編年的位置を求めると、柿沼編年のIIb段階にほぼ対比されると

考えられるが、甕形土器によって段階区分をすると上述のように 3段階ということになり、第6号住

居跡、第141号土壊がより古く、第82号住居跡、第111号土塙がより新し mく位置付けられることにな

る。

弥生時代後期吉ヶ谷式期の発掘調査例で集落の大部分が調査、報告されたものは現在のところそ

れほど多くはなく、駒堀遺跡、上組遺跡、明戸東遺跡等を数えるのみである。したがって白草遺跡

例が加わることは該期の集落構造解明に大きく寄与するものである。
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